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ご
あ
い
さ
つ

本
学
は
、
1
9
9
6
年
、
岐
阜
県
高
度
情
報
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
育
成
す
る
ア
ー
ト
ア
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科
と
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
育
成
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
科
の
2
学
科
を
有
す
る
専
修
学
校
、『
国
際
情
報
科
学
芸
術
ア
カ
デ

ミ
ー
』を
開
学
し
ま
し
た
。

2
0
0
1
年
に
そ
の
う
ち
の
ラ
ボ
科
を
改
編
し
、
学
部
を
持
た
な
い
修
士
課
程
の
み
の
メ
デ
ィ
ア
表
現
研
究
科
同

専
攻
の
1
研
究
科
1
専
攻
の
み
の『
情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学
』を
開
学
し
ま
し
た
。

こ
の
2
つ
の
学
校
の
英
語
表
記
、

International A
cadem

y of M
edia A

rts and Sciences

Institute of A
dvanced M

edia A
rts and Sciences

そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
か
ら
総
称
し
て
I
A
M
A
S（
イ
ア
マ
ス
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
学
は
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
2
0
0
6
年
度
に
開
学
か
ら
十
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ま
で
十
年
間
の
研
究
・
教
育
を
ま
と
め「
I
A
M
A
S
十
周
年
誌
」と
し
て
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念
誌
は
2
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
誌「
I
A
M
A
S
十
周
年
誌
Ⅰ
」は
5
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー「
学
校
＋
活
動
」「
科
学
＋
芸
術
」「
教
育
＋
方
法
」「
社
会

＋
学
校
」「
学
生
＋
社
会
」に
区
分
し
、
研
究
・
教
育
の
試
み
と
そ
の
成
果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た「
I
A
M
A
S
十
周
年
誌
Ⅱ
」は
、
本
学
の
研
究
教
育
に
関
す
る
情
報
と
資
料
を
集
め
た
デ
ー
タ
集
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し
て
こ
の
十
年
を
振
返
り
、
今
後
の
発
展
を
見
据
え
つ
つ
枠
に
捉
わ
れ
な
い
つ
ね
に
新
し
い

研
究
・
教
育
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ず
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ANDコース

[Advanced Network Design Course]

情報技術は日々著しく進化しており、今後の動向を

予測するのは困難です。情報技術やシステム科学に

関する基礎を学び、インターンシップや社会性のある

プロジェクトに参加する事で、これからの社会に必

要とされる「モノ」や「システム」を新しくデザインし具

現化していく能力を持った人材の育成を目指します。

卒業生は新たな社会システムの提案者、これからの

情報システムを牽引する技術者、新産業を創出する

起業家として活躍することが期待されます。

CGIコース
[Computer Generated Image Course]

21世紀から20世紀の映像文化を省みる時、それ

は、唯一、フィルムの存在した特異な時代として語ら

れることでしょう。それほどに、近年のデジタル化

の波は、映像制作のあり方を根本的に変革していま

す。これからも映像制作への情熱、夢が生き続ける

いっぽう、時代をとらえ、時代に対応し得る人材でな

ければ、もはや第一線で活躍する映像制作者たり得

ません。21世紀のリテラシーを身につけ、21世紀

を駆けるスペシャリストの育成を目指します。

DITコース
[Designing for Information Technology Course]

ウェブデザインやグラフィックデザインを通じて、コ

ミュニケーションのためのデザインを学びます。動

きのデザインや対話性のデザインも、従来の色彩や

造形、タイポグラフィなどと同様に基礎技法としてと

りあげ、デジタルメディアならではのデザインを探求

しています。ウェブデザイナー、グラフィックデザイナ

ー、デジタルメディアコンテンツのオーサー（著作者）

など、メディア横断的に活躍する人材を輩出すること

を目指します。

DSPコース
[Dynamic Sensory Programming Course]

アートとテクノロジーの歴史のなかでも、リアルタイ

ム性やフィードバック性の高いインストゥルメント（道

具、楽器）とパフォーマー（役者、演奏者）との関係

性に注目し、これを広く複合感覚を伴った身体の拡

張へと発展させ、多様なメディアやネットワークを自

己の身体として駆使することができる、みずみずしい

感性を持った表現者や技術者の育成を目指します。

Studio1 ［インタラクティブメディア］
電子メディアのもつ双方向性は、リアルタイムでの情

報交換を可能にしネットワーク環境の発展とあいま

って、社会の構造を変容しつつあります。そうした状

況の中で、インタラクティブメディアが抱える諸問題

を技術的、社会的に解明、分析しながら、芸術およ

び実用的側面からの研究と創造活動を行ないます。

Studio2 ［タイムベースドメディア］
電子メディアは従来の時空間的な秩序を解体し、バ

ーチャルな秩序を生み出しつつありますが、そのベ

ースには人間を含む生物一般が生きてゆく、基本的

にはリアルな経験世界が存在しています。そこでの

時間軸に沿った構造や物語性は、私たちの世界把握

の原型的な秩序であり、それを踏まえつつ、新しい

電子メディアに対応した多様な時間構造の研究を行

ないその構造に応じたメディア自体をも提案してい

きます。

Studio3 ［インターフェイス］
電子メディアと人を取り巻く環境との多様な関係を、

インターフェイスという視点で総合的な観点からとら

えます。本スタジオは、アーティスティックな感性のみ

ならず、空間デザイン、リレーショナルデザイン的な視

点、さらにエンジニアリングの視点をもったスタッフ

で構成され、この領域に関する先端 ITや理論に裏付

けられた研究・製作を行っていきます。

Studio4 ［メディア美学］
メディア技術を用いた表現活動、社会活動を通して、

現代文化の根底にある諸問題を理論的・実践的に研

究しています。広く表現文化論の立場から、アートプ

ロジェクトやイベント企画、ミュージアムの構想、地

域に根ざした文化活動、伝統文化とデジタル化、地

球的ネットワークにおけるコミュニケーションデザイ

ンなどの実践へと展開する研究および創作を行って

います。

StudioE ［表現工学］
メディアの進化には技術が伴っています。その進化

を見据えた表現のための新技術の提案や、使い方に

ついての研究を行います。特に、情報技術や科学的

理論に裏付けられた研究・開発を行う事が特徴です。

他のスタジオとも横断的に関わり、より広い視点を身

に付けることができます。また、成果の実用化や産

業界との連携も重視しています。

国際情報科学芸術アカデミー
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C M C
（メディア文化センター）

岐阜県・ソフトピアジャパン

岐阜県の高度情報化政策の一環として、ソフトピア

ジャパンと共に IAMASは開設されました。ソフトピ

アジャパンは「高度情報基地ぎふ」づくりの戦略拠点

として、情報産業の集積と産学官のグローバルな連

携を目指しています。そのインキュベートルームは卒

業生の起業を支援し、入居企業同士の連携促進、経

営支援など行なっています。また共同研究などの連

携も行っています。

地域企業

ソフトピアジャパンに集積する情報関連産業へ向け

た卒業生の人材提供を行っています。また岐阜県金

属工業団地協同組合や岐阜県印刷工業組合西濃支

部などと提携し、地域連携講座を開講するなど、地

域企業と密接に連携しています。また、岐阜県内の

中小製造業などの IT化推進のため、マイクロソフト

社と提携して、支援する体制を整えています。

文化施設

日本科学未来館、NTTインターコミュニケーションセ

ンター、山口情報芸術センター、せんだいメディアテ

ークなどの文化施設に、卒業生や IAMAS関係者が

勤務しており、学生や教職員がそれら施設と連携し、

イベントや作品展示など幅広く事業に取組んでいま

す。また岐阜県美術館とも共同研究や展示などを行

っています。

2004年にはオーストリアのアルス・エレクトロニカで

大がかりなキャンパス展示を行ないました。

研究教育機関

本学は、VRテクノセンター、岐阜県生産技術研究

所、大垣市教育委員会などの研究教育機関と連携し

研究活動を行っています。また、オーストリアのリン

ツ美術工芸大学やインドのシュリシティー芸術デザ

イン技術学校など、海外の教育機関と交換留学を行

っています。東京大学、東京藝術大学、多摩美術大

学、岐阜大学などの国内の大学とも日常的に交流し

ています。

アーティスト・研究者

アーティストインレジデンス制度を設け、国内外から

アーティストを招聘し作品制作および学生との交流

を行なっています。世界各地からアーティストが訪

れ、本学と世界の橋渡しになるとともに、学生にとっ

てはアーティストの世界観に接することのできる貴重

な体験が得られます。また研究員制度を設け、国内

外の研究者が滞在し研究する体制を整えています。

情報科学芸術大学院大学

ABOUT IAMAS
学校の全体像
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中小製造業などの IT化推進のため、マイクロソフト
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アーティスト・研究者

アーティストインレジデンス制度を設け、国内外から

アーティストを招聘し作品制作および学生との交流

を行なっています。世界各地からアーティストが訪

れ、本学と世界の橋渡しになるとともに、学生にとっ
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外の研究者が滞在し研究する体制を整えています。
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023 「IAMASの、次の十年のために」吉岡洋／元教授

027 「この十年間を振り返って」小林茂／講師

029 「IAMASファミリーとの十年間」クリスタ・ソムラー＋ロラン・ミニョノー／元助教授

031 「科学と芸術の融合へ向けた IAMAS開学」坂根厳夫／ IAMAS名誉学長

039 PANEL TALK（開校当時から在籍する教員による座談会）

045 CURRICULUMS（十年間のカリキュラム変遷図）

047 INSTRACTOR’S BACKGROUND（教員の活動分野）

049 「メディアアート教育事始」関口敦仁／教授

059 RESIDENCY ARTISTS（客員芸術家からのメッセージ）

063 「外から見る IAMAS」永原康史／教授

067 「十年を振り返って」神成淳司／講師

071 OBSERVER’S VOICE（IAMASにつながりのある方へのインタビュー）

  伊藤幸治／阿部一直／茂登山清文／今尾ひな子／原田康徳

077 Where are you from?（入学者出身地マップ）

079 What did you do?（入学者出身分野表）

081 What did you create?（卒業制作分野表）

085 橋本英之

086 廣島麻紗子

087 山辺真幸 +小川裕子

089 棚瀬知佳

090 鈴木貴久

091 小野田裕士+宇田敦子 +福田史

093 岡野良久

094 栃木博子

005 EVENTS（十年間に開催されたイベント）

011  PROJECTS（十年間に行われた研究活動）

017 PUBLICATIONS（十年間に制作された印刷物）

095 田中信雄 +中原淳

097 古舘健

098 山田由希美

099 桝尾あき

100 高嶺格

101 野間穣 +明貫紘子 

103 さかいれいしう

104 山野友義

教育+方法

科学+芸術

社会+学校

学生+社会

学校+活動

105 BUILDINGS（IAMASの建物）

107 MESSAGES（十周年に寄せて）
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「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
は
1
9
9
5
年
に
開
校
記

念
行
事
と
し
て
開
催
し
た「
世
界
メ
デ
ィ
ア
文
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
母
体
と
す
る
展
覧
会
で
す
。「
世
界
メ

デ
ィ
ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
メ
デ
ィ
ア
文
化
の
未

来
を
語
り
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
と
し
、「
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
は
そ
の
メ
デ
ィ
ア
文
化
の
最
先

端
と
し
て
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
を
紹
介
し
ま

し
た
。
観
客
が
作
品
と
対
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
、
作

家
と
観
客
が
同
じ
舞
台
の
上
に
立
ち
作
品
を
生
み
出

す
、
新
し
い
芸
術
観
を
提
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後

「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
」は
2
年
に
1
度
の
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
へ
と
発
展
し
、
95
、
97
、
99
、
01
年
の
4
回
、

開
催
し
ま
し
た
。

学
長（
現
名
誉
学
長
）坂
根
厳
夫
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
世
界
各
地
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
、

I
A
M
A
S
の
教
職
員
と
学
生
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
対
話
し
、
作
品
構
成
な
ど
を
知
る
機
会
と
し
て
の

教
育
的
側
面
も
含
め
、
企
画
か
ら
展
示
構
成
、
運
営

に
至
る
ま
で
手
作
り
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
岐
阜
県

や
日
本
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
分
野
で
は
当
時
、
世
界

で
も
数
少
な
い
展
覧
会
と
し
て
認
知
さ
れ
、
各
界
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

1 『戦いの断片』スタジオ・アッズーロ（’99）

2 自作『Focus』の前でプレゼンテーションする

 タマシュ・ヴァリツキー（’97）

3 『インタラクション’01』でのアーティストトークの模様

4 『イメージ・シンフォニー』ゴーラン・レビン（’01）

5 『フォトトロピー II』

 クリスタ・ソムラー＆ロラン・ミニョノー（’97）

6 『イメージ・オブ・ストリングス』岩井俊雄（’97）

7 『デジタルウオッチ』ジム・キャンベル（’97）

8 『場所─そのマニュアル』ジェフリー・ショー（’97）

9 『美の座標』カミーユ・アッターバック（’01）

インタラクション

EVENTS
十年間に開催されたイベント

1

34

2

5
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岐
阜
お
お
が
き
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
1
9
9
5
年

よ
り
行
わ
れ
た「
世
界
メ
デ
ィ
ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
3
つ
を
柱
と
し
て
、

I
A
M
A
S
が
企
画
・
運
営
す
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

04
年
は「
未
来
の
学
校
」と
題
し
、
旧
来
の
知
識
を
授

か
る
場
と
し
て
の
学
校
で
は
な
く
、
自
然
な
欲
求
を

満
た
す
場
と
し
て
の「
未
来
の
学
校
」の
あ
る
べ
き
姿

を
問
い
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
学
び
の
場
の
イ
メ
ー
ジ
を「
ア
ー
ト
」を
手
が
か
り

に
し
て
創
り
出
す
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

 1 パオロ・ローザとイタリア／日本の学生たちが参加して制作したワークショップの成果

 『水行く旅の記─俳句の風景』（'04）

2 ユネスコデジタルアーツアワォードで入選した、コビ・ファン・トンダー

 『Ephemeral Gumboots』（'04）

3 大垣市役所で作品のための顔写真を撮影するウォルフ・ヘルツゥレ（'04）

4 『意識という土地』ジャムセン・ロー（'06）

5 オープニングイベント『 elephant ant man』HANA☆JOSS＋早川貴泰（'06）

6 『それらを結合する想像の橋』カモン・パオサワット（'06）

7 夜間にデパートの壁面に投影された、ウォルフ・ヘルツゥレによる作品『顔俳句』（'04）

8 『moids』斉田一樹＋三原聡一郎＋むぎばやしひろこ（'06）

9 パフォーマンス『世界のバイパス』dracom （'06）

10 『テーブルの上の白雪姫』セオ・ヒョジョン（'06）

11 ワークショップ『大垣じゃんけん合奏団─じゃんけんで創る音楽ワークショップ』

 鈴木悦久＋松本律子（'06）

12 子供向けワークショップ『ねんどアニメカフェ』（'04）

06
年
は「
じ
ゃ
ん
け
ん

：

運
の
力
」と
題
し
、
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
・
批
評
家
グ
ナ
ラ
ン
・
ナ
ダ

ラ
ヤ
ン
と
I
A
M
A
S
教
授
（
当
時
）
吉
岡
洋
の
2

人
が
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
」と
い
う

遊
び
を
非
西
欧
的
で
柔
軟
な
神
話
的
発
想
と
し
て
捉

え
な
お
し
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
ア
ジ

ア
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
更
に
、
こ
れ
ら
の
展
示
を
大
垣
市
の
街
の
な
か

に
点
在
さ
せ
、
様
々
な
場
所
を
使
っ
て
展
開
し
ま
し

た
。 EVENTS
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し
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
」と
い
う

遊
び
を
非
西
欧
的
で
柔
軟
な
神
話
的
発
想
と
し
て
捉

え
な
お
し
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
ア
ジ

ア
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
更
に
、
こ
れ
ら
の
展
示
を
大
垣
市
の
街
の
な
か

に
点
在
さ
せ
、
様
々
な
場
所
を
使
っ
て
展
開
し
ま
し

た
。 EVENTS

十年間に開催されたイベント
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上左　『セレブレーション・マーチ』安野太郎

上中　会場風景

上右　会場内で運営した和風カフェ

左　　会場となったリンツ美術工芸大学

EVENTS
十年間に開催されたイベント

アルス・エレクトロニカ キャンパス展示
「IAMAS: Progressive Media Art Education 

from Japan」修了研究発表会・卒業制作展

オープンハウス

上左　レクチャーの様子

上右　『ワークショップ』伊奈由希子

下左　ジオメディアコンテンツプロジェクト

下右　進学相談カフェの様子

SOURCE OF LIFE はじまりの水
—IAMAS in Yokohama

上左　『息吹』田部井勝＋宮内康乃

上中　『The Source』福原志保＋ゲオルグ・トレメル

上右　『ワークショップ』小林茂

下　　『音点字』福森みか

上左　『memorandum』伊藤晶子

上右　卒業制作展は例年ソフトピアジャパン内で開催される

下左　『faceroid』國原秀洋

下右　『KODAMA』山川 K.尚子

2
0
0
4
年
9
月
2
日
〜
7
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
リ
ン
ツ
市
で
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大

の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
祭
典「
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
カ
2
0
0
4
」 

の
、
第
4
回
目
に
な
る
キ
ャ
ン

パ
ス
展
示
に
I
A
M
A
S
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。 

I
A
M
A
S
の
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
学
生
お
よ
び
教
員
の
作
品
展
示
と
上

映
の
他
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
サ
ウ

ン
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
紹
介
し
て
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
を
広
く
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を

毎
年
8
月
初
旬
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
進
学
相
談
や

公
開
講
座
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
、
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｓ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
生
作
品
の
展
示
や
上
演
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
発
表
な
ど
、
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
活
動
を
2
日
間
に

わ
た
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

2
年
間
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、
表
現
や
先
端
技

術
に
取
り
込
み
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
た
、
他
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
多
彩
な
学
生
の
発
想
と
そ
の
実

践
を
毎
年
紹
介
し
て
い
ま
す
。
学
生
が
主
体
と
な
り

企
画
・
展
示
・
運
営
し
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
を
中
心
会
場
と
し
て
、
作
品
展
示
や
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
公
演
な
ど
を
含
め
て

開
催
し
、
来
場
者
は
年
々
増
加
し
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

2
0
0
6
年
3
月
18
日
〜
21
日
ま
で
横
浜B

ank 

A
R

T
 ST

U
D

IO
 N

Y
K

に
て
開
催
。

I
A
M
A
S
の
学
生
・
卒
業
生
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
、
I
A
M
A
S
な
ら
で
は
の
超
領
域
的
な
研
究

開
発
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
I
A
M
A
S
で
実

際
に
行
な
わ
れ
て
い
る
授
業
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
サ
ウ
ン

ド
イ
ベ
ン
ト
等
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
柔
ら
か
な
発
想

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
表
現
を
紹
介
し
て
好
評

を
得
ま
し
た
。 
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1 1 

PROJECTS
十年間に行われた研究活動

1 MIRAGE:アーティストのためのコンピュータ・ビジョン

 （2005–2008）

インタラクティブアートにおいてコンピュータ・ビジョンの可能性

を探るために作品制作、そして必要に応じてソフトウェア・デザイ

ンと教育資料作成を行う。

2 Info.Tableプロジェクト（2000–2003）

Info.Tableは実空間と情報空間をつなぐインテリジェントなテーブ

ル型のインターフェイスである。様々な情報やアプリケーション

は、実空間の本の形態に収められ、テーブル上で本を開く自然なア

クションで情報を切り替える事ができる。

3  作法芸術アーカイブプロジェクト（2001–2005）

「洛中洛外図」屏風と織部茶碗等のアーカイブと、それらを閲覧する

ための展示鑑賞用の装置を制作した。メトロポリタン美術館（アメ

リカ）で開催された『織部—転換期の日本美術』をはじめとし、五島

美術館、島根県立美術館等で展示した。

4 ガングプロジェクト（2005–2007）

ガングプロジェクトは、情報技術を活用した新しい玩具についての

研究・制作を行うプロジェクト。しっかりとテクノロジーの未来を

見据えた上で、普遍的な価値を持った玩具をデザインすることを目

指している。

5 Info.Wallプロジェクト（2003–2004）

Info.Wallは壁をメディア情報のインターフェイスとして用い、ユー

ザが壁上の文字や映像に触れることによって様々な情報とインタラ

クションを持つ。この研究では壁を使ってブレインストームを行う

ためのアプリケーションを開発した。

6 本阿弥光悦マルチメディア展示プロジェクト（1998–2000）

巻子『鶴下絵三十六歌仙和歌巻』と茶碗『黒楽茶碗銘七里』のための

マルチメディア技術を利用した展示鑑賞用の装置とそのコンテンツ

を制作した。2000年フィラデルフィア美術館（アメリカ）で開催さ

れた『本阿弥光悦展』に展示した。

7 陶磁の表情の研究（2000–2002）

INAXと共同で陶器のデータベースを構築し検索のためのインター

フェイスを考案した。材料や焼成の違いにより様々な表情のタイ

ルが生成されるが、職人の経験と勘に頼るもので、継承されにくい。

INAXが蓄積した3000点強のデータを、多様な検索方法で検索でき

るよう工夫した。
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1 ジオメディアコンテンツプロジェクト（2003–2006）

VRS-GPSを活用し、より高度な表現性を伴う野外型のVRシステム

を開発し、リアルタイム、リアルポジション、リアルスケールで実世

界インタラクション環境におけるコンテンツ制作と表現の研究を行

なった。

2 Next Communication Project（2000–2002）

（株）デンソーとの共同研究。携帯電話を想定した新しいコミュニ

ケーションツールを考案しプロトタイプを制作した。位置情報を取

得し、絵・画像・文字情報を実空間にマーキングし閲覧できる情報シ

ステムを制作した。

3 高精細画像によるコンテンツ制作プロジェクト（2006–）

HD方式による視聴環境を前提とした映像表現の創造的研究。この

技術革新が、従来方式に比べて画質が鮮明に美しくなること以外

に、新たな表現形式や視聴形態を生み出す可能性を持つことを、制

作を通して検証していく。

4 からだプロジェクト（2003–2005）

あらゆる「情報」の到着地点であり、発信源でもある私たちの「から

だ」を研究の中心に据え、今日のメディア社会における新たな表現

PROJECTS
十年間に行われた研究活動

形式について考察し、多数の作品を制作する。最終年度に大垣市情

報工房で成果発表会を行なった。

5 クルマプロジェクト（2003–2006）

（株）デンソーとの共同研究。新しいクルマのインターフェイスを考

えることを目標に、十年後のクルマ像を議論し、ラジコンをベース

にしたプロトタイプの制作と、ソーラーカーを実制作してレースに

参加した。

6 ネットワークを介した双方向コラボレーション／

 情報共有システムの開発（2005–2007）

複数の情報発信および共有ツールの開発および、それらを組合せる

ことによる、双方向のコラボレーションや情報共有システムの研究。

7 プロセスベースド・メディアアート・プロジェクトのための

 情報システム研究開発（2006）

「日本におけるドイツ年」のなかの移動型アートイベント『MobLab 

：日独メディアキャンプ2005』の情報システム（移動中のバスの

ネット常時接続、リアルタイムでのバスの位置情報の公開、アーカ

イブ等）についての研究開発と実施を行った。
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PROJECTS
十年間に行われた研究活動

7 Worldwide Collabration Environment（WCE）プロジェクト

 （2001–2003）

広帯域のインターネット実験環境が総務省等から提供され、これ

らを利用した近未来インターネットに関する技術的・社会的研究を

行った。経路制御等の技術的な研究のほか、高品質な映像伝送の

アプリケーションの研究なども行なった。（画像は日食のインター

ネット中継）

8 イアマスTV（1998–）

1998年に大垣ケーブルテレビで毎月15分の番組として開始。 

1999年にはケーブルコミュニケーション長良川（岐阜市）でも放送

が始まり、現在はCGIコースを中心に学生による自由で独創的な番

組制作をおこなっている。

9 iamasBB（2004–2006）

インターネットの知的所有権について考える、Creative Commons

を利用した「CCCityワークショップ」を実施した。CCCityとは大垣

の町の風景を撮影し、地図情報と連携させ、他人が撮影した風景を

利用して作品化するシステム。

10 ウェブアーカイブプロジェクト（2003–2005）

ウェブ上のさまざまな概念や技術を利用して、地方都市の魅力的な

文化資産を「生きた」情報としてウェブ上のデジタルデータにアー

カイブする手法を概念的側面と技術的側面の両面から開発する。

11 DSPBoxプロジェクト（2002–2004）

デジタル信号処理による演奏を前提として、直感的な操作性と多彩

な表現力を持ち、可搬性の高い一体型マシンの研究開発を行った。

3台のハードウェアと共通プラットフォームを制作し、28回の作品

発表を行った。

1 故宮プロジェクト（2002–2003）

故宮博物館（台湾）所蔵の古典的打楽器「編鐘」を仮想的に体験でき

るシステムを共同開発し、実際の演奏を行った。力覚提示装置であ

るSPIDARを使用しており、鐘を叩いた感覚が得られる。鐘を叩く

部位で音が異なる特徴なども再現されている。

2 次世代パフォーミングアートの創造的研究（2000–2002）

コンピュータの処理能力向上にともなって実現される次世代舞台芸

術とはどのようなものか。また、現代におけるテクノロジーと身体

の関係はどのように表現可能だろうか。学外での多数の成果発表

は業界から注目を集めた。

3 アドバンスド・メディアスクール・プロジェクト（2004–2006）

先端的なメディア教育と研究のための空間と情報をデザインするこ

とを目的とする。学内のアクティビティに即して空間をゾーニング

し、各ゾーンをシステム化された家具によって構成して、適切な解

像度で情報を表現することを研究している。

4 プログラマブル・デバイス・プロジェクト（2004–2007）

通常のパーソナル・コンピュータの制約を超えた、新しい形のユー

ザ体験を探求するプロジェクト。2005年4月の活動開始後、積極

的に様々な試みを続けている。

5 災害用情報統合システム（2002–2004）

災害用GISデータを利用した汎用災害シミュレータと連携するため

の表示、操作インタフェイスおよび、ネットワークを通じた災害時

の情報収集、提供システムとインタフェイスの研究を行なった。

6 協調型自律分散システムの開発（1999–2001）

人間の行動を支援するための複数の自律型エージェントの基本機構

および、リアルタイム情報収集、ネットワーク配信制御、最適表示

に関する各システムの研究を行なった。
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5 卒業制作展カタログ2001（4期生）

6 卒業制作展カタログ2002（5期生）

7 卒業制作展カタログ2003（6期生・院1期生）

8 卒業制作展カタログ2004（7期生・院2期生）

9 卒業制作展カタログ2005（8期生・院3期生）

10 卒業制作展カタログ2006（9期生・院4期生）

11 おおがきビエンナーレ2004

12 岐阜おおがきビエンナーレ2006

13 世界メディア文化フォーラム

 「アートアンドメディア国際シンポジウム」

14 インタラクション’95

 インタラクション’97

 インタラクション’99

 インタラクション’01
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16 学校案内（2006）
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1 卒業制作展1999（デザイン：坂野徹）

2 卒業制作展2000（デザイン：守屋松一郎）

3 卒業制作展2001（デザイン：相馬寿夫）

4 卒業制作展2002（デザイン：日野圭子）

5 卒業制作展2003（デザイン：山邊真幸）

6 卒業制作展2004（デザイン：梅景梢）

7 卒業制作展2005（デザイン：佐藤ちひろ、絵：永島靖之）
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9 卒業制作展2007（デザイン：松木亮、絵：坂本恭子）
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11 インタラクション’97（デザイン：永原康史［教授］）
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科
学+

芸
術

023 「IAMASの、次の十年のために」吉岡洋／元教授

027 「この十年間を振り返って」小林茂／講師

029 「IAMASファミリーとの十年間」クリスタ・ソムラー＋ロラン・ミニョノー／元助教授

031 「科学と芸術の融合へ向けた IAMAS開学」坂根厳夫／名誉学長

「科学と芸術の融合」をキーワードに、

IAMASではさまざまな制作・研究活動を行っています。

このキーワードに対して、

IAMASで教鞭を執った教員それぞれの違った角度からのアプローチを通じ、

IAMASがどのように関わろうとしているか考えてみました。



科
学+

芸
術

023 「IAMASの、次の十年のために」吉岡洋／元教授

027 「この十年間を振り返って」小林茂／講師

029 「IAMASファミリーとの十年間」クリスタ・ソムラー＋ロラン・ミニョノー／元助教授

031 「科学と芸術の融合へ向けた IAMAS開学」坂根厳夫／名誉学長

「科学と芸術の融合」をキーワードに、

IAMASではさまざまな制作・研究活動を行っています。

このキーワードに対して、

IAMASで教鞭を執った教員それぞれの違った角度からのアプローチを通じ、

IAMASがどのように関わろうとしているか考えてみました。



I
A
M
A
S
の
十
年
。
ひ
と
つ
の
学
校
の

歴
史
と
し
て
、
十
年
と
い
う
期
間
は
け
っ
し

て
長
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も

1
9
9
6
年
に
設
立
さ
れ
た
本
校
が
経
験
し

て
き
た
こ
の
十
年
間
は
、
あ
る
特
別
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
こ
の
期

間
の
半
ば
に
、
ひ
と
つ
の
世
紀
か
ら
次
の
世

紀
へ
の
移
行
、
そ
し
て
ひ
と
つ
の
千
年
紀
か

ら
次
の
千
年
紀
へ
の
ジ
ャ
ン
プ
が
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
I
A
M
A
S
の
歴
史
は

す
で
に
し
て
2
つ
の
世
紀
、
2
つ
の
千
年
紀

に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
だ
。

大
げ
さ
な
言
い
方
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ャ
ン
プ
と
言
っ
て
も
そ
れ

は
数
字
の
繰
り
上
が
り
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に

よ
っ
て
世
界
が
突
如
一
変
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
だ
が
、
現
在
の
時
点
か
ら
世
界
史
を
回

顧
し
た
と
き
、
19
世
紀
と
20
世
紀
と
が
、
か

な
り
は
っ
き
り
と
異
な
っ
た
風
景
と
し
て
見

え
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
、
た
と
え
ば
今
か
ら
1
0
0

年
後
の
人
々
の
眼
に
は
、
こ
の
十
年
間
が
お

そ
ら
く
、
20
世
紀
の
残
滓
が
21
世
紀
と
い
う

人
類
史
の
別
な
段
階
へ
と
再
編
成
さ
れ
て
ゆ

く
、
変
貌
の
時
期
と
し
て
映
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
?　

そ
の
変
貌
の
本
質
を
正
確
に
言

い
当
て
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
に
し
て
も
、

少
な
く
と
も
想
像
し
て
み
る
こ
と
は
可
能
だ

ろ
う
。
I
A
M
A
S
の
関
わ
っ
て
き
た
科
学

技
術
と
芸
術
と
い
う
テ
ー
マ
に
即
し
て
み
た

と
き
、
こ
の
十
年
と
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
?

　
「
科
学
と
芸
術
の
融
合
」が
、I
A
M
A
S

設
立
に
当
た
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
っ
た
。「
科
学
と
芸
術
の
融
合
」
と
い
う
の

は
ひ
と
つ
の
理
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
文
字

通
り
に
受
け
と
っ
て
「
科
学
と
芸
術
は
融
合

な
ん
か
し
な
い
」
な
ど
と
当
た
り
前
の
こ
と

を
言
っ
て
つ
っ
こ
ん
で
も
仕
方
が
な
い
。
こ
の

種
の
理
念
を
掲
げ
て
い
る
団
体
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
I
A
M
A
S
以
外
に
も
数
多
く
あ

る
。
重
要
な
こ
と
は
こ
う
し
た
理
念
が
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
発
話
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ど
ん
な
変
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
言
い

表
し
て
い
る
の
か
を
、
正
確
に
理
解
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ま
ず
最
初
に
言
え
る
こ
と
は
「
科

学
と
芸
術
の
融
合
」
が
き
わ
だ
っ
て
20
世
紀

的
な
テ
ー
マ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
手
短
か
に
説
明

し
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
「
融
合
」
が
目
指

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
科
学
と
芸
術
と
が

分
離
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴
史
認
識
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
背
景
と
し
て
、

科
学
と
芸
術
と
い
う
二
者
間
の
分
離
だ
け
が

問
題
な
の
で
は
な
く
、
科
学
も
芸
術
も
共
に
、

多
く
の
人
々
が
共
有
す
る
世
界
観
か
ら
分
離

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

こ
の
認
識
は
20
世
紀
と
い
う
時
代
を
特

徴
づ
け
る
知
の
様
態
を
示
し
て
い
る
。
20
世

紀
、
科
学
は
専
門
化
が
進
み
、
資
本
と
結
合

し
た
科テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

学
技
術
と
し
て
、
大
規
模
に
組
織
化

さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
の
私
た
ち
は
、
そ
の

結
果
で
き
上
が
っ
た
科
学
像
を
当
然
と
す
る

時
代
に
生
き
て
い
る
か
ら
、
昔
の
こ
と
が
ピ

ン
と
こ
な
い
。
そ
も
そ
も
「
科
学
」
や
「
科

学
者
」
と
い
う
言
葉
が
現
在
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
19

世
紀
半
ば
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
科
学
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
ガ
リ
レ
イ
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
は

も
ち
ろ
ん
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
す

ら
、
厳
密
に
言
え
ば
「
科
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

学
者
」
で
は
な
く
、

「
自
ナ
チ
ュ
ラ
ル
•
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ァ
ー

然
哲
学
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

自
然
哲
学
と
科
学
で
は
何
が
違
う
の
か
?

　

時
代
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
違
っ
た
と
い
う

単
純
な
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
自
然
に
つ

い
て
の
知
識
が
人
間
の
知
的
世
界
全
体
の
中

で
、
あ
る
時
か
ら
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
意
味

を
持
ち
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

自
然
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
か
つ
て
は
人
々

の
人
生
観
や
倫
理
観
に
、
直
接
的
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
て
き
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
は
、
適
者
生
存
や
弱
肉
強
食
を
唱
え
る
も

の
と
し
て
し
ば
し
ば
曲
解
さ
れ
な
が
ら
も
、

人
類
の
自
己
理
解
を
根
本
的
に
変
更
し
て
し

ま
っ
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論

は
、
そ
れ
を
正
確
に
理
解
で
き
る
人
は
限
ら

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
空
間
の
構

造
に
つ
い
て
の
直
観
的
理
解
を
覆
す
衝
撃
力

を
持
っ
て
い
た
し
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に

よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重
螺
旋
の
発
見
は
、
生
命
と

は
何
か
と
い
う
問
題
か
ら
神
秘
的
要
素
を
駆

逐
し
て
し
ま
う
よ
う
に
み
え
た
。
こ
れ
ら
は
、

20
世
紀
の
科
学
に
お
い
て
も
そ
の
根
底
に
は

I
A
M
A
S
の
、
次
の
十
年
の
た
め
に

吉
岡
洋 

YOSH
IOKA H

IROSH
I　

元
教
授

自
然
哲
学
的
な
基
層
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

だ
が
現
在
で
は
、
学
校
の
科
学
教
育
や
、

社
会
の
中
で
科
学
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
際
に

は
、
そ
う
し
た
哲
学
的
側
面
は
あ
ま
り
重
要

な
も
の
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
い
。
科
学
は
自

然
認
識
と
し
て
よ
り
も
、
そ
れ
が
も
た
ら
す

科
学
技
術
と
し
て
、
そ
の
有
用
性
や
そ
の
危

険
が
問
題
化
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
私
た
ち
の
多
く
に
と
っ
て
科
学
と
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
し
て
間
接
的
に
生
活
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
し
か
な
い
。

人
々
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
話
題
に
す
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
新
し
い
発
見
・
発
明
が
今
後
の

技
術
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
る
か
と
い
う
関
心
で
あ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の

人
生
観
や
価
値
観
を
変
え
る
新
し
い
自
然
観

に
つ
い
て
の
関
心
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、
20
世
紀
の
科
学
は
一
般
の
人
々
の
生

活
世
界
か
ら
分
離
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

で
は
一
方
、
芸
術
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

私
た
ち
が
現
在
「
芸
術
作
品
」
と
か
「
文
化

遺
産
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト

教
絵
画
で
あ
れ
仏
教
彫
刻
で
あ
れ
、
何
世
紀

も
の
間
、
宗
教
的
儀
礼
か
ら
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宗
教

が
共
同
体
を
結
び
つ
け
て
い
た
時
代
に
お
い

て
は
、
そ
う
し
た
図
像
や
彫
刻
は
共
同
体
の

す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
神
聖
な
も
の
を
表

現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
芸
術
」

2 3科 学 ＋ 芸 術2 4
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立
に
当
た
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
っ
た
。「
科
学
と
芸
術
の
融
合
」
と
い
う
の

は
ひ
と
つ
の
理
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
文
字

通
り
に
受
け
と
っ
て
「
科
学
と
芸
術
は
融
合

な
ん
か
し
な
い
」
な
ど
と
当
た
り
前
の
こ
と

を
言
っ
て
つ
っ
こ
ん
で
も
仕
方
が
な
い
。
こ
の

種
の
理
念
を
掲
げ
て
い
る
団
体
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
I
A
M
A
S
以
外
に
も
数
多
く
あ

る
。
重
要
な
こ
と
は
こ
う
し
た
理
念
が
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
発
話
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ど
ん
な
変
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
言
い

表
し
て
い
る
の
か
を
、
正
確
に
理
解
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ま
ず
最
初
に
言
え
る
こ
と
は
「
科

学
と
芸
術
の
融
合
」
が
き
わ
だ
っ
て
20
世
紀

的
な
テ
ー
マ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
手
短
か
に
説
明

し
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
「
融
合
」
が
目
指

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
科
学
と
芸
術
と
が

分
離
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴
史
認
識
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
背
景
と
し
て
、

科
学
と
芸
術
と
い
う
二
者
間
の
分
離
だ
け
が

問
題
な
の
で
は
な
く
、
科
学
も
芸
術
も
共
に
、

多
く
の
人
々
が
共
有
す
る
世
界
観
か
ら
分
離

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
認
識
が
あ
る
。

こ
の
認
識
は
20
世
紀
と
い
う
時
代
を
特

徴
づ
け
る
知
の
様
態
を
示
し
て
い
る
。
20
世

紀
、
科
学
は
専
門
化
が
進
み
、
資
本
と
結
合

し
た
科テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

学
技
術
と
し
て
、
大
規
模
に
組
織
化

さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
の
私
た
ち
は
、
そ
の

結
果
で
き
上
が
っ
た
科
学
像
を
当
然
と
す
る

時
代
に
生
き
て
い
る
か
ら
、
昔
の
こ
と
が
ピ

ン
と
こ
な
い
。
そ
も
そ
も
「
科
学
」
や
「
科

学
者
」
と
い
う
言
葉
が
現
在
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
19

世
紀
半
ば
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
科
学
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
ガ
リ
レ
イ
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
は

も
ち
ろ
ん
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
す

ら
、
厳
密
に
言
え
ば
「
科
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

学
者
」
で
は
な
く
、

「
自
ナ
チ
ュ
ラ
ル
•
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ァ
ー

然
哲
学
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

自
然
哲
学
と
科
学
で
は
何
が
違
う
の
か
?

　

時
代
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
違
っ
た
と
い
う

単
純
な
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
自
然
に
つ

い
て
の
知
識
が
人
間
の
知
的
世
界
全
体
の
中

で
、
あ
る
時
か
ら
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
意
味

を
持
ち
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

自
然
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
か
つ
て
は
人
々

の
人
生
観
や
倫
理
観
に
、
直
接
的
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
て
き
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
は
、
適
者
生
存
や
弱
肉
強
食
を
唱
え
る
も

の
と
し
て
し
ば
し
ば
曲
解
さ
れ
な
が
ら
も
、

人
類
の
自
己
理
解
を
根
本
的
に
変
更
し
て
し

ま
っ
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論

は
、
そ
れ
を
正
確
に
理
解
で
き
る
人
は
限
ら

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
空
間
の
構

造
に
つ
い
て
の
直
観
的
理
解
を
覆
す
衝
撃
力

を
持
っ
て
い
た
し
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に

よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重
螺
旋
の
発
見
は
、
生
命
と

は
何
か
と
い
う
問
題
か
ら
神
秘
的
要
素
を
駆

逐
し
て
し
ま
う
よ
う
に
み
え
た
。
こ
れ
ら
は
、

20
世
紀
の
科
学
に
お
い
て
も
そ
の
根
底
に
は

I
A
M
A
S
の
、
次
の
十
年
の
た
め
に

吉
岡
洋 
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授

自
然
哲
学
的
な
基
層
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

だ
が
現
在
で
は
、
学
校
の
科
学
教
育
や
、

社
会
の
中
で
科
学
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
際
に

は
、
そ
う
し
た
哲
学
的
側
面
は
あ
ま
り
重
要

な
も
の
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
い
。
科
学
は
自

然
認
識
と
し
て
よ
り
も
、
そ
れ
が
も
た
ら
す

科
学
技
術
と
し
て
、
そ
の
有
用
性
や
そ
の
危

険
が
問
題
化
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
私
た
ち
の
多
く
に
と
っ
て
科
学
と
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
し
て
間
接
的
に
生
活
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
し
か
な
い
。

人
々
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
話
題
に
す
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
新
し
い
発
見
・
発
明
が
今
後
の

技
術
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
る
か
と
い
う
関
心
で
あ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の

人
生
観
や
価
値
観
を
変
え
る
新
し
い
自
然
観

に
つ
い
て
の
関
心
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、
20
世
紀
の
科
学
は
一
般
の
人
々
の
生

活
世
界
か
ら
分
離
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

で
は
一
方
、
芸
術
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

私
た
ち
が
現
在
「
芸
術
作
品
」
と
か
「
文
化

遺
産
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト

教
絵
画
で
あ
れ
仏
教
彫
刻
で
あ
れ
、
何
世
紀

も
の
間
、
宗
教
的
儀
礼
か
ら
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宗
教

が
共
同
体
を
結
び
つ
け
て
い
た
時
代
に
お
い

て
は
、
そ
う
し
た
図
像
や
彫
刻
は
共
同
体
の

す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
神
聖
な
も
の
を
表

現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
芸
術
」
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外
部
の
ど
ん
な
人
々
に
も
支
持
さ
れ
は
し
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
種
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と

は
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ー
な
「
現
代
ア
ー
ト
」

領
域
の
中
の
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ー
な
一
領
域
に

す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
、
90
年
代
半
ば
か
ら
今

日
ま
で
の
十
年
間
と
い
う
時
間
に
照
ら
し
て

考
え
て
み
た
と
き
、「
芸
術
と
科
学
の
融
合
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
背
景
と
な
る
、
も
う
ひ
と
つ

の
重
要
な
文
脈
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
「
芸
術
と
科
学
の
融
合
」
と

い
う
の
が
す
ぐ
れ
て
20
世
紀
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
西
洋
的
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
科
学
と
芸
術
と
が
生
の
現
実
か
ら
分
離
し

て
い
る
と
い
う
危
機
意
識
は
、
近
代
西
洋
型

の
市
民
社
会
を
モ
デ
ル
に
し
て
発
生
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
モ
デ
ル
を
前
提
す
る
こ
と
で

有
効
性
を
も
つ
も
の
だ
。
そ
し
て
西
洋
世
界

に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
分
離
が
克
服
さ
れ

た
状
態
、
つ
ま
り
芸
術
と
科
学
（
と
生
活
世

界
）
の
融
合
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
時
間

的
未
来
と
空
間
的
外
部
に
投
影
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
I
A
M
A
S
が
、
日
本
国
内

で
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
国

際
的
に
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
い
う

の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
学
校
を
構
成
し
て
き
た
学
生
・
教
員
の
活

躍
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
誇
り
と
し
て
よ
い

こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
は
い
え
同
時
に
、
そ

れ
が
あ
る
時
代
的
な
傾
向
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ

け
1
9
9
0
年
代
以
降
、
日
本
は
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
面
で
、

特
権
的
な
場
所
と
し
て
み
な
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
19
世
紀

か
ら
続
い
て
き
た
、
西
洋
に
よ
る
日
本
文
化

の
美
的
な
特
権
化
の
継
続
で
あ
り
、
そ
の
現

代
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
と
も
い
え
る
。
1
9
8
2

年
の
映
画
『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
が
描
き

出
し
た
異
文
化
混
交
の
近
未
来
の
姿
は
、

1
9
8
9
年
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ン
』
で
は

大
阪
の
街
に
引
き
継
が
れ
た
。
90
年
代
に
入

る
と
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
情
報
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
現
実
の
現
代
日
本
文
化
へ
も
投
影
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

80
年
代
に
は
そ
う
し
た
異
文
化
混
交
的
な

近
未
来
像
は
「
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
批

判
的
な
色
合
い
を
も
っ
て
「
テ
ク
ノ
・
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
が
、
本

質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
の

は
、
植
民
地
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。

つ
ま
り
最
初
西
洋
的
な
欲
望
が
産
み
出
し
た

〈
他
者
〉
と
し
て
の
日
本
の
表
象
だ
っ
た
も

の
が
、
し
だ
い
に
〈
他
者
〉
で
あ
る
日
本
自

身
の
中
に
内
面
化
さ
れ
、
自
己
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
世
界
中
の
子
供
が

ポ
ケ
モ
ン
を
知
っ
て
い
た
り
、
オ
タ
ク
文
化
や

村
上
隆
が
も
て
は
や
さ
れ
た
り
、
西
洋
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
「
日
本
に
決
定
的
影
響
を
受

け
た
」
と
言
い
た
が
っ
た
り
す
る
の
を
見
て
、

日
本
人
自
身
が
「
日
本
は
す
ご
い
」
と
思
わ

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
I
A
M
A
S

の
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
想
像
し
て
み
た
と

き
、
ど
ん
な
風
景
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か

?
こ
れ
か
ら
の
十
年
、
科
学
や
芸
術
に
つ
い

て
の
20
世
紀
的
な
枠
組
み
は
ま
す
ま
す
有
効

性
を
失
っ
て
ゆ
き
、
単
純
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
美
的
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
メ
デ

ィ
ア
ア
ー
ト
は
滅
び
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、

テ
ク
ノ
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
追
い
風

に
乗
っ
か
っ
て
い
る
だ
け
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

も
、
ま
も
な
く
衰
退
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
真
に
有
効
性
を
も
芸
術

活
動
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
芸
術
と
科

学
の
融
合
と
い
う
テ
ー
マ
を
20
世
紀
的
な
領

域
主
義
と
は
違
っ
た
仕
方
で
解
釈
し
、
西
洋

／
非
西
洋
の
関
係
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と

は
異
な
っ
た
や
り
方
で
表
象
す
る
よ
う
な
態

度
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

I
A
M
A
S
が
そ
う
し
た
新
し
い
試
み
の

拠
点
と
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
様
々
な
逸
脱
や
実
験
が
許
容
さ
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
、
私

は
願
っ
て
や
ま
な
い
。

が
人
々
の
現
実
か
ら
遊
離
し
て
い
る
か
ど
う

か
と
い
っ
た
問
題
は
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な

か
っ
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
科
学
」
の
場

合
と
同
様
そ
う
し
た
時
代
に
は
、
聖
な
る
も

の
の
表
象
は
「
芸
術
作
品
」
な
ど
と
は
呼
ば

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

19
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
社
会
が
発

展
し
て
社
会
が
大
き
く
変
容
す
る
時
代
に
お

い
て
す
ら
、
芸
術
は
今
日
の
よ
う
な
意
味
で

社
会
的
現
実
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
は
、
そ

れ
以
前
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
規
範
を
逸
脱
す

る
様
々
な
美
的
実
験
を
行
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
当
時
急
速
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
層
の
価
値
観
に
支
え
ら
れ
、
そ
う

し
た
共
同
体
の
意
識
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
今
日
の
日
本
に
お
い
て
す
ら
、
フ
ラ
ン

ス
印
象
派
は
人
気
が
あ
る
。
展
覧
会
を
す
れ

ば
現
代
美
術
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
集
客
力
が
あ
る
し
、
銀
行
や
企

業
が
顧
客
に
配
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
画
像
に
は

モ
ネ
や
ル
ノ
ア
ー
ル
が
選
ば
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
市
民
階
級

の
人
生
観
・
価
値
観
と
戦
後
日
本
の
中
産
階

級
の
そ
れ
と
が
、
基
本
的
に
は
連
続
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
少
し
も
不
思
議
で
は

な
い
。

だ
が
20
世
紀
に
お
い
て
、
芸
術
と
社
会
や

共
同
体
と
の
関
係
に
は
決
定
的
な
変
容
が
訪

れ
た
。
と
い
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
、
単
純
な
意

味
で
芸
術
が
社
会
か
ら
遊
離
し
た
の
で
は
な

い
。
芸
術
が
社
会
に
作
用
す
る
様
式
が
変
化

し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
科
学
に
お
い
て
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
相
当
す
る
の
は
ピ
カ
ソ
で

あ
り
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
相
当
す
る
の

は
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
社
会

へ
の
直
接
的
な
影
響
力
と
い
う
点
か
ら
み
る

と
、
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
前
衛
運
動
は
、

ダ
ダ
も
未
来
派
も
抽
象
表
現
主
義
も
ミ
ニ
マ

リ
ズ
ム
も
、
あ
る
い
は
「
芸
術
の
終
焉
」
と

さ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
様
々
な
徴
候
も
、
よ

う
す
る
に
た
ん
に
美
術
史
の
上
で
の
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

重
要

性
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
20
世

紀
芸
術
の
探
究
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
様
々

な
美
的
効
果
が
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
や
コ
マ
ー

シ
ャ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
大
き
な
社
会
的
影
響

力
を
持
つ
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、

専
門
化
さ
れ
た
科
学
内
部
に
お
け
る
発
見
・

発
明
が
、
巨
大
産
業
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
化
を
通
じ
て
社
会
生
活
に
影
響
を
与
え
て

き
た
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
や
前
衛
や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
到
達
し
た

美
的
意
識
は
、
社
会
や
共
同
体
を
広
範
囲
に

統
合
す
る
機
能
を
喪
失
し
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
20
世
紀
の
芸
術
が
人
々
の
社
会
的

現
実
か
ら
分
離
し
た
と
い
う
の
は
そ
う
い
う

意
味
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
確
認
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
芸
術
と
科
学
の
融
合
」
と
い
う
テ
ー
マ

が
本
当
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

言
う
べ
き
な
の
か
を
、
よ
り
鮮
明
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
そ
れ
は
、
分
離
し
た
2
つ
の
も
の
を
融

合
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
話
で
は
、
ま
っ
た
く

な
い
の
で
あ
る
。
芸
術
は
大
衆
か
ら
遊
離
し

た
ど
こ
ろ
か
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
視
覚
化
さ

れ
た
文
化
を
通
じ
て
、
20
世
紀
ほ
ど
人
々
の

生
活
に
深
く
浸
透
し
た
時
代
は
な
か
っ
た
の

だ
。
同
様
に
科
学
も
、
一
般
の
人
か
ら
縁
遠

い
も
の
に
な
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
生
体
工
学
や

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
、
20
世
紀
ほ

ど
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ

た
時
代
は
か
つ
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
芸
術
や
科

学
を
こ
れ
以
上
社
会
的
に
媒
介
す
る
必
要
も

な
け
れ
ば
、
芸
術
と
科
学
と
を
再
び
宥
和
さ

せ
る
必
要
も
、
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
認
識
し
て
お
か
な

い
と
、
I
A
M
A
S
の
よ
う
な
新
し
い
構
想

の
教
育
機
関
が
本
来
持
っ
て
い
る
は
ず
の
可

能
性
を
、
著
し
く
矮
小
化
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
に
お
い
て
「
ア
ー
ト
」
が
意
識
さ
れ

る
と
き
、
そ
れ
が
も
し
も
、
20
世
紀
的
意
味

に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
文
化
領
域
と
し
て

の
「
芸
術
」
し
か
意
味
し
て
い
な
い
と
し
た

ら
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
こ
で
「
科
学
」
が
問

題
に
な
る
と
き
、
そ
れ
が
も
し
も
産
業
化
さ

れ
た
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
内
部
で
し
か
考

え
ら
れ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
?　

そ
ん
な
ケ
チ
臭
い
「
芸
術
」

と
「
科
学
」
と
を
「
融
合
」
し
た
と
こ
ろ
で
、

既
存
の
商
業
的
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
文
化
産
業
に
太
刀
打
ち
で
き
る
わ
け

が
な
い
し
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
い
う
業
界

吉岡洋　よしおかひろし

京都大学文学部哲学科（美学専攻）、同大学院修

了。甲南大学教授、情報科学芸術大学院大学教授。

2006年 10月より京都大学教授。

著書に『情報と生命』（新曜社）、『〈思想〉の現在形』

（講談社選書メチエ）など。 2000年の京都芸術セン

ター発足に伴って批評誌『Diatxt.』（ダイアテキスト）

の編集長（8号まで）、「京都ビエンナーレ 2003」の

ディレクターを勤めた。
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外
部
の
ど
ん
な
人
々
に
も
支
持
さ
れ
は
し
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
種
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と

は
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ー
な
「
現
代
ア
ー
ト
」

領
域
の
中
の
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ー
な
一
領
域
に

す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
、
90
年
代
半
ば
か
ら
今

日
ま
で
の
十
年
間
と
い
う
時
間
に
照
ら
し
て

考
え
て
み
た
と
き
、「
芸
術
と
科
学
の
融
合
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
背
景
と
な
る
、
も
う
ひ
と
つ

の
重
要
な
文
脈
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
「
芸
術
と
科
学
の
融
合
」
と

い
う
の
が
す
ぐ
れ
て
20
世
紀
的
な
テ
ー
マ
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
西
洋
的
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
科
学
と
芸
術
と
が
生
の
現
実
か
ら
分
離
し

て
い
る
と
い
う
危
機
意
識
は
、
近
代
西
洋
型

の
市
民
社
会
を
モ
デ
ル
に
し
て
発
生
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
モ
デ
ル
を
前
提
す
る
こ
と
で

有
効
性
を
も
つ
も
の
だ
。
そ
し
て
西
洋
世
界

に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
分
離
が
克
服
さ
れ

た
状
態
、
つ
ま
り
芸
術
と
科
学
（
と
生
活
世

界
）
の
融
合
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
時
間

的
未
来
と
空
間
的
外
部
に
投
影
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
I
A
M
A
S
が
、
日
本
国
内

で
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
国

際
的
に
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
い
う

の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
学
校
を
構
成
し
て
き
た
学
生
・
教
員
の
活

躍
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
誇
り
と
し
て
よ
い

こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
は
い
え
同
時
に
、
そ

れ
が
あ
る
時
代
的
な
傾
向
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ

け
1
9
9
0
年
代
以
降
、
日
本
は
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
面
で
、

特
権
的
な
場
所
と
し
て
み
な
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
19
世
紀

か
ら
続
い
て
き
た
、
西
洋
に
よ
る
日
本
文
化

の
美
的
な
特
権
化
の
継
続
で
あ
り
、
そ
の
現

代
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
と
も
い
え
る
。
1
9
8
2

年
の
映
画
『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
が
描
き

出
し
た
異
文
化
混
交
の
近
未
来
の
姿
は
、

1
9
8
9
年
の
『
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ン
』
で
は

大
阪
の
街
に
引
き
継
が
れ
た
。
90
年
代
に
入

る
と
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
情
報
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
現
実
の
現
代
日
本
文
化
へ
も
投
影
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

80
年
代
に
は
そ
う
し
た
異
文
化
混
交
的
な

近
未
来
像
は
「
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
批

判
的
な
色
合
い
を
も
っ
て
「
テ
ク
ノ
・
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
が
、
本

質
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
の

は
、
植
民
地
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。

つ
ま
り
最
初
西
洋
的
な
欲
望
が
産
み
出
し
た

〈
他
者
〉
と
し
て
の
日
本
の
表
象
だ
っ
た
も

の
が
、
し
だ
い
に
〈
他
者
〉
で
あ
る
日
本
自

身
の
中
に
内
面
化
さ
れ
、
自
己
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
世
界
中
の
子
供
が

ポ
ケ
モ
ン
を
知
っ
て
い
た
り
、
オ
タ
ク
文
化
や

村
上
隆
が
も
て
は
や
さ
れ
た
り
、
西
洋
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
「
日
本
に
決
定
的
影
響
を
受

け
た
」
と
言
い
た
が
っ
た
り
す
る
の
を
見
て
、

日
本
人
自
身
が
「
日
本
は
す
ご
い
」
と
思
わ

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
I
A
M
A
S

の
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
想
像
し
て
み
た
と

き
、
ど
ん
な
風
景
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か

?
こ
れ
か
ら
の
十
年
、
科
学
や
芸
術
に
つ
い

て
の
20
世
紀
的
な
枠
組
み
は
ま
す
ま
す
有
効

性
を
失
っ
て
ゆ
き
、
単
純
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
美
的
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
メ
デ

ィ
ア
ア
ー
ト
は
滅
び
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、

テ
ク
ノ
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
追
い
風

に
乗
っ
か
っ
て
い
る
だ
け
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

も
、
ま
も
な
く
衰
退
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
真
に
有
効
性
を
も
芸
術

活
動
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
芸
術
と
科

学
の
融
合
と
い
う
テ
ー
マ
を
20
世
紀
的
な
領

域
主
義
と
は
違
っ
た
仕
方
で
解
釈
し
、
西
洋

／
非
西
洋
の
関
係
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と

は
異
な
っ
た
や
り
方
で
表
象
す
る
よ
う
な
態

度
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

I
A
M
A
S
が
そ
う
し
た
新
し
い
試
み
の

拠
点
と
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
様
々
な
逸
脱
や
実
験
が
許
容
さ
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
場
所
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
、
私

は
願
っ
て
や
ま
な
い
。

が
人
々
の
現
実
か
ら
遊
離
し
て
い
る
か
ど
う

か
と
い
っ
た
問
題
は
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な

か
っ
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
科
学
」
の
場

合
と
同
様
そ
う
し
た
時
代
に
は
、
聖
な
る
も

の
の
表
象
は
「
芸
術
作
品
」
な
ど
と
は
呼
ば

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

19
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
社
会
が
発

展
し
て
社
会
が
大
き
く
変
容
す
る
時
代
に
お

い
て
す
ら
、
芸
術
は
今
日
の
よ
う
な
意
味
で

社
会
的
現
実
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
は
、
そ

れ
以
前
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
規
範
を
逸
脱
す

る
様
々
な
美
的
実
験
を
行
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
当
時
急
速
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
層
の
価
値
観
に
支
え
ら
れ
、
そ
う

し
た
共
同
体
の
意
識
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
今
日
の
日
本
に
お
い
て
す
ら
、
フ
ラ
ン

ス
印
象
派
は
人
気
が
あ
る
。
展
覧
会
を
す
れ

ば
現
代
美
術
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
集
客
力
が
あ
る
し
、
銀
行
や
企

業
が
顧
客
に
配
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
画
像
に
は

モ
ネ
や
ル
ノ
ア
ー
ル
が
選
ば
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
市
民
階
級

の
人
生
観
・
価
値
観
と
戦
後
日
本
の
中
産
階

級
の
そ
れ
と
が
、
基
本
的
に
は
連
続
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
少
し
も
不
思
議
で
は

な
い
。

だ
が
20
世
紀
に
お
い
て
、
芸
術
と
社
会
や

共
同
体
と
の
関
係
に
は
決
定
的
な
変
容
が
訪

れ
た
。
と
い
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
、
単
純
な
意

味
で
芸
術
が
社
会
か
ら
遊
離
し
た
の
で
は
な

い
。
芸
術
が
社
会
に
作
用
す
る
様
式
が
変
化

し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
科
学
に
お
い
て
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
相
当
す
る
の
は
ピ
カ
ソ
で

あ
り
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
相
当
す
る
の

は
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
社
会

へ
の
直
接
的
な
影
響
力
と
い
う
点
か
ら
み
る

と
、
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
前
衛
運
動
は
、

ダ
ダ
も
未
来
派
も
抽
象
表
現
主
義
も
ミ
ニ
マ

リ
ズ
ム
も
、
あ
る
い
は
「
芸
術
の
終
焉
」
と

さ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
様
々
な
徴
候
も
、
よ

う
す
る
に
た
ん
に
美
術
史
の
上
で
の
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

重
要

性
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
20
世

紀
芸
術
の
探
究
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
様
々

な
美
的
効
果
が
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
や
コ
マ
ー

シ
ャ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
大
き
な
社
会
的
影
響

力
を
持
つ
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、

専
門
化
さ
れ
た
科
学
内
部
に
お
け
る
発
見
・

発
明
が
、
巨
大
産
業
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
化
を
通
じ
て
社
会
生
活
に
影
響
を
与
え
て

き
た
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
や
前
衛
や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
到
達
し
た

美
的
意
識
は
、
社
会
や
共
同
体
を
広
範
囲
に

統
合
す
る
機
能
を
喪
失
し
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
。
20
世
紀
の
芸
術
が
人
々
の
社
会
的

現
実
か
ら
分
離
し
た
と
い
う
の
は
そ
う
い
う

意
味
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
確
認
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
芸
術
と
科
学
の
融
合
」
と
い
う
テ
ー
マ

が
本
当
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

言
う
べ
き
な
の
か
を
、
よ
り
鮮
明
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
そ
れ
は
、
分
離
し
た
2
つ
の
も
の
を
融

合
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
話
で
は
、
ま
っ
た
く

な
い
の
で
あ
る
。
芸
術
は
大
衆
か
ら
遊
離
し

た
ど
こ
ろ
か
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
視
覚
化
さ

れ
た
文
化
を
通
じ
て
、
20
世
紀
ほ
ど
人
々
の

生
活
に
深
く
浸
透
し
た
時
代
は
な
か
っ
た
の

だ
。
同
様
に
科
学
も
、
一
般
の
人
か
ら
縁
遠

い
も
の
に
な
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
生
体
工
学
や

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
、
20
世
紀
ほ

ど
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ

た
時
代
は
か
つ
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
芸
術
や
科

学
を
こ
れ
以
上
社
会
的
に
媒
介
す
る
必
要
も

な
け
れ
ば
、
芸
術
と
科
学
と
を
再
び
宥
和
さ

せ
る
必
要
も
、
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
認
識
し
て
お
か
な

い
と
、
I
A
M
A
S
の
よ
う
な
新
し
い
構
想

の
教
育
機
関
が
本
来
持
っ
て
い
る
は
ず
の
可

能
性
を
、
著
し
く
矮
小
化
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
に
お
い
て
「
ア
ー
ト
」
が
意
識
さ
れ

る
と
き
、
そ
れ
が
も
し
も
、
20
世
紀
的
意
味

に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
文
化
領
域
と
し
て

の
「
芸
術
」
し
か
意
味
し
て
い
な
い
と
し
た

ら
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
こ
で
「
科
学
」
が
問

題
に
な
る
と
き
、
そ
れ
が
も
し
も
産
業
化
さ

れ
た
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
内
部
で
し
か
考

え
ら
れ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
?　

そ
ん
な
ケ
チ
臭
い
「
芸
術
」

と
「
科
学
」
と
を
「
融
合
」
し
た
と
こ
ろ
で
、

既
存
の
商
業
的
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
文
化
産
業
に
太
刀
打
ち
で
き
る
わ
け

が
な
い
し
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
い
う
業
界

吉岡洋　よしおかひろし

京都大学文学部哲学科（美学専攻）、同大学院修
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ディレクターを勤めた。
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私
自
身
が
I
A
M
A
S
に
来
た
の
は

2
0
0
4
年
7
月
だ
が
、
そ
の
前
か
ら
名
前

は
あ
ち
こ
ち
で
聞
い
て
い
た
。
最
初
の
学
生

募
集
を
ど
こ
か
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
見

か
け
て
「
面
白
そ
う
な
学
校
が
で
き
る
ん
だ

な
ぁ
」
と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、

岩
井
俊
雄
さ
ん
の
作
品
な
ど
に
関
連
し
て
も

名
前
を
耳
に
し
、
そ
の
頃
は
メ
ー
カ
ー
に
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
勤
務
し
て
い
て
、
漠
然
と
「
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
」
と
い
う
分
野
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
正
確
な
定

義
は
今
で
も
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
が
、
こ

こ
に
来
る
前
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
「
最
新
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
ア
ー
ト
」
だ
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
来
て
み
る
と
、

必
ず
し
も
最
新
技
術
が
大
好
き
と
い
う
人
ば

か
り
で
は
な
い
よ
う
だ
。
卒
業
制
作
な
ど
の

作
品
を
見
て
も
、
最
近
は
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト

的
な
志
向
の
も
の
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
も

思
う
。
以
前
か
ら
I
A
M
A
S
に
い
る
方
に

話
を
聞
い
て
も
、
傾
向
の
変
化
は
あ
る
よ
う

だ
。
こ
う
し
た
状
況
を
き
ち
ん
と
分
析
す
る

だ
け
の
力
量
も
紙
幅
も
な
い
が
、
こ
の
十
年

間
で
注
目
さ
れ
る
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
た
い
と
思
う
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
の
登
場
と
充
実

こ
の
十
年
間
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
扱
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
短
時
間
で
作
る
こ
と
が
で
き

る
ツ
ー
ル
が
次
々
と
登
場
し
、
成
熟
し
て

い
っ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
環
境
と
し
て
はM

ax
/M

SP/Jitter

（
※

1
）

やPD

（
※
2
）
、Q

uartz C
om

poser

（
※
3
）

な
ど
が
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス

の
も
の
と
し
て
はProcessing

（
※
4
）
、

SuperC
ollider

（
※
5
）

な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
も
の
と
し
てFlash

（
※
6
）
やD

irector

（
※
7
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ツ
ー
ル
が
充
実
す
る
こ
と
で
、

簡
単
に
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
的
な
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
敷
居
が
下
が
る
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
技
術
を
作
品
制
作
に
取
り
入

れ
て
い
な
か
っ
た
人
々
が
、
新
し
い
発
想
で
取

り
組
む
可
能
性
が
広
が
る
と
い
う
意
味
で
、

歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ツ
ー
ル
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
者

の
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
意
識

す
る
／
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
方
向
づ
け
ら
れ

て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
程

度
の
技
術
レ
ベ
ル
ま
で
に
は
誰
で
も
到
達
で

き
る
の
で
、
作
品
の
差
別
化
が
難
し
く
な
る

問
題
も
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
、
物
理
的
な
入
出
力
デ
バ

イ
ス
と

P
C
を
つ
な
ぐ
た
め
の
ツ
ー
ル
も

提
案
さ
れ
て
い
る
。I-C

ubeX

（
※
8
）

や

Phidgets

（
※
9
）
、G

A
IN

E
R

（
※
10
）

と

い
っ
た
ツ
ー
ル
が
登
場
し
、
そ
れ
以
前
と
比

較
し
て
入
出
力
デ
バ
イ
ス
を
扱
う
敷
居
は
か

な
り
下
が
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
用
の
ツ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
。

○
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
I
T
P
（
※
11
）

で
ト

ム
・
ア
イ
ゴ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
教
え
る
ク
ラ

ス
の
名
称
で
、
最
近
で
は
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ

ン
の
中
で
独
立
し
た
分
野
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
と
、
L
C
D
な
ど

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置
、
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー

ド
と
い
っ
た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

だ
ろ
う
。
P
C
上
で
も
の
を
作
る
と
き
に
は
、

多
く
の
場
合
こ
の
環
境
を
大
前
提
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
提
案
す
る
の
は
、「
人
々
が
い
か

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

得
る
か
?
」
に
つ
い
て
考
え
直
す
と
い
う
こ

と
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
単
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
し
た
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
電
子
回
路
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
原

理
原
則
を
教
え
、
そ
こ
か
ら
も
う
一
度
考
え

直
そ
う
、
と
い
う
も
の
だ
。

○
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の

ニ
ー
ル
・
ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ド
が
『
も
の
づ

く
り
革
命
』
（
※
12
）

の
中
で
紹
介
し
た
考
え

方
で
、
簡
単
に
言
え
ば
「
自
分
達
の
工
場
を

持
ち
、
自
分
が
欲
し
い
も
の
を
自
分
で
作
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
頃
「
リ
テ
ラ

シ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
と
き
、
そ

れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
表
現
手
段
を
駆
使
す
る
能

力
」
と
い
う
、
今
よ
り
ず
っ
と
広
い
意
味
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
物
理
的
な

も
の
づ
く
り
は
、
商
業
的
な
利
潤
を
追
求
す

る
「
非
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ト
」
と
し
て
、
リ
テ
ラ

シ
ー
の
定
義
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う
。
ル
ネ

サ
ン
ス
の
時
代
に
同
じ
「
職
人
」
だ
っ
た
人
々

は
、
ギ
ル
ド
制
度
の
崩
壊
後
、
後
の
工
場
に

つ
な
が
る
「
工
房
」
と
「
芸
術
家
」
へ
と
分

か
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
、
再
び

本
来
の
意
味
で
の
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
提
案

し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
考
え
方
で
あ
る
。

工
場
を
持
つ
と
い
う
の
は
か
な
り
特
殊
な
こ

と
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
の
方

法
は
莫
大
な
予
算
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
I
A
M
A
S
に
も
あ
る
よ
う
な
機
材

（
３
Ｄ
切
削
加
工
機
や
基
板
加
工
機
な
ど
）
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
も
の
だ
。
特
定

の
メ
ー
カ
ー
だ
け
が
も
の
を
作
っ
て
供
給
す

る
の
で
は
な
く
、
各
自
で
自
分
の
欲
し
い
も

の
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、「
工

房
（
工
場
）」
と
「
芸
術
家
」
に
分
か
れ
た
流

れ
は
、
再
び
ひ
と
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

○
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場

2
0
0
6
年
に
大
き
く
注
目
さ
れ
た

「W
eb 2.0

」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
唱

し
た
テ
ィ
ム
・
オ
ラ
イ
リ
ー
が

C
E
O
を

勤
め
る
出
版
社O

reilly

は
、
2
0
0
5
年

か
ら
も
の
づ
く
り
を
扱
う
雑
誌
『M

ake 

M
agazine

』
（
※
13
）

の
発
行
を
始
め
た
。

O
reilly

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
関
連
の
本
で
知

ら
れ
る
出
版
社
だ
が
、
こ
の
雑
誌
は
ア
ー
ト

や
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
人
も
興
味
を
持
ち
そ

う
な
ポ
ッ
プ
な
紙
面
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
更

新
さ
れ
る
ブ
ロ
グ
な
ど
で
積
極
的
に
情
報
発

信
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
M
I
T
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
の
出
身
者
が
2
0
0
6
年
に
始
め
た
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
『Instructables

』（
※
14
）
は
、

も
の
の
作
り
方
を
共
有
す
る
新
し
い
提
案
を

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
写
真
を
簡
単
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
そ
こ
に
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て

ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
紹
介
で
き
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
、
コ

メ
ン
ト
を
つ
け
る
、
タ
グ
を
経
由
し
て
関
連

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
辿
る
、
同
じ
よ
う
な
興

味
を
持
つ
人
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
、

と
い
っ
た
仕
組
み
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
り
、
も

の
づ
く
り
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
つ
つ
活
性
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

○
ま
と
め
／
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
し
て
前
向
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
十
年
間
で
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
た
。
一
方
で
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
は
本
質
的
に
ほ
と
ん

ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
十
年
前
の
時
点
で
既
に
完
成
さ
れ

て
い
た
と
も
言
え
る
が
、
逆
に
何
も
進
歩
し

て
い
な
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

状
況
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
世
界

か
ら
積
極
的
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
積
極

的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
ろ
う
。
個
人
の
力

で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
ト
の

世
界
で
は
発
想
や
コ
ン
セ
プ
ト
が
重
視
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
い
く
ら
そ
の
部

分
が
優
れ
て
い
て
も
、
実
装
や
実
行
の
部
分

が
弱
い
と
、
何
も
伝
わ
ら
な
い
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
周
知
の
事

実
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
来
の
意
味
で
の
リ

テ
ラ
シ
ー
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

新
し
い
可
能
性
が
開
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

※ 1： http://www.cycling74.com/products/maxmsp/
※ 2： http://puredata.info/
※ 3： http://developer.apple.com/graphicsimaging/quartz/
 quartzcomposer.html
※ 4： http://processing.org/
※ 5： http://www.audiosynth.com/
※ 6： http://www.adobe.com/jp/products/flash/
※ 7： http://www.adobe.com/jp/products/director/
※ 8： http://infusionsystems.com/
※ 9： http://www.phidgets.com/
※ 10： http://gainer.cc/
※ 11： Interactive Telecommunications Program
 http://itp.nyu.edu/
※ 12： ものづくり革命 パーソナル・ファブリケーションの夜明け
 （ニール・ガーシェンフェルド著・糸川洋訳・2006年・
 ソフトバンククリエイティブ）
※ 13： http://www.makezine.com/
※ 14： http://www.instructables.com/
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屋市生まれ。1993年より電子楽器メーカーに技術者

およびシンセサイザーのサウンドデザイナーとして勤

務した後、2004 年 7月より IAMASでフィジカルコ

ンピューティング等のレクチャーを担当。主な興味は

電子楽器を含むユーザ・インターフェイス。最近の主
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私
自
身
が
I
A
M
A
S
に
来
た
の
は

2
0
0
4
年
7
月
だ
が
、
そ
の
前
か
ら
名
前

は
あ
ち
こ
ち
で
聞
い
て
い
た
。
最
初
の
学
生

募
集
を
ど
こ
か
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
見

か
け
て
「
面
白
そ
う
な
学
校
が
で
き
る
ん
だ

な
ぁ
」
と
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、

岩
井
俊
雄
さ
ん
の
作
品
な
ど
に
関
連
し
て
も

名
前
を
耳
に
し
、
そ
の
頃
は
メ
ー
カ
ー
に
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
勤
務
し
て
い
て
、
漠
然
と
「
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
」
と
い
う
分
野
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
正
確
な
定

義
は
今
で
も
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
が
、
こ

こ
に
来
る
前
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
「
最
新
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
ア
ー
ト
」
だ
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
来
て
み
る
と
、

必
ず
し
も
最
新
技
術
が
大
好
き
と
い
う
人
ば

か
り
で
は
な
い
よ
う
だ
。
卒
業
制
作
な
ど
の

作
品
を
見
て
も
、
最
近
は
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト

的
な
志
向
の
も
の
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
も

思
う
。
以
前
か
ら
I
A
M
A
S
に
い
る
方
に

話
を
聞
い
て
も
、
傾
向
の
変
化
は
あ
る
よ
う

だ
。
こ
う
し
た
状
況
を
き
ち
ん
と
分
析
す
る

だ
け
の
力
量
も
紙
幅
も
な
い
が
、
こ
の
十
年

間
で
注
目
さ
れ
る
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
た
い
と
思
う
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
の
登
場
と
充
実

こ
の
十
年
間
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
扱
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
短
時
間
で
作
る
こ
と
が
で
き

る
ツ
ー
ル
が
次
々
と
登
場
し
、
成
熟
し
て

い
っ
た
。
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
環
境
と
し
て
はM

ax
/M

SP/Jitter

（
※

1
）

やPD

（
※
2
）
、Q

uartz C
om

poser

（
※
3
）

な
ど
が
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス

の
も
の
と
し
て
はProcessing

（
※
4
）
、

SuperC
ollider

（
※
5
）

な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
も
の
と
し
てFlash

（
※
6
）
やD

irector

（
※
7
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ツ
ー
ル
が
充
実
す
る
こ
と
で
、

簡
単
に
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
的
な
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
敷
居
が
下
が
る
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
技
術
を
作
品
制
作
に
取
り
入

れ
て
い
な
か
っ
た
人
々
が
、
新
し
い
発
想
で
取

り
組
む
可
能
性
が
広
が
る
と
い
う
意
味
で
、

歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ツ
ー
ル
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
発
者

の
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
意
識

す
る
／
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
方
向
づ
け
ら
れ

て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
程

度
の
技
術
レ
ベ
ル
ま
で
に
は
誰
で
も
到
達
で

き
る
の
で
、
作
品
の
差
別
化
が
難
し
く
な
る

問
題
も
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
、
物
理
的
な
入
出
力
デ
バ

イ
ス
と

P
C
を
つ
な
ぐ
た
め
の
ツ
ー
ル
も

提
案
さ
れ
て
い
る
。I-C

ubeX

（
※
8
）

や

Phidgets

（
※
9
）
、G

A
IN

E
R

（
※
10
）

と

い
っ
た
ツ
ー
ル
が
登
場
し
、
そ
れ
以
前
と
比

較
し
て
入
出
力
デ
バ
イ
ス
を
扱
う
敷
居
は
か

な
り
下
が
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
用
の
ツ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
。

○
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
I
T
P
（
※
11
）

で
ト

ム
・
ア
イ
ゴ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
教
え
る
ク
ラ

ス
の
名
称
で
、
最
近
で
は
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ

ン
の
中
で
独
立
し
た
分
野
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
と
、
L
C
D
な
ど

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置
、
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー

ド
と
い
っ
た
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

だ
ろ
う
。
P
C
上
で
も
の
を
作
る
と
き
に
は
、

多
く
の
場
合
こ
の
環
境
を
大
前
提
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
提
案
す
る
の
は
、「
人
々
が
い
か

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

得
る
か
?
」
に
つ
い
て
考
え
直
す
と
い
う
こ

と
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
単
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
し
た
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
電
子
回
路
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
原

理
原
則
を
教
え
、
そ
こ
か
ら
も
う
一
度
考
え

直
そ
う
、
と
い
う
も
の
だ
。

○
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の

ニ
ー
ル
・
ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ド
が
『
も
の
づ

く
り
革
命
』
（
※
12
）

の
中
で
紹
介
し
た
考
え

方
で
、
簡
単
に
言
え
ば
「
自
分
達
の
工
場
を

持
ち
、
自
分
が
欲
し
い
も
の
を
自
分
で
作
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
頃
「
リ
テ
ラ

シ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
と
き
、
そ

れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
表
現
手
段
を
駆
使
す
る
能

力
」
と
い
う
、
今
よ
り
ず
っ
と
広
い
意
味
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
物
理
的
な

も
の
づ
く
り
は
、
商
業
的
な
利
潤
を
追
求
す

る
「
非
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ト
」
と
し
て
、
リ
テ
ラ

シ
ー
の
定
義
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う
。
ル
ネ

サ
ン
ス
の
時
代
に
同
じ
「
職
人
」
だ
っ
た
人
々

は
、
ギ
ル
ド
制
度
の
崩
壊
後
、
後
の
工
場
に

つ
な
が
る
「
工
房
」
と
「
芸
術
家
」
へ
と
分

か
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
、
再
び

本
来
の
意
味
で
の
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
提
案

し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
考
え
方
で
あ
る
。

工
場
を
持
つ
と
い
う
の
は
か
な
り
特
殊
な
こ

と
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
の
方

法
は
莫
大
な
予
算
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
I
A
M
A
S
に
も
あ
る
よ
う
な
機
材

（
３
Ｄ
切
削
加
工
機
や
基
板
加
工
機
な
ど
）
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
も
の
だ
。
特
定

の
メ
ー
カ
ー
だ
け
が
も
の
を
作
っ
て
供
給
す

る
の
で
は
な
く
、
各
自
で
自
分
の
欲
し
い
も

の
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、「
工

房
（
工
場
）」
と
「
芸
術
家
」
に
分
か
れ
た
流

れ
は
、
再
び
ひ
と
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

○
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場

2
0
0
6
年
に
大
き
く
注
目
さ
れ
た

「W
eb 2.0

」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
唱

し
た
テ
ィ
ム
・
オ
ラ
イ
リ
ー
が

C
E
O
を

勤
め
る
出
版
社O

reilly

は
、
2
0
0
5
年

か
ら
も
の
づ
く
り
を
扱
う
雑
誌
『M

ake 

M
agazine

』
（
※
13
）

の
発
行
を
始
め
た
。

O
reilly

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
関
連
の
本
で
知

ら
れ
る
出
版
社
だ
が
、
こ
の
雑
誌
は
ア
ー
ト

や
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
人
も
興
味
を
持
ち
そ

う
な
ポ
ッ
プ
な
紙
面
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
更

新
さ
れ
る
ブ
ロ
グ
な
ど
で
積
極
的
に
情
報
発

信
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
M
I
T
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
の
出
身
者
が
2
0
0
6
年
に
始
め
た
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
『Instructables

』（
※
14
）
は
、

も
の
の
作
り
方
を
共
有
す
る
新
し
い
提
案
を

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
写
真
を
簡
単
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
そ
こ
に
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て

ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
で
紹
介
で
き
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
、
コ

メ
ン
ト
を
つ
け
る
、
タ
グ
を
経
由
し
て
関
連

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
辿
る
、
同
じ
よ
う
な
興

味
を
持
つ
人
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
、

と
い
っ
た
仕
組
み
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
り
、
も

の
づ
く
り
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
つ
つ
活
性
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

○
ま
と
め
／
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
し
て
前
向
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
十
年
間
で
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
た
。
一
方
で
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
は
本
質
的
に
ほ
と
ん

ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
十
年
前
の
時
点
で
既
に
完
成
さ
れ

て
い
た
と
も
言
え
る
が
、
逆
に
何
も
進
歩
し

て
い
な
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

状
況
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
世
界

か
ら
積
極
的
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
積
極

的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
ろ
う
。
個
人
の
力

で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
ト
の

世
界
で
は
発
想
や
コ
ン
セ
プ
ト
が
重
視
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
い
く
ら
そ
の
部

分
が
優
れ
て
い
て
も
、
実
装
や
実
行
の
部
分

が
弱
い
と
、
何
も
伝
わ
ら
な
い
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
周
知
の
事

実
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
来
の
意
味
で
の
リ

テ
ラ
シ
ー
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

新
し
い
可
能
性
が
開
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

※ 1： http://www.cycling74.com/products/maxmsp/
※ 2： http://puredata.info/
※ 3： http://developer.apple.com/graphicsimaging/quartz/
 quartzcomposer.html
※ 4： http://processing.org/
※ 5： http://www.audiosynth.com/
※ 6： http://www.adobe.com/jp/products/flash/
※ 7： http://www.adobe.com/jp/products/director/
※ 8： http://infusionsystems.com/
※ 9： http://www.phidgets.com/
※ 10： http://gainer.cc/
※ 11： Interactive Telecommunications Program
 http://itp.nyu.edu/
※ 12： ものづくり革命 パーソナル・ファブリケーションの夜明け
 （ニール・ガーシェンフェルド著・糸川洋訳・2006年・
 ソフトバンククリエイティブ）
※ 13： http://www.makezine.com/
※ 14： http://www.instructables.com/
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I
A
M
A
S
の
学
生
の
長
所
の
ひ
と
つ

に
、
と
て
も
熱
心
に
制
作
に
取
り
組
み
、
作

品
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
細
か
く
注
意
を
払
い
、

そ
の
完
成
度
に
大
き
な
違
い
を
生
ん
で
い
る

と
い
う
点
が
あ
る
。
ま
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て

興
味
深
か
っ
た
面
は
、
学
生
は
し
ば
し
ば
お

互
い
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
助
け
合
い
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
う
ま
く
や
る
こ
と
だ
。

彼
ら
は
と
て
も
オ
ー
プ
ン
で
前
向
き
、
か
つ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
な
が
ら
、
変
わ
り

者
だ
っ
た
り
激
し
い
所
も
あ
り
、
そ
ん
な
彼

ら
と
一
緒
に
い
る
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

2
0
0
3
年
に
は
、
横
山
正
さ
ん
と
い
う

素
晴
ら
し
い
学
長
を
新
た
に
迎
え
て
、『
ユ
ネ

ス
コ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
ア
ウ
ォ
ー
ド
』
を
開
催

し
た
。
世
界
各
地
か
ら
3
0
0
件
超
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
が
届
き
、
ザ
ン
ビ
ア
の
チ
ャ
ン
ダ
・

メ
ン
ヤ
が
受
賞
し
、
I
A
M
A
S
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
の
お
お
が
き
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で

は
、
こ
の
ア
ウ
ォ
ー
ド
の
受
賞
者
た
ち
の
作

品
と
と
も
に
、
研
究
生
の
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ウ
ォ

ー
カ
ー
と
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
・
ブ
ル
ム
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

教
員
と
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
と
が
協
力
し
て

行
っ
た
も
の
の
集
大
成
と
し
て
は
、
ア
ル
ス
と

I
A
M
A
S
の
つ
な
が
り
と
し
て
機
能
し
、

私
た
ち
が
そ
の
最
初
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

『
キ
ャ
ン
パ
ス
展
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
I
A
M
A
S
の
成
果
を
紹
介

I
A
M
A
S
と
の
最
初
の
接
点
は
坂
根
厳

夫
さ
ん
を
通
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
1
9
9
3

年
の
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
で
初
め
て

出
会
い
、
坂
根
さ
ん
は
、
そ
こ
で
展
示
し
た

私
た
ち
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
作
品

『Interactive Plants G
row

ing

』
に
大
変

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
観
客
が

本
物
の
植
物
に
触
れ
る
と
、
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
生
成
し
た
人
工
的
な
植
物
の
画
像
が
ス

ク
リ
ー
ン
上
に
現
れ
る
作
品
で
、
坂
根
さ
ん

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
彼
は
４
〜
６
個
の
重
い
カ
メ
ラ
と
資
料

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
、
こ
の
作
品
に
つ

い
て
い
く
つ
も
質
問
し
て
き
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
ま
た
、
初
期
の
ア
ー
ト
の
あ
り
よ

う
、
た
と
え
ば
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
や
フ

ェ
ノ
メ
ナ
ア
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
と
、
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
の
興
味
深
い
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話

を
し
て
く
れ
、
私
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に

対
す
る
彼
の
情
熱
を
好
ま
し
く
思
っ
た
。

1
年
後
、
私
た
ち
は
再
度
ア
ル
ス
で
展
示

す
る
機
会
を
得
て
、
作
品
『A

-V
olve

』
で
ゴ

ー
ル
デ
ン
ニ
カ
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
こ
で
は

ト
ム
・
レ
イ
博
士
に
出
会
い
、
私
た
ち
は
人

工
生
命
と
進
化
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

強
く
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
レ
イ
博

士
は
人
工
生
命
の
世
界
で
大
変
著
名
な
人
物

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
デ
ジ
タ
ル
な
進
化
が

起
こ
る
こ
と
を
証
明
し
た
最
初
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、T

ierra

シ
ス
テ
ム

の
開
発
者
で
あ
る
。
レ
イ
博
士
は
日
本
の
京

都
に
あ
る
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基
礎
技

術
研
究
所
（
A
T
R
）
で
す
で
に
働
い
て
お

り
、
私
た
ち
が
一
緒
に
そ
こ
で
働
く
と
い
う
考

え
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
。

そ
う
し
て
、
A
T
R
の
客
員
研
究
員
と

し
て
『A

-V
olve

』
の
進
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
レ
イ
博
士
と
研
究
し
、
最
終
的
な
結
果
を

1
9
9
5
年
に

I
C
C
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展

示
し
た
。
こ
の
展
示
は
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
賞
も
受
賞
し
た
。

こ
の
作
品
の
成
功
は
、
A
T
R
の
み
な
さ
ん

の
協
力
な
し
に
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
頃
、岐
阜
県
大
垣
市
で
開
催
し
た
『
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
95
』
展
に
参
加
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
そ
の
展
示
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
坂
根
さ
ん
か
ら
、
I
A
M
A
S
の
設
立
に

関
わ
る
人
々
と
話
を
す
る
会
合
に
参
加
し
な

い
か
と
声
が
か
か
り
、
坂
根
さ
ん
が
岐
阜
県

の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
計
画
の
一
部
で
あ
る

I
A
M
A
S
を
開
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
を
知
っ
た
。
1
9
9
7
年
に
開
催
し
た
『
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
97
』
展
に
、
学
長
に
な
っ
て

い
た
坂
根
さ
ん
が
再
び
私
た
ち
を
招
待
し
て

く
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
私
た
ち
は
ま
だ
A
T
R

の
客
員
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、

坂
根
さ
ん
か
ら
の
提
案
で
、
I
A
M
A
S
の

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
た
の
だ

っ
た
。

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
滞

在
し
た
間
に
は
、
作
品
『H

aze E
xpress

』

を
制
作
し
た
。
こ
れ
は
、
列
車
の
窓
を
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
し
て
、
観
客
が
窓
を
な
で
る

手
の
動
き
を
通
し
て
、
抽
象
的
な
形
状
の
光

が
窓
の
上
に
現
れ
て
く
る
。
こ
の
作
品
は
、

宮
沢
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
イ
ン
ス

パ
イ
ア
さ
れ
た
も
の
だ
。

１
年
半
の
間
、
教
員
／
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
過
ご
し
た
あ
と
、
坂
根

さ
ん
に
、
新
し
く
設
立
さ
れ
る
大
学
院
大
学

で
も
教
え
て
み
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
京
都
か
ら
大
垣
に
引
っ
越
し
を
し
、

2
0
0
1
年
に
開
学
し
た
大
学
院
大
学
ス
タ

ジ
オ
１
の
助
教
授
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

I
A
M
A
S
の
素
晴
ら
し
い
特
徴
は
、

技
術
に
つ
い
て
惜
し
み
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
と
、
制
作
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

が
十
分
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
友
好
的
で

前
向
き
な
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

I
A
M
A
S
は
街
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
閑

静
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
て
、
作
品
制
作

に
集
中
す
る
に
は
と
て
も
よ
い
場
所
だ
。
ま

た
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
大

変
強
い
熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
親
切

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
と
は
と
て
も
よ
い

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
指
導

し
た
学
生
に
つ
い
て
、
す
べ
て
は
こ
こ
に
は
書

き
き
れ
な
い
が
、
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ペ
ル
テ

ィ
エ
、
佐
藤
知
裕
、
山
川
尚
子
、
里
見
美
香
、

山
本
努
武
、
上
山
朋
子
ら
の
、
の
ち
に
立
派

な
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
た
素
晴
ら
し
い
学
生
た

ち
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
運
だ

っ
た
。

し
た
す
ば
ら
し
い
作
品
展
示
で
、
私
た
ち
が

得
た
観
客
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か
ら
、

I
A
M
A
S
の
活
動
が
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア

の
現
場
に
と
っ
て
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
に
、
I
A
M
A
S
の
成
功
の
秘
密

と
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
な
場

所
な
の
か
と
何
人
か
が
私
に
尋
ね
て
き
た
。

そ
の
質
問
に
答
え
て
み
る
と
す
る
と
、
そ
こ

に
は
I
A
M
A
S
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
い
く

つ
か
の
要
素
が
あ
る
だ
ろ
う
。

・ 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
前
向
き
な
ア
プ
ロ
ー
チ

・ 

潤
沢
な
技
術
的
／
予
算
的
な
サ
ポ
ー
ト

・ 

教
員
と
学
生
、
学
生
同
士
の
親
密
さ

・ 

創
意
、
デ
ィ
テ
ー
ル
と
専
門
技
術
へ
の
愛
情

・ 

教
育
と
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
を
担
当
す
る
、

 

高
い
技
術
を
持
ち
献
身
的
な
活
動
を
す
る
人
々

・ 

新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を

 

受
け
入
れ
る
姿
勢

・ 

I
A
M
A
S
を
出
て
も
続
い
て
い
る

 

家
族
的
な
精
神

2
0
0
4
年
、
私
た
ち
は
大
垣
か
ら
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
リ
ン
ツ
に
引
っ
越
し
、
現
在
は
リ

ン
ツ
美
術
工
芸
大
学
で
教
授
に
な
り
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
研
究
室
を

持
っ
て
い
る
。
交
換
留
学
の
制
度
を
通
じ
て
、

私
た
ち
は
今
で
も
I
A
M
A
S
と
近
し
い
交

流
を
続
け
て
い
る
。
す
で
に
、
２
人
ず
つ
の

学
生
が
お
互
い
の
学
校
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

彼
ら
と
話
し
、
そ
の
熱
意
を
見
る
に
つ
け
、

私
た
ち
は
こ
の
十
年
間
、
I
A
M
A
S
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
。
そ
し
て
、
次
の
十
年
間
も
I
A
M
A
S

が
素
晴
ら
し
い
存
在
で
い
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
I
A
M
A
S
で
の
友
人
、
助
言
者
の

み
な
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
そ
こ
は
と

て
も
す
ば
ら
し
い
、
触
発
さ
れ
る
場
所
で
す
。

十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

クリスタ・ソムラー＆ロラン・ミニョノー

人工生命や複雑系、通信やインターフェイスデザイン、

インタラクティビティの新しい形態などをテーマにコンピ

ュータ・システムの研究を進めている。ATR客員研究員、

IAMASのレジデンシーアーティスト、京都大学の客員

教授、IAMASの助教授を経て、現在リンツ美術工芸大

学教授、インターフェイスカルチャー研究室を主宰。

主 な 作 品 に『Interactive Plant Growing』（1992）、

『A-Volve』（1994）、『GENMA』（1996）、『Li fe 

Spac ies』（1997)、『HA ZE Express』 （1999）、

『VERBARIUM』（1999）、『The Living Web』 （2002）、

『Nano-Scape』（2002）、『Mobile Feelings』（2003） 

などがある。
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クリスタ・ソムラー+ロラン・ミニョノー
Christa Sommerer + Laurent Mignonneau　助教授

IAMASファミリーとの十年間

̶ —私たちの個人的な回想



I
A
M
A
S
の
学
生
の
長
所
の
ひ
と
つ

に
、
と
て
も
熱
心
に
制
作
に
取
り
組
み
、
作

品
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
細
か
く
注
意
を
払
い
、

そ
の
完
成
度
に
大
き
な
違
い
を
生
ん
で
い
る

と
い
う
点
が
あ
る
。
ま
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て

興
味
深
か
っ
た
面
は
、
学
生
は
し
ば
し
ば
お

互
い
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
助
け
合
い
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
う
ま
く
や
る
こ
と
だ
。

彼
ら
は
と
て
も
オ
ー
プ
ン
で
前
向
き
、
か
つ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
な
が
ら
、
変
わ
り

者
だ
っ
た
り
激
し
い
所
も
あ
り
、
そ
ん
な
彼

ら
と
一
緒
に
い
る
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

2
0
0
3
年
に
は
、
横
山
正
さ
ん
と
い
う

素
晴
ら
し
い
学
長
を
新
た
に
迎
え
て
、『
ユ
ネ

ス
コ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
ア
ウ
ォ
ー
ド
』
を
開
催

し
た
。
世
界
各
地
か
ら
3
0
0
件
超
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
が
届
き
、
ザ
ン
ビ
ア
の
チ
ャ
ン
ダ
・

メ
ン
ヤ
が
受
賞
し
、
I
A
M
A
S
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
の
お
お
が
き
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で

は
、
こ
の
ア
ウ
ォ
ー
ド
の
受
賞
者
た
ち
の
作

品
と
と
も
に
、
研
究
生
の
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ウ
ォ

ー
カ
ー
と
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
・
ブ
ル
ム
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

教
員
と
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
と
が
協
力
し
て

行
っ
た
も
の
の
集
大
成
と
し
て
は
、
ア
ル
ス
と

I
A
M
A
S
の
つ
な
が
り
と
し
て
機
能
し
、

私
た
ち
が
そ
の
最
初
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

『
キ
ャ
ン
パ
ス
展
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
I
A
M
A
S
の
成
果
を
紹
介

I
A
M
A
S
と
の
最
初
の
接
点
は
坂
根
厳

夫
さ
ん
を
通
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
1
9
9
3

年
の
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
で
初
め
て

出
会
い
、
坂
根
さ
ん
は
、
そ
こ
で
展
示
し
た

私
た
ち
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
作
品

『Interactive Plants G
row

ing

』
に
大
変

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
観
客
が

本
物
の
植
物
に
触
れ
る
と
、
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
生
成
し
た
人
工
的
な
植
物
の
画
像
が
ス

ク
リ
ー
ン
上
に
現
れ
る
作
品
で
、
坂
根
さ
ん

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
彼
は
４
〜
６
個
の
重
い
カ
メ
ラ
と
資
料

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
、
こ
の
作
品
に
つ

い
て
い
く
つ
も
質
問
し
て
き
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
ま
た
、
初
期
の
ア
ー
ト
の
あ
り
よ

う
、
た
と
え
ば
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
や
フ

ェ
ノ
メ
ナ
ア
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
と
、
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
の
興
味
深
い
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話

を
し
て
く
れ
、
私
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に

対
す
る
彼
の
情
熱
を
好
ま
し
く
思
っ
た
。

1
年
後
、
私
た
ち
は
再
度
ア
ル
ス
で
展
示

す
る
機
会
を
得
て
、
作
品
『A

-V
olve

』
で
ゴ

ー
ル
デ
ン
ニ
カ
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
こ
で
は

ト
ム
・
レ
イ
博
士
に
出
会
い
、
私
た
ち
は
人

工
生
命
と
進
化
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

強
く
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
レ
イ
博

士
は
人
工
生
命
の
世
界
で
大
変
著
名
な
人
物

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
デ
ジ
タ
ル
な
進
化
が

起
こ
る
こ
と
を
証
明
し
た
最
初
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、T

ierra

シ
ス
テ
ム

の
開
発
者
で
あ
る
。
レ
イ
博
士
は
日
本
の
京

都
に
あ
る
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基
礎
技

術
研
究
所
（
A
T
R
）
で
す
で
に
働
い
て
お

り
、
私
た
ち
が
一
緒
に
そ
こ
で
働
く
と
い
う
考

え
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
。

そ
う
し
て
、
A
T
R
の
客
員
研
究
員
と

し
て
『A

-V
olve

』
の
進
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
レ
イ
博
士
と
研
究
し
、
最
終
的
な
結
果
を

1
9
9
5
年
に

I
C
C
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展

示
し
た
。
こ
の
展
示
は
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
賞
も
受
賞
し
た
。

こ
の
作
品
の
成
功
は
、
A
T
R
の
み
な
さ
ん

の
協
力
な
し
に
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
頃
、岐
阜
県
大
垣
市
で
開
催
し
た
『
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
95
』
展
に
参
加
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
そ
の
展
示
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
坂
根
さ
ん
か
ら
、
I
A
M
A
S
の
設
立
に

関
わ
る
人
々
と
話
を
す
る
会
合
に
参
加
し
な

い
か
と
声
が
か
か
り
、
坂
根
さ
ん
が
岐
阜
県

の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
計
画
の
一
部
で
あ
る

I
A
M
A
S
を
開
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
を
知
っ
た
。
1
9
9
7
年
に
開
催
し
た
『
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
97
』
展
に
、
学
長
に
な
っ
て

い
た
坂
根
さ
ん
が
再
び
私
た
ち
を
招
待
し
て

く
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
私
た
ち
は
ま
だ
A
T
R

の
客
員
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、

坂
根
さ
ん
か
ら
の
提
案
で
、
I
A
M
A
S
の

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
た
の
だ

っ
た
。

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
滞

在
し
た
間
に
は
、
作
品
『H

aze E
xpress

』

を
制
作
し
た
。
こ
れ
は
、
列
車
の
窓
を
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
し
て
、
観
客
が
窓
を
な
で
る

手
の
動
き
を
通
し
て
、
抽
象
的
な
形
状
の
光

が
窓
の
上
に
現
れ
て
く
る
。
こ
の
作
品
は
、

宮
沢
賢
治
の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
イ
ン
ス

パ
イ
ア
さ
れ
た
も
の
だ
。

１
年
半
の
間
、
教
員
／
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
過
ご
し
た
あ
と
、
坂
根

さ
ん
に
、
新
し
く
設
立
さ
れ
る
大
学
院
大
学

で
も
教
え
て
み
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
京
都
か
ら
大
垣
に
引
っ
越
し
を
し
、

2
0
0
1
年
に
開
学
し
た
大
学
院
大
学
ス
タ

ジ
オ
１
の
助
教
授
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

I
A
M
A
S
の
素
晴
ら
し
い
特
徴
は
、

技
術
に
つ
い
て
惜
し
み
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
と
、
制
作
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

が
十
分
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
友
好
的
で

前
向
き
な
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

I
A
M
A
S
は
街
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
閑

静
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
て
、
作
品
制
作

に
集
中
す
る
に
は
と
て
も
よ
い
場
所
だ
。
ま

た
、
学
生
た
ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
大

変
強
い
熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
親
切

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
と
は
と
て
も
よ
い

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
指
導

し
た
学
生
に
つ
い
て
、
す
べ
て
は
こ
こ
に
は
書

き
き
れ
な
い
が
、
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ペ
ル
テ

ィ
エ
、
佐
藤
知
裕
、
山
川
尚
子
、
里
見
美
香
、

山
本
努
武
、
上
山
朋
子
ら
の
、
の
ち
に
立
派

な
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
た
素
晴
ら
し
い
学
生
た

ち
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
運
だ

っ
た
。

し
た
す
ば
ら
し
い
作
品
展
示
で
、
私
た
ち
が

得
た
観
客
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か
ら
、

I
A
M
A
S
の
活
動
が
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア

の
現
場
に
と
っ
て
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
に
、
I
A
M
A
S
の
成
功
の
秘
密

と
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
な
場

所
な
の
か
と
何
人
か
が
私
に
尋
ね
て
き
た
。

そ
の
質
問
に
答
え
て
み
る
と
す
る
と
、
そ
こ

に
は
I
A
M
A
S
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
い
く

つ
か
の
要
素
が
あ
る
だ
ろ
う
。

・ 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
前
向
き
な
ア
プ
ロ
ー
チ

・ 

潤
沢
な
技
術
的
／
予
算
的
な
サ
ポ
ー
ト

・ 

教
員
と
学
生
、
学
生
同
士
の
親
密
さ

・ 

創
意
、
デ
ィ
テ
ー
ル
と
専
門
技
術
へ
の
愛
情

・ 

教
育
と
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
を
担
当
す
る
、

 

高
い
技
術
を
持
ち
献
身
的
な
活
動
を
す
る
人
々

・ 

新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を

 

受
け
入
れ
る
姿
勢

・ 

I
A
M
A
S
を
出
て
も
続
い
て
い
る

 

家
族
的
な
精
神

2
0
0
4
年
、
私
た
ち
は
大
垣
か
ら
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
リ
ン
ツ
に
引
っ
越
し
、
現
在
は
リ

ン
ツ
美
術
工
芸
大
学
で
教
授
に
な
り
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
研
究
室
を

持
っ
て
い
る
。
交
換
留
学
の
制
度
を
通
じ
て
、

私
た
ち
は
今
で
も
I
A
M
A
S
と
近
し
い
交

流
を
続
け
て
い
る
。
す
で
に
、
２
人
ず
つ
の

学
生
が
お
互
い
の
学
校
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

彼
ら
と
話
し
、
そ
の
熱
意
を
見
る
に
つ
け
、

私
た
ち
は
こ
の
十
年
間
、
I
A
M
A
S
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
。
そ
し
て
、
次
の
十
年
間
も
I
A
M
A
S

が
素
晴
ら
し
い
存
在
で
い
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
I
A
M
A
S
で
の
友
人
、
助
言
者
の

み
な
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
そ
こ
は
と

て
も
す
ば
ら
し
い
、
触
発
さ
れ
る
場
所
で
す
。

十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

クリスタ・ソムラー＆ロラン・ミニョノー

人工生命や複雑系、通信やインターフェイスデザイン、

インタラクティビティの新しい形態などをテーマにコンピ

ュータ・システムの研究を進めている。ATR客員研究員、

IAMASのレジデンシーアーティスト、京都大学の客員

教授、IAMASの助教授を経て、現在リンツ美術工芸大

学教授、インターフェイスカルチャー研究室を主宰。

主 な 作 品 に『Interactive Plant Growing』（1992）、

『A-Volve』（1994）、『GENMA』（1996）、『Li fe 

Spac ies』（1997)、『HA ZE Express』 （1999）、

『VERBARIUM』（1999）、『The Living Web』 （2002）、

『Nano-Scape』（2002）、『Mobile Feelings』（2003） 

などがある。
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クリスタ・ソムラー+ロラン・ミニョノー
Christa Sommerer + Laurent Mignonneau　助教授

IAMASファミリーとの十年間

̶ —私たちの個人的な回想



I
A
M
A
S
開
学
時
か
ら
学
長
を
勤
め
、
2
0
0
3

年
退
官
後
、
名
誉
学
長
と
な
ら
れ
た
坂
根
さ
ん
に
、
開

学
前
後
の
思
い
出
か
ら
今
後
の
展
望
ま
で
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

̶

岐
阜
県
と
い
う
行
政
機
関
が
I
A
M
A
S
を
開

学
す
る
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
思
い
切
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
経
緯
は
?

当
時
の
梶
原
知
事
の
最
重
要
政
策
で
あ
る

県
の
情
報
産
業
化
の
具
体
案
の
ひ
と
つ
に
、

情
報
化
時
代
の
人
材
育
成
学
校
を
作
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
事
の
諮
問
機
関

は
、
ま
ず
学
長
候
補
者
を
選
び
、
具
体
化
の

構
想
委
員
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
確

か
1
9
9
4
年
の
初
め
頃
、
当
時
慶
應
の

S
F
C
に
い
た
私
が
そ
の
候
補
に
挙
が
っ
た

そ
う
で
、
諮
問
委
員
の
月
尾
さ
ん
（
★
１
）

か

ら
、
依
頼
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
病
気
で
入
院
中
だ
っ
た
私
は
、
こ

ん
な
状
態
で
は
引
き
受
け
ら
れ
な
い
と
、
お

断
り
し
た
の
で
す
が
、
せ
め
て
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
に
は
な
っ
て
欲
し
い
と
粘
ら
れ
、
挙
が

っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
に
、
私
の
知
人
、
友
人
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
つ
い
「
メ
ン
バ
ー
の

ひ
と
り
な
ら
」
と
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
私
の
体
調
も
回
復
し
、
そ

の
年
の
春
先
に
構
想
委
員
会
が
発
足
し
、
い

ざ
委
員
長
を
選
ぶ
と
き
に
な
っ
た
ら
、
や
は

り
互
選
で
私
が
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
ね

（
笑
）。

̶

と
い
う
こ
と
は
、
月
尾
さ
ん
の
戦
略
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。（
笑
）
月
尾
さ
ん
は
、
大
学
時
代
は
私
の

後
輩
で
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

は
丹
下
健
三
（
★
2
）

の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
学
生
時
代
か
ら
扱
え
て
、

60
年
代
の
後
半
に
は
、
同
僚
と
一
緒
に
『
風

雅
の
技
法
』
と
い
う
C
G
ア
ニ
メ
ま
で
作
っ

て
い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
に
描
き
出
し
た
線
画

を
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
コ
マ
撮
り
し
た
作
品

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
ー
ト
史
上
の
秀
作

で
す
。
私
か
ら
彼
に
制
作
を
依
頼
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
70
年
代
初
め
、
当
時
の
雑
誌

『
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ア
』
か
ら
、
表
紙
の
企
画

を
1
年
間
依
頼
さ
れ
た
と
き
、
以
前
、
私
が

朝
日
新
聞
の
科
学
欄
の
連
載
『
美
の
座
標
』

で
も
紹
介
し
た
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
・
ス
テ
レ
オ

グ
ラ
ム
の
新
作
を
載
せ
ら
れ
な
い
か
と
思
い

つ
き
、
月
尾
さ
ん
に
相
談
し
て
み
た
の
で
す
。

彼
は
気
軽
に
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
な
ん
と

電
話
線
を
ア
メ
リ
カ
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

繋
い
で
、
確
か
一
晩
で
見
事
に
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ

ト
立
体
視
作
品
を
2
種
類
も
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

̶

そ
の
頃
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
・
ス
テ
レ

オ
グ
ラ
ム
を
作
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
早
い
で
す
ね
。

き
っ
と
読
者
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
。

ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
立
体
視
の
ブ
ー
ム
が

来
た
の
は
90
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
か
ら

ね
。
慶
應
で
の
私
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ー
ト

概
論
」
の
講
義
で
も
、
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
立

体
視
の
作
品
を
作
る
宿
題
を
出
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
も
科
学

と
芸
術
の
境
界
領
域
の
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
じ
つ
は
、
ラ
ン
ダ
ム

ド
ッ
ト
の
パ
タ
ー
ン
は
、
立
体
視
に
使
わ
れ

る
よ
り
前
に
、
ア
ー
ト
と
し
て
使
っ
て
い
た
人

も
い
ま
し
て
ね
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ル
レ
ー
（
★
3
）

な
ど
、

立
体
視
と
は
無
関
係
に
、
偶
然
性
の
ア
ー
ト

の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
使
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ン

ダ
ム
ド
ッ
ト
・
ス
テ
レ
オ
グ
ラ
ム
の
科
学
論
文

を
最
初
に
発
表
し
た
の
は
、
60
年
代
末
、
ベ

ル
研
究
所
の
ベ
ラ
・
ユ
レ
ス
で
す
が
、
彼
自
身

が
以
前
の
そ
ん
な
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
の
ア
ー
ト

を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
。

̶

科
学
と
芸
術
の
関
係
で
は
、
先
生
は
エ
ッ
シ
ャ
ー

の
世
界
も
紹
介
さ
れ
て
ま
す
ね
。

え
え
。
エ
ッ
シ
ャ
ー
（
★
4
）

に
は
、
個

人
的
な
想
い
出
も
多
い
で
す
。
彼
は
か
な
り

早
く
か
ら
創
作
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た

が
、
社
会
的
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
60
年
代
末
ご
ろ
か
ら
で
し
た
。
特

に
70
年
代
初
め
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ヒ
ッ
ピ

ー
た
ち
の
な
か
に
も
非
常
に
流
行
し
て
い
ま

し
た
ね
。

た
ま
た
ま
私
自
身
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

研
究
員
ニ
ー
マ
ン
・
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、
70
年

夏
か
ら
1
年
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
や
ヒ
ッ
ピ
ー
カ

ル
チ
ャ
ー
の
な
か
で
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
が
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
学
期
末
の
1
9
7
1

年
7
月
に
、
国
際
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

会
議
が
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
と
き
、
当
時

の
デ
ザ
イ
ン
評
論
家
、
勝
見
勝
（
★
5
）

さ

ん
か
ら
出
席
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
10
日
間

ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
を
計
画
し
た
と
き
も
、

オ
ラ
ン
ダ
の
エ
ッ
シ
ャ
ー
訪
問
を
考
え
ま
し

た
。
旅
の
最
初
に
イ
タ
リ
ア
南
部
の
ポ
ジ
タ

や
、
中
央
郵
便
局
の
壁
画
を
み
て
は
と
勧
め

ら
れ
、
実
際
に
見
に
も
い
き
ま
し
た
。
ハ
ー

グ
か
ら
彼
に
お
礼
の
電
話
を
か
け
た
ら
、
ぜ

ひ
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
い
わ
れ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
た

の
で
す
ね
。

̶

先
生
は
、
自
分
で
面
白
い
と
思
っ
た
方
に
は
、
直

接
会
い
に
出
か
け
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

え
え
、
印
象
の
深
い
作
家
だ
と
、
作
品
を

見
る
だ
け
で
は
気
が
す
ま
な
く
て
。
や
は
り

ー
ノ
や
、
ア
マ
ル
フ
ィ
を
訪
ね
た
と
き
、
偶
然

そ
こ
で
み
た
風
景
が
ま
さ
に
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
作

品
と
も
重
な
っ
て
、
ぜ
ひ
エ
ッ
シ
ャ
ー
を
訪
ね

よ
う
と
決
め
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
絵
葉
書
の
住
所

を
頼
り
に
、
彼
の
家
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
空

き
家
で
し
て
ね
。
近
所
の
人
か
ら
、
ラ
ー
レ

ン
の
芸
術
家
の
た
め
の
養
老
院
に
移
っ
て
い

る
と
聞
き
だ
し
て
、
そ
こ
ま
で
訪
ね
、
ち
ょ

う
ど
外
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
エ
ッ
シ
ャ
ー
と

少
し
の
間
だ
け
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彼
に
ハ
ー
グ
の
美
術
館
の
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
★
1
）
月
尾
嘉
男
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
メ
デ
ィ
ア

政
策
専
攻
（19

42

〜
）

（
★
2
）
丹
下
健
三
／
世
界
的
に
知
ら
れ
る
建
築
家
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
、
国
立
代
々
木
競
技
場
、
東
京
都
庁

舎
な
ど
の
設
計
で
知
ら
れ
る (1913

〜20
05

)

（
★
3
）
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ル
レ
ー
／
世
界
的
な
オ
プ
チ

カ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
と
り
（1926

〜
）

（
★
4
）
M.
C.
エ
ッ
シ
ャ
ー
／
不
可
能
の
図
形
や
有
限

の
な
か
に
無
限
を
描
く
幾
何
学
的
パ
タ
ー
ン
を
使
っ
て
独

特
な
世
界
を
描
い
た
版
画
家 (18

9
8

〜1972
)

（
★
5
）
勝
見
勝
／
デ
ザ
イ
ン
評
論
家
（19

0
3

〜19
8

3

）
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I
A
M
A
S
開
学
時
か
ら
学
長
を
勤
め
、
2
0
0
3

年
退
官
後
、
名
誉
学
長
と
な
ら
れ
た
坂
根
さ
ん
に
、
開

学
前
後
の
思
い
出
か
ら
今
後
の
展
望
ま
で
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

̶

岐
阜
県
と
い
う
行
政
機
関
が
I
A
M
A
S
を
開

学
す
る
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
思
い
切
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
経
緯
は
?

当
時
の
梶
原
知
事
の
最
重
要
政
策
で
あ
る

県
の
情
報
産
業
化
の
具
体
案
の
ひ
と
つ
に
、

情
報
化
時
代
の
人
材
育
成
学
校
を
作
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
知
事
の
諮
問
機
関

は
、
ま
ず
学
長
候
補
者
を
選
び
、
具
体
化
の

構
想
委
員
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
確

か
1
9
9
4
年
の
初
め
頃
、
当
時
慶
應
の

S
F
C
に
い
た
私
が
そ
の
候
補
に
挙
が
っ
た

そ
う
で
、
諮
問
委
員
の
月
尾
さ
ん
（
★
１
）

か

ら
、
依
頼
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
病
気
で
入
院
中
だ
っ
た
私
は
、
こ

ん
な
状
態
で
は
引
き
受
け
ら
れ
な
い
と
、
お

断
り
し
た
の
で
す
が
、
せ
め
て
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
に
は
な
っ
て
欲
し
い
と
粘
ら
れ
、
挙
が

っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
に
、
私
の
知
人
、
友
人
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
つ
い
「
メ
ン
バ
ー
の

ひ
と
り
な
ら
」
と
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
私
の
体
調
も
回
復
し
、
そ

の
年
の
春
先
に
構
想
委
員
会
が
発
足
し
、
い

ざ
委
員
長
を
選
ぶ
と
き
に
な
っ
た
ら
、
や
は

り
互
選
で
私
が
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
ね

（
笑
）。

̶

と
い
う
こ
と
は
、
月
尾
さ
ん
の
戦
略
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。（
笑
）
月
尾
さ
ん
は
、
大
学
時
代
は
私
の

後
輩
で
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

は
丹
下
健
三
（
★
2
）

の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
学
生
時
代
か
ら
扱
え
て
、

60
年
代
の
後
半
に
は
、
同
僚
と
一
緒
に
『
風

雅
の
技
法
』
と
い
う
C
G
ア
ニ
メ
ま
で
作
っ

て
い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
に
描
き
出
し
た
線
画

を
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
コ
マ
撮
り
し
た
作
品

で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ア
ー
ト
史
上
の
秀
作

で
す
。
私
か
ら
彼
に
制
作
を
依
頼
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
70
年
代
初
め
、
当
時
の
雑
誌

『
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ア
』
か
ら
、
表
紙
の
企
画

を
1
年
間
依
頼
さ
れ
た
と
き
、
以
前
、
私
が

朝
日
新
聞
の
科
学
欄
の
連
載
『
美
の
座
標
』

で
も
紹
介
し
た
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
・
ス
テ
レ
オ

グ
ラ
ム
の
新
作
を
載
せ
ら
れ
な
い
か
と
思
い

つ
き
、
月
尾
さ
ん
に
相
談
し
て
み
た
の
で
す
。

彼
は
気
軽
に
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
な
ん
と

電
話
線
を
ア
メ
リ
カ
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

繋
い
で
、
確
か
一
晩
で
見
事
に
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ

ト
立
体
視
作
品
を
2
種
類
も
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

̶

そ
の
頃
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
・
ス
テ
レ

オ
グ
ラ
ム
を
作
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
早
い
で
す
ね
。

き
っ
と
読
者
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
。

ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
立
体
視
の
ブ
ー
ム
が

来
た
の
は
90
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
か
ら

ね
。
慶
應
で
の
私
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ー
ト

概
論
」
の
講
義
で
も
、
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
立

体
視
の
作
品
を
作
る
宿
題
を
出
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
も
科
学

と
芸
術
の
境
界
領
域
の
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
じ
つ
は
、
ラ
ン
ダ
ム

ド
ッ
ト
の
パ
タ
ー
ン
は
、
立
体
視
に
使
わ
れ

る
よ
り
前
に
、
ア
ー
ト
と
し
て
使
っ
て
い
た
人

も
い
ま
し
て
ね
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ル
レ
ー
（
★
3
）

な
ど
、

立
体
視
と
は
無
関
係
に
、
偶
然
性
の
ア
ー
ト

の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
使
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ン

ダ
ム
ド
ッ
ト
・
ス
テ
レ
オ
グ
ラ
ム
の
科
学
論
文

を
最
初
に
発
表
し
た
の
は
、
60
年
代
末
、
ベ

ル
研
究
所
の
ベ
ラ
・
ユ
レ
ス
で
す
が
、
彼
自
身

が
以
前
の
そ
ん
な
ラ
ン
ダ
ム
ド
ッ
ト
の
ア
ー
ト

を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
。

̶

科
学
と
芸
術
の
関
係
で
は
、
先
生
は
エ
ッ
シ
ャ
ー

の
世
界
も
紹
介
さ
れ
て
ま
す
ね
。

え
え
。
エ
ッ
シ
ャ
ー
（
★
4
）

に
は
、
個

人
的
な
想
い
出
も
多
い
で
す
。
彼
は
か
な
り

早
く
か
ら
創
作
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た

が
、
社
会
的
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
60
年
代
末
ご
ろ
か
ら
で
し
た
。
特

に
70
年
代
初
め
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ヒ
ッ
ピ

ー
た
ち
の
な
か
に
も
非
常
に
流
行
し
て
い
ま

し
た
ね
。

た
ま
た
ま
私
自
身
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

研
究
員
ニ
ー
マ
ン
・
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、
70
年

夏
か
ら
1
年
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
や
ヒ
ッ
ピ
ー
カ

ル
チ
ャ
ー
の
な
か
で
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
が
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
学
期
末
の
1
9
7
1

年
7
月
に
、
国
際
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

会
議
が
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
と
き
、
当
時

の
デ
ザ
イ
ン
評
論
家
、
勝
見
勝
（
★
5
）

さ

ん
か
ら
出
席
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
10
日
間

ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
を
計
画
し
た
と
き
も
、

オ
ラ
ン
ダ
の
エ
ッ
シ
ャ
ー
訪
問
を
考
え
ま
し

た
。
旅
の
最
初
に
イ
タ
リ
ア
南
部
の
ポ
ジ
タ

や
、
中
央
郵
便
局
の
壁
画
を
み
て
は
と
勧
め

ら
れ
、
実
際
に
見
に
も
い
き
ま
し
た
。
ハ
ー

グ
か
ら
彼
に
お
礼
の
電
話
を
か
け
た
ら
、
ぜ

ひ
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
い
わ
れ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
翌
年
に
亡
く
な
っ
た

の
で
す
ね
。

̶

先
生
は
、
自
分
で
面
白
い
と
思
っ
た
方
に
は
、
直

接
会
い
に
出
か
け
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

え
え
、
印
象
の
深
い
作
家
だ
と
、
作
品
を

見
る
だ
け
で
は
気
が
す
ま
な
く
て
。
や
は
り

ー
ノ
や
、
ア
マ
ル
フ
ィ
を
訪
ね
た
と
き
、
偶
然

そ
こ
で
み
た
風
景
が
ま
さ
に
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
作

品
と
も
重
な
っ
て
、
ぜ
ひ
エ
ッ
シ
ャ
ー
を
訪
ね

よ
う
と
決
め
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
絵
葉
書
の
住
所

を
頼
り
に
、
彼
の
家
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
空

き
家
で
し
て
ね
。
近
所
の
人
か
ら
、
ラ
ー
レ

ン
の
芸
術
家
の
た
め
の
養
老
院
に
移
っ
て
い

る
と
聞
き
だ
し
て
、
そ
こ
ま
で
訪
ね
、
ち
ょ

う
ど
外
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
エ
ッ
シ
ャ
ー
と

少
し
の
間
だ
け
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彼
に
ハ
ー
グ
の
美
術
館
の
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
★
1
）
月
尾
嘉
男
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
メ
デ
ィ
ア

政
策
専
攻
（19

42

〜
）

（
★
2
）
丹
下
健
三
／
世
界
的
に
知
ら
れ
る
建
築
家
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
、
国
立
代
々
木
競
技
場
、
東
京
都
庁

舎
な
ど
の
設
計
で
知
ら
れ
る (1913

〜20
05

)

（
★
3
）
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ル
レ
ー
／
世
界
的
な
オ
プ
チ

カ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
と
り
（1926

〜
）

（
★
4
）
M.
C.
エ
ッ
シ
ャ
ー
／
不
可
能
の
図
形
や
有
限

の
な
か
に
無
限
を
描
く
幾
何
学
的
パ
タ
ー
ン
を
使
っ
て
独

特
な
世
界
を
描
い
た
版
画
家 (18

9
8

〜1972
)

（
★
5
）
勝
見
勝
／
デ
ザ
イ
ン
評
論
家
（19

0
3

〜19
8

3

）
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直
接
会
っ
て
、
ど
ん
な
人
な
の
か
、
創
作
の

裏
話
ま
で
聞
き
出
し
た
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
当
時
は

な
る
べ
く
感
銘
を
受
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

科
学
者
に
は
会
い
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
人
が
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
を

紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
く
、
人
脈
を
た

ど
っ
て
創
造
的
な
人
物
の
世
界
に
触
れ
る
機

会
が
増
え
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

̶

直
接
会
っ
て
、
作
品
の
内
容
が
深
ま
っ
た
り
印
象

の
変
わ
っ
た
作
家
は
い
ま
す
か
?

期
待
以
上
の
発
見
は
あ
っ
て
も
、
失
望
し

た
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
作

品
に
よ
っ
て
は
現
場
を
見
な
い
と
わ
か
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
宇
宙

的
、
環
境
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
作
品
な
ど
、
言

葉
で
聞
い
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え

ば
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ス
（
★
6
）

や
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
タ
レ
ル
の
ロ
ー
デ
ン
ク
レ
ー
タ
ー
（
★

7
）

の
作
品
の
よ
う
に
、
砂
漠
の
な
か
に
創

り
出
し
た
作
品
な
ど
、
体
験
し
て
初
め
て
そ

の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。
彼
ら
の
作
品
は

1
9
8
0
年
に
現
地
で
見
て
、
そ
の
後
90
年

代
に
な
っ
て
か
ら
慶
應
の
授
業
で
も
紹
介
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
い
ま
で
も
ま
だ
創

り
続
け
て
い
て
、
完
成
に
は
も
う
一
歩
で
す
か

ら
ね
。

̶

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
I
A
M
A
S
開
学
前
に
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
さ
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
構

想
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
か
。

当
時
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
」
と

い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
情
報
化
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
可
能
性
に
、
従
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ニ
メ
な
ど
の

作
品
の
他
に
、
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
間
を

つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
介
し
て
観
客
が

参
加
で
き
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
の

重
要
性
が
見
え
始
め
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
マ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
の
育
成
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
育
成
に
は
、
そ
ん
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
性
を
目
指
し
た
教
育
が
も
っ
と
重
要
に
な

る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
私

自
身
、
80
年
代
か
ら
既
に
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
ア
ー
ト
の
動
向
を
追
っ
て
い
て
、
ジ
ェ
フ
リ

ー
・
シ
ョ
ー
（
★
8
）

ら
何
人
も
の
パ
イ
オ
ニ

ア
的
な
作
家
を
知
っ
て
い
た
し
、
1
9
8
9

年
に
は
『
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
へ
の
招

待
展
』
を
、
か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で

企
画
し
て
い
た
体
験
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の

ア
ー
ト
の
方
向
に
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
が

強
ま
る
に
違
い
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
（
M
I
T
）
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
（
★

９
）

た
ち
は
、
す
で
に
70
年
代
初
め
か
ら
「
マ

ン
＝
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
の
重
要

性
に
着
目
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
新
し
い
応

用
分
野
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
技
術
の
進
化
が
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
発
展
を
促
し
て
き
た
の
で
す
ね
。

̶

I
A
M
A
S
の
目
標
は
最
初
か
ら
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?

い
い
え
。
じ
つ
は
私
が
こ
の
学
校
の
構
想

に
関
わ
る
前
の
、
知
事
の
諮
問
委
員
会
の
提

案
段
階
で
は
、
情
報
科
学
技
術
者
の
育
成
が

目
標
に
な
っ
て
い
て
、
学
校
名
も
、「
先
端
情

報
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
G
I
F
U
」
と
い
う
仮

称
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
情
報
技
術
者
の
育
成
は
で
き
て
も
、

ア
ー
ト
ま
で
含
ん
だ
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
育
成
に
は
十
分
で
は
な
い
と
も
感
じ

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
思
い
悩
ん
だ
末
に
、

知
事
と
私
の
就
任
に
つ
い
て
直
接
話
し
合
う

機
会
が
あ
っ
た
と
き
に
、
私
の
考
え
を
率
直

に
述
べ
、
学
校
名
に
も
「
国
際
情
報
科
学
芸

術
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
芸
術
性
ま
で
は
っ
き
り

う
た
っ
た
方
が
い
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
学
長
職
は
引
き
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
と
も
。
幸
い
に
、
梶
原
さ
ん
も
私

の
意
図
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
了
承
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
結
果
的
に
は
こ
の
新
し
い
学

校
の
構
想
で
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

̶

当
時
は
世
界
で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
学
校
だ
っ
た

の
で
は
な
い
の
で
す
か
?

え
え
、
そ
ん
な
新
し
い
学
校
も
少
し
ず

つ
生
ま
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
世
界
で
も

ま
だ
実
例
は
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ

で
、
そ
ん
な
世
界
の
動
向
調
査
も
兼
ね
て
、

SIG
G

R
A

PH
（
★
10
）

や
、
ア
ル
ス
・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
カ
に
優
れ
た
作
品
を
出
し
て
い
た

学
校
を
幾
つ
か
訪
ね
た
り
し
ま
し
た
。
客
員

芸
術
家
と
学
生
が
共
同
作
業
を
す
る
ル
・
フ

レ
ノ
ア
（
★
11
）

に
も
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
め
た
ア
ー
ト
と

科
学
・
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
重
要

に
な
る
と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め

て
、
委
員
会
に
も
諮
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
こ
の
学
校
の
先
生
探

し
も
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
変
な
作
業
で
、

同
時
に
ア
ー
ト
系
だ
け
で
な
く
理
工
系
か
ら

の
学
生
も
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
新
し
い
学
校
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
開
学
の
数
ヶ
月
前
に
展
覧
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
ろ
う
と
い
う
計
画
を
立

て
た
の
で
す
。
そ
れ
が
最
初
の
『
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
』
展
だ
っ
た
の
で
す
。

̶

具
体
的
に
は
ど
ん
な
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で

す
か
?展

覧
会
に
は
こ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
厳
選
し
て
招
待
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
作
品
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
同

時
に
、
一
般
の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
こ
と
。

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方

を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企
画
し
ま
し
た
。

藤
幡
正
樹
（
★
12
）

さ
ん
や
水
越
伸
（
★
13
）

さ
ん
、ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
、当
時
『W

ired

』

の
編
集
長
だ
っ
た
小
林
弘
人
さ
ん
ら
と
も
交

渉
し
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
、
岩
井
俊
雄

（
★
14
）

さ
ん
や
、
ポ
ー
ル
・
デ
・
マ
リ
ー
ニ

ス
（
★
15
）

に
も
実
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
展
は
、
岐

阜
で
は
初
め
て
で
し
た
が
、
大
成
功
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
た
人
に
自
由
な
感
想

を
書
い
て
も
ら
う
ノ
ー
ト
も
用
意
し
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
大
変
喜
ん
で
、

こ
ん
な
作
品
の
世
界
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
欲
し
い

と
い
う
感
想
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。
入
場
者

数
も
予
想
以
上
で
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
展
覧
会
の
手
伝
い
に
参
加
し
た
学
生
の
中

か
ら
、
I
A
M
A
S
を
受
け
た
人
も
何
人
か

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
意
味
で
も
立
派
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
成
功
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
『
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
』
展
を
そ
の
後
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
方
式
で

続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

̶

客
員
芸
術
家
制
度
も
I
A
M
A
S
の
特
徴
の
ひ

と
つ
で
し
た
ね
?

え
え
、
開
学
に
際
し
て
考
え
た
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
は
、
こ
の
学
校
に
、
客
員
芸
術
家

制
度
を
置
く
こ
と
で
し
た
。
こ
の
分
野
の
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
は
、
ま
だ
日
本
で
も

み
る
機
会
が
少
な
く
、
作
家
も
少
な
く
、
学

生
た
ち
が
直
接
作
家
に
触
れ
る
機
会
が
な
い

と
、
な
か
な
か
実
感
が
つ
か
め
な
い
。
ま
し

て
や
大
垣
に
は
、
こ
ん
な
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
扱
う
画
廊
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
皆

無
で
し
た
。
そ
こ
で
、
世
界
の
こ
の
分
野
の

す
ぐ
れ
た
作
家
を
客
員
芸
術
家
と
し
て
招

き
、
同
時
に
学
生
と
の
協
力
作
業
を
進
め
る

よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
制
度

が
あ
れ
ば
、
大
き
な
教
育
効
果
を
挙
げ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
通
常
の
レ
ジ
デ
ン

ス
制
度
だ
と
、
作
家
に
作
品
制
作
の
場
を
提

供
す
る
の
が
主
目
的
で
す
が
、
I
A
M
A
S

の
客
員
芸
術
家
制
度
に
は
、
作
家
と
協
力
す

る
学
生
と
共
同
制
作
す
る
と
い
う
条
件
を
つ

け
る
こ
と
で
、
教
育
効
果
を
期
待
し
た
の
で

す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
最
初
の
レ
ジ
デ
ン

シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
岩
井
俊
雄
さ
ん
で
、

そ
の
後
、
ク
リ
ス
タ
と
ロ
ラ
ン
ま
で
来
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
触
媒
に
も
な

っ
て
、
I
A
M
A
S
発
足
後
間
も
な
く
、

学
生
た
ち
の
間
か
ら
も
国
際
コ
ン
ペ
に
ま
で

出
品
し
て
受
賞
す
る
人
が
次
々
に
現
わ
れ
、

I
A
M
A
S
が
国
際
的
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
と
、
私
自
身
自
負
し
て
い
ま
す
。

̶

そ
の
後
の
I
A
M
A
S
の
展
開
で
目
指
し
た
ア
ー

ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
の
融
合
と
い
う
目
標
は
、
今
後
も
重

要
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
?

当
初
か
ら
I
A
M
A
S
は
、
ア
ー
ト
系
と

理
工
系
の
両
方
か
ら
入
っ
て
き
た
学
生
を
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し

（
★
6
）
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ス
／
光
や
天
文
現
象
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
追
求
し
て
い
る
作
家
、
代
表
作S

tar 

A
xis

は
現
在
も
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
砂
漠
の
中
に
建
設
中
。

（
★
7
）
ロ
ー
デ
ン
・
ク
レ
ー
タ
ー
／
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
タ

レ
ル
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
砂
漠
の
火

口
丘
を
使
い
制
作
を
続
け
て
い
る
宇
宙
的
作
品
。

（
★
8
）
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出

身
の
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

（
★
9
）
ニ
コ
ラ
ス
・
ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
／
M
I
T
内
メ
デ

ィ
ア
・
ラ
ボ
の
創
設
者
。

（
★
10
）S

IG
G

R
A

P
H

／
世
界
最
大
の
C
G
の
学
会
・

展
覧
会 1974

年
か
ら
全
米
各
地
で
開
催
。

（
★
11
）
ル
・
フ
レ
ノ
ア
国
立
現
代
芸
術
ス
タ
ジ
オ
／
フ

ラ
ン
ス
文
化
省
の
下
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
施
設
。

（
★
12
）
藤
幡
正
樹
／
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
東
京

藝
術
大
学
教
授

（
★
13
）
水
越
伸
／
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授

（
★
14
）
岩
井
俊
雄
／
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
を
経
て
、

現
在
は
フ
リ
ー
の
作
家
、
I
A
M
A
S
客
員
芸
術
家

（
★
15
）
ポ
ー
ル
・
デ
・
マ
リ
ー
ニ
ス
／
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ッ
ク
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

Jacob Bronowski, Insight, London: Macdonald, 1964.
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直
接
会
っ
て
、
ど
ん
な
人
な
の
か
、
創
作
の

裏
話
ま
で
聞
き
出
し
た
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
当
時
は

な
る
べ
く
感
銘
を
受
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

科
学
者
に
は
会
い
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
人
が
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
を

紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
く
、
人
脈
を
た

ど
っ
て
創
造
的
な
人
物
の
世
界
に
触
れ
る
機

会
が
増
え
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

̶

直
接
会
っ
て
、
作
品
の
内
容
が
深
ま
っ
た
り
印
象

の
変
わ
っ
た
作
家
は
い
ま
す
か
?

期
待
以
上
の
発
見
は
あ
っ
て
も
、
失
望
し

た
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
作

品
に
よ
っ
て
は
現
場
を
見
な
い
と
わ
か
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
宇
宙

的
、
環
境
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
作
品
な
ど
、
言

葉
で
聞
い
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え

ば
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ス
（
★
6
）

や
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
タ
レ
ル
の
ロ
ー
デ
ン
ク
レ
ー
タ
ー
（
★

7
）

の
作
品
の
よ
う
に
、
砂
漠
の
な
か
に
創

り
出
し
た
作
品
な
ど
、
体
験
し
て
初
め
て
そ

の
す
ご
さ
が
分
か
り
ま
す
。
彼
ら
の
作
品
は

1
9
8
0
年
に
現
地
で
見
て
、
そ
の
後
90
年

代
に
な
っ
て
か
ら
慶
應
の
授
業
で
も
紹
介
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
い
ま
で
も
ま
だ
創

り
続
け
て
い
て
、
完
成
に
は
も
う
一
歩
で
す
か

ら
ね
。

̶

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
I
A
M
A
S
開
学
前
に
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
さ
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
構

想
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
か
。

当
時
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
」
と

い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
情
報
化
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
可
能
性
に
、
従
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ニ
メ
な
ど
の

作
品
の
他
に
、
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
間
を

つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
介
し
て
観
客
が

参
加
で
き
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
の

重
要
性
が
見
え
始
め
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
マ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
の
育
成
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
育
成
に
は
、
そ
ん
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
性
を
目
指
し
た
教
育
が
も
っ
と
重
要
に
な

る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
私

自
身
、
80
年
代
か
ら
既
に
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
ア
ー
ト
の
動
向
を
追
っ
て
い
て
、
ジ
ェ
フ
リ

ー
・
シ
ョ
ー
（
★
8
）

ら
何
人
も
の
パ
イ
オ
ニ

ア
的
な
作
家
を
知
っ
て
い
た
し
、
1
9
8
9

年
に
は
『
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
へ
の
招

待
展
』
を
、
か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
で

企
画
し
て
い
た
体
験
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の

ア
ー
ト
の
方
向
に
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
が

強
ま
る
に
違
い
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
（
M
I
T
）
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
（
★

９
）

た
ち
は
、
す
で
に
70
年
代
初
め
か
ら
「
マ

ン
＝
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
の
重
要

性
に
着
目
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
新
し
い
応

用
分
野
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
技
術
の
進
化
が
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
発
展
を
促
し
て
き
た
の
で
す
ね
。

̶

I
A
M
A
S
の
目
標
は
最
初
か
ら
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?

い
い
え
。
じ
つ
は
私
が
こ
の
学
校
の
構
想

に
関
わ
る
前
の
、
知
事
の
諮
問
委
員
会
の
提

案
段
階
で
は
、
情
報
科
学
技
術
者
の
育
成
が

目
標
に
な
っ
て
い
て
、
学
校
名
も
、「
先
端
情

報
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
G
I
F
U
」
と
い
う
仮

称
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
情
報
技
術
者
の
育
成
は
で
き
て
も
、

ア
ー
ト
ま
で
含
ん
だ
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
育
成
に
は
十
分
で
は
な
い
と
も
感
じ

て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
思
い
悩
ん
だ
末
に
、

知
事
と
私
の
就
任
に
つ
い
て
直
接
話
し
合
う

機
会
が
あ
っ
た
と
き
に
、
私
の
考
え
を
率
直

に
述
べ
、
学
校
名
に
も
「
国
際
情
報
科
学
芸

術
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
芸
術
性
ま
で
は
っ
き
り

う
た
っ
た
方
が
い
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
学
長
職
は
引
き
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
と
も
。
幸
い
に
、
梶
原
さ
ん
も
私

の
意
図
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
了
承
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
結
果
的
に
は
こ
の
新
し
い
学

校
の
構
想
で
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

̶

当
時
は
世
界
で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
学
校
だ
っ
た

の
で
は
な
い
の
で
す
か
?

え
え
、
そ
ん
な
新
し
い
学
校
も
少
し
ず

つ
生
ま
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
世
界
で
も

ま
だ
実
例
は
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ

で
、
そ
ん
な
世
界
の
動
向
調
査
も
兼
ね
て
、

SIG
G

R
A

PH

（
★
10
）

や
、
ア
ル
ス
・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
カ
に
優
れ
た
作
品
を
出
し
て
い
た

学
校
を
幾
つ
か
訪
ね
た
り
し
ま
し
た
。
客
員

芸
術
家
と
学
生
が
共
同
作
業
を
す
る
ル
・
フ

レ
ノ
ア
（
★
11
）

に
も
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
め
た
ア
ー
ト
と

科
学
・
技
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
重
要

に
な
る
と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め

て
、
委
員
会
に
も
諮
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
こ
の
学
校
の
先
生
探

し
も
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
変
な
作
業
で
、

同
時
に
ア
ー
ト
系
だ
け
で
な
く
理
工
系
か
ら

の
学
生
も
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
新
し
い
学
校
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
開
学
の
数
ヶ
月
前
に
展
覧
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
ろ
う
と
い
う
計
画
を
立

て
た
の
で
す
。
そ
れ
が
最
初
の
『
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
』
展
だ
っ
た
の
で
す
。

̶

具
体
的
に
は
ど
ん
な
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で

す
か
?展

覧
会
に
は
こ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
厳
選
し
て
招
待
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
作
品
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
と
同

時
に
、
一
般
の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
こ
と
。

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方

を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
企
画
し
ま
し
た
。

藤
幡
正
樹
（
★
12
）

さ
ん
や
水
越
伸
（
★
13
）

さ
ん
、ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
、当
時
『W

ired

』

の
編
集
長
だ
っ
た
小
林
弘
人
さ
ん
ら
と
も
交

渉
し
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
、
岩
井
俊
雄

（
★
14
）

さ
ん
や
、
ポ
ー
ル
・
デ
・
マ
リ
ー
ニ

ス
（
★
15
）

に
も
実
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
展
は
、
岐

阜
で
は
初
め
て
で
し
た
が
、
大
成
功
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
た
人
に
自
由
な
感
想

を
書
い
て
も
ら
う
ノ
ー
ト
も
用
意
し
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
大
変
喜
ん
で
、

こ
ん
な
作
品
の
世
界
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
欲
し
い

と
い
う
感
想
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。
入
場
者

数
も
予
想
以
上
で
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
展
覧
会
の
手
伝
い
に
参
加
し
た
学
生
の
中

か
ら
、
I
A
M
A
S
を
受
け
た
人
も
何
人
か

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
意
味
で
も
立
派
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
成
功
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
『
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
』
展
を
そ
の
後
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
方
式
で

続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

̶

客
員
芸
術
家
制
度
も
I
A
M
A
S
の
特
徴
の
ひ

と
つ
で
し
た
ね
?

え
え
、
開
学
に
際
し
て
考
え
た
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
は
、
こ
の
学
校
に
、
客
員
芸
術
家

制
度
を
置
く
こ
と
で
し
た
。
こ
の
分
野
の
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
は
、
ま
だ
日
本
で
も

み
る
機
会
が
少
な
く
、
作
家
も
少
な
く
、
学

生
た
ち
が
直
接
作
家
に
触
れ
る
機
会
が
な
い

と
、
な
か
な
か
実
感
が
つ
か
め
な
い
。
ま
し

て
や
大
垣
に
は
、
こ
ん
な
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
扱
う
画
廊
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
皆

無
で
し
た
。
そ
こ
で
、
世
界
の
こ
の
分
野
の

す
ぐ
れ
た
作
家
を
客
員
芸
術
家
と
し
て
招

き
、
同
時
に
学
生
と
の
協
力
作
業
を
進
め
る

よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
制
度

が
あ
れ
ば
、
大
き
な
教
育
効
果
を
挙
げ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
通
常
の
レ
ジ
デ
ン

ス
制
度
だ
と
、
作
家
に
作
品
制
作
の
場
を
提

供
す
る
の
が
主
目
的
で
す
が
、
I
A
M
A
S

の
客
員
芸
術
家
制
度
に
は
、
作
家
と
協
力
す

る
学
生
と
共
同
制
作
す
る
と
い
う
条
件
を
つ

け
る
こ
と
で
、
教
育
効
果
を
期
待
し
た
の
で

す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
最
初
の
レ
ジ
デ
ン

シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
岩
井
俊
雄
さ
ん
で
、

そ
の
後
、
ク
リ
ス
タ
と
ロ
ラ
ン
ま
で
来
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
触
媒
に
も
な

っ
て
、
I
A
M
A
S
発
足
後
間
も
な
く
、

学
生
た
ち
の
間
か
ら
も
国
際
コ
ン
ペ
に
ま
で

出
品
し
て
受
賞
す
る
人
が
次
々
に
現
わ
れ
、

I
A
M
A
S
が
国
際
的
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
と
、
私
自
身
自
負
し
て
い
ま
す
。

̶

そ
の
後
の
I
A
M
A
S
の
展
開
で
目
指
し
た
ア
ー

ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
の
融
合
と
い
う
目
標
は
、
今
後
も
重

要
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
?

当
初
か
ら
I
A
M
A
S
は
、
ア
ー
ト
系
と

理
工
系
の
両
方
か
ら
入
っ
て
き
た
学
生
を
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し

（
★
6
）
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ス
／
光
や
天
文
現
象
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
追
求
し
て
い
る
作
家
、
代
表
作S

tar 

A
xis

は
現
在
も
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
砂
漠
の
中
に
建
設
中
。

（
★
7
）
ロ
ー
デ
ン
・
ク
レ
ー
タ
ー
／
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
タ

レ
ル
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
砂
漠
の
火

口
丘
を
使
い
制
作
を
続
け
て
い
る
宇
宙
的
作
品
。

（
★
8
）
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出

身
の
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

（
★
9
）
ニ
コ
ラ
ス
・
ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
／
M
I
T
内
メ
デ

ィ
ア
・
ラ
ボ
の
創
設
者
。

（
★
10
）S

IG
G

R
A

P
H

／
世
界
最
大
の
C
G
の
学
会
・

展
覧
会 1974

年
か
ら
全
米
各
地
で
開
催
。

（
★
11
）
ル
・
フ
レ
ノ
ア
国
立
現
代
芸
術
ス
タ
ジ
オ
／
フ

ラ
ン
ス
文
化
省
の
下
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
施
設
。

（
★
12
）
藤
幡
正
樹
／
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
東
京

藝
術
大
学
教
授

（
★
13
）
水
越
伸
／
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授

（
★
14
）
岩
井
俊
雄
／
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
を
経
て
、

現
在
は
フ
リ
ー
の
作
家
、
I
A
M
A
S
客
員
芸
術
家

（
★
15
）
ポ
ー
ル
・
デ
・
マ
リ
ー
ニ
ス
／
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ッ
ク
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

Jacob Bronowski, Insight, London: Macdonald, 1964.
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の
を
も
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
自
体
か
ら
新
し
く
発
想

し
直
す
よ
う
な
創
造
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
重

要
で
は
な
い
か
と
、
改
め
て
思
い
ま
す
ね
。

̶

科
学
と
芸
術
の
境
界
を
つ
な
ぐ
と
い
う
理
想
に
つ

い
は
今
後
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
?

私
が
よ
く
講
義
な
ど
で
引
用
す
る
ブ
ロ
ノ

フ
ス
キ
ー
（
★
16
）

で
す
が
、
彼
は
も
と
も
と

数
学
者
で
詩
人
で
し
た
が
、
1
9
4
5
年
に

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
派
遣
で
日
本
の
原
爆
の
惨

状
を
調
査
し
て
、
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
科
学
技
術
は
、
つ
い
戦
力
や
国

力
な
ど
目
先
の
実
用
の
た
め
に
使
わ
れ
る
結

果
、
こ
ん
な
惨
状
ま
で
産
ん
で
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
人
間
の
本
当
の
幸
せ
の
た
め
に

使
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
反
省
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
自
身
の
科
学
に
対
す
る
姿
勢
も

大
き
く
変
え
、
人
間
と
科
学
・
芸
術
に
関
す

る
い
く
つ
も
の
本
を
出
し
た
り
、
B
B
C
放

送
の
番
組
の
構
成
や
解
説
に
ま
で
参
加
し
ま

し
た
。
私
自
身
、
彼
の
こ
ん
な
著
書
に
も
大

き
く
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。

科
学
者
で
感
銘
を
受
け
た
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
デ
ビ
ッ
ト
・
ボ
ー
ム
（
★
17
）

は
「
科

学
は
芸
術
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

ま
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
従
来
の
科
学
は
専

門
に
細
か
く
分
か
れ
す
ぎ
た
あ
ま
り
、
専
門

の
中
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
要
素
還
元
主
義

に
陥
っ
て
い
る
。
部
分
と
全
体
の
関
係
、
人

間
の
も
つ
全
体
性
な
ど
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
警
告
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ー
ト
と
い

う
の
は
本
来
、
五
感
や
精
神
や
主
体
と
客
体

ま
で
を
含
む
全
体
性
「
ホ
ー
ル
ネ
ス
」
を
も

っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
「
ホ
ー
ル

ネ
ス
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
70
年
代
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
影
響
も
あ
っ
て
、
世
界
的

に
流
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
、
そ
ん
な

観
点
か
ら
東
洋
の
思
想
が
見
直
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
彼
を
訪
ね
た
と
き
、
彼
は
小

石
ひ
と
つ
の
中
に
宇
宙
を
見
る
東
洋
的
な
意

識
の
重
要
さ
に
ま
で
触
れ
て
い
ま
し
た
。
た

だ
私
は
、
一
方
で
は
現
代
の
ア
ー
ト
自
体
が

科
学
と
同
様
や
は
り
要
素
還
元
主
義
的
に
陥

っ
て
は
い
な
い
か
と
、
や
や
心
配
し
て
い
る
の

で
す
が
。

̶

芸
術
が
先
か
、
科
学
が
先
か
、
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
科
学
と
芸
術
の
境
界
を
見
定
め
る
こ
と

ま
で
考
え
て
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
?

境
界
を
見
定
め
る
と
い
う
こ
と
で
な
く

て
、
そ
の
境
界
領
域
に
す
ば
ら
し
い
可
能
性

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
自
身
は
純

粋
に
、
科
学
と
芸
術
が
ひ
と
つ
に
な
る
な
ど

と
は
今
で
も
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
と
手
段
が
違
っ
て
成
長
し
て
き
た
か

ら
で
す
。
た
だ
、
そ
の
ア
ー
ト
自
体
も
、
創

造
の
過
程
で
は
科
学
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
し
、
科
学

的
な
手
法
や
技
術
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
よ

り
多
面
的
な
進
化
を
遂
げ
て
き
た
面
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
科
学
と
芸
術
は
、

目
的
や
手
法
は
違
っ
て
い
て
も
、
創
造
過
程

で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
も
っ
と
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
う
の
で
す
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
性
が

科
学
者
自
身
の
中
に
も
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ

う
し
、
そ
こ
か
ら
科
学
者
や
技
術
者
も
、
単

な
る
目
的
志
向
で
な
く
、
金
を
出
す
か
ら
原

爆
を
作
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
ノ
ー
と

言
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

じ
っ
さ
い
、
科
学
者
ハ
ン
ス
・
ジ
ェ
ニ
ー

の
振
動
現
象
を
使
っ
た
映
像
作
品
『
サ
イ
マ

テ
ィ
ク
ス
』
（
★
18
）

に
は
、
見
る
人
の
感
性

や
美
意
識
を
触
発
す
る
芸
術
性
が
あ
り
ま
す

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ス
ー
ザ
ン
・
ダ
ー
ジ
ェ

ス
（
★
19
）
の
、
一
滴
の
水
銀
の
粒
が
振
動
数

に
よ
っ
て
刻
々
と
形
を
変
え
て
い
く
映
像
作

品
は
、
科
学
的
記
録
作
品
で
あ
る
と
同
時
に

独
創
的
な
ア
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
き
に
話
し
た
ブ
ロ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
書
い

た
『
イ
ン
サ
イ
ト
』
と
い
う
本
に
は
、
科
学

と
芸
術
は
元
々
同
じ
サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
の

手
段
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
片
方

は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
手
段
、
も
う
片
方
は
メ
ン

タ
ル
な
手
段
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ

と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
2
つ
は
、

生
ま
れ
て
き
た
と
き
か
ら
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
人
類

が
サ
バ
イ
バ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
ま
で
言

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
い
ま
ま
で
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
ア
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
I
A
M
A
S

に
入
学
し
た
ら
、
も
っ
と
気
持
ち
を
柔
軟
に

し
て
、
科
学
的
な
現
象
や
技
術
に
も
ど
ん
ど

ん
好
奇
心
を
も
っ
て
自
分
の
な
か
で
綜
合
す

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
最
近
は
、

理
工
系
の
大
学
の
中
か
ら
も
、
新
し
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
工
夫
で
、
い
ま
ま
で
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
作
品
を
発
表
す
る
人

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
新

し
い
時
代
の
ア
ー
ト
の
世
界
の
拡
張
に
つ
な

が
る
と
思
い
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
こ
れ
か
ら
は
、
幾
つ
か
の
教
育
機
関

や
大
学
の
間
で
の
新
し
い
共
同
創
造
活
動
に

ま
で
発
展
で
き
る
時
代
が
来
る
だ
ろ
う
と
期

待
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
作
品
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
生
ま
れ
る
学
校
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
最
初
に
は
そ
ん

な
理
工
系
か
ら
の
入
学
者
も
何
人
か
入
り
、

す
ぐ
れ
た
成
果
を
残
し
て
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
入
っ
て
く
る
学
生

の
な
か
に
は
、
従
来
の
ア
ー
ト
志
向
、
そ
れ

も
音
楽
の
D
J
的
な
表
現
に
ば
か
り
熱
中
す

る
よ
う
な
人
も
結
構
増
え
て
き
た
の
を
感
じ

ま
し
た
。
彼
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
否
定
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
も

つ
社
会
性
や
、
国
際
的
な
新
し
い
提
案
や
、

さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
も
つ
応
用
面

へ
の
展
開
に
ま
で
情
熱
を
抱
く
学
生
ま
で
育

っ
て
欲
し
い
と
は
、
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
に
卒
業
生
で
、
積
極
的
に
新
し
い
分
野

へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

̶

I
A
M
A
S
の
よ
う
に
、
他
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
教

育
で
注
目
さ
れ
る
学
校
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
前
N
H
K
の
番
組
で
M
I
T
の
石

井
裕
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
ね
。
彼

の
タ
ン
ジ
ブ
ル
・
ビ
ッ
ト
の
発
想
は
、
必
ず

し
も
ア
ー
ト
的
表
現
作
品
を
め
ざ
す
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
育
成
を
狙
っ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
能
力
を
も
つ
学
生
の

育
成
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
学
生
た
ち
の

作
品
を
み
る
と
、
確
か
に
機
能
の
面
白
さ
と

同
時
に
、
現
代
人
の
感
性
に
訴
え
か
け
る
も

（
★
16
）
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ブ
ロ
ノ
フ
ス
キ
ー
／
数
学
者
、

詩
人
、
科
学
評
論
家
（19

0
8

〜1974

）

（
★
17
）
デ
ビ
ッ
ト
・
ボ
ー
ム
／
理
論
物
理
学
者
、
量
子

力
学
の
権
威
（1917

〜19
92

）

（
★
18
） 

サ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
／
ス
イ
ス
の
自
然
科
学
者

ハ
ン
ス
・
ジ
ェ
ニ
ー
（19

0
4

〜1972

）
が
振
動
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
運
動
現
象
を
写
真
や
映
像
に
ま
と

め
て
発
表
し
た
研
究
作
品
。

（
★
19
） 

ス
ー
ザ
ン
・
ダ
ー
ジ
ェ
ス
／
独
自
の
手
法
で
自

然
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
を
モ
チ
ー
フ
に
表
現
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
。

坂根厳夫　さかねいつお

1930 年、青島生まれ。東京大学建築学科卒、同修

士。朝日新聞社科学部、学芸部記者、同編集委員を経

て、 1990年～ 1996年まで慶應義塾大学環境情報学

部教授。1996年より国際情報科学芸術アカデミー学

長、2001年から情報科学芸術大学院大学学長を兼務、

2003年より IAMAS名誉学長。

科学と芸術の境界領域についての著書多数、また国内

外で多くのメディアアート展のキュレーションを手がけ

る。2007年 1月、ヘルシンキ芸術デザイン大学（UIAH）

より名誉博士号を受ける。
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の
を
も
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
自
体
か
ら
新
し
く
発
想

し
直
す
よ
う
な
創
造
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
重

要
で
は
な
い
か
と
、
改
め
て
思
い
ま
す
ね
。

̶

科
学
と
芸
術
の
境
界
を
つ
な
ぐ
と
い
う
理
想
に
つ

い
は
今
後
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
?

私
が
よ
く
講
義
な
ど
で
引
用
す
る
ブ
ロ
ノ

フ
ス
キ
ー
（
★
16
）

で
す
が
、
彼
は
も
と
も
と

数
学
者
で
詩
人
で
し
た
が
、
1
9
4
5
年
に

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
派
遣
で
日
本
の
原
爆
の
惨

状
を
調
査
し
て
、
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
科
学
技
術
は
、
つ
い
戦
力
や
国

力
な
ど
目
先
の
実
用
の
た
め
に
使
わ
れ
る
結

果
、
こ
ん
な
惨
状
ま
で
産
ん
で
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
人
間
の
本
当
の
幸
せ
の
た
め
に

使
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
反
省
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
自
身
の
科
学
に
対
す
る
姿
勢
も

大
き
く
変
え
、
人
間
と
科
学
・
芸
術
に
関
す

る
い
く
つ
も
の
本
を
出
し
た
り
、
B
B
C
放

送
の
番
組
の
構
成
や
解
説
に
ま
で
参
加
し
ま

し
た
。
私
自
身
、
彼
の
こ
ん
な
著
書
に
も
大

き
く
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。

科
学
者
で
感
銘
を
受
け
た
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
デ
ビ
ッ
ト
・
ボ
ー
ム
（
★
17
）

は
「
科

学
は
芸
術
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

ま
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
従
来
の
科
学
は
専

門
に
細
か
く
分
か
れ
す
ぎ
た
あ
ま
り
、
専
門

の
中
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
要
素
還
元
主
義

に
陥
っ
て
い
る
。
部
分
と
全
体
の
関
係
、
人

間
の
も
つ
全
体
性
な
ど
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
警
告
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ー
ト
と
い

う
の
は
本
来
、
五
感
や
精
神
や
主
体
と
客
体

ま
で
を
含
む
全
体
性
「
ホ
ー
ル
ネ
ス
」
を
も

っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
「
ホ
ー
ル

ネ
ス
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
70
年
代
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
影
響
も
あ
っ
て
、
世
界
的

に
流
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
、
そ
ん
な

観
点
か
ら
東
洋
の
思
想
が
見
直
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
彼
を
訪
ね
た
と
き
、
彼
は
小

石
ひ
と
つ
の
中
に
宇
宙
を
見
る
東
洋
的
な
意

識
の
重
要
さ
に
ま
で
触
れ
て
い
ま
し
た
。
た

だ
私
は
、
一
方
で
は
現
代
の
ア
ー
ト
自
体
が

科
学
と
同
様
や
は
り
要
素
還
元
主
義
的
に
陥

っ
て
は
い
な
い
か
と
、
や
や
心
配
し
て
い
る
の

で
す
が
。

̶

芸
術
が
先
か
、
科
学
が
先
か
、
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
科
学
と
芸
術
の
境
界
を
見
定
め
る
こ
と

ま
で
考
え
て
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
?

境
界
を
見
定
め
る
と
い
う
こ
と
で
な
く

て
、
そ
の
境
界
領
域
に
す
ば
ら
し
い
可
能
性

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
自
身
は
純

粋
に
、
科
学
と
芸
術
が
ひ
と
つ
に
な
る
な
ど

と
は
今
で
も
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
と
手
段
が
違
っ
て
成
長
し
て
き
た
か

ら
で
す
。
た
だ
、
そ
の
ア
ー
ト
自
体
も
、
創

造
の
過
程
で
は
科
学
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
触

発
さ
れ
て
生
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
し
、
科
学

的
な
手
法
や
技
術
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
よ

り
多
面
的
な
進
化
を
遂
げ
て
き
た
面
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
科
学
と
芸
術
は
、

目
的
や
手
法
は
違
っ
て
い
て
も
、
創
造
過
程

で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
も
っ
と
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
う
の
で
す
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
性
が

科
学
者
自
身
の
中
に
も
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ

う
し
、
そ
こ
か
ら
科
学
者
や
技
術
者
も
、
単

な
る
目
的
志
向
で
な
く
、
金
を
出
す
か
ら
原

爆
を
作
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
ノ
ー
と

言
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

じ
っ
さ
い
、
科
学
者
ハ
ン
ス
・
ジ
ェ
ニ
ー

の
振
動
現
象
を
使
っ
た
映
像
作
品
『
サ
イ
マ

テ
ィ
ク
ス
』
（
★
18
）

に
は
、
見
る
人
の
感
性

や
美
意
識
を
触
発
す
る
芸
術
性
が
あ
り
ま
す

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ス
ー
ザ
ン
・
ダ
ー
ジ
ェ

ス
（
★
19
）
の
、
一
滴
の
水
銀
の
粒
が
振
動
数

に
よ
っ
て
刻
々
と
形
を
変
え
て
い
く
映
像
作

品
は
、
科
学
的
記
録
作
品
で
あ
る
と
同
時
に

独
創
的
な
ア
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
き
に
話
し
た
ブ
ロ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
書
い

た
『
イ
ン
サ
イ
ト
』
と
い
う
本
に
は
、
科
学

と
芸
術
は
元
々
同
じ
サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
の

手
段
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
片
方

は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
手
段
、
も
う
片
方
は
メ
ン

タ
ル
な
手
段
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ

と
も
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
2
つ
は
、

生
ま
れ
て
き
た
と
き
か
ら
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
人
類

が
サ
バ
イ
バ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
ま
で
言

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
い
ま
ま
で
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
ア
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
I
A
M
A
S

に
入
学
し
た
ら
、
も
っ
と
気
持
ち
を
柔
軟
に

し
て
、
科
学
的
な
現
象
や
技
術
に
も
ど
ん
ど

ん
好
奇
心
を
も
っ
て
自
分
の
な
か
で
綜
合
す

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
最
近
は
、

理
工
系
の
大
学
の
中
か
ら
も
、
新
し
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
工
夫
で
、
い
ま
ま
で
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
作
品
を
発
表
す
る
人

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
新

し
い
時
代
の
ア
ー
ト
の
世
界
の
拡
張
に
つ
な

が
る
と
思
い
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
こ
れ
か
ら
は
、
幾
つ
か
の
教
育
機
関

や
大
学
の
間
で
の
新
し
い
共
同
創
造
活
動
に

ま
で
発
展
で
き
る
時
代
が
来
る
だ
ろ
う
と
期

待
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
作
品
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
生
ま
れ
る
学
校
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
最
初
に
は
そ
ん

な
理
工
系
か
ら
の
入
学
者
も
何
人
か
入
り
、

す
ぐ
れ
た
成
果
を
残
し
て
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
入
っ
て
く
る
学
生

の
な
か
に
は
、
従
来
の
ア
ー
ト
志
向
、
そ
れ

も
音
楽
の
D
J
的
な
表
現
に
ば
か
り
熱
中
す

る
よ
う
な
人
も
結
構
増
え
て
き
た
の
を
感
じ

ま
し
た
。
彼
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
否
定
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
も

つ
社
会
性
や
、
国
際
的
な
新
し
い
提
案
や
、

さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
も
つ
応
用
面

へ
の
展
開
に
ま
で
情
熱
を
抱
く
学
生
ま
で
育

っ
て
欲
し
い
と
は
、
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
に
卒
業
生
で
、
積
極
的
に
新
し
い
分
野

へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

̶

I
A
M
A
S
の
よ
う
に
、
他
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
教

育
で
注
目
さ
れ
る
学
校
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
前
N
H
K
の
番
組
で
M
I
T
の
石

井
裕
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
ね
。
彼

の
タ
ン
ジ
ブ
ル
・
ビ
ッ
ト
の
発
想
は
、
必
ず

し
も
ア
ー
ト
的
表
現
作
品
を
め
ざ
す
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
育
成
を
狙
っ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
能
力
を
も
つ
学
生
の

育
成
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
学
生
た
ち
の

作
品
を
み
る
と
、
確
か
に
機
能
の
面
白
さ
と

同
時
に
、
現
代
人
の
感
性
に
訴
え
か
け
る
も

（
★
16
）
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ブ
ロ
ノ
フ
ス
キ
ー
／
数
学
者
、

詩
人
、
科
学
評
論
家
（19

0
8

〜1974

）

（
★
17
）
デ
ビ
ッ
ト
・
ボ
ー
ム
／
理
論
物
理
学
者
、
量
子

力
学
の
権
威
（1917

〜19
92

）

（
★
18
） 

サ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
／
ス
イ
ス
の
自
然
科
学
者

ハ
ン
ス
・
ジ
ェ
ニ
ー
（19

0
4

〜1972

）
が
振
動
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
運
動
現
象
を
写
真
や
映
像
に
ま
と

め
て
発
表
し
た
研
究
作
品
。

（
★
19
） 

ス
ー
ザ
ン
・
ダ
ー
ジ
ェ
ス
／
独
自
の
手
法
で
自

然
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
を
モ
チ
ー
フ
に
表
現
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
。

坂根厳夫　さかねいつお

1930 年、青島生まれ。東京大学建築学科卒、同修

士。朝日新聞社科学部、学芸部記者、同編集委員を経

て、 1990年～ 1996年まで慶應義塾大学環境情報学

部教授。1996年より国際情報科学芸術アカデミー学

長、2001年から情報科学芸術大学院大学学長を兼務、

2003年より IAMAS名誉学長。

科学と芸術の境界領域についての著書多数、また国内

外で多くのメディアアート展のキュレーションを手がけ

る。2007年 1月、ヘルシンキ芸術デザイン大学（UIAH）

より名誉博士号を受ける。
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039 PANEL TALK（開校当時から在籍する教員による座談会）

045 CURRICULUMS（十年間のカリキュラム変遷図）

047 INSTRACTOR’S BACKGROUND（教員の活動分野）

049 「メディアアート教育事始」関口敦仁／教授

059 RESIDENCY ARTISTS （客員芸術家からのメッセージ）

教
育+

方
法

メディア表現を扱う学校としていちはやく開校したIAMASは、

その特徴ある教育システムでも注目を集めました。

教育ビジョンやこの十年間に行われたカリキュラム、

また教員スタッフについて紹介します。
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047 INSTRACTOR’S BACKGROUND（教員の活動分野）

049 「メディアアート教育事始」関口敦仁／教授

059 RESIDENCY ARTISTS （客員芸術家からのメッセージ）

教
育+

方
法

メディア表現を扱う学校としていちはやく開校したIAMASは、

その特徴ある教育システムでも注目を集めました。

教育ビジョンやこの十年間に行われたカリキュラム、

また教員スタッフについて紹介します。



も
し
I
A
M
A
S
で
今
後
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
使
っ

て
実
際
に
映
像
を
作
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
世
代
の
新
し
い
も
の
づ
く
り

の
方
法
と
か
、
今
ま
で
の
映
像
制
作
の
や
り
方
と
は
全
く
違
う
方
法
で
も

の
づ
く
り
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
次
は
彼

ら
が
ち
ゃ
ん
と
制
作
で
き
る
仕
事
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
三
輪　

個
人
的
に
は
自
分
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
、
し
か
も
そ
れ
が
、

仕
事
と
全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
密
接
に
仕
事
と
関
わ
り
な
が
ら
教
育

活
動
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
I
A
M
A
S
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
他
の
ど
こ
よ
り
も
、
叶
え
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
が
設
立
さ
れ
た
と
き
は
、
新
し
い
学
校
の
形
を
模
索
し
な
が

ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
芸
術
の
融
合
や
、
文
化
と
い
う
も
の
に
関
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
名
誉
学
長
の
坂
根
厳
夫
先
生
の
お
か
げ
も

あ
っ
て
、
I
A
M
A
S
が
実
際
に
そ
う
い
う
学
校
に
な
っ
た
。
そ
の
学

校
が
理
想
の
形
に
な
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
注
文

は
あ
る
け
れ
ど
、
で
も
他
の
学
校
で
僕
か
ら
見
て
も
っ
と
魅
力
的
に
見
え

る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
に
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

特
に
教
員
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
専
門
家
が
ひ
と
り
ず
つ
い
る
し
、
大
き
さ
と

い
い
、
規
模
と
い
い
、
あ
る
意
味
で
I
A
M
A
S
は
理
想
的
な
所
だ
と

思
う
。
自
分
の
力
で
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
期
待
し
て
い

た
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
程
大
き
く
ず
れ
て
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、

最
初
の
印
象
で
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
学
校
の
機
材
と
か
、
学
生
や
教
職
員
も
含
め
、

全
て
が
な
か
っ
た
ら
あ
の
オ
ペ
ラ
（
2
0
0
0
年
に
上
演
し
た
モ
ノ
ロ

ー
グ
・
オ
ペ
ラ
『
新
し
い
時
代
』）
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
も
し

I
A
M
A
S
で
な
か
っ
た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
予
算
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ど
こ
か
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
。
リ
ソ
ー
ス
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
れ
ば
何
で
も
で
き
ち
ゃ
う
懐
の
深
さ
が
こ
の
小
さ
な

学
校
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

司
会　

本
日
は
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
開
学
当
初
か
ら
I
A
M
A
S
に
関
わ
っ
て
来
ら
れ

た
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、

早
速
で
す
が
、

I
A
M
A
S
が
開
学
し
た
と
き
に
、

ご
自
分
の
活
動
予
定
や

教
育
方
法
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
か
。

ま
た
、
で
き
た
こ
と
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
?

●
小
田　

私
は
十
年
前
、
そ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
C
G
の
イ
メ
ー
ジ
を
展

開
し
た
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
、
フ
ィ
ル
ム
ク
オ
リ
テ
ィ
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
ど
ち
ら

も
ま
だ
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
I
A
M
A
S
に
来
て
、
自
分
に
と
っ
て

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
C
G
技
術
的
に
壁
が
あ
っ
て
、
そ
の
壁
が
大
き
い
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
自
分
の
制
作
の

時
間
を
な
か
な
か
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ズ
ル
ズ
ル
と
今
に
至
っ
て
い
ま

す
（
笑
）。

●
高
桑　

私
は
最
初
に
考
え
て
い
た
目
標
を
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
達
成

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
歓
声
）

I
A
M
A
S
に
入
っ
た
と
き
に
は
制
作
活
動
を
す
る
つ
も
り
は
な
か

っ
た
ん
で
す
。
例
え
ば
映
画
を
作
る
と
き
に
は
、
映
画
と
い
う
の
は
ス
タ

ッ
フ
が
作
る
も
の
だ
か
ら
、
僕
が
監
督
を
や
っ
た
と
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ

が
優
秀
じ
ゃ
な
い
と
何
も
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
今
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
研
究
開
発

の
部
署
が
な
い
ん
で
す
よ
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
I
A
M
A
S
で
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
て
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
使

っ
て
映
画
を
作
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
初
め
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
あ
5

年
経
て
ば
ス
タ
ッ
フ
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
5
年

で
は
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
十
年
も
や
っ
た
の
で
、
た
ぶ
ん
、
も

う
最
小
限
の
ス
タ
ッ
フ
は
育
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
り
た
く
て
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
時
間
だ
ろ
う
ね
。
も
う

ち
ょ
っ
と
時
間
的
に
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
学
生
達
を
巻
き
込
ん
だ

い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と

を
手
が
け
れ
ば
手
が
け
る
ほ
ど
、
時
間
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
、
や
っ
て

い
る
こ
と
を
学
生
が
見
て
く
れ
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ

と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。

●
平
林　

以
前
の
職
場
で
は
余
り
研
究
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
コ
ソ
コ

ソ
や
っ
て
い
た
こ
と
を
、
大
っ
ぴ
ら
に
で
き
る
と
い
う
環
境
が
手
に
入
る

と
い
う
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

あ
と
、
現
代
美
術
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
見
る
立
場
か
ら
作
る
立
場
に

な
っ
て
、
坂
根
さ
ん
が
理
想
で
言
っ
て
い
た
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

融
合
に
対
し
て
、
自
分
も
寄
与
で
き
る
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実

際
始
ま
っ
て
み
る
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
距
離
が
あ
る
と
い
う
か
…
。

1
年
目
の
ア
ー
ト
ア
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
考
え
て
い
た
よ
り
は
距
離
感

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
学
生
と
一
緒
に
何
か
を
作
っ
た
り
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
1
期
生
の
時
に
は
、
面
白
い
と
思
っ
た
学
生
の
作
品
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
部
分
を
制
作
し
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
も
っ
と
で
き
る
か

な
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
学
生
の
や
り
た
い

こ
と
が
う
ま
く
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
や
っ
て
い
る
研
究
的

な
こ
と
が
、
I
A
M
A
S
の
中
で
、
学
生
と
の
関
わ
り
を
付
け
る
よ
う

に
す
る
の
が
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

理
系
の
人
は
そ
う
い
う
問
題
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
良
い
接
点
を
見
つ
け
る
こ
と
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
な
も
の
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
難
し
い
。
単
に
教
え
る
と
い

う
の
だ
け
な
ら
良
い
の
だ
け
ど
。

●三輪眞弘（みわまさひろ）教授

●平林真実（ひらばやしまさみ）助教授

●小田英之（おだひでゆき）教授
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も
し
I
A
M
A
S
で
今
後
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
使
っ

て
実
際
に
映
像
を
作
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
世
代
の
新
し
い
も
の
づ
く
り

の
方
法
と
か
、
今
ま
で
の
映
像
制
作
の
や
り
方
と
は
全
く
違
う
方
法
で
も

の
づ
く
り
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
次
は
彼

ら
が
ち
ゃ
ん
と
制
作
で
き
る
仕
事
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
三
輪　

個
人
的
に
は
自
分
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
、
し
か
も
そ
れ
が
、

仕
事
と
全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
密
接
に
仕
事
と
関
わ
り
な
が
ら
教
育

活
動
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
I
A
M
A
S
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
他
の
ど
こ
よ
り
も
、
叶
え
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
が
設
立
さ
れ
た
と
き
は
、
新
し
い
学
校
の
形
を
模
索
し
な
が

ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
芸
術
の
融
合
や
、
文
化
と
い
う
も
の
に
関
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
名
誉
学
長
の
坂
根
厳
夫
先
生
の
お
か
げ
も

あ
っ
て
、
I
A
M
A
S
が
実
際
に
そ
う
い
う
学
校
に
な
っ
た
。
そ
の
学

校
が
理
想
の
形
に
な
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
注
文

は
あ
る
け
れ
ど
、
で
も
他
の
学
校
で
僕
か
ら
見
て
も
っ
と
魅
力
的
に
見
え

る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
に
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

特
に
教
員
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
専
門
家
が
ひ
と
り
ず
つ
い
る
し
、
大
き
さ
と

い
い
、
規
模
と
い
い
、
あ
る
意
味
で
I
A
M
A
S
は
理
想
的
な
所
だ
と

思
う
。
自
分
の
力
で
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
期
待
し
て
い

た
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
程
大
き
く
ず
れ
て
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、

最
初
の
印
象
で
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
学
校
の
機
材
と
か
、
学
生
や
教
職
員
も
含
め
、

全
て
が
な
か
っ
た
ら
あ
の
オ
ペ
ラ
（
2
0
0
0
年
に
上
演
し
た
モ
ノ
ロ

ー
グ
・
オ
ペ
ラ
『
新
し
い
時
代
』）
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
も
し

I
A
M
A
S
で
な
か
っ
た
ら
、
と
ん
で
も
な
い
予
算
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ど
こ
か
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
。
リ
ソ
ー
ス
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
れ
ば
何
で
も
で
き
ち
ゃ
う
懐
の
深
さ
が
こ
の
小
さ
な

学
校
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

司
会　

本
日
は
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
開
学
当
初
か
ら
I
A
M
A
S
に
関
わ
っ
て
来
ら
れ

た
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、

早
速
で
す
が
、

I
A
M
A
S
が
開
学
し
た
と
き
に
、

ご
自
分
の
活
動
予
定
や

教
育
方
法
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
か
。

ま
た
、
で
き
た
こ
と
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
?

●
小
田　

私
は
十
年
前
、
そ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
C
G
の
イ
メ
ー
ジ
を
展

開
し
た
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
、
フ
ィ
ル
ム
ク
オ
リ
テ
ィ
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
ど
ち
ら

も
ま
だ
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
I
A
M
A
S
に
来
て
、
自
分
に
と
っ
て

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
C
G
技
術
的
に
壁
が
あ
っ
て
、
そ
の
壁
が
大
き
い
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
自
分
の
制
作
の

時
間
を
な
か
な
か
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ズ
ル
ズ
ル
と
今
に
至
っ
て
い
ま

す
（
笑
）。

●
高
桑　

私
は
最
初
に
考
え
て
い
た
目
標
を
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
達
成

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
歓
声
）

I
A
M
A
S
に
入
っ
た
と
き
に
は
制
作
活
動
を
す
る
つ
も
り
は
な
か

っ
た
ん
で
す
。
例
え
ば
映
画
を
作
る
と
き
に
は
、
映
画
と
い
う
の
は
ス
タ

ッ
フ
が
作
る
も
の
だ
か
ら
、
僕
が
監
督
を
や
っ
た
と
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ

が
優
秀
じ
ゃ
な
い
と
何
も
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
今
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
研
究
開
発

の
部
署
が
な
い
ん
で
す
よ
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
I
A
M
A
S
で
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
て
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
使

っ
て
映
画
を
作
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
初
め
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
あ
5

年
経
て
ば
ス
タ
ッ
フ
も
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
5
年

で
は
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
十
年
も
や
っ
た
の
で
、
た
ぶ
ん
、
も

う
最
小
限
の
ス
タ
ッ
フ
は
育
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
り
た
く
て
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
時
間
だ
ろ
う
ね
。
も
う

ち
ょ
っ
と
時
間
的
に
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
学
生
達
を
巻
き
込
ん
だ

い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と

を
手
が
け
れ
ば
手
が
け
る
ほ
ど
、
時
間
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
、
や
っ
て

い
る
こ
と
を
学
生
が
見
て
く
れ
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ

と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。

●
平
林　

以
前
の
職
場
で
は
余
り
研
究
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
コ
ソ
コ

ソ
や
っ
て
い
た
こ
と
を
、
大
っ
ぴ
ら
に
で
き
る
と
い
う
環
境
が
手
に
入
る

と
い
う
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

あ
と
、
現
代
美
術
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
見
る
立
場
か
ら
作
る
立
場
に

な
っ
て
、
坂
根
さ
ん
が
理
想
で
言
っ
て
い
た
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

融
合
に
対
し
て
、
自
分
も
寄
与
で
き
る
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実

際
始
ま
っ
て
み
る
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
距
離
が
あ
る
と
い
う
か
…
。

1
年
目
の
ア
ー
ト
ア
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
考
え
て
い
た
よ
り
は
距
離
感

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
学
生
と
一
緒
に
何
か
を
作
っ
た
り
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
1
期
生
の
時
に
は
、
面
白
い
と
思
っ
た
学
生
の
作
品
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
部
分
を
制
作
し
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
も
っ
と
で
き
る
か

な
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
学
生
の
や
り
た
い

こ
と
が
う
ま
く
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
や
っ
て
い
る
研
究
的

な
こ
と
が
、
I
A
M
A
S
の
中
で
、
学
生
と
の
関
わ
り
を
付
け
る
よ
う

に
す
る
の
が
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

理
系
の
人
は
そ
う
い
う
問
題
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
良
い
接
点
を
見
つ
け
る
こ
と
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
な
も
の
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
難
し
い
。
単
に
教
え
る
と
い

う
の
だ
け
な
ら
良
い
の
だ
け
ど
。

●三輪眞弘（みわまさひろ）教授

●平林真実（ひらばやしまさみ）助教授

●小田英之（おだひでゆき）教授
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そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
れ
ま
で
の
十
年
に
は
満
足
し
て
い
な
い
け
れ

ど
、
I
A
M
A
S
に
来
る
ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
系
の
人
た
ち
と
直
接
や

り
あ
え
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
ら
の
考
え
方
と
か
距
離
感
と
か

が
分
か
っ
た
と
い
う
の
は
大
き
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
吉
田　

僕
は
も
と
も
と
大
垣
の
出
身
で
、
地
元
に
帰
っ
て
き
て
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
当
初
は
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
、
も
し
く
は
環
境
を
支
援
す
る
み
た
い
な
活
動
か
シ
ス

テ
ム
が
提
供
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
実
際
は
な

か
な
か
地
元
と
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。
単
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
引
い
て
活
用
す
る
と
い
う
の
は
、
自
分
が
や
ら
な
く
て
も
社

会
環
境
の
方
で
整
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
辺
は
で
き
て
い
な
い
で
す

よ
ね
。

当
初
の
考
え
か
ら
形
を
変
え
て
、
今
は
地
域
連
携
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
企
業
支
援
的
な
活
動
、
地
域
へ
の
支
援
は
し
て
い
る
か
な
。

最
初
に
思
っ
て
い
た
方
向
で
は
な
い
け
れ
ど
も
何
ら
か
の
活
動
は
で
き
て

い
る
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
、
自
分
自
身
は
家
庭
と
か
子
供
と
か
老
人
と
か
、
そ

う
い
う
人
た
ち
の
活
動
の
支
援
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
形
が

あ
る
と
い
い
な
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
近
く
の
小
学
校
の
活

動
に
も
参
加
し
ま
し
た
け
ど
、
小
学
校
の
先
生
た
ち
が
結
構
忙
し
い
の
で
、

提
案
し
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
し
、
少
し
や
り
方
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
三
輪　

皆
が
思
う
こ
と
は
、
や
は
り
、
学
生
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
と
か
、
学
ぶ
場
に
し
よ
う
と
か
、
が
ん
ば
っ
て
い
た
よ
ね
。
創
設
以

来
、
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
要
と
し
て
あ
る
か
ら
だ
け

ど
、
い
か
に
そ
れ
が
至
難
の
業
か
っ
て
い
う
の
が
、
全
員
が
思
い
知
ら
さ

れ
た
よ
ね
。

●
平
林　

1
年
目
か
ら
本
当
に
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

●
三
輪　

結
果
を
出
す
と
い
う
こ
と
と
、
学
生
の
勉
強
の
た
め
に
や
る
と

い
う
こ
と
と
、
両
方
満
た
す
こ
と
が
難
し
く
て
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ

れ
で
止
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
続
け
て
い
る
よ
ね
。

司
会　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ご
く
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
よ
ね
。
お
互
い
を
理
解
す
る

と
こ
ろ
か
ら
入
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
1
年
、
2
年
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
う
す
る
と
す
ぐ
卒

業
で
。

●
吉
田　

異
分
野
で
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
け
ど
、
卒
業
し
た
後
に
卒
業

生
と
成
果
を
出
し
た
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
卒
業
し
た
後
、
在
学
途
中
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
同

士
、
学
生
と
教
員
が
う
ま
く
い
く
こ
と
が
結
構
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

在
学
中
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
の
を
見
つ
け
る
場
で
あ
っ
て
、
基
礎
が

で
き
て
、
そ
れ
な
り
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
緒
に
や
っ

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
姿
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
け
ど
ね
。

●
高
桑　

学
生
は
お
金
を
取
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
に
な

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
世
界
で
も
こ
こ
だ
け
で
し
か
や

っ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
基
本
的
に

誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
れ
ば
お
金
が
出
る
ん
で
す
よ
。

た
だ
、
誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
学
生
に
や
ら
せ
る
と
い
う
勇
気
が

必
要
で
、
そ
れ
は
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
2
年
に
ひ
と
り
く

ら
い
し
か
そ
れ
に
対
応
で
き
る
学
生
は
い
な
い
か
ら
、
平
均
す
る
と
、
十

年
間
通
じ
て
5
人
位
し
か
人
材
を
輩
出
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
良
い
と
割

り
切
り
は
必
要
で
す
け
ど
、
割
り
切
っ
て
し
ま
え
ば
良
い
の
で
す
。

本
当
に
尖
っ
た
と
こ
ろ
で
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
や
る
し
か
な
い

し
、
そ
う
い
う
人
材
が
増
え
れ
ば
、
例
え
ば
私
の
場
合
、
映
像
制
作
の
現

場
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
人
た
ち
が
集
え
ば
誰
も
見
た
こ
と

の
な
い
も
の
が
作
れ
る
わ
け
だ
か
ら
。
こ
れ
か
ら
卒
業
生
が
活
躍
す
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

●
三
輪　

分
野
の
違
い
の
上
に
、
人
の
違
い
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
も
う

運
命
と
し
か
言
え
な
い
よ
ね
。
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
に
意
見
を
も
ら
う
と
全
然
違
う
意
見
に
な
っ
て
混
乱
す
る
と
い
う
苦
情

が
あ
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
こ
そ
が
何
よ
り
の
宝
物
だ
と
思
う
。

司
会　

苦
情
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
見
が
も
ら
え
る
場
所
は
意
外
と
少
な
い
と

卒
業
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
て
い
た
と
。
職

場
で
は
な
か
な
か
そ
う
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
自
分
で
考
え
る
し

か
な
い
の
で
、
学
生
時
代
は
よ
か
っ
た
と
思
う
そ
う
で
す
。

さ
て
次
に
、

今
後
の
十
年
、

I
A
M
A
S
は
ど
の
よ
う
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
け
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
か
。

●
高
桑　

こ
れ
か
ら
は
手
段
を
選
ば
ず
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
探
し
て
い

く
だ
け
で
す
よ
。
せ
っ
か
く
育
て
た
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
す
る
場
が
な
い
わ

け
だ
か
ら
。

今
の
日
本
に
こ
ん
な
人
材
は
い
な
い
し
、
も
し
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
働
く
こ

と
に
な
っ
て
も
、
単
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
コ
マ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
し
ま
う

だ
け
だ
か
ら
。
お
仕
事
を
作
っ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
結
果
を
出
す

と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
。

●
三
輪　

高
桑
さ
ん
の
言
う
通
り
、
I
A
M
A
S
が
本
気
か
と
い
う
の

は
、
皆
そ
う
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

開
校
の
と
き
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
も
た
ら
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
可
能
性
に
大
き
な

期
待
が
あ
っ
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
か
ら
見
る
と
、
こ
の
十
年
間
と

い
う
の
は
も
の
す
ご
い
早
さ
で
進
歩
し
て
い
た
。
当
時
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

を
使
っ
て
何
か
を
す
る
だ
け
で
お
金
か
か
っ
た
し
、
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
何
千
万
円
も
し
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。
今
で
は

何
で
も
ず
い
ぶ
ん
安
価
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
考
え
る
と
今
後
、
何
が
残
る
の
か
と
い
う
と
、
I
A
M
A
S
の

価
値
と
い
う
の
は
、
文
化
を
考
え
る
、
芸
術
を
創
造
す
る
、
し
か
も
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
中
で
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
、
と
い
う
部
分
し
か
残
ら
な
い

と
僕
は
思
う
。
な
ぜ
美
大
じ
ゃ
な
い
の
か
、
な
ぜ
工
科
大
学
じ
ゃ
な
い
の

か
、
な
ぜ
I
A
M
A
S
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
だ
と
思
う
。

実
は
、
メ
デ
ィ
ア
論
は
あ
っ
て
も
メ
デ
ィ
ア
学
と
い
う
の
は
存
在
し
て

い
な
い
ら
し
い
け
ど
、
た
ぶ
ん
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
場
所
で
あ
る
べ

き
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
場
所
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の
十
年
、
特
に
ス
タ
ー
ト
の
と
き
の
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
は
、
思
想
や
意
識
と
か
が
余
り
に
も
足
り
な
か
っ
た
よ
ね
。
ぼ

く
ら
が
こ
こ
に
い
る
意
義
を
極
論
す
れ
ば
、
暴
走
し
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
前
に
、
僕
ら
の
幸
福
と
は
何
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
し
か
残
ら
な
い

ん
だ
か
ら
、
そ
の
精
度
を
あ
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
よ
ね
。
普

通
の
私
立
で
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
だ
っ
た
ら
結
果

を
す
ぐ
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
、
県
立
と
い
う
学
校

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
長
い
ス
パ
ン
で
も
の
を
考
え
る
こ
と
を
許
し
て
い
た

だ
い
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
い
つ
も
新
し
い
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
し
て
い
く
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

今
後
十
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
作
品
以
外
の
も
の
を
も
残
さ
な

い
と
い
け
な
い
よ
ね
。
芸
術
は
爆
発
だ
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
済
ま
な

い
の
で
、
僕
ら
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
も
の
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と

か
巨
大
さ
と
か
、
精
神
に
及
ぼ
す
影
響
と
か
を
考
え
て
、
そ
れ
を
経
済
効

100 パーセント達成

したと思っています。

（高桑）

新しいテクノロジーを創造する

か、他の学校が止めてしまっても

メディアアートを続けるか。（小田）

それなしに次の十年は

ないかもしれないよね。

（三輪）
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そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
れ
ま
で
の
十
年
に
は
満
足
し
て
い
な
い
け
れ

ど
、
I
A
M
A
S
に
来
る
ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
系
の
人
た
ち
と
直
接
や

り
あ
え
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
ら
の
考
え
方
と
か
距
離
感
と
か

が
分
か
っ
た
と
い
う
の
は
大
き
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
吉
田　

僕
は
も
と
も
と
大
垣
の
出
身
で
、
地
元
に
帰
っ
て
き
て
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
当
初
は
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
、
も
し
く
は
環
境
を
支
援
す
る
み
た
い
な
活
動
か
シ
ス

テ
ム
が
提
供
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
実
際
は
な

か
な
か
地
元
と
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。
単
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
引
い
て
活
用
す
る
と
い
う
の
は
、
自
分
が
や
ら
な
く
て
も
社

会
環
境
の
方
で
整
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
辺
は
で
き
て
い
な
い
で
す

よ
ね
。

当
初
の
考
え
か
ら
形
を
変
え
て
、
今
は
地
域
連
携
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
企
業
支
援
的
な
活
動
、
地
域
へ
の
支
援
は
し
て
い
る
か
な
。

最
初
に
思
っ
て
い
た
方
向
で
は
な
い
け
れ
ど
も
何
ら
か
の
活
動
は
で
き
て

い
る
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
や
っ
ぱ
り
、
自
分
自
身
は
家
庭
と
か
子
供
と
か
老
人
と
か
、
そ

う
い
う
人
た
ち
の
活
動
の
支
援
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
形
が

あ
る
と
い
い
な
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
近
く
の
小
学
校
の
活

動
に
も
参
加
し
ま
し
た
け
ど
、
小
学
校
の
先
生
た
ち
が
結
構
忙
し
い
の
で
、

提
案
し
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
し
、
少
し
や
り
方
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
三
輪　

皆
が
思
う
こ
と
は
、
や
は
り
、
学
生
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
と
か
、
学
ぶ
場
に
し
よ
う
と
か
、
が
ん
ば
っ
て
い
た
よ
ね
。
創
設
以

来
、
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
要
と
し
て
あ
る
か
ら
だ
け

ど
、
い
か
に
そ
れ
が
至
難
の
業
か
っ
て
い
う
の
が
、
全
員
が
思
い
知
ら
さ

れ
た
よ
ね
。

●
平
林　

1
年
目
か
ら
本
当
に
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

●
三
輪　

結
果
を
出
す
と
い
う
こ
と
と
、
学
生
の
勉
強
の
た
め
に
や
る
と

い
う
こ
と
と
、
両
方
満
た
す
こ
と
が
難
し
く
て
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ

れ
で
止
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
続
け
て
い
る
よ
ね
。

司
会　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ご
く
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
よ
ね
。
お
互
い
を
理
解
す
る

と
こ
ろ
か
ら
入
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
1
年
、
2
年
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
う
す
る
と
す
ぐ
卒

業
で
。

●
吉
田　

異
分
野
で
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
け
ど
、
卒
業
し
た
後
に
卒
業

生
と
成
果
を
出
し
た
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
卒
業
し
た
後
、
在
学
途
中
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
同

士
、
学
生
と
教
員
が
う
ま
く
い
く
こ
と
が
結
構
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

在
学
中
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
の
を
見
つ
け
る
場
で
あ
っ
て
、
基
礎
が

で
き
て
、
そ
れ
な
り
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
緒
に
や
っ

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
姿
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
け
ど
ね
。

●
高
桑　

学
生
は
お
金
を
取
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
に
な

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
世
界
で
も
こ
こ
だ
け
で
し
か
や

っ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
基
本
的
に

誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
れ
ば
お
金
が
出
る
ん
で
す
よ
。

た
だ
、
誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
学
生
に
や
ら
せ
る
と
い
う
勇
気
が

必
要
で
、
そ
れ
は
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
2
年
に
ひ
と
り
く

ら
い
し
か
そ
れ
に
対
応
で
き
る
学
生
は
い
な
い
か
ら
、
平
均
す
る
と
、
十

年
間
通
じ
て
5
人
位
し
か
人
材
を
輩
出
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
良
い
と
割

り
切
り
は
必
要
で
す
け
ど
、
割
り
切
っ
て
し
ま
え
ば
良
い
の
で
す
。

本
当
に
尖
っ
た
と
こ
ろ
で
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
や
る
し
か
な
い

し
、
そ
う
い
う
人
材
が
増
え
れ
ば
、
例
え
ば
私
の
場
合
、
映
像
制
作
の
現

場
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
人
た
ち
が
集
え
ば
誰
も
見
た
こ
と

の
な
い
も
の
が
作
れ
る
わ
け
だ
か
ら
。
こ
れ
か
ら
卒
業
生
が
活
躍
す
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

●
三
輪　

分
野
の
違
い
の
上
に
、
人
の
違
い
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
も
う

運
命
と
し
か
言
え
な
い
よ
ね
。
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
い
ろ
い
ろ
な
先

生
に
意
見
を
も
ら
う
と
全
然
違
う
意
見
に
な
っ
て
混
乱
す
る
と
い
う
苦
情

が
あ
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
こ
そ
が
何
よ
り
の
宝
物
だ
と
思
う
。

司
会　

苦
情
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
見
が
も
ら
え
る
場
所
は
意
外
と
少
な
い
と

卒
業
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
て
い
た
と
。
職

場
で
は
な
か
な
か
そ
う
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
自
分
で
考
え
る
し

か
な
い
の
で
、
学
生
時
代
は
よ
か
っ
た
と
思
う
そ
う
で
す
。

さ
て
次
に
、

今
後
の
十
年
、

I
A
M
A
S
は
ど
の
よ
う
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
け
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
か
。

●
高
桑　

こ
れ
か
ら
は
手
段
を
選
ば
ず
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
探
し
て
い

く
だ
け
で
す
よ
。
せ
っ
か
く
育
て
た
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
す
る
場
が
な
い
わ

け
だ
か
ら
。

今
の
日
本
に
こ
ん
な
人
材
は
い
な
い
し
、
も
し
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
働
く
こ

と
に
な
っ
て
も
、
単
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
コ
マ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
し
ま
う

だ
け
だ
か
ら
。
お
仕
事
を
作
っ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
結
果
を
出
す

と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
。

●
三
輪　

高
桑
さ
ん
の
言
う
通
り
、
I
A
M
A
S
が
本
気
か
と
い
う
の

は
、
皆
そ
う
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

開
校
の
と
き
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
も
た
ら
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
可
能
性
に
大
き
な

期
待
が
あ
っ
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
か
ら
見
る
と
、
こ
の
十
年
間
と

い
う
の
は
も
の
す
ご
い
早
さ
で
進
歩
し
て
い
た
。
当
時
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

を
使
っ
て
何
か
を
す
る
だ
け
で
お
金
か
か
っ
た
し
、
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
何
千
万
円
も
し
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。
今
で
は

何
で
も
ず
い
ぶ
ん
安
価
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
考
え
る
と
今
後
、
何
が
残
る
の
か
と
い
う
と
、
I
A
M
A
S
の

価
値
と
い
う
の
は
、
文
化
を
考
え
る
、
芸
術
を
創
造
す
る
、
し
か
も
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
中
で
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
、
と
い
う
部
分
し
か
残
ら
な
い

と
僕
は
思
う
。
な
ぜ
美
大
じ
ゃ
な
い
の
か
、
な
ぜ
工
科
大
学
じ
ゃ
な
い
の

か
、
な
ぜ
I
A
M
A
S
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
だ
と
思
う
。

実
は
、
メ
デ
ィ
ア
論
は
あ
っ
て
も
メ
デ
ィ
ア
学
と
い
う
の
は
存
在
し
て

い
な
い
ら
し
い
け
ど
、
た
ぶ
ん
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
場
所
で
あ
る
べ

き
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
場
所
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の
十
年
、
特
に
ス
タ
ー
ト
の
と
き
の
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
は
、
思
想
や
意
識
と
か
が
余
り
に
も
足
り
な
か
っ
た
よ
ね
。
ぼ

く
ら
が
こ
こ
に
い
る
意
義
を
極
論
す
れ
ば
、
暴
走
し
続
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
前
に
、
僕
ら
の
幸
福
と
は
何
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
し
か
残
ら
な
い

ん
だ
か
ら
、
そ
の
精
度
を
あ
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
よ
ね
。
普

通
の
私
立
で
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
だ
っ
た
ら
結
果

を
す
ぐ
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
、
県
立
と
い
う
学
校

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
長
い
ス
パ
ン
で
も
の
を
考
え
る
こ
と
を
許
し
て
い
た

だ
い
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
い
つ
も
新
し
い
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
し
て
い
く
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

今
後
十
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
作
品
以
外
の
も
の
を
も
残
さ
な

い
と
い
け
な
い
よ
ね
。
芸
術
は
爆
発
だ
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
済
ま
な

い
の
で
、
僕
ら
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
も
の
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と

か
巨
大
さ
と
か
、
精
神
に
及
ぼ
す
影
響
と
か
を
考
え
て
、
そ
れ
を
経
済
効

100 パーセント達成

したと思っています。

（高桑）

新しいテクノロジーを創造する

か、他の学校が止めてしまっても

メディアアートを続けるか。（小田）

それなしに次の十年は

ないかもしれないよね。

（三輪）
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果
的
な
視
点
で
は
な
い
視
点
で
捉
え
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
が
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
大
事
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
か
ら
。
一
見
、
エ
リ
ー
ト
を

育
て
る
県
の
要
請
に
真
逆
な
よ
う
だ
け
ど
、
実
は
い
ち
ば
ん
そ
の
期
待
の

本
質
に
答
え
る
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

●
小
田　

元
教
授
の
吉
岡
洋
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
こ
と
で
、
最
初
の
頃
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
こ
う
や
っ
て
使
う
ん
だ
と
い
う
驚
き
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
に
は
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
そ
う
い
う
驚
き
が
な
く
な
っ
た
。
既
に
メ
デ

ィ
ア
ア
ー
ト
が
消
費
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。
I
A
M
A
S
は
常
に
最
先
端
の
技
術
と
向
き
合
っ
て
新

し
い
視
点
や
価
値
を
追
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

極
端
な
考
え
方
だ
け
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
以
外
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
創
造
す
る
か
、
他
の
学
校
が
止
め
て
し
ま
っ
て
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を

続
け
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
だ
と
思
う
け
ど
ね
。

三
輪
さ
ん
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
で
論
じ
ら
れ
る
と

思
う
ん
だ
け
ど
。

●
三
輪　

論
じ
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
実
際
に
や
っ
て
み
せ
る
こ
と
は
別

の
こ
と
で
、
I
A
M
A
S
は
こ
の
十
年
間
、
確
か
に
I
A
M
A
S
が
掲

げ
て
き
た
も
の
を
や
っ
て
み
せ
て
き
た
と
思
う
。
つ
ま
り
今
僕
が
言
っ
た

こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
な
る
も
の
を
や
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

よ
。
あ
る
意
味
で
は
。

大
き
な
意
味
で
、
I
A
M
A
S
か
ら
出
て
き
た
も
の
は
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
ト
で
す
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
う
。
た
だ
、
考
え
方
は
十
年

前
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
く
て
、
む
し
ろ
、
社
会
全
体
が
冷
静
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
す
る
の
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

の
条
件
、
と
い
う
よ
う
な
お
か
し
な
縛
り
が
無
く
な
っ
て
清
々
し
て
い
る
。

や
っ
と
ま
じ
め
に
考
え
て
も
の
を
作
っ
て
い
く
時
代
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
っ
て
。

●
小
田　

そ
う
な
る
と
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
呼
ば
な
く
て
も
い
い
よ
ね
。

●
三
輪　

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
の
最
新
の
技
術
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
人
が
必
要
だ
し
、
そ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
的

確
に
論
じ
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
家
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

考
え
た
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
に
新
し
い
技
術
を
ど
う
使
え
る
か
が
わ
か

ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、
そ
れ
を
評
価
で
き
る
人
が
い
な
い
と
い
け
な
い
。

さ
ら
に
そ
れ
が
表
現
で
あ
る
以
上
セ
ン
ス
と
か
感
性
と
か
が
な
い
わ
け
に

も
行
か
な
い
、
I
A
M
A
S
が
あ
る
べ
き
形
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思

う
ん
だ
よ
ね
。

●
小
田　

高
桑
さ
ん
は
常
に
先
端
を
追
っ
て
い
ま
す
ね
。
昨
年
の
広
島
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

映
像
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
作
れ
な
い
、

と
い
う
よ
う
な
映
像
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
『
高
桑
さ
ん
今
後
ど
う
す

る
の
』
っ
て
聞
い
た
ら
、『
こ
れ
よ
り
凄
い
も
の
を
僕
が
や
り
ま
す
』
と

言
っ
た
ん
で
す
よ
。
I
A
M
A
S
が
日
本
の
映
像
表
現
の
分
野
で
貢
献

で
き
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会　

高
桑
さ
ん
は
も
う
1
0
0
%
達
成
し
た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
I
A
M
A
S
か

ら
見
る
と
、
高
桑
さ
ん
は
多
様
な
分
野
で
技
術
に
特
化
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
数
少
な

い
教
員
で
す
か
ら
、
専
門
分
野
以
外
で
も
ご
活
躍
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
卒
業

制
作
発
表
会
で
専
門
分
野
外
の
作
品
に
も
厳
し
い
発
言
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
を
発
し
て

く
れ
る
と
い
う
の
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

●
平
林　

凄
い
も
の
が
で
き
れ
ば
結
果
と
し
て
は
良
い
け
れ
ど
、
メ
デ
ィ

ア
系
の
学
科
を
も
つ
美
大
と
、
東
大
の
よ
う
な
工
学
系
の
両
方
か
ら
攻
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
の
こ
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
閉
塞
感
を
打
破
す
る

ア
イ
デ
ア
は
私
に
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
け
ど
、
そ

れ
が
明
確
に
な
れ
ば
I
A
M
A
S
の
方
向
が
決
ま
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

●
高
桑　

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が
駄
目
な
の
は
、
今
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が

最
先
端
じ
ゃ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
で
す
よ
。
十
年
前
く
ら
い
に
は
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
作
家
は
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
1
億
と
か

2
億
と
か
の
マ
シ
ン
を
平
気
で
使
っ
て
い
た
か
ら
、
最
先
端
を
行
っ
て
い

た
と
言
っ
て
も
良
い
わ
け
で
す
よ
。
だ
っ
て
、
そ
ん
な
大
金
を
か
け
て
作

品
を
作
っ
て
展
示
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
お
金
が
出
た
わ

け
で
す
か
ら
。
し
か
し
今
、
最
先
端
の
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
か
ら
駄
目

な
ん
で
す
よ
。
過
去
に
あ
る
も
の
を
積
み
上
げ
る
の
は
い
い
の
だ
け
れ
ど
、

そ
の
延
長
線
上
で
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
。

次
に
イ
ン
テ
ル
が
出
す
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
は
、
80
個
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が

1
個
の
チ
ッ
プ
の
中
に
入
っ
ち
ゃ
う
。
そ
ん
な
時
代
な
ん
だ
か
ら
、
そ
れ

を
使
っ
て
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
走
っ
て
い
る
人
の
考
え

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
に
行
か
な
い
か
ら
、
そ
の
時
点
で
駄
目
な
ん
で

す
よ
。

●
小
田　

高
桑
さ
ん
が
い
ま
す
よ
。

●
高
桑　

私
が
そ
ん
な
の
に
手
を
出
し
た
ら
自
分
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
最
先
端
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し

て
い
な
い
の
が
問
題
な
ん
で
す
よ
。G

oogle

が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
な
ぜ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
何
か
を

し
よ
う
と
し
な
い
の
か
。

●
三
輪　

ひ
と
り
で
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
し
、
あ
と
、

若
さ
も
必
要
だ
よ
ね
。

●
吉
田　

し
か
し
そ
れ
が
重
要
で
、
若
い
人
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
カ
バ

ー
す
る
人
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
辺
が
問
題
か
な

と
思
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
最
初
の
開
学
の
と
き
の
、
皆

や
ろ
う
ぜ
！
と
い
う
熱
意
が
、
年
月
が
経
つ
ご
と
に
落
ち
着
い
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
若
さ
が
足
り
な
い
と
い
う
か
。
そ
う
い
う
の
が
、
大
学

院
と
ア
カ
デ
ミ
ー
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
弊
害
の
ひ
と
つ
か
な
と
も
思
う

よ
ね
。

司
会　

い
ま
新
た
に
で
き
た
美
術
系
も
工
学
系
も
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
ト
作
品
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
高
桑
さ
ん
の
言
う
、
積
み
上
げ
て
き
た
も

の
の
延
長
線
上
と
い
う
意
味
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
I
A
M
A
S
は

こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
で
は
駄
目
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
し
、
そ
れ
に

他
の
学
校
に
は
な
い
多
様
性
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
先
に
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
性
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
分
野
の
多
様
性
も
あ
り
ま
す
が
、
教
職
員
も
学
生
も
含
め
、

年
齢
や
専
門
や
考
え
方
や
価
値
観
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
い
う
、
他
に
は
な
い
多
様
性
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

次
に
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。

I
A
M
A
S
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
他
の
学
校

と
の
大
き
な
違
い
で
は
な
い
か
と
。

●
三
輪　

十
年
前
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
「
華
や
か
さ
」
は
今
は
な
く
、

「
華
や
か
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
資
金
が
集
ま
り
最

先
端
の
技
術
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
で
き
た
。
そ
の
時
に
生
ま
れ

た
I
A
M
A
S
は
、
で
も
、
当
時
の
状
況
を
前
提
に
し
て
今
後
の
十
年

を
考
え
て
い
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
思
う
。
結
局
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

囲
ま
れ
て
生
き
る
ぼ
く
ら
の
新
し
い
生
き
方
や
世
界
観
を
ラ
ジ
カ
ル
に
提

案
で
き
る
I
A
M
A
S
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
な
し
に

次
の
十
年
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
や
は

り
最
先
端
の
技
術
が
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
何

か
を
作
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
ま
で
の
十
年
で
十
分
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
思
う
。

2
0
0
7
年
2
月
、
I
A
M
A
S
会
議
室
に
て

卒業した後に卒業生と成

果を出したりしているケー

スがありますよね。（吉田）

1年目から本当に大変な

苦労がありました。（笑）

（平林）
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果
的
な
視
点
で
は
な
い
視
点
で
捉
え
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
が
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
大
事
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
か
ら
。
一
見
、
エ
リ
ー
ト
を

育
て
る
県
の
要
請
に
真
逆
な
よ
う
だ
け
ど
、
実
は
い
ち
ば
ん
そ
の
期
待
の

本
質
に
答
え
る
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

●
小
田　

元
教
授
の
吉
岡
洋
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
こ
と
で
、
最
初
の
頃
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
こ
う
や
っ
て
使
う
ん
だ
と
い
う
驚
き
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
に
は
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
そ
う
い
う
驚
き
が
な
く
な
っ
た
。
既
に
メ
デ

ィ
ア
ア
ー
ト
が
消
費
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。
I
A
M
A
S
は
常
に
最
先
端
の
技
術
と
向
き
合
っ
て
新

し
い
視
点
や
価
値
を
追
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

極
端
な
考
え
方
だ
け
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
以
外
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
創
造
す
る
か
、
他
の
学
校
が
止
め
て
し
ま
っ
て
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を

続
け
る
か
、
み
た
い
な
感
じ
だ
と
思
う
け
ど
ね
。

三
輪
さ
ん
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
で
論
じ
ら
れ
る
と

思
う
ん
だ
け
ど
。

●
三
輪　

論
じ
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
実
際
に
や
っ
て
み
せ
る
こ
と
は
別

の
こ
と
で
、
I
A
M
A
S
は
こ
の
十
年
間
、
確
か
に
I
A
M
A
S
が
掲

げ
て
き
た
も
の
を
や
っ
て
み
せ
て
き
た
と
思
う
。
つ
ま
り
今
僕
が
言
っ
た

こ
と
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
な
る
も
の
を
や
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

よ
。
あ
る
意
味
で
は
。

大
き
な
意
味
で
、
I
A
M
A
S
か
ら
出
て
き
た
も
の
は
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
ト
で
す
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
う
。
た
だ
、
考
え
方
は
十
年

前
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
く
て
、
む
し
ろ
、
社
会
全
体
が
冷
静
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
す
る
の
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

の
条
件
、
と
い
う
よ
う
な
お
か
し
な
縛
り
が
無
く
な
っ
て
清
々
し
て
い
る
。

や
っ
と
ま
じ
め
に
考
え
て
も
の
を
作
っ
て
い
く
時
代
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
っ
て
。

●
小
田　

そ
う
な
る
と
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
呼
ば
な
く
て
も
い
い
よ
ね
。

●
三
輪　

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
の
最
新
の
技
術
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
人
が
必
要
だ
し
、
そ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
的

確
に
論
じ
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
家
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

考
え
た
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
に
新
し
い
技
術
を
ど
う
使
え
る
か
が
わ
か

ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、
そ
れ
を
評
価
で
き
る
人
が
い
な
い
と
い
け
な
い
。

さ
ら
に
そ
れ
が
表
現
で
あ
る
以
上
セ
ン
ス
と
か
感
性
と
か
が
な
い
わ
け
に

も
行
か
な
い
、
I
A
M
A
S
が
あ
る
べ
き
形
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思

う
ん
だ
よ
ね
。

●
小
田　

高
桑
さ
ん
は
常
に
先
端
を
追
っ
て
い
ま
す
ね
。
昨
年
の
広
島
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

映
像
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
作
れ
な
い
、

と
い
う
よ
う
な
映
像
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
『
高
桑
さ
ん
今
後
ど
う
す

る
の
』
っ
て
聞
い
た
ら
、『
こ
れ
よ
り
凄
い
も
の
を
僕
が
や
り
ま
す
』
と

言
っ
た
ん
で
す
よ
。
I
A
M
A
S
が
日
本
の
映
像
表
現
の
分
野
で
貢
献

で
き
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会　

高
桑
さ
ん
は
も
う
1
0
0
%
達
成
し
た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
I
A
M
A
S
か

ら
見
る
と
、
高
桑
さ
ん
は
多
様
な
分
野
で
技
術
に
特
化
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
数
少
な

い
教
員
で
す
か
ら
、
専
門
分
野
以
外
で
も
ご
活
躍
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
卒
業

制
作
発
表
会
で
専
門
分
野
外
の
作
品
に
も
厳
し
い
発
言
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
を
発
し
て

く
れ
る
と
い
う
の
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

●
平
林　

凄
い
も
の
が
で
き
れ
ば
結
果
と
し
て
は
良
い
け
れ
ど
、
メ
デ
ィ

ア
系
の
学
科
を
も
つ
美
大
と
、
東
大
の
よ
う
な
工
学
系
の
両
方
か
ら
攻
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
の
こ
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
閉
塞
感
を
打
破
す
る

ア
イ
デ
ア
は
私
に
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
け
ど
、
そ

れ
が
明
確
に
な
れ
ば
I
A
M
A
S
の
方
向
が
決
ま
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

●
高
桑　

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が
駄
目
な
の
は
、
今
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が

最
先
端
じ
ゃ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
で
す
よ
。
十
年
前
く
ら
い
に
は
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
作
家
は
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
1
億
と
か

2
億
と
か
の
マ
シ
ン
を
平
気
で
使
っ
て
い
た
か
ら
、
最
先
端
を
行
っ
て
い

た
と
言
っ
て
も
良
い
わ
け
で
す
よ
。
だ
っ
て
、
そ
ん
な
大
金
を
か
け
て
作

品
を
作
っ
て
展
示
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
お
金
が
出
た
わ

け
で
す
か
ら
。
し
か
し
今
、
最
先
端
の
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
か
ら
駄
目

な
ん
で
す
よ
。
過
去
に
あ
る
も
の
を
積
み
上
げ
る
の
は
い
い
の
だ
け
れ
ど
、

そ
の
延
長
線
上
で
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
。

次
に
イ
ン
テ
ル
が
出
す
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
は
、
80
個
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が

1
個
の
チ
ッ
プ
の
中
に
入
っ
ち
ゃ
う
。
そ
ん
な
時
代
な
ん
だ
か
ら
、
そ
れ

を
使
っ
て
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
走
っ
て
い
る
人
の
考
え

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
に
行
か
な
い
か
ら
、
そ
の
時
点
で
駄
目
な
ん
で

す
よ
。

●
小
田　

高
桑
さ
ん
が
い
ま
す
よ
。

●
高
桑　

私
が
そ
ん
な
の
に
手
を
出
し
た
ら
自
分
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
最
先
端
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し

て
い
な
い
の
が
問
題
な
ん
で
す
よ
。G

oogle

が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
な
ぜ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
何
か
を

し
よ
う
と
し
な
い
の
か
。

●
三
輪　

ひ
と
り
で
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
し
、
あ
と
、

若
さ
も
必
要
だ
よ
ね
。

●
吉
田　

し
か
し
そ
れ
が
重
要
で
、
若
い
人
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
カ
バ

ー
す
る
人
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
辺
が
問
題
か
な

と
思
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
最
初
の
開
学
の
と
き
の
、
皆

や
ろ
う
ぜ
！
と
い
う
熱
意
が
、
年
月
が
経
つ
ご
と
に
落
ち
着
い
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
若
さ
が
足
り
な
い
と
い
う
か
。
そ
う
い
う
の
が
、
大
学

院
と
ア
カ
デ
ミ
ー
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
弊
害
の
ひ
と
つ
か
な
と
も
思
う

よ
ね
。

司
会　

い
ま
新
た
に
で
き
た
美
術
系
も
工
学
系
も
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
ア

ー
ト
作
品
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
高
桑
さ
ん
の
言
う
、
積
み
上
げ
て
き
た
も

の
の
延
長
線
上
と
い
う
意
味
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
I
A
M
A
S
は

こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
で
は
駄
目
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
し
、
そ
れ
に

他
の
学
校
に
は
な
い
多
様
性
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
先
に
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
性
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
分
野
の
多
様
性
も
あ
り
ま
す
が
、
教
職
員
も
学
生
も
含
め
、

年
齢
や
専
門
や
考
え
方
や
価
値
観
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
い
う
、
他
に
は
な
い
多
様
性
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

次
に
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。

I
A
M
A
S
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
他
の
学
校

と
の
大
き
な
違
い
で
は
な
い
か
と
。

●
三
輪　

十
年
前
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
「
華
や
か
さ
」
は
今
は
な
く
、

「
華
や
か
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
資
金
が
集
ま
り
最

先
端
の
技
術
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
で
き
た
。
そ
の
時
に
生
ま
れ

た
I
A
M
A
S
は
、
で
も
、
当
時
の
状
況
を
前
提
に
し
て
今
後
の
十
年

を
考
え
て
い
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
思
う
。
結
局
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

囲
ま
れ
て
生
き
る
ぼ
く
ら
の
新
し
い
生
き
方
や
世
界
観
を
ラ
ジ
カ
ル
に
提

案
で
き
る
I
A
M
A
S
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
な
し
に

次
の
十
年
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
や
は

り
最
先
端
の
技
術
が
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
何

か
を
作
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
ま
で
の
十
年
で
十
分
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
思
う
。

2
0
0
7
年
2
月
、
I
A
M
A
S
会
議
室
に
て

卒業した後に卒業生と成

果を出したりしているケー

スがありますよね。（吉田）

1年目から本当に大変な

苦労がありました。（笑）

（平林）
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スタジオ制
・スタジオ1（インタラクティブメディア研究領域）
・スタジオ2（タイムベースドメディア研究領域）
・スタジオ3（インターフェイス研究領域）
・スタジオ4（メディア美学研究領域）

新設：スタジオE（表現工学研究領域）

コース制
・Advanced Network Design（AND）
・Computer Generated Image（CGI）
・Designing for Information Technology（DIT）
・Digital Sound & Performance（DSP）

DSPコース
Dynamic Sensory Programingに改名

プロジェクト＆コラボレーション

プロジェクト（年次制作・卒業制作）

特別研究（年次制作・卒業制作）

6ゼミ体制
・実時間表現ゼミ（サウンド＆パフォーマンス）
・領域構成ゼミ Ａ（音楽＆映像＆ウェブ）
・領域構成ゼミ Ｂ（ＣＧ＆映像）
・領域構成ゼミ Ｃ（デザイン＆ネットワーク）
・環境表現ゼミ Ａ（インタラクティブ＆ＶＲ）
・環境表現ゼミ Ｂ（インタラクティブ＆プログラミング＆空間）

作品制作（居室）
・ノンインタラクティブパッケージメディア
・インタラクティブパッケージメディア
・ネットワークメディア
・インスタレーションメディア
・VRメディア

制作の基盤（コラボレーションする実技）

パースペクティブ（講義）

コミュニケーションリテラシー（講義と実習） リテラシー制度導入 リテラシー3分割
・基礎系
・実技系
・メディア文化特論

再構築
・モチーフワーク
・メディアリテラシー
・自然言語

基礎理論科目
専門科目

プロジェクト科目

・Design
・CG
・VR
・Music
・Network
・Video
・Programing
・空間デザイン

4コース体制へ集約（一部ラボ科へ）
・デザインエフェクトコース
・プログラムデザインコース
・イメージグラフィックスコース
・インタラクティブメディアコース

コース新設、 5コース体制
・サウンドコース

コミュニケーションリテラシー（講義と実習）

スタジオ科コース制開始
・デザインコース
・CGIコース
・ネットワークデザインコース
・サウンドコース

リテラシー制度導入
パースペクティブ（講義） パースペクティブ（講義）

制作の基盤（コラボレーションする実技）

テーマ創造（主にディスカッション）
&作品化（ゼミ、プロジェクト）

ラボ科は主に「プロジェクト＆コラボレー

ション」を中心に、研究や作品制作を進

める予定だったが、初めての試みで空回り

し、1997年にはいちど、細分化せざるを

得なかった。プロジェクトには個人で取り

組むプロジェクトと、多人数で取り組むプロ

ジェクトの 2つの要素を含んでいたが、一

旦「個人ゼミ」と「プロジェクト」に分け、さ

らに多人数の学校全体で取組む「IAMAS 

Project」を分離した。

「個人ゼミ」は一教員が中心となる旧来のゼ

ミ方式だが、分野を跨ぐ研究内容が多く、

旧来のゼミという単位では十分に対応でき

なかった。そこで 1998年に、ひとつのゼミ

に 3人程度の教員を配置し、分野は異な

るが関連する志向を持つ教員を集めること

で、分野や技術の補完を可能にした新し

いゼミ体制を試行した。この「ゼミ制」は、

他の大学にはない IAMAS オリジナルのユ

ニークな教育方法のひとつとして大きな特

徴になった。これは現在の大学院のスタジ

オ制の基礎となっている。

一方「プロジェクト」は学生同士が自主的

にグループを構成し研究を行うことを推奨

したが、方法が確立せず模索が続いた。

しかし、「ゼミ制」の中から徐々にコラボレー

ションが自発的に増え、この「ゼミ制」の効

果を受け、2000年にはゼミとプロジェクト

を一体とした「特別研究」へ集約した。更

に「IAMAS Project」の終了を機に、先

進的な研究活動を行う「プロジェクト科目」

を設置した。

また 2000年には大学院への移行を前にし

て、ゼミを改めて「スタジオ」と名称を変更し、

これまでの 6つのゼミ体制を集約し、4つの

スタジオとして新たに大学院をスタートした。

大学院開学後これまでの教育方法は一定

の成果をもたらし、安定したカリキュラムを

運営している。2006年には学校全体の技

術力を増強するため、工学的な分野を集約

しつつ各スタジオ間の技術補完を目的とし

たスタジオ Eを新設した。

アカデミーのスタジオ科は 1996年当初、

授業数が多く、教員の熱意から各授業で

多量の課題が出された。学生は課題を提

出するために連日深夜まで制作に追われ、

未消化の課題が増えていった。そのため、

1年目の途中にカリキュラムの変更に迫られ、

1997年にはコース制を取り入れることとな

った。主として選択するコースを決め、そ

れ以外は学生の興味と時間に応じ選択で

きるように改め、専門性を確保しつつ分野

を跨いだ学習のできる構成へ変更した。そ

のとき 8つのコースを設置したが、今度は、

各コースの教員が 1～ 2人と少ないうえ授

業の負担が増加し、教員の研究活動に支

障をきたした。そこで 1998年に 8つのコ

ースを 4つへ集約し、教員の負担を軽減す

ると同時に充実した内容を維持する 4コー

ス化をはかった。この 4コース制が、現在

のコース制の基盤となっている。2001年の

大学院設立を期に、より専門性を高めた 4

コース制が確立して現在に至っている。

IAMASにおいて修得すべき内容を凝縮し

たリテラシー制は 1998年から始められた。

最初の 2年間の試行錯誤から、全学生が

知るべき共通内容だけを抜き出し、ラボ科、

スタジオ科ともに必修科目として「リテラシ

ー」を設置した。これは大学院でも継承し

ている。

また、技術だけではなく知識の習得を目的

にした「パースペクティブ」科目は現在もその

まま実施している。大学院では名称を改め

「基礎理論科目」と「専門科目」として基

礎教育と専門教育を分けて実施している。

現在「新 IAMASビジョン」の策定に取

組んでおり、さらなる理想の教育方法を探

り、新たなカリキュラム編成を目指してい

る。今後十年に、「科学技術と芸術の融

合」を掲げる新しい文化と技術を発信する

教育研究機関として、原則を守りつつも

時代の変化に柔軟に対応する姿勢を堅持

していこうと考えている。

開学当初のカリキュラムは、シンクタンクの準

備したものを元に編成した。参考にできるメデ

ィア教育の事例はなく、最初の数年間は毎年

のようにカリキュラムを変更し試行錯誤を繰返

した。「コミュニケーションリテラシー」「パース

ペクティブ」「制作の基盤」「プロジェクト＆コ

ラボレーション」の4つのカテゴリーを用意し、

各カテゴリーに授業科目を設置した。
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スタジオ制
・スタジオ1（インタラクティブメディア研究領域）
・スタジオ2（タイムベースドメディア研究領域）
・スタジオ3（インターフェイス研究領域）
・スタジオ4（メディア美学研究領域）

新設：スタジオE（表現工学研究領域）

コース制
・Advanced Network Design（AND）
・Computer Generated Image（CGI）
・Designing for Information Technology（DIT）
・Digital Sound & Performance（DSP）

DSPコース
Dynamic Sensory Programingに改名

プロジェクト＆コラボレーション

プロジェクト（年次制作・卒業制作）

特別研究（年次制作・卒業制作）

6ゼミ体制
・実時間表現ゼミ（サウンド＆パフォーマンス）
・領域構成ゼミ Ａ（音楽＆映像＆ウェブ）
・領域構成ゼミ Ｂ（ＣＧ＆映像）
・領域構成ゼミ Ｃ（デザイン＆ネットワーク）
・環境表現ゼミ Ａ（インタラクティブ＆ＶＲ）
・環境表現ゼミ Ｂ（インタラクティブ＆プログラミング＆空間）

作品制作（居室）
・ノンインタラクティブパッケージメディア
・インタラクティブパッケージメディア
・ネットワークメディア
・インスタレーションメディア
・VRメディア

制作の基盤（コラボレーションする実技）

パースペクティブ（講義）

コミュニケーションリテラシー（講義と実習） リテラシー制度導入 リテラシー3分割
・基礎系
・実技系
・メディア文化特論

再構築
・モチーフワーク
・メディアリテラシー
・自然言語

基礎理論科目
専門科目

プロジェクト科目

・Design
・CG
・VR
・Music
・Network
・Video
・Programing
・空間デザイン

4コース体制へ集約（一部ラボ科へ）
・デザインエフェクトコース
・プログラムデザインコース
・イメージグラフィックスコース
・インタラクティブメディアコース

コース新設、 5コース体制
・サウンドコース

コミュニケーションリテラシー（講義と実習）

スタジオ科コース制開始
・デザインコース
・CGIコース
・ネットワークデザインコース
・サウンドコース

リテラシー制度導入
パースペクティブ（講義） パースペクティブ（講義）

制作の基盤（コラボレーションする実技）

テーマ創造（主にディスカッション）
&作品化（ゼミ、プロジェクト）

ラボ科は主に「プロジェクト＆コラボレー

ション」を中心に、研究や作品制作を進

める予定だったが、初めての試みで空回り

し、1997年にはいちど、細分化せざるを

得なかった。プロジェクトには個人で取り

組むプロジェクトと、多人数で取り組むプロ

ジェクトの 2つの要素を含んでいたが、一

旦「個人ゼミ」と「プロジェクト」に分け、さ

らに多人数の学校全体で取組む「IAMAS 

Project」を分離した。

「個人ゼミ」は一教員が中心となる旧来のゼ

ミ方式だが、分野を跨ぐ研究内容が多く、

旧来のゼミという単位では十分に対応でき

なかった。そこで 1998年に、ひとつのゼミ

に 3人程度の教員を配置し、分野は異な

るが関連する志向を持つ教員を集めること

で、分野や技術の補完を可能にした新し

いゼミ体制を試行した。この「ゼミ制」は、

他の大学にはない IAMAS オリジナルのユ

ニークな教育方法のひとつとして大きな特

徴になった。これは現在の大学院のスタジ

オ制の基礎となっている。

一方「プロジェクト」は学生同士が自主的

にグループを構成し研究を行うことを推奨

したが、方法が確立せず模索が続いた。

しかし、「ゼミ制」の中から徐々にコラボレー

ションが自発的に増え、この「ゼミ制」の効

果を受け、2000年にはゼミとプロジェクト

を一体とした「特別研究」へ集約した。更

に「IAMAS Project」の終了を機に、先

進的な研究活動を行う「プロジェクト科目」

を設置した。

また 2000年には大学院への移行を前にし

て、ゼミを改めて「スタジオ」と名称を変更し、

これまでの 6つのゼミ体制を集約し、4つの

スタジオとして新たに大学院をスタートした。

大学院開学後これまでの教育方法は一定

の成果をもたらし、安定したカリキュラムを

運営している。2006年には学校全体の技

術力を増強するため、工学的な分野を集約

しつつ各スタジオ間の技術補完を目的とし

たスタジオ Eを新設した。

アカデミーのスタジオ科は 1996年当初、

授業数が多く、教員の熱意から各授業で

多量の課題が出された。学生は課題を提

出するために連日深夜まで制作に追われ、

未消化の課題が増えていった。そのため、

1年目の途中にカリキュラムの変更に迫られ、

1997年にはコース制を取り入れることとな

った。主として選択するコースを決め、そ

れ以外は学生の興味と時間に応じ選択で

きるように改め、専門性を確保しつつ分野

を跨いだ学習のできる構成へ変更した。そ

のとき 8つのコースを設置したが、今度は、

各コースの教員が 1～ 2人と少ないうえ授

業の負担が増加し、教員の研究活動に支

障をきたした。そこで 1998年に 8つのコ

ースを 4つへ集約し、教員の負担を軽減す

ると同時に充実した内容を維持する 4コー

ス化をはかった。この 4コース制が、現在

のコース制の基盤となっている。2001年の

大学院設立を期に、より専門性を高めた 4

コース制が確立して現在に至っている。

IAMASにおいて修得すべき内容を凝縮し

たリテラシー制は 1998年から始められた。

最初の 2年間の試行錯誤から、全学生が
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組んでおり、さらなる理想の教育方法を探
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合」を掲げる新しい文化と技術を発信する

教育研究機関として、原則を守りつつも

時代の変化に柔軟に対応する姿勢を堅持

していこうと考えている。

開学当初のカリキュラムは、シンクタンクの準

備したものを元に編成した。参考にできるメデ

ィア教育の事例はなく、最初の数年間は毎年

のようにカリキュラムを変更し試行錯誤を繰返

した。「コミュニケーションリテラシー」「パース

ペクティブ」「制作の基盤」「プロジェクト＆コ

ラボレーション」の4つのカテゴリーを用意し、

各カテゴリーに授業科目を設置した。
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も
う
、
岐
阜
に
来
て
か
ら
十
年
以
上
も
経

っ
て
し
ま
っ
た
。
は
じ
め
か
ら
こ
こ
に
在
住
す

る
つ
も
り
は
な
く
、
通
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る

が
、
学
校
は
あ
ま
り
に
忙
し
く
て
、
引
越
し

を
決
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

●
文
化
圏
の
話

ま
ず
始
め
に
文
化
圏
の
話
を
し
よ
う
。
文

化
圏
と
は
あ
る
一
定
の
文
化
的
様
式
に
よ
っ

て
結
び
つ
け
ら
れ
た
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
共
通
の
価
値
観
に
よ
っ
て
、
生
活

や
物
事
が
決
定
さ
れ
、
規
範
が
生
み
出
さ
れ
、

独
自
の
価
値
の
基
準
を
生
み
だ
し
、
そ
の
価

値
に
従
っ
て
人
々
の
創
造
的
な
行
為
が
発
生

す
る
地
域
を
指
す
。
文
化
圏
が
生
ま
れ
る
た

め
に
は
、
共
通
の
価
値
を
生
み
出
す
基
本
的

な
概
念
「
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
が
そ
の
地
域
に

根
付
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
か
ら
文
化
と
呼
べ
る
価
値
を
生
成

し
、
県
内
外
に
流
通
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
価
値
が
地
域
の
独

自
性
を
歴
史
的
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
圏
外
に

あ
っ
て
も
価
値
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
い
く
ら
東
京
の
ま
ね
を
し
て
も
、
そ
の

価
値
は
東
京
が
所
有
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は

あ
く
ま
で
も
東
京
の
ま
ね
を
す
る
文
化
圏
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

大
垣
は
東
海
地
方
の
岐
阜
県
に
あ
り
、

15
万
人
前
後
の
人
口
を
持
つ
中
規
模
都
市

で
あ
る
。
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
静
岡
を
東

海
文
化
圏
と
し
た
場
合
、
そ
の
中
心
は
名
古

屋
に
あ
っ
て
、
愛
知
県
は
ま
さ
し
く
名
古
屋

を
中
心
と
す
る
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
。
岐

阜
県
は
と
い
う
と
、
中
心
の
文
化
圏
が
あ
る

と
は
い
い
が
た
い
。
多
治
見
、
土
岐
、
瑞
浪

と
い
っ
た
東
濃
地
方
は
、
名
古
屋
文
化
圏
で

あ
っ
て
、
岐
阜
の
中
濃
地
域
、
大
垣
の
西
濃

地
域
と
は
ほ
と
ん
ど
現
在
で
は
関
わ
り
が
な

い
。
岐
阜
市
に
は
大
垣
に
す
ら
行
っ
た
こ
と

が
な
い
人
が
多
い
し
、
飛
騨
高
山
は
北
陸
文

化
圏
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

で
は
大
垣
は
ど
ん
な
文
化
圏
に
属
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
?
「
お
お
き
に
」
と
関
西

圏
の
方
言
も
一
部
混
じ
り
、
京
都
文
化
圏
の

東
の
外
れ
に
接
す
る
外
側
の
地
域
、
名
古
屋

か
ら
離
れ
輪
中
に
囲
ま
れ
た
独
自
文
化
圏
、

ま
た
、
名
古
屋
を
飛
び
越
し
中
央
行
政
と
深

い
関
わ
り
を
持
つ
東
京
文
化
圏
な
ど
。
説
明

し
よ
う
と
思
え
ば
い
く
つ
か
の
つ
な
が
り
を

説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

そ
ん
な
大
垣
に
I
A
M
A
S
は
あ
る
文
化

圏
を
作
ろ
う
と
し
た
。

●
岐
阜
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
前
夜

岐
阜
に
は
美
術
の
専
門
の
大
学
が
な
か
っ

た
。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
人
材
養
成

は
名
古
屋
の
大
学
か
東
京
、
関
西
の
大
学
に

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
岐
阜
県
内

に
は
、
大
規
模
な
産
業
は
あ
る
が
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
下
請
け
で
、
企
画
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

は
東
京
や
名
古
屋
、
関
西
の
企
業
に
ま
か
せ
、

ひ
た
す
ら
黒
子
に
徹
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

生
産
業
が
今
で
も
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
、

東
京
の
企
画
会
社
の
発
注
に
よ
っ
て
、
岐
阜

県
の
関
市
で
生
産
さ
れ
た
刃
物
が
、
ブ
ラ
ン

ド
名
を
冠
す
る
と
数
倍
の
値
札
を
つ
け
て
販

売
さ
れ
る
。
こ
ん
な
企
業
形
態
が
岐
阜
県
内

で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
の
打
破
を
目
指
し
て
、
岐
阜
県
が
立

ち
上
げ
た
『
オ
リ
ベ
ブ
ラ
ン
ド
』（
※
1
）
の

よ
う
に
、「
ぎ
ふ
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と

い
う
試
み
も
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
際
に
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
意
識
や

デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
を
変
え
な
け
れ
ば
、
本
来

の
意
味
で
の
地
元
発
の
産
業
と
し
て
文
化
の

一
端
を
担
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

I
A
M
A
S
が
設
立
さ
れ
た
大
垣
は
、
現

在
で
は
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
は
ず
れ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
大
垣
は
美

濃
地
方
の
中
心
地
で
多
く
の
歴
史
の
舞
台
に

登
場
す
る
、
由
緒
が
あ
り
知
的
歴
史
も
あ
る

土
地
柄
で
も
あ
る
。
明
治
初
期
の
廃
藩
置
県

に
よ
っ
て
飛
騨
藩
と
美
濃
藩
が
合
併
し
て
岐

阜
県
と
な
る
に
あ
た
り
、
岐
阜
と
大
垣
は
県

庁
所
在
地
を
争
っ
た
。
江
戸
時
代
は
蘭
学
の

中
心
と
し
て
多
く
の
蘭
学
者
や
医
者
を
輩
出

し
て
い
る
。
大
垣
は
も
と
も
と
江
戸
と
関
わ

り
が
深
い
。
逆
に
尾
張
と
は
関
わ
り
が
薄
く
、

飛
び
地
の
よ
う
に
尾
張
領
が
点
在
し
て
い

た
。
か
つ
て
は
京
都
の
文
化
圏
の
東
に
隣
接

し
、
伊
勢
領
の
最
北
、
伊
勢
参
り
に
も
使
わ

れ
た
地
で
あ
り
、
文
化
も
栄
え
た
。

東
海
地
区
は
大
規
模
機
織
業
を
中
心
と
し

4 9教 育 ＋ 方 法5 0

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
事
始

関
口
敦
仁

SEKIGU
CH

I ATSU
H

ITO　

教
授



も
う
、
岐
阜
に
来
て
か
ら
十
年
以
上
も
経

っ
て
し
ま
っ
た
。
は
じ
め
か
ら
こ
こ
に
在
住
す

る
つ
も
り
は
な
く
、
通
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る

が
、
学
校
は
あ
ま
り
に
忙
し
く
て
、
引
越
し

を
決
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

●
文
化
圏
の
話

ま
ず
始
め
に
文
化
圏
の
話
を
し
よ
う
。
文

化
圏
と
は
あ
る
一
定
の
文
化
的
様
式
に
よ
っ

て
結
び
つ
け
ら
れ
た
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
共
通
の
価
値
観
に
よ
っ
て
、
生
活

や
物
事
が
決
定
さ
れ
、
規
範
が
生
み
出
さ
れ
、

独
自
の
価
値
の
基
準
を
生
み
だ
し
、
そ
の
価

値
に
従
っ
て
人
々
の
創
造
的
な
行
為
が
発
生

す
る
地
域
を
指
す
。
文
化
圏
が
生
ま
れ
る
た

め
に
は
、
共
通
の
価
値
を
生
み
出
す
基
本
的

な
概
念
「
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
が
そ
の
地
域
に

根
付
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
か
ら
文
化
と
呼
べ
る
価
値
を
生
成

し
、
県
内
外
に
流
通
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
価
値
が
地
域
の
独

自
性
を
歴
史
的
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
圏
外
に

あ
っ
て
も
価
値
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
い
く
ら
東
京
の
ま
ね
を
し
て
も
、
そ
の

価
値
は
東
京
が
所
有
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は

あ
く
ま
で
も
東
京
の
ま
ね
を
す
る
文
化
圏
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

大
垣
は
東
海
地
方
の
岐
阜
県
に
あ
り
、

15
万
人
前
後
の
人
口
を
持
つ
中
規
模
都
市

で
あ
る
。
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
静
岡
を
東

海
文
化
圏
と
し
た
場
合
、
そ
の
中
心
は
名
古

屋
に
あ
っ
て
、
愛
知
県
は
ま
さ
し
く
名
古
屋

を
中
心
と
す
る
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
。
岐

阜
県
は
と
い
う
と
、
中
心
の
文
化
圏
が
あ
る

と
は
い
い
が
た
い
。
多
治
見
、
土
岐
、
瑞
浪

と
い
っ
た
東
濃
地
方
は
、
名
古
屋
文
化
圏
で

あ
っ
て
、
岐
阜
の
中
濃
地
域
、
大
垣
の
西
濃

地
域
と
は
ほ
と
ん
ど
現
在
で
は
関
わ
り
が
な

い
。
岐
阜
市
に
は
大
垣
に
す
ら
行
っ
た
こ
と

が
な
い
人
が
多
い
し
、
飛
騨
高
山
は
北
陸
文

化
圏
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

で
は
大
垣
は
ど
ん
な
文
化
圏
に
属
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
?
「
お
お
き
に
」
と
関
西

圏
の
方
言
も
一
部
混
じ
り
、
京
都
文
化
圏
の

東
の
外
れ
に
接
す
る
外
側
の
地
域
、
名
古
屋

か
ら
離
れ
輪
中
に
囲
ま
れ
た
独
自
文
化
圏
、

ま
た
、
名
古
屋
を
飛
び
越
し
中
央
行
政
と
深

い
関
わ
り
を
持
つ
東
京
文
化
圏
な
ど
。
説
明

し
よ
う
と
思
え
ば
い
く
つ
か
の
つ
な
が
り
を

説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

そ
ん
な
大
垣
に
I
A
M
A
S
は
あ
る
文
化

圏
を
作
ろ
う
と
し
た
。

●
岐
阜
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
前
夜

岐
阜
に
は
美
術
の
専
門
の
大
学
が
な
か
っ

た
。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
人
材
養
成

は
名
古
屋
の
大
学
か
東
京
、
関
西
の
大
学
に

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
岐
阜
県
内

に
は
、
大
規
模
な
産
業
は
あ
る
が
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
下
請
け
で
、
企
画
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

は
東
京
や
名
古
屋
、
関
西
の
企
業
に
ま
か
せ
、

ひ
た
す
ら
黒
子
に
徹
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

生
産
業
が
今
で
も
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
、

東
京
の
企
画
会
社
の
発
注
に
よ
っ
て
、
岐
阜

県
の
関
市
で
生
産
さ
れ
た
刃
物
が
、
ブ
ラ
ン

ド
名
を
冠
す
る
と
数
倍
の
値
札
を
つ
け
て
販

売
さ
れ
る
。
こ
ん
な
企
業
形
態
が
岐
阜
県
内

で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
の
打
破
を
目
指
し
て
、
岐
阜
県
が
立

ち
上
げ
た
『
オ
リ
ベ
ブ
ラ
ン
ド
』（
※
1
）
の

よ
う
に
、「
ぎ
ふ
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と

い
う
試
み
も
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
際
に
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
意
識
や

デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
を
変
え
な
け
れ
ば
、
本
来

の
意
味
で
の
地
元
発
の
産
業
と
し
て
文
化
の

一
端
を
担
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

I
A
M
A
S
が
設
立
さ
れ
た
大
垣
は
、
現

在
で
は
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
は
ず
れ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
大
垣
は
美

濃
地
方
の
中
心
地
で
多
く
の
歴
史
の
舞
台
に

登
場
す
る
、
由
緒
が
あ
り
知
的
歴
史
も
あ
る

土
地
柄
で
も
あ
る
。
明
治
初
期
の
廃
藩
置
県

に
よ
っ
て
飛
騨
藩
と
美
濃
藩
が
合
併
し
て
岐

阜
県
と
な
る
に
あ
た
り
、
岐
阜
と
大
垣
は
県

庁
所
在
地
を
争
っ
た
。
江
戸
時
代
は
蘭
学
の

中
心
と
し
て
多
く
の
蘭
学
者
や
医
者
を
輩
出

し
て
い
る
。
大
垣
は
も
と
も
と
江
戸
と
関
わ

り
が
深
い
。
逆
に
尾
張
と
は
関
わ
り
が
薄
く
、

飛
び
地
の
よ
う
に
尾
張
領
が
点
在
し
て
い

た
。
か
つ
て
は
京
都
の
文
化
圏
の
東
に
隣
接

し
、
伊
勢
領
の
最
北
、
伊
勢
参
り
に
も
使
わ

れ
た
地
で
あ
り
、
文
化
も
栄
え
た
。

東
海
地
区
は
大
規
模
機
織
業
を
中
心
と
し
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た
産
業
が
発
展
し
た
地
域
で
あ
る
。
一
宮
や

大
垣
地
域
は
、
特
に
明
治
時
代
以
降
大
き
く

栄
え
た
。
し
か
し
80
年
代
後
期
以
降
、
繊
維

産
業
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
生
産
拠
点
を
移
し
、

繊
維
業
そ
の
も
の
か
ら
撤
退
す
る
動
き
が
出

て
き
た
た
め
、
行
政
は
徐
々
に
こ
れ
ら
に
代

わ
る
産
業
を
模
索
し
始
め
た
。

そ
の
た
め
、
情
報
産
業
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
地
域
性
が
気
に
な
ら
な
い
都
会
的
な
産

業
と
し
て
救
世
主
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
だ

っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
通
し
て
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
地
域
性
が
問
題
に
な

ら
ず
、
都
会
の
企
業
も
地
方
の
企
業
も
同
じ

土
俵
で
争
え
る
。
確
か
に
そ
う
だ
。
そ
の
と

お
り
、
全
く
同
じ
土
俵
で
争
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
価
値
の
あ
る
も
の
を
作
っ
た
の
な

ら
、
そ
の
価
値
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
な
広
告

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
販
売
の
ス
キ
ル
を
持
た
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
潜
む
デ

ザ
イ
ン
ス
キ
ル
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る

人
は
周
辺
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
域

に
あ
る
リ
ソ
ー
ス
を
効
果
的
に
見
つ
け
出
し

て
整
理
し
、
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
そ
し
て
、
そ
の
リ
ソ
ー

ス
を
大
事
に
保
護
し
育
て
上
げ
る
。
こ
れ
が

価
値
を
生
み
出
す
文
化
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
ス
キ
ル
で
あ
る
。
こ
ん
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
な
け
れ
ば
、
数
あ
る
中
規
模
地
方

都
市
か
ら
一
歩
抜
け
出
す
こ
と
は
不
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
の
づ
く
り
を
す
る
に
は
教
育
は
大
切

だ
。
70
年
代
に
岐
阜
の
県
立
大
学
の
設
置
に

つ
い
て
の
議
論
が
あ
り
、
そ
こ
で
工
科
大
学

の
設
置
が
希
望
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

の
こ
ろ
、
国
立
の
岐
阜
大
学
に
は
既
に
工
学

部
が
あ
り
、
ま
た
教
育
学
部
に
は
教
育
美
術

科
が
あ
っ
た
。
80
年
代
は
土
木
建
築
業
が
隆

盛
し
て
お
り
、
特
に
も
の
づ
く
り
の
学
校
を

必
要
と
す
る
意
見
は
出
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

90
年
代
の
初
め
に
、
当
時
の
梶
原
知
事
は

県
内
の
新
産
業
創
造
の
た
め
に
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
構
想
を
発
表
す
る
。
こ
の
時
期
は
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が

制
作
者
の
間
で
広
ま
り
始
め
た
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
3
次
元
で
表
示
で
き

る
シ
ス
テ
ム
環
境
は
、
個
人
で
利
用
で
き
る
よ

う
な
現
実
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
。

私
自
身
も
、
当
時
は
大
手
商
社
に
依
頼
し
て

大
規
模
3
次
元
表
示
シ
ス
テ
ム
で
作
品
を
制

作
し
て
い
た
。
す
で
に
東
京
大
学
工
学
部
で

は
、
現
在
の
コ
ン
テ
ン
ツ
科
学
領
域
と
呼
ば

れ
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
情
報
技

術
や
、
後
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術
に

つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
の
関
係
者
は
、
後
に
工
学
系
の
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
世
界
に
影
響
を
与
え
、

I
A
M
A
S
の
設
立
に
も
関
わ
り
を
持
っ

た
。
映
像
系
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
美
術
表

現
の
世
界
は
、
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
か
ら
発
展
し

た
ビ
デ
オ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
登
場
や
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と

す
る
ア
メ
リ
カ
製
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
、

サ
イ
バ
ー
な
世
界
、
新
し
い
表
現
を
期
待
す

る
空
気
が
流
れ
て
い
た
。

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
表
現
を
行
な
う
た
め

に
必
要
だ
っ
た
メ
ガ
フ
ロ
ッ
プ
ス
（
※
2
）
の

処
理
速
度
は
、
現
在
で
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
達
成
で
き
る
が
、
当
時
の
そ
の

価
格
は
ゼ
ロ
が
8
個
つ
い
て
い
た
。
こ
の
頃
も

し
最
先
端
の
学
校
を
設
立
し
て
い
た
ら
、
ソ

フ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ク
ラ
ス
の
予
算
が
必

要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

●
I
A
M
A
S
の
設
立
へ
の
道

1
9
9
0
年
に
は
岐
阜
市
に
県
立
の
服

飾
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
が
構
想
さ

れ
、
1
9
9
2
年
に
は
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

委
員
会
が
発
足
す
る
。
そ
の
翌
年
に
は
、
産

業
誘
致
お
よ
び
新
産
業
構
築
の
た
め
の
人
材

確
保
と
し
て
県
立
の
大
学
設
置
が
計
画
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
提
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
学

部
と
大
学
院
に
よ
る
岐
阜
県
立
芸
術
工
科
大

学
構
想
や
先
端
情
報
科
学
専
門
学
校
な
ど
の

構
想
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

1
9
9
0
年
、
慶
應
義
塾
大
学
が
湘
南
藤

沢
キ
ャ
ン
バ
ス
（
S
F
C
）
を
開
設
す
る
が
、

こ
の
設
置
に
関
わ
っ
た
教
授
陣
が
、
県
と
の

関
係
か
ら
I
A
M
A
S
の
設
置
準
備
に
関
わ

る
こ
と
に
な
り
、
後
の
教
員
編
成
や
学
校
の

方
向
性
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

当
時
の
文
部
省
は
、
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
ま
だ
積
極
的
で
な

く
、
設
置
の
た
め
に
は
5
年
程
度
の
準
備
期

間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
1
9
9
6
年
の
ソ
フ

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て

I
A
M
A
S
を
開
校
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
準

備
期
間
は
3
年
し
か
な
か
っ
た
。
日
本
国
内

で
は
、
専
修
学
校
は
大
学
と
同
等
の
レ
ベ
ル

に
は
相
当
し
な
い
と
い
う
立
場
で
扱
わ
れ
て

い
た
。
各
領
域
の
専
門
家
の
意
見
か
ら
、
欧

州
型
の
エ
リ
ー
ト
養
成
校
は
む
し
ろ
、
大
学

で
は
な
く
国
立
の
専
門
学
校
が
そ
の
任
に
当

て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
卒
業
生
が
そ
の
国
の

産
業
界
や
行
政
の
中
心
に
巣
立
っ
て
行
く
の

が
通
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
学
院

ク
ラ
ス
と
し
て
の
専
修
学
校
の
設
立
を
要
望

し
た
。
ま
た
、
今
で
こ
そ
普
通
に
使
わ
れ
て

い
る
「
グ
ラ
デ
ュ
エ
イ
ト
・
ス
ク
ー
ル
」、
大

学
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
専
門
教
育
大
学

院
形
式
で
専
門
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
れ

ば
、
3
年
以
内
に
文
部
省
の
認
可
が
と
れ
る

と
判
断
し
設
置
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
時
の
担
当
者
に
よ
る
と
講
師
集
め
に
は

相
当
な
苦
労
を
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
岐
阜

に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
や
I
T
関
連
の
教
育

機
関
も
な
く
、
ま
た
、
I
A
M
A
S
は
大
学

で
も
な
か
っ
た
た
め
、
学
術
系
の
研
究
者
や

都
市
部
で
就
業
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
系
の
作

家
た
ち
は
、
専
任
の
講
師
と
な
る
こ
と
に
二

の
足
を
踏
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
結
果
的
に
、

よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
個
性
的
な
講

師
陣
を
そ
ろ
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
I
A
M
A
S
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
1
9
9
6
年
4
月
、
I
A
M
A
S

は
開
学
し
た
。

開
学
・
入
学
式
の
後
の
催
し
で
は
、
県
主

催
の
展
示
会
な
ど
を
引
き
受
け
て
い
る
地
元

の
企
画
会
社
の
企
画
に
よ
っ
て
、
ピ
ン
ク
と
シ

ロ
の
提
灯
を
つ
け
た
ど
て
焼
き
の
屋
台
コ
ー
ナ

ー
と
ハ
ッ
ピ
を
着
た
ご
年
配
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

と
と
も
に
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
都
市
部
か

ら
入
学
し
た
学
生
や
教
師
た
ち
は
初
め
て
こ

の
土
地
の
文
化
に
接
し
、
開
い
た
口
が
ふ
さ
が

ら
な
い
。「
な
ん
て
ハ
イ
テ
ク
で
お
し
ゃ
れ
な

懇
親
会
！
」
教
師
の
ひ
と
り
は
優
し
い
刺
を

む
き
出
し
に
感
想
を
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
1
期
生
は
卒
業
時
に
こ
の
こ
と
を
回

想
し
て
「
あ
の
と
き
や
め
よ
う
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
や
め
な
く
て
よ
か
っ
た
。
思
っ
た
よ

り
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
。
こ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
が
、
全
国
の
大
学
か
ら

新
し
い
分
野
の
開
拓
を
夢
見
て
、
様
々
な
学

部
領
域
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。

●
開
校
当
初
の
I
A
M
A
S
で
の
教
育

I
A
M
A
S
の
開
校
時
の
授
業
は
、
大
手

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
主
導
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
作
成
さ
れ
、
一
般
的
な
専
修
学
校
の
形
式

を
維
持
し
な
が
ら
、
新
し
い
情
報
技
術
関
連

の
授
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
開
校
以
前
か
ら
、
多
く
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
関
す
る
会
議
を
行
っ
て
い
た
が
、
当
時
、

注
目
を
集
め
始
め
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育

や
コ
ン
テ
ン
ツ
教
育
に
つ
い
て
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
た
め
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
と
い
う
感
じ
で
も
あ
っ
た
。

最
初
予
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容

は
、
ひ
と
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
課
題
を
2
ヶ
月

間
か
け
て
制
作
し
て
、
毎
週
4
時
間
程
度
の

授
業
で
8
週
間
か
け
て
行
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
ほ
か
に
同
じ
よ
う
な
進
行
の
授
業

が
5
つ
も
6
つ
も
あ
り
、
学
生
は
常
に
6
つ

か
ら
7
つ
の
課
題
を
同
時
進
行
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
ハ
ー
ド
な
内
容
で
あ
っ
た
。

通
常
の
講
義
系
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
多
く
の

講
義
を
受
け
て
も
頭
の
切
り
替
え
が
で
き
る

が
、
実
習
系
の
授
業
で
の
こ
の
タ
ス
ク
の
多

さ
は
と
て
も
身
が
持
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
学
生
た
ち
が
そ
ん
な
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
制
作
中
心
に
活
動
し
て
き
た
講

師
陣
た
ち
も
た
ち
ま
ち
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し

て
し
ま
う
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

現
在
の
学
生
の
生
活
環
境
は
「
ロ
フ
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ル
ー
ム
1
」
と
い
う
部
屋
が
学
生
の
生
活

環
境
と
し
て
割
当
て
ら
れ
、
30
台
ほ
ど
の
17

イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
にPow

er M
ac

が
整
備
さ

れ
て
い
た
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
2
」
で

は
今
は
な
きD

E
C

の
イ
ン
テ
ル
マ
シ
ン
が
同

じ
く
30
台
前
後
に
20
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
、
シ

リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
マ
シ
ンIndy

が
10
台
あ
っ
た
。
こ
こ
で
学
生
た
ち
は
、
1

日
24
時
間
制
作
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
、
い
つ
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
前
で
制
作
を
し
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

開学記念式典のようす

※
１　

オ
リ
ベ
ブ
ラ
ン
ド
／
岐
阜
県
出
身
の
茶
人
古
田
織

部
の
「
織
部
好
み
」
を
も
と
に
、
豊
か
な
資
源
や
技
術
、

伝
統
を
生
か
し
て
現
代
に
「
織
部
好
み
」
を
蘇
ら
せ
る
試

み
と
し
て
展
開
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

※
２　

メ
ガ
フ
ロ
ッ
プ
ス
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
速
度
単

位
。
1
秒
あ
た
り
百
万
回
の
浮
動
小
数
点
演
算
を
行
な
う

こ
と
。
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た
産
業
が
発
展
し
た
地
域
で
あ
る
。
一
宮
や

大
垣
地
域
は
、
特
に
明
治
時
代
以
降
大
き
く

栄
え
た
。
し
か
し
80
年
代
後
期
以
降
、
繊
維

産
業
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
生
産
拠
点
を
移
し
、

繊
維
業
そ
の
も
の
か
ら
撤
退
す
る
動
き
が
出

て
き
た
た
め
、
行
政
は
徐
々
に
こ
れ
ら
に
代

わ
る
産
業
を
模
索
し
始
め
た
。

そ
の
た
め
、
情
報
産
業
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
地
域
性
が
気
に
な
ら
な
い
都
会
的
な
産

業
と
し
て
救
世
主
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
だ

っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
通
し
て
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
地
域
性
が
問
題
に
な

ら
ず
、
都
会
の
企
業
も
地
方
の
企
業
も
同
じ

土
俵
で
争
え
る
。
確
か
に
そ
う
だ
。
そ
の
と

お
り
、
全
く
同
じ
土
俵
で
争
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
価
値
の
あ
る
も
の
を
作
っ
た
の
な

ら
、
そ
の
価
値
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
な
広
告

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
販
売
の
ス
キ
ル
を
持
た
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
潜
む
デ

ザ
イ
ン
ス
キ
ル
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る

人
は
周
辺
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
域

に
あ
る
リ
ソ
ー
ス
を
効
果
的
に
見
つ
け
出
し

て
整
理
し
、
新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
そ
し
て
、
そ
の
リ
ソ
ー

ス
を
大
事
に
保
護
し
育
て
上
げ
る
。
こ
れ
が

価
値
を
生
み
出
す
文
化
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
ス
キ
ル
で
あ
る
。
こ
ん
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
な
け
れ
ば
、
数
あ
る
中
規
模
地
方

都
市
か
ら
一
歩
抜
け
出
す
こ
と
は
不
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
の
づ
く
り
を
す
る
に
は
教
育
は
大
切

だ
。
70
年
代
に
岐
阜
の
県
立
大
学
の
設
置
に

つ
い
て
の
議
論
が
あ
り
、
そ
こ
で
工
科
大
学

の
設
置
が
希
望
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

の
こ
ろ
、
国
立
の
岐
阜
大
学
に
は
既
に
工
学

部
が
あ
り
、
ま
た
教
育
学
部
に
は
教
育
美
術

科
が
あ
っ
た
。
80
年
代
は
土
木
建
築
業
が
隆

盛
し
て
お
り
、
特
に
も
の
づ
く
り
の
学
校
を

必
要
と
す
る
意
見
は
出
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

90
年
代
の
初
め
に
、
当
時
の
梶
原
知
事
は

県
内
の
新
産
業
創
造
の
た
め
に
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
構
想
を
発
表
す
る
。
こ
の
時
期
は
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が

制
作
者
の
間
で
広
ま
り
始
め
た
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
3
次
元
で
表
示
で
き

る
シ
ス
テ
ム
環
境
は
、
個
人
で
利
用
で
き
る
よ

う
な
現
実
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
。

私
自
身
も
、
当
時
は
大
手
商
社
に
依
頼
し
て

大
規
模
3
次
元
表
示
シ
ス
テ
ム
で
作
品
を
制

作
し
て
い
た
。
す
で
に
東
京
大
学
工
学
部
で

は
、
現
在
の
コ
ン
テ
ン
ツ
科
学
領
域
と
呼
ば

れ
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
情
報
技

術
や
、
後
の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術
に

つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
の
関
係
者
は
、
後
に
工
学
系
の
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
世
界
に
影
響
を
与
え
、

I
A
M
A
S
の
設
立
に
も
関
わ
り
を
持
っ

た
。
映
像
系
技
術
を
ベ
ー
ス
と
し
た
美
術
表

現
の
世
界
は
、
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
か
ら
発
展
し

た
ビ
デ
オ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
登
場
や
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と

す
る
ア
メ
リ
カ
製
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
、

サ
イ
バ
ー
な
世
界
、
新
し
い
表
現
を
期
待
す

る
空
気
が
流
れ
て
い
た
。

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
表
現
を
行
な
う
た
め

に
必
要
だ
っ
た
メ
ガ
フ
ロ
ッ
プ
ス
（
※
2
）
の

処
理
速
度
は
、
現
在
で
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
達
成
で
き
る
が
、
当
時
の
そ
の

価
格
は
ゼ
ロ
が
8
個
つ
い
て
い
た
。
こ
の
頃
も

し
最
先
端
の
学
校
を
設
立
し
て
い
た
ら
、
ソ

フ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ク
ラ
ス
の
予
算
が
必

要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

●
I
A
M
A
S
の
設
立
へ
の
道

1
9
9
0
年
に
は
岐
阜
市
に
県
立
の
服

飾
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
が
構
想
さ

れ
、
1
9
9
2
年
に
は
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

委
員
会
が
発
足
す
る
。
そ
の
翌
年
に
は
、
産

業
誘
致
お
よ
び
新
産
業
構
築
の
た
め
の
人
材

確
保
と
し
て
県
立
の
大
学
設
置
が
計
画
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
提
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
学

部
と
大
学
院
に
よ
る
岐
阜
県
立
芸
術
工
科
大

学
構
想
や
先
端
情
報
科
学
専
門
学
校
な
ど
の

構
想
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

1
9
9
0
年
、
慶
應
義
塾
大
学
が
湘
南
藤

沢
キ
ャ
ン
バ
ス
（
S
F
C
）
を
開
設
す
る
が
、

こ
の
設
置
に
関
わ
っ
た
教
授
陣
が
、
県
と
の

関
係
か
ら
I
A
M
A
S
の
設
置
準
備
に
関
わ

る
こ
と
に
な
り
、
後
の
教
員
編
成
や
学
校
の

方
向
性
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

当
時
の
文
部
省
は
、
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
ま
だ
積
極
的
で
な

く
、
設
置
の
た
め
に
は
5
年
程
度
の
準
備
期

間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
1
9
9
6
年
の
ソ
フ

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て

I
A
M
A
S
を
開
校
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
準

備
期
間
は
3
年
し
か
な
か
っ
た
。
日
本
国
内

で
は
、
専
修
学
校
は
大
学
と
同
等
の
レ
ベ
ル

に
は
相
当
し
な
い
と
い
う
立
場
で
扱
わ
れ
て

い
た
。
各
領
域
の
専
門
家
の
意
見
か
ら
、
欧

州
型
の
エ
リ
ー
ト
養
成
校
は
む
し
ろ
、
大
学

で
は
な
く
国
立
の
専
門
学
校
が
そ
の
任
に
当

て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
卒
業
生
が
そ
の
国
の

産
業
界
や
行
政
の
中
心
に
巣
立
っ
て
行
く
の

が
通
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
学
院

ク
ラ
ス
と
し
て
の
専
修
学
校
の
設
立
を
要
望

し
た
。
ま
た
、
今
で
こ
そ
普
通
に
使
わ
れ
て

い
る
「
グ
ラ
デ
ュ
エ
イ
ト
・
ス
ク
ー
ル
」、
大

学
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
専
門
教
育
大
学

院
形
式
で
専
門
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
れ

ば
、
3
年
以
内
に
文
部
省
の
認
可
が
と
れ
る

と
判
断
し
設
置
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
時
の
担
当
者
に
よ
る
と
講
師
集
め
に
は

相
当
な
苦
労
を
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
岐
阜

に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
や
I
T
関
連
の
教
育

機
関
も
な
く
、
ま
た
、
I
A
M
A
S
は
大
学

で
も
な
か
っ
た
た
め
、
学
術
系
の
研
究
者
や

都
市
部
で
就
業
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
系
の
作

家
た
ち
は
、
専
任
の
講
師
と
な
る
こ
と
に
二

の
足
を
踏
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
結
果
的
に
、

よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
個
性
的
な
講

師
陣
を
そ
ろ
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
I
A
M
A
S
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
1
9
9
6
年
4
月
、
I
A
M
A
S

は
開
学
し
た
。

開
学
・
入
学
式
の
後
の
催
し
で
は
、
県
主

催
の
展
示
会
な
ど
を
引
き
受
け
て
い
る
地
元

の
企
画
会
社
の
企
画
に
よ
っ
て
、
ピ
ン
ク
と
シ

ロ
の
提
灯
を
つ
け
た
ど
て
焼
き
の
屋
台
コ
ー
ナ

ー
と
ハ
ッ
ピ
を
着
た
ご
年
配
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

と
と
も
に
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
都
市
部
か

ら
入
学
し
た
学
生
や
教
師
た
ち
は
初
め
て
こ

の
土
地
の
文
化
に
接
し
、
開
い
た
口
が
ふ
さ
が

ら
な
い
。「
な
ん
て
ハ
イ
テ
ク
で
お
し
ゃ
れ
な

懇
親
会
！
」
教
師
の
ひ
と
り
は
優
し
い
刺
を

む
き
出
し
に
感
想
を
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
1
期
生
は
卒
業
時
に
こ
の
こ
と
を
回

想
し
て
「
あ
の
と
き
や
め
よ
う
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
や
め
な
く
て
よ
か
っ
た
。
思
っ
た
よ

り
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
。
こ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
が
、
全
国
の
大
学
か
ら

新
し
い
分
野
の
開
拓
を
夢
見
て
、
様
々
な
学

部
領
域
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。

●
開
校
当
初
の
I
A
M
A
S
で
の
教
育

I
A
M
A
S
の
開
校
時
の
授
業
は
、
大
手

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
主
導
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
作
成
さ
れ
、
一
般
的
な
専
修
学
校
の
形
式

を
維
持
し
な
が
ら
、
新
し
い
情
報
技
術
関
連

の
授
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
開
校
以
前
か
ら
、
多
く
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
関
す
る
会
議
を
行
っ
て
い
た
が
、
当
時
、

注
目
を
集
め
始
め
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育

や
コ
ン
テ
ン
ツ
教
育
に
つ
い
て
は
初
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
た
め
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
と
い
う
感
じ
で
も
あ
っ
た
。

最
初
予
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容

は
、
ひ
と
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
課
題
を
2
ヶ
月

間
か
け
て
制
作
し
て
、
毎
週
4
時
間
程
度
の

授
業
で
8
週
間
か
け
て
行
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
ほ
か
に
同
じ
よ
う
な
進
行
の
授
業

が
5
つ
も
6
つ
も
あ
り
、
学
生
は
常
に
6
つ

か
ら
7
つ
の
課
題
を
同
時
進
行
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
ハ
ー
ド
な
内
容
で
あ
っ
た
。

通
常
の
講
義
系
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
多
く
の

講
義
を
受
け
て
も
頭
の
切
り
替
え
が
で
き
る

が
、
実
習
系
の
授
業
で
の
こ
の
タ
ス
ク
の
多

さ
は
と
て
も
身
が
持
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
学
生
た
ち
が
そ
ん
な
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
制
作
中
心
に
活
動
し
て
き
た
講

師
陣
た
ち
も
た
ち
ま
ち
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し

て
し
ま
う
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

現
在
の
学
生
の
生
活
環
境
は
「
ロ
フ
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ル
ー
ム
1
」
と
い
う
部
屋
が
学
生
の
生
活

環
境
と
し
て
割
当
て
ら
れ
、
30
台
ほ
ど
の
17

イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
にPow

er M
ac

が
整
備
さ

れ
て
い
た
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
2
」
で

は
今
は
な
きD

E
C

の
イ
ン
テ
ル
マ
シ
ン
が
同

じ
く
30
台
前
後
に
20
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
、
シ

リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
マ
シ
ンIndy

が
10
台
あ
っ
た
。
こ
こ
で
学
生
た
ち
は
、
1

日
24
時
間
制
作
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
、
い
つ
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
前
で
制
作
を
し
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

開学記念式典のようす

※
１　

オ
リ
ベ
ブ
ラ
ン
ド
／
岐
阜
県
出
身
の
茶
人
古
田
織

部
の
「
織
部
好
み
」
を
も
と
に
、
豊
か
な
資
源
や
技
術
、

伝
統
を
生
か
し
て
現
代
に
「
織
部
好
み
」
を
蘇
ら
せ
る
試

み
と
し
て
展
開
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

※
２　

メ
ガ
フ
ロ
ッ
プ
ス
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
速
度
単

位
。
1
秒
あ
た
り
百
万
回
の
浮
動
小
数
点
演
算
を
行
な
う

こ
と
。
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相
性
の
良
い
人
も
良
く
な
い
人
も
み
な
長
時

間
モ
ニ
タ
に
向
か
い
続
け
て
い
た
。

と
は
い
え
、
こ
こ
は
、
世
間
か
ら
隔
離
さ

れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
天
国
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
好

き
の
人
に
と
っ
て
は
楽
し
い
こ
と
こ
の
上
な

い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
に
ら
み
合
い
な
が
ら
、

た
だ
ひ
た
す
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
楽
し
さ
は

そ
れ
が
好
き
な
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
当
時
の
、
現
在
の
も
の
よ
り
遥

か
に
遅
い
マ
シ
ン
と
格
闘
す
れ
ば
、
あ
っ
と
い

う
間
に
朝
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
こ

ん
な
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
占
拠
さ
れ
た
自
給
自

足
的
な
陸
の
孤
島

̶

I
A
M
A
S

̶

は
、

他
の
人
が
立
ち
入
れ
な
い
オ
ー
ラ
を
近
隣
の

大
垣
の
町
内
に
放
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
校
舎
は
夜
中
も
灯
が
消
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
人
々
も
ま
た
校
舎
か

ら
出
る
こ
と
が
な
く
、
I
A
M
A
S
文
化
圏

は
こ
の
時
点
で
は
未
だ
敷
地
内
か
ら
出
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

●
I
A
M
A
S
の
授
業
の
特
色
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

授
業
「
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
」

I
A
M
A
S
で
は
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
成
果

を
出
す
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
授
業
が
多

い
が
、
中
で
も
、『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』
は
入

学
後
す
ぐ
に
ア
カ
デ
ミ
ー
と
大
学
院
合
同
で

行
う
、
通
過
儀
礼
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
型
の
授
業
で
、
非
常
に
I
A
M
A
S
ら
し

さ
を
持
っ
た
授
業
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
形
に
な
る
ま
で
、
授
業
名
や

方
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
2
0
0
2

年
あ
た
り
か
ら
現
在
の
形
に
落
ち
着
い

た
。
入
学
し
た
学
生
た
ち
は
、
互
い
の
異

な
る
活
動
領
域
で
成
り
立
つ
共
通
言
語
を

形
成
す
る
た
め
に
、
教
育
文
化
の
違
い
を

感
じ
な
が
ら
、
0
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

出
せ
る
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
を
こ
な
し
つ
つ
課

題
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
授

業
を
受
け
た
多
く
の
学
生
は
、
辛
い
授
業

だ
と
い
う
。
何
の
基
礎
知
識
も
な
い
領
域

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
体
験
を
す
で
に
実
社
会
で
経
験

し
て
き
た
学
生
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、

そ
う
い
う
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
あ
る
意
味
で

は
物
足
り
な
い
世
界
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

実
は
こ
の
授
業
は
、
開
学
直
後
の
ど
た
ば

た
の
授
業
計
画
か
ら
学
生
と
教
員
を
解
放
す

る
た
め
に
、「
完
全
に
自
由
な
1
週
間
」
と
し

て
企
画
さ
れ
た
『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー
ク
』
が

始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
企
画
は
内
容

が
変
更
さ
れ
つ
つ
、
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
だ

ん
だ
ん
と
『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』
の
名
称
に

落
ち
着
き
、『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー
ク
』
よ
り
授

業
色
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
っ
た
。

最
初
に
『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー
ク
』
が
企
画

さ
れ
た
の
は
1
9
9
7
年
秋
で
、『
1
週
間
、

好
き
な
授
業
を
自
分
た
ち
で
行
お
う
』
と
題

さ
れ
、
学
生
も
講
師
陣
も
勝
手
に
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。
講
師
た
ち
は
自
分
の

好
き
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
上
映
会
を
開
催
し
た

が
、
こ
れ
は
教
育
的
学
園
祭
と
い
う
感
じ
が

強
か
っ
た
。
1
9
9
8
年
に
は
、
春
に
『
モ

チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』、
秋
に
『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー

ク
』
が
行
わ
れ
た
、
現
在
の
『
モ
チ
ー
フ
ワ

ー
ク
』
の
基
礎
と
な
る
合
同
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1
9
9
9
年
か
ら
は
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
現
在
に
つ
な
が
る
形
式
）
と
し
て
『
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
』
が
入
学
す
ぐ
の
授
業
と
し

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
形
式
の
授

業
の
名
称
が
『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』
と
し
て

定
着
し
て
く
る
。

大
学
院
が
開
学
し
た
2
0
0
1
年
か
ら

は
、
大
学
院
と
ア
カ
デ
ミ
ー
合
同
で
1
回
、

別
々
で
1
回
と
計
2
回
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

基
本
的
に
、
大
学
院
と
ア
カ
デ
ミ
ー
各
々

1
名
ず
つ
の
教
員
が
担
当
し
、
企
画
を
制
作

し
実
施
す
る
。
こ
こ
で
、
私
が
担
当
し
た
、

2
0
0
2
年
に
実
施
し
た
例
を
紹
介
し
て
み

る
。『

モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
1

̶

情
報
リ
テ
ラ
シ

ー
2
0
0
2
』
は
、『
情
報
バ
リ
ア
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
私
と
ア
カ
デ
ミ
ー
古
堅
真
彦
助

教
授
が
担
当
し
た
。
授
業
の
期
間
は
5
日
間

で
、
1
年
生
を
5
人
ず
つ
10
組
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
以
下
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進

行
し
た
。

1
日
目
は
教
員
が
企
画
テ
ー
マ
『
情
報

バ
リ
ア
』
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

っ
た
。
当
然
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

な
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
か
ら
隔

離
さ
れ
た
時
、
人
は
ど
の
よ
う
な
手
段
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
現
在
で
は
日
常
的
に
行
わ
れ

て
い
る
、
隣
り
合
わ
せ
の
人
と
携
帯
メ
ー
ル

で
会
話
を
す
る
よ
う
な
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
実
際
に
試
す
こ
と
で
、
次
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
見
つ
け
出

せ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
提
案
を

学
生
た
ち
に
投
げ
掛
け
、
学
生
た
ち
に
初

対
面
の
自
己
紹
介
を
チ
ャ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
だ
け
で
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
い
、

『
情
報
バ
リ
ア
』
の
実
体
験
を
さ
せ
た
。

2
日
目
は
、
世
の
中
に
は
ど
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
存
在
す
る
の

か
、
ウ
ェ
ブ
上
で
調
査
で
き
る
範
囲
で
様
々

な
ツ
ー
ル
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拾
い
だ
し
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
さ
せ
た
。

3
日
目
は
ツ
ー
ル
体
験
と
し
て
、
以
下
の

ツ
ー
ル
か
ら
ひ
と
つ
選
び
出
し
、
そ
れ
を
使
っ

て
、
テ
ー
マ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
選
ん
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
た
。

ツ
ー
ル

チ
ャ
ッ
ト
／
手
話
／
メ
ー
ル
／
携
帯
電
話
／
お
絵
か
き

／
糸
電
話
／
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

テ
ー
マ

折
り
紙
の
作
り
方
／
植
物
の
形
象
伝
達
／
道
を
教
え

る
／
漢
字
の
書
き
方
／
レ
ゴ
の
作
り
方

4
日
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て
、

グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
。
世
の
中
に
足
り
て
い
な
い
も
の
を
例
示

し
、
そ
の
理
由
と
方
法
を
提
示
し
た
。

5
日
目
は
発
表
形
式
は
問
わ
ず
、
グ
ル
ー

プ
単
位
で
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
っ
た
。
架
空
の
デ
バ
イ
ス
や
、
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
設
定
し
た
上
で

考
え
ら
れ
た
ツ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
た
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
世
の
中
に
な
い
ツ
ー

ル
を
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
よ
う
に
紹
介
し
た
り
、

小
さ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
ツ
ー
ル
を
考
え
だ
し
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
し
た
。

●
I
A
M
A
S
の
卒
業
生
と
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
世
界
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
各
地
で
設
置
が

増
え
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
含
む
美
術

館
な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
教
育
機
関
に
お

い
て
、
I
A
M
A
S
の
卒
業
生
た
ち
は
そ
の

関
わ
り
を
定
着
さ
せ
て
い
る
。

2
0
0
0
年
、
東
京
藝
術
大
学
に
先
端
芸

術
研
究
科
が
設
置
さ
れ
、
卒
業
生
の
う
ち
の

数
名
が
助
手
と
な
る
。
ま
た
、
女
子
美
術
大

学
に
設
置
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
専
攻
科

で
も
同
様
に
、
数
名
が
助
手
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
の
各
地
で
情
報
芸
術
を
含
む
表
現
研

究
科
の
設
置
が
相
次
ぎ
、
卒
業
生
の
多
く
が

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
よ
う

に
な
る
。
武
蔵
野
美
術
大
、
多
摩
美
術
大
、

東
京
造
形
大
、
東
京
工
芸
大
、
女
子
美
術
大
、

名
古
屋
芸
大
、
名
古
屋
造
形
芸
術
大
、
成
安

造
形
大
、
大
阪
電
通
大
、
東
北
芸
工
大
、
九

州
大
学
、
京
都
造
形
芸
術
大
、
京
都
市
立
芸

術
大
、
東
海
大
な
ど
、
短
期
間
の
う
ち
に
多

く
の
学
校
の
助
手
や
講
師
の
職
に
就
い
て
い

る
。
I
A
M
A
S
の
学
生
は
技
術
的
な
ス
キ

ル
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
制
作
現
場
の
ス

キ
ル
の
中
で
情
報
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
作
ら
れ
た

学
校
で
あ
る
こ
と
の
利
点
と
し
て
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
新
し
い
研
究
科
の
立
ち
上
げ

期
に
は
、
こ
の
よ
う
に
特
定
の
分
野
に
特
化

し
た
卒
業
生
を
採
用
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

が
、
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
I
A
M
A
S
は
開
学
後

5
年
程
度
で
、
他
大
学
の
新
規
研
究
科
設
置

に
よ
る
採
用
に
合
致
し
た
学
生
た
ち
を
送
り

出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
同
じ
よ
う
に
他
の
大
学
に
お
い
て
も
あ
り

え
る
わ
け
で
あ
る
。
現
在
、
I
A
M
A
S
は

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
学
部
を
卒
業
し
た
学
生

を
有
し
て
い
る
分
だ
け
、
他
大
学
と
の
差
別

化
を
図
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
I
A
M
A
S

も
ま
た
、
新
し
い
研
究
領
域
を
常
に
発
展
さ

せ
る
使
命
を
担
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
大
学
院
開
学
前
の
I
A
M
A
S

̶

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
科
と
ア
ー
ト
ア
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科

高
校
卒
業
程
度
を
対
象
と
し
た
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
科
の
学
生
に
は
、
特
に

生
活
環
境
と
し
て
の
個
人
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
し
だ
い

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
マ
シ
ン
は
必
然
的
に
使

『モチーフワーク』でのグループワークのようす
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相
性
の
良
い
人
も
良
く
な
い
人
も
み
な
長
時

間
モ
ニ
タ
に
向
か
い
続
け
て
い
た
。

と
は
い
え
、
こ
こ
は
、
世
間
か
ら
隔
離
さ

れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
天
国
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
好

き
の
人
に
と
っ
て
は
楽
し
い
こ
と
こ
の
上
な

い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
に
ら
み
合
い
な
が
ら
、

た
だ
ひ
た
す
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
楽
し
さ
は

そ
れ
が
好
き
な
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
だ
ろ

う
が
、
そ
の
当
時
の
、
現
在
の
も
の
よ
り
遥

か
に
遅
い
マ
シ
ン
と
格
闘
す
れ
ば
、
あ
っ
と
い

う
間
に
朝
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
こ

ん
な
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
占
拠
さ
れ
た
自
給
自

足
的
な
陸
の
孤
島

̶

I
A
M
A
S

̶

は
、

他
の
人
が
立
ち
入
れ
な
い
オ
ー
ラ
を
近
隣
の

大
垣
の
町
内
に
放
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
校
舎
は
夜
中
も
灯
が
消
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
人
々
も
ま
た
校
舎
か

ら
出
る
こ
と
が
な
く
、
I
A
M
A
S
文
化
圏

は
こ
の
時
点
で
は
未
だ
敷
地
内
か
ら
出
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

●
I
A
M
A
S
の
授
業
の
特
色
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

授
業
「
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
」

I
A
M
A
S
で
は
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
成
果

を
出
す
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
授
業
が
多

い
が
、
中
で
も
、『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』
は
入

学
後
す
ぐ
に
ア
カ
デ
ミ
ー
と
大
学
院
合
同
で

行
う
、
通
過
儀
礼
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
型
の
授
業
で
、
非
常
に
I
A
M
A
S
ら
し

さ
を
持
っ
た
授
業
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
形
に
な
る
ま
で
、
授
業
名
や

方
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
2
0
0
2

年
あ
た
り
か
ら
現
在
の
形
に
落
ち
着
い

た
。
入
学
し
た
学
生
た
ち
は
、
互
い
の
異

な
る
活
動
領
域
で
成
り
立
つ
共
通
言
語
を

形
成
す
る
た
め
に
、
教
育
文
化
の
違
い
を

感
じ
な
が
ら
、
0
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

出
せ
る
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
を
こ
な
し
つ
つ
課

題
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
授

業
を
受
け
た
多
く
の
学
生
は
、
辛
い
授
業

だ
と
い
う
。
何
の
基
礎
知
識
も
な
い
領
域

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
体
験
を
す
で
に
実
社
会
で
経
験

し
て
き
た
学
生
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、

そ
う
い
う
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
あ
る
意
味
で

は
物
足
り
な
い
世
界
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

実
は
こ
の
授
業
は
、
開
学
直
後
の
ど
た
ば

た
の
授
業
計
画
か
ら
学
生
と
教
員
を
解
放
す

る
た
め
に
、「
完
全
に
自
由
な
1
週
間
」
と
し

て
企
画
さ
れ
た
『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー
ク
』
が

始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
企
画
は
内
容

が
変
更
さ
れ
つ
つ
、
ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
だ

ん
だ
ん
と
『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』
の
名
称
に

落
ち
着
き
、『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー
ク
』
よ
り
授

業
色
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
っ
た
。

最
初
に
『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー
ク
』
が
企
画

さ
れ
た
の
は
1
9
9
7
年
秋
で
、『
1
週
間
、

好
き
な
授
業
を
自
分
た
ち
で
行
お
う
』
と
題

さ
れ
、
学
生
も
講
師
陣
も
勝
手
に
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。
講
師
た
ち
は
自
分
の

好
き
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
上
映
会
を
開
催
し
た

が
、
こ
れ
は
教
育
的
学
園
祭
と
い
う
感
じ
が

強
か
っ
た
。
1
9
9
8
年
に
は
、
春
に
『
モ

チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』、
秋
に
『
イ
ア
マ
ス
ウ
ィ
ー

ク
』
が
行
わ
れ
た
、
現
在
の
『
モ
チ
ー
フ
ワ

ー
ク
』
の
基
礎
と
な
る
合
同
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1
9
9
9
年
か
ら
は
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
現
在
に
つ
な
が
る
形
式
）
と
し
て
『
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
』
が
入
学
す
ぐ
の
授
業
と
し

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
形
式
の
授

業
の
名
称
が
『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』
と
し
て

定
着
し
て
く
る
。

大
学
院
が
開
学
し
た
2
0
0
1
年
か
ら

は
、
大
学
院
と
ア
カ
デ
ミ
ー
合
同
で
1
回
、

別
々
で
1
回
と
計
2
回
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

基
本
的
に
、
大
学
院
と
ア
カ
デ
ミ
ー
各
々

1
名
ず
つ
の
教
員
が
担
当
し
、
企
画
を
制
作

し
実
施
す
る
。
こ
こ
で
、
私
が
担
当
し
た
、

2
0
0
2
年
に
実
施
し
た
例
を
紹
介
し
て
み

る
。『

モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
1

̶

情
報
リ
テ
ラ
シ

ー
2
0
0
2
』
は
、『
情
報
バ
リ
ア
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
私
と
ア
カ
デ
ミ
ー
古
堅
真
彦
助

教
授
が
担
当
し
た
。
授
業
の
期
間
は
5
日
間

で
、
1
年
生
を
5
人
ず
つ
10
組
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
以
下
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進

行
し
た
。

1
日
目
は
教
員
が
企
画
テ
ー
マ
『
情
報

バ
リ
ア
』
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な

っ
た
。
当
然
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

な
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
か
ら
隔

離
さ
れ
た
時
、
人
は
ど
の
よ
う
な
手
段
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
現
在
で
は
日
常
的
に
行
わ
れ

て
い
る
、
隣
り
合
わ
せ
の
人
と
携
帯
メ
ー
ル

で
会
話
を
す
る
よ
う
な
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
実
際
に
試
す
こ
と
で
、
次
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
見
つ
け
出

せ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
提
案
を

学
生
た
ち
に
投
げ
掛
け
、
学
生
た
ち
に
初

対
面
の
自
己
紹
介
を
チ
ャ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
だ
け
で
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
い
、

『
情
報
バ
リ
ア
』
の
実
体
験
を
さ
せ
た
。

2
日
目
は
、
世
の
中
に
は
ど
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
存
在
す
る
の

か
、
ウ
ェ
ブ
上
で
調
査
で
き
る
範
囲
で
様
々

な
ツ
ー
ル
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拾
い
だ
し
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
さ
せ
た
。

3
日
目
は
ツ
ー
ル
体
験
と
し
て
、
以
下
の

ツ
ー
ル
か
ら
ひ
と
つ
選
び
出
し
、
そ
れ
を
使
っ

て
、
テ
ー
マ
の
中
か
ら
ひ
と
つ
選
ん
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
た
。

ツ
ー
ル

チ
ャ
ッ
ト
／
手
話
／
メ
ー
ル
／
携
帯
電
話
／
お
絵
か
き

／
糸
電
話
／
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

テ
ー
マ

折
り
紙
の
作
り
方
／
植
物
の
形
象
伝
達
／
道
を
教
え

る
／
漢
字
の
書
き
方
／
レ
ゴ
の
作
り
方

4
日
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て
、

グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
っ

た
。
世
の
中
に
足
り
て
い
な
い
も
の
を
例
示

し
、
そ
の
理
由
と
方
法
を
提
示
し
た
。

5
日
目
は
発
表
形
式
は
問
わ
ず
、
グ
ル
ー

プ
単
位
で
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
っ
た
。
架
空
の
デ
バ
イ
ス
や
、
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
設
定
し
た
上
で

考
え
ら
れ
た
ツ
ー
ル
が
発
表
さ
れ
た
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
世
の
中
に
な
い
ツ
ー

ル
を
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
よ
う
に
紹
介
し
た
り
、

小
さ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
ツ
ー
ル
を
考
え
だ
し
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
し
た
。

●
I
A
M
A
S
の
卒
業
生
と
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
世
界
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
各
地
で
設
置
が

増
え
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
含
む
美
術

館
な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
教
育
機
関
に
お

い
て
、
I
A
M
A
S
の
卒
業
生
た
ち
は
そ
の

関
わ
り
を
定
着
さ
せ
て
い
る
。

2
0
0
0
年
、
東
京
藝
術
大
学
に
先
端
芸

術
研
究
科
が
設
置
さ
れ
、
卒
業
生
の
う
ち
の

数
名
が
助
手
と
な
る
。
ま
た
、
女
子
美
術
大

学
に
設
置
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
専
攻
科

で
も
同
様
に
、
数
名
が
助
手
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
の
各
地
で
情
報
芸
術
を
含
む
表
現
研

究
科
の
設
置
が
相
次
ぎ
、
卒
業
生
の
多
く
が

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
よ
う

に
な
る
。
武
蔵
野
美
術
大
、
多
摩
美
術
大
、

東
京
造
形
大
、
東
京
工
芸
大
、
女
子
美
術
大
、

名
古
屋
芸
大
、
名
古
屋
造
形
芸
術
大
、
成
安

造
形
大
、
大
阪
電
通
大
、
東
北
芸
工
大
、
九

州
大
学
、
京
都
造
形
芸
術
大
、
京
都
市
立
芸

術
大
、
東
海
大
な
ど
、
短
期
間
の
う
ち
に
多

く
の
学
校
の
助
手
や
講
師
の
職
に
就
い
て
い

る
。
I
A
M
A
S
の
学
生
は
技
術
的
な
ス
キ

ル
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
制
作
現
場
の
ス

キ
ル
の
中
で
情
報
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
作
ら
れ
た

学
校
で
あ
る
こ
と
の
利
点
と
し
て
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
新
し
い
研
究
科
の
立
ち
上
げ

期
に
は
、
こ
の
よ
う
に
特
定
の
分
野
に
特
化

し
た
卒
業
生
を
採
用
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る

が
、
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
I
A
M
A
S
は
開
学
後

5
年
程
度
で
、
他
大
学
の
新
規
研
究
科
設
置

に
よ
る
採
用
に
合
致
し
た
学
生
た
ち
を
送
り

出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
同
じ
よ
う
に
他
の
大
学
に
お
い
て
も
あ
り

え
る
わ
け
で
あ
る
。
現
在
、
I
A
M
A
S
は

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
学
部
を
卒
業
し
た
学
生

を
有
し
て
い
る
分
だ
け
、
他
大
学
と
の
差
別

化
を
図
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
I
A
M
A
S

も
ま
た
、
新
し
い
研
究
領
域
を
常
に
発
展
さ

せ
る
使
命
を
担
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
大
学
院
開
学
前
の
I
A
M
A
S

̶

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
科
と
ア
ー
ト
ア
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科

高
校
卒
業
程
度
を
対
象
と
し
た
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
科
の
学
生
に
は
、
特
に

生
活
環
境
と
し
て
の
個
人
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
し
だ
い

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
マ
シ
ン
は
必
然
的
に
使

『モチーフワーク』でのグループワークのようす
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う
個
人
が
特
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
ア
ー

ト
ア
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科
の
学
生
の
た
め

の
生
活
環
境
は
、
6
つ
の
ゼ
ミ
室
に
分
け
ら

れ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。

学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
と
研
究
内
容
に

よ
っ
て
、
各
ゼ
ミ
室
を
居
室
と
し
て
制
作
を

行
っ
た
。
開
学
当
初
は
そ
の
名
前
の
通
り
、

ラ
ボ
科
は
大
学
院
ク
ラ
ス
で
研
究
色
が
強

く
、
常
駐
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
そ
こ
で
自
由
な

開
発
や
制
作
が
行
え
る
よ
う
に
ゼ
ミ
室
が
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
ス
タ
ジ
オ

科
は
高
校
を
卒
業
し
て
実
践
的
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
ぶ
と
こ
ろ
と
し
て
、
授
業
の
時
間
に

重
点
的
に
同
じ
環
境
で
学
べ
る
よ
う
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
た
く
さ
ん
あ
る
部
屋
で
授
業

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か
し
現
実
に

は
、
ス
タ
ジ
オ
科
の
中
で
大
学
卒
業
者
の
占

め
る
率
が
高
く
な
り
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う

な
使
用
環
境
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
与
え
る
必

要
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
数
年
後
に
は
、

個
人
の
能
力
や
特
性
に
合
わ
せ
て
、
学
生
た

ち
は
流
動
的
に
ゼ
ミ
室
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

各
ゼ
ミ
室
の
担
当
教
員
は
、
変
更
も
あ
っ

た
が
代
表
的
な
構
成
と
し
て
以
下
の
よ
う
な

講
師
陣
の
配
置
と
な
っ
て
い
た
。

S
1

担
当
は
三
輪
、

小
田
、

鈴
木
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン

テ
ン
ツ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
ポ
ー
ジ
ン
グ
。

S
2

担
当
は
高
桑
・
前
田
・
布
山
／
C
G
コ
ン
テ
ン
ツ
お
よ

び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

研
究
。

S
3

担
当
は
永
原
、
吉
田
、
山
元
／
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、

展

示
計
画
な
ど
。

S
4

担
当
は
関
口
、

平
林
、

小
林

（
孝
）

／
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

V
R
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
の
研

究
。

S
5

担
当
は
赤
松
、

平
野
、

神
成
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

イ
メ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
研
究
。

S
6

担
当
は
五
十
嵐
、

エ
リ
ッ
ク
、

ク
リ
ス
タ
、

ロ
ラ

ン
、

入
江
／
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

制
作
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。

第
1
期
生
か
ら
4
期
生
ま
で
は
、
こ
の
ゼ

ミ
室
を
中
心
と
し
た
体
制
が
続
い
て
、
様
々

な
領
域
の
学
生
た
ち
が
寄
り
合
い
所
帯
的
に

居
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
を
生
み
出
し
て
行
く
と
い
う
、
極
め
て

第
1
期
I
A
M
A
S
ら
し
い
特
徴
が
形
成
さ

れ
た
。

こ
れ
ら
の
ゼ
ミ
制
の
特
徴
は
、
特
に
分
野

を
特
定
す
る
こ
と
な
く
、
担
当
教
官
の
資

質
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
各
ゼ
ミ
に
は
、
か
な
ら
ず
表
現
制
作
系

の
教
員
と
情
報
工
学
系
の
教
員
が
配
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
I
A
M
A
S
的
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ゼ
ミ
内
で
は
、
ま
ず
教

官
の
間
で
表
現
系
の
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
、

工
学
系
の
教
員
と
内
容
の
吟
味
や
駆
け
引
き

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
や
り
取
り
か
ら
学
生

が
新
し
い
領
域
の
問
題
点
を
吸
収
す
る
と
い

う
状
況
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
学
生
で
あ
り

な
が
ら
、
教
員
以
上
の
専
門
領
域
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
も
多
く
い
た
た
め
、
彼
ら
が
主
導

す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。

と
に
も
か
く
に
も
、
学
生
た
ち
は
た
く
さ

ん
の
研
究
成
果
や
作
品
群
を
作
り
出
し
、
先

端
的
な
も
の
も
数
多
く
生
ま
れ
た
。
2
年
と

い
う
期
間
は
、
何
か
を
作
り
出
す
期
間
と
し

て
は
十
分
で
は
あ
る
が
、
作
り
出
さ
れ
た
何

か

̶

そ
の
素
敵
な
も
の
が
何
も
の
な
の
か
、

ど
こ
に
属
し
て
、
何
が
提
供
さ
れ
て
、
ど
の

よ
う
な
問
題
提
起
を
す
る
の
か
、
な
ど
、
学

術
的
継
続
性
を
生
み
出
す
ま
で
に
は
足
り
な

い
期
間
で
も
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
領
域
に
橋
を
架
け

て
は
み
た
が
、
ま
た
そ
の
橋
を
使
お
う
と
し

な
か
っ
た
し
、
ど
ん
な
風
に
橋
を
使
っ
た
か
を

記
録
し
な
か
っ
た
し
、
ど
こ
に
橋
を
作
っ
た
か

地
図
に
記
す
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
。
橋
を

渡
る
時
に
ど
ん
な
経
験
を
し
た
の
か
を
覚
え

て
い
る
が
、
橋
は
ど
ん
な
色
だ
っ
た
か
も
覚

え
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
、
自
分
自
身
が
や

っ
て
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
組
織
が
な
か
っ

た
。
そ
の
環
境
こ
そ
が
文
化
な
は
ず
だ
が
、

そ
れ
が
な
い
こ
と
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
な
か

な
か
、
こ
こ
に
文
化
を
創
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
は
妹
島
和
世
と
西

沢
立
衛
の
設
計
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
、

3
次
曲
面
構
造
の
屋
根
を
も
つ
建
物
で
、

1
9
9
7
年
10
月
に
竣
工
し
た
。
3
つ
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
と
サ
ロ
ン
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
用
の
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

持
つ
。
屋
根
へ
は
校
庭
か
ら
地
続
き
に
上
る

こ
と
が
で
き
、
屋
根
に
も
入
り
口
を
も
つ
。

日
本
建
築
学
会
賞
も
受
け
た
こ
の
建
物
は
、

開
校
前
か
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
数
回
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

は
じ
め
は
校
庭
か
ら
地
続
き
の
プ
ラ
ン
が
重

視
さ
れ
、
校
庭
の
芝
が
そ
の
ま
ま
屋
根
へ
と

つ
な
が
っ
て
、
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
は
現
在
の
端
型

で
は
な
く
円
形
で
円
柱
が
地
面
か
ら
立
ち
上

が
る
形
態
で
あ
っ
た
。
次
の
プ
ラ
ン
で
現
在

の
も
の
と
ほ
ぼ
同
形
と
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の

進
入
が
可
能
な
南
北
を
貫
通
す
る
1
0
0
メ

ー
ト
ル
弱
の
光
庭
と
、
8
つ
の
小
さ
な
光
庭

が
点
在
し
て
い
た
。
建
築
家
が
目
指
し
て
い

た
の
は
外
部
と
内
部
の
無
意
識
の
浸
透
の
構

造
的
表
現
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
そ
れ

ら
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。
建
築
は
動
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
不
可
侵
の
領
域
で
あ
る
一
方

で
、
使
用
者
に
よ
っ
て
発
展
的
に
変
化
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
も
の
だ
。
大
ホ
ー
ル
で
も
あ

る
、
多
目
的
な
利
用
が
可
能
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
サ
ウ
ン
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
身
体
を
使
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ス
タ
ジ
オ

と
し
て
活
用
し
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
制
作

作
業
の
た
め
の
取
り
回
し
の
良
さ
か
ら
、
現

在
は
木
工
室
な
ど
作
業
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

●
大
学
院
大
学
の
設
置
へ

大
学
院
設
置
の

構
想
が

出
さ
れ
た

2
0
0
0
年
当
時
は
、
現
在
ほ
ど
、
制
度

的
に
大
学
院
の
設
置
作
業
は
楽
で
は
な
か
っ

た
。
当
時
の
風
潮
と
し
て
、
大
学
院
は
研
究

者
養
成
所
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
場
所
と
認

知
さ
れ
て
い
た
し
、
当
時
の
文
部
省
も
、
大

学
院
と
い
う
も
の
は
博
士
課
程
へ
つ
な
が
る

場
所
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
制
度
的
に
も
、

数
年
後
の
専
門
大
学
院
に
見
ら
れ
る
「
専
門

職
業
人
養
成
学
校
」
と
認
知
す
る
よ
う
な
風

潮
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

大
学
院
設
置
は
瞬
く
間
に
計
画
が
進
ん

で
い
っ
た
。
専
門
大
学
院
の
設
置
要
請
は
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
系
の
教
育
機
関
の
要

望
に
よ
る
部
分
も
強
か
っ
た
が
、
実
は
、

I
A
M
A
S
の
教
育
機
関
と
し
て
の
成
功
が

そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
I
A
M
A
S
は
、

現
場
に
強
い
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
特
化
し

た
職
業
人
を
育
て
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、

覚
悟
を
決
め
て
仕
事
を
辞
め
て
入
学
す
る

よ
う
な
学
生
た
ち
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、
国

内
の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
デ
ィ
ア
系
学
科
設

置
を
進
め
て
い
く
現
状
を
見
て
、
そ
の
役
割

を
よ
り
発
展
さ
せ
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い

た
。
よ
り
学
術
的
な
環
境
と
接
触
で
き
る
環

境
を
構
築
し
、
工
学
的
な
関
わ
り
も
深
め
て

行
け
る
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
管
轄
下
に
入

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
新
た

な
問
題
も
出
て
き
た
。
研
究
者
が
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ン
ツ
の
領
域
で
、
そ
の
制
作
に
対
し
て

評
価
さ
れ
る
活
動
を
し
て
い
て
も
、
当
時
、

文
科
省
に
お
い
て
学
術
的
な
評
価
を
さ
れ
る

と
い
う
保
証
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
設
置

許
可
の
不
受
理
を
さ
け
る
た
め
、
大
学
院
設

置
申
請
を
す
る
際
に
、
講
師
陣
の
表
現
活
動

実
績
よ
り
学
術
的
経
歴
を
重
視
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
師
陣
を

分
断
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
2

つ
の
I
A
M
A
S
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

●
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
っ
て
…
?

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が
公
式
な
教
育
現
場
に

科
目
と
し
て
出
て
き
た
の
は
2
0
0
0
年
以

降
で
あ
る
。
大
学
設
置
の
領
域
と
し
て
は
デ

ザ
イ
ン
領
域
に
属
し
、
情
報
分
野
や
そ
の
中

に
含
ま
れ
る
、
C
G
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
領

域
以
前
か
ら
教
育
分
野
と
し
て
そ
の
名
称
は

あ
っ
た
が
、
情
報
技
術
に
よ
る
教
育
イ
ン
フ

ラ
の
一
環
と
し
て
の
印
象
し
か
与
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト

や
映
像
、
イ
メ
ー
ジ
を
扱
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

環
境
で
の
制
作
や
そ
の
た
め
の
教
育
を
指
し

て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
と
呼
ば
れ
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ラ

『モチーフワーク』でのグループワークのようす
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う
個
人
が
特
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
ア
ー

ト
ア
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
科
の
学
生
の
た
め

の
生
活
環
境
は
、
6
つ
の
ゼ
ミ
室
に
分
け
ら

れ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。

学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
と
研
究
内
容
に

よ
っ
て
、
各
ゼ
ミ
室
を
居
室
と
し
て
制
作
を

行
っ
た
。
開
学
当
初
は
そ
の
名
前
の
通
り
、

ラ
ボ
科
は
大
学
院
ク
ラ
ス
で
研
究
色
が
強

く
、
常
駐
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
そ
こ
で
自
由
な

開
発
や
制
作
が
行
え
る
よ
う
に
ゼ
ミ
室
が
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
ス
タ
ジ
オ

科
は
高
校
を
卒
業
し
て
実
践
的
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
ぶ
と
こ
ろ
と
し
て
、
授
業
の
時
間
に

重
点
的
に
同
じ
環
境
で
学
べ
る
よ
う
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
た
く
さ
ん
あ
る
部
屋
で
授
業

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か
し
現
実
に

は
、
ス
タ
ジ
オ
科
の
中
で
大
学
卒
業
者
の
占

め
る
率
が
高
く
な
り
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う

な
使
用
環
境
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
与
え
る
必

要
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
数
年
後
に
は
、

個
人
の
能
力
や
特
性
に
合
わ
せ
て
、
学
生
た

ち
は
流
動
的
に
ゼ
ミ
室
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

各
ゼ
ミ
室
の
担
当
教
員
は
、
変
更
も
あ
っ

た
が
代
表
的
な
構
成
と
し
て
以
下
の
よ
う
な

講
師
陣
の
配
置
と
な
っ
て
い
た
。

S
1

担
当
は
三
輪
、

小
田
、

鈴
木
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン

テ
ン
ツ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
ポ
ー
ジ
ン
グ
。

S
2

担
当
は
高
桑
・
前
田
・
布
山
／
C
G
コ
ン
テ
ン
ツ
お
よ

び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

研
究
。

S
3

担
当
は
永
原
、
吉
田
、
山
元
／
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、

展

示
計
画
な
ど
。

S
4

担
当
は
関
口
、

平
林
、

小
林

（
孝
）

／
メ
デ
ィ
ア

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

V
R
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
の
研

究
。

S
5

担
当
は
赤
松
、

平
野
、

神
成
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

イ
メ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
研
究
。

S
6

担
当
は
五
十
嵐
、

エ
リ
ッ
ク
、

ク
リ
ス
タ
、

ロ
ラ

ン
、

入
江
／
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

制
作
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。

第
1
期
生
か
ら
4
期
生
ま
で
は
、
こ
の
ゼ

ミ
室
を
中
心
と
し
た
体
制
が
続
い
て
、
様
々

な
領
域
の
学
生
た
ち
が
寄
り
合
い
所
帯
的
に

居
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
を
生
み
出
し
て
行
く
と
い
う
、
極
め
て

第
1
期
I
A
M
A
S
ら
し
い
特
徴
が
形
成
さ

れ
た
。

こ
れ
ら
の
ゼ
ミ
制
の
特
徴
は
、
特
に
分
野

を
特
定
す
る
こ
と
な
く
、
担
当
教
官
の
資

質
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
各
ゼ
ミ
に
は
、
か
な
ら
ず
表
現
制
作
系

の
教
員
と
情
報
工
学
系
の
教
員
が
配
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
I
A
M
A
S
的
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ゼ
ミ
内
で
は
、
ま
ず
教

官
の
間
で
表
現
系
の
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
、

工
学
系
の
教
員
と
内
容
の
吟
味
や
駆
け
引
き

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
や
り
取
り
か
ら
学
生

が
新
し
い
領
域
の
問
題
点
を
吸
収
す
る
と
い

う
状
況
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
学
生
で
あ
り

な
が
ら
、
教
員
以
上
の
専
門
領
域
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
も
多
く
い
た
た
め
、
彼
ら
が
主
導

す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。

と
に
も
か
く
に
も
、
学
生
た
ち
は
た
く
さ

ん
の
研
究
成
果
や
作
品
群
を
作
り
出
し
、
先

端
的
な
も
の
も
数
多
く
生
ま
れ
た
。
2
年
と

い
う
期
間
は
、
何
か
を
作
り
出
す
期
間
と
し

て
は
十
分
で
は
あ
る
が
、
作
り
出
さ
れ
た
何

か

̶

そ
の
素
敵
な
も
の
が
何
も
の
な
の
か
、

ど
こ
に
属
し
て
、
何
が
提
供
さ
れ
て
、
ど
の

よ
う
な
問
題
提
起
を
す
る
の
か
、
な
ど
、
学

術
的
継
続
性
を
生
み
出
す
ま
で
に
は
足
り
な

い
期
間
で
も
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
領
域
に
橋
を
架
け

て
は
み
た
が
、
ま
た
そ
の
橋
を
使
お
う
と
し

な
か
っ
た
し
、
ど
ん
な
風
に
橋
を
使
っ
た
か
を

記
録
し
な
か
っ
た
し
、
ど
こ
に
橋
を
作
っ
た
か

地
図
に
記
す
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
。
橋
を

渡
る
時
に
ど
ん
な
経
験
を
し
た
の
か
を
覚
え

て
い
る
が
、
橋
は
ど
ん
な
色
だ
っ
た
か
も
覚

え
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
、
自
分
自
身
が
や

っ
て
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
組
織
が
な
か
っ

た
。
そ
の
環
境
こ
そ
が
文
化
な
は
ず
だ
が
、

そ
れ
が
な
い
こ
と
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
な
か

な
か
、
こ
こ
に
文
化
を
創
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

●
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
は
妹
島
和
世
と
西

沢
立
衛
の
設
計
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
、

3
次
曲
面
構
造
の
屋
根
を
も
つ
建
物
で
、

1
9
9
7
年
10
月
に
竣
工
し
た
。
3
つ
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
と
サ
ロ
ン
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
用
の
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

持
つ
。
屋
根
へ
は
校
庭
か
ら
地
続
き
に
上
る

こ
と
が
で
き
、
屋
根
に
も
入
り
口
を
も
つ
。

日
本
建
築
学
会
賞
も
受
け
た
こ
の
建
物
は
、

開
校
前
か
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
数
回
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

は
じ
め
は
校
庭
か
ら
地
続
き
の
プ
ラ
ン
が
重

視
さ
れ
、
校
庭
の
芝
が
そ
の
ま
ま
屋
根
へ
と

つ
な
が
っ
て
、
ジ
オ
メ
ト
リ
ー
は
現
在
の
端
型

で
は
な
く
円
形
で
円
柱
が
地
面
か
ら
立
ち
上

が
る
形
態
で
あ
っ
た
。
次
の
プ
ラ
ン
で
現
在

の
も
の
と
ほ
ぼ
同
形
と
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の

進
入
が
可
能
な
南
北
を
貫
通
す
る
1
0
0
メ

ー
ト
ル
弱
の
光
庭
と
、
8
つ
の
小
さ
な
光
庭

が
点
在
し
て
い
た
。
建
築
家
が
目
指
し
て
い

た
の
は
外
部
と
内
部
の
無
意
識
の
浸
透
の
構

造
的
表
現
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
そ
れ

ら
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。
建
築
は
動
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
不
可
侵
の
領
域
で
あ
る
一
方

で
、
使
用
者
に
よ
っ
て
発
展
的
に
変
化
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
も
の
だ
。
大
ホ
ー
ル
で
も
あ

る
、
多
目
的
な
利
用
が
可
能
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
サ
ウ
ン
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
身
体
を
使
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ス
タ
ジ
オ

と
し
て
活
用
し
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
制
作

作
業
の
た
め
の
取
り
回
し
の
良
さ
か
ら
、
現

在
は
木
工
室
な
ど
作
業
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

●
大
学
院
大
学
の
設
置
へ

大
学
院
設
置
の

構
想
が

出
さ
れ
た

2
0
0
0
年
当
時
は
、
現
在
ほ
ど
、
制
度

的
に
大
学
院
の
設
置
作
業
は
楽
で
は
な
か
っ

た
。
当
時
の
風
潮
と
し
て
、
大
学
院
は
研
究

者
養
成
所
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
場
所
と
認

知
さ
れ
て
い
た
し
、
当
時
の
文
部
省
も
、
大

学
院
と
い
う
も
の
は
博
士
課
程
へ
つ
な
が
る

場
所
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
制
度
的
に
も
、

数
年
後
の
専
門
大
学
院
に
見
ら
れ
る
「
専
門

職
業
人
養
成
学
校
」
と
認
知
す
る
よ
う
な
風

潮
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

大
学
院
設
置
は
瞬
く
間
に
計
画
が
進
ん

で
い
っ
た
。
専
門
大
学
院
の
設
置
要
請
は
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
系
の
教
育
機
関
の
要

望
に
よ
る
部
分
も
強
か
っ
た
が
、
実
は
、

I
A
M
A
S
の
教
育
機
関
と
し
て
の
成
功
が

そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
I
A
M
A
S
は
、

現
場
に
強
い
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
特
化
し

た
職
業
人
を
育
て
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、

覚
悟
を
決
め
て
仕
事
を
辞
め
て
入
学
す
る

よ
う
な
学
生
た
ち
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、
国

内
の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
メ
デ
ィ
ア
系
学
科
設

置
を
進
め
て
い
く
現
状
を
見
て
、
そ
の
役
割

を
よ
り
発
展
さ
せ
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い

た
。
よ
り
学
術
的
な
環
境
と
接
触
で
き
る
環

境
を
構
築
し
、
工
学
的
な
関
わ
り
も
深
め
て

行
け
る
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
管
轄
下
に
入

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
新
た

な
問
題
も
出
て
き
た
。
研
究
者
が
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ン
ツ
の
領
域
で
、
そ
の
制
作
に
対
し
て

評
価
さ
れ
る
活
動
を
し
て
い
て
も
、
当
時
、

文
科
省
に
お
い
て
学
術
的
な
評
価
を
さ
れ
る

と
い
う
保
証
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
設
置

許
可
の
不
受
理
を
さ
け
る
た
め
、
大
学
院
設

置
申
請
を
す
る
際
に
、
講
師
陣
の
表
現
活
動

実
績
よ
り
学
術
的
経
歴
を
重
視
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
師
陣
を

分
断
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
2

つ
の
I
A
M
A
S
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

●
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教
育
っ
て
…
?

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
が
公
式
な
教
育
現
場
に

科
目
と
し
て
出
て
き
た
の
は
2
0
0
0
年
以

降
で
あ
る
。
大
学
設
置
の
領
域
と
し
て
は
デ

ザ
イ
ン
領
域
に
属
し
、
情
報
分
野
や
そ
の
中

に
含
ま
れ
る
、
C
G
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
領

域
以
前
か
ら
教
育
分
野
と
し
て
そ
の
名
称
は

あ
っ
た
が
、
情
報
技
術
に
よ
る
教
育
イ
ン
フ

ラ
の
一
環
と
し
て
の
印
象
し
か
与
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト

や
映
像
、
イ
メ
ー
ジ
を
扱
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

環
境
で
の
制
作
や
そ
の
た
め
の
教
育
を
指
し

て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
と
呼
ば
れ
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ラ

『モチーフワーク』でのグループワークのようす
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ク
シ
ョ
ン
や
空
間
性
を
持
つ
作
品
を
、
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
語

源
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
ア
ー
ト

に
対
す
る
願
望
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
芸
術
」

の
領
域
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
デ
ィ
ア
が
導
入
さ

れ
る
と
い
う
願
望
だ
。
一
方
、
道
具
と
し
て

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
デ

ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
で

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
よ
り
も
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
て
、
そ
の
領
域
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
逸
脱
し
た
作
品
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
領

域
は
境
界
線
が
曖
昧
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ア
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
か
ら
派
生
し
た
領
域

の
他
に
、
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
な
が
り

や
社
会
モ
デ
ル
を
メ
デ
ィ
ア
に
置
き
換
え
る

作
業
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
表
現
領
域
で
あ

る
。
ま
た
、
情
報
学
的
な
見
地
か
ら
み
れ
ば
、

世
界
と
い
う
強
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
何

を
ど
の
よ
う
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
か
と
い

う
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
実
世

界
に
置
け
る
対
象
を
モ
チ
ー
フ
に
人
の
行
動

や
行
為
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
も
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
の
領
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
す
る
知
識
の
取
得

や
そ
の
応
用
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ま
ず
特
定

し
た
専
門
分
野
か
ら
の
対
象
物
に
対
す
る
深

く
掘
り
下
げ
た
見
解
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
様
々
な
研
究
領
域
か

ら
新
し
い
研
究
領
域
を
構
築
す
る
た
め
の
基

礎
的
な
考
え
る
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
先
に
紹
介
し
た
『
モ
チ
ー
フ

ワ
ー
ク
』
の
課
題
で
は
、
社
会
モ
デ
ル
を
探

す
た
め
に
、
大
垣
市
内
を
テ
ー
マ
と
し
た
課

題
を
出
す
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
大
垣
は
、
研

究
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
時
に
、
一
地
方
都

市
と
し
て
現
在
の
日
本
の
特
徴
を
こ
の
上
な

く
表
し
て
い
る
。
学
生
は
淡
々
と
ス
キ
ル
を

こ
な
し
な
が
ら
、
美
的
に
街
の
断
片
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
に
構
築
す
る
。
美
し
い
と
こ
ろ

を
切
り
取
っ
て
も
汚
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
け
を

切
り
取
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
再
構
成

し
て
い
く
と
、
や
は
り
美
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ
、

こ
の
美
し
さ
を
仮
想
の
世
界
や
表
現
の
世
界

だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
実
世
界
に
還

元
し
て
ゆ
く
手
法
を
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教

育
に
よ
っ
て
開
拓
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
外
国
の
都
市
計
画
研
究
者
は
「
日
本

の
建
築
は
す
ば
ら
し
い
」と
い
う
。
同
時
に「
日

本
の
街
は
汚
く
て
醜
い
」
と
も
言
う
。
同
じ

価
値
観
を
共
有
し
た
上
で
「
美
し
さ
」
を
追

及
し
な
け
れ
ば
、
美
し
い
町
も
美
し
い
文
化

も
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
我
々
は
、
何
か
協
調
す
べ
き

も
の
を
決
定
し
て
か
ら
文
化
を
形
成
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
本
来
、
生
活
の
中
か
ら
無
意

識
の
様
式
が
作
ら
れ
、
文
化
は
生
み
出
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
積
極

的
に
文
化
を
生
み
出
し
て
行
こ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
文
化
全
体
を
意
識

し
て
、
活
動
を
行
な
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
美
し
い
文
化
圏
を

生
み
出
し
て
行
く
の
だ
か
ら
。

I
A
M
A
S
の
文
化
圏
は
世
界
に
点
在

し
て
い
る
が
岐
阜
で
は
ま
だ
進
行
形
だ
。
私

た
ち
は
こ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
信
念
に
従
っ
て
研
究
や
表

現
活
動
を
続
け
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
誠
意
あ
る
私
た
ち
の
態
度
で
も

あ
る
の
だ
。
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関口敦仁　せきぐちあつひと

1958年東京生まれ。東京藝術大学美術学部卒業およ

び大学院修了。80年より絵画をベースにしたインスタレ
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メディアアーカイブ研究、身体におけるインタラクション

を活用した表現研究などを行っている。

1996年より IAMAS教授、2001年 IAMASメディア表

現研究科教授。

ク
シ
ョ
ン
や
空
間
性
を
持
つ
作
品
を
、
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
語

源
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
ア
ー
ト

に
対
す
る
願
望
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
芸
術
」

の
領
域
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
デ
ィ
ア
が
導
入
さ

れ
る
と
い
う
願
望
だ
。
一
方
、
道
具
と
し
て

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
デ

ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
で

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
よ
り
も
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
て
、
そ
の
領
域
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
逸
脱
し
た
作
品
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
領

域
は
境
界
線
が
曖
昧
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
ア
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
か
ら
派
生
し
た
領
域

の
他
に
、
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
な
が
り

や
社
会
モ
デ
ル
を
メ
デ
ィ
ア
に
置
き
換
え
る

作
業
も
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
表
現
領
域
で
あ

る
。
ま
た
、
情
報
学
的
な
見
地
か
ら
み
れ
ば
、

世
界
と
い
う
強
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
何

を
ど
の
よ
う
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
か
と
い

う
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
実
世

界
に
置
け
る
対
象
を
モ
チ
ー
フ
に
人
の
行
動

や
行
為
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
も
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
の
領
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
す
る
知
識
の
取
得

や
そ
の
応
用
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ま
ず
特
定

し
た
専
門
分
野
か
ら
の
対
象
物
に
対
す
る
深

く
掘
り
下
げ
た
見
解
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
様
々
な
研
究
領
域
か

ら
新
し
い
研
究
領
域
を
構
築
す
る
た
め
の
基

礎
的
な
考
え
る
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
先
に
紹
介
し
た
『
モ
チ
ー
フ

ワ
ー
ク
』
の
課
題
で
は
、
社
会
モ
デ
ル
を
探

す
た
め
に
、
大
垣
市
内
を
テ
ー
マ
と
し
た
課

題
を
出
す
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
大
垣
は
、
研

究
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
時
に
、
一
地
方
都

市
と
し
て
現
在
の
日
本
の
特
徴
を
こ
の
上
な

く
表
し
て
い
る
。
学
生
は
淡
々
と
ス
キ
ル
を

こ
な
し
な
が
ら
、
美
的
に
街
の
断
片
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
に
構
築
す
る
。
美
し
い
と
こ
ろ

を
切
り
取
っ
て
も
汚
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
け
を

切
り
取
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
再
構
成

し
て
い
く
と
、
や
は
り
美
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ
、

こ
の
美
し
さ
を
仮
想
の
世
界
や
表
現
の
世
界

だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
実
世
界
に
還

元
し
て
ゆ
く
手
法
を
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
教

育
に
よ
っ
て
開
拓
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
外
国
の
都
市
計
画
研
究
者
は
「
日
本

の
建
築
は
す
ば
ら
し
い
」と
い
う
。
同
時
に「
日

本
の
街
は
汚
く
て
醜
い
」
と
も
言
う
。
同
じ

価
値
観
を
共
有
し
た
上
で
「
美
し
さ
」
を
追

及
し
な
け
れ
ば
、
美
し
い
町
も
美
し
い
文
化

も
生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
我
々
は
、
何
か
協
調
す
べ
き

も
の
を
決
定
し
て
か
ら
文
化
を
形
成
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
本
来
、
生
活
の
中
か
ら
無
意

識
の
様
式
が
作
ら
れ
、
文
化
は
生
み
出
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
積
極

的
に
文
化
を
生
み
出
し
て
行
こ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
文
化
全
体
を
意
識

し
て
、
活
動
を
行
な
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
美
し
い
文
化
圏
を

生
み
出
し
て
行
く
の
だ
か
ら
。

I
A
M
A
S
の
文
化
圏
は
世
界
に
点
在

し
て
い
る
が
岐
阜
で
は
ま
だ
進
行
形
だ
。
私

た
ち
は
こ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
信
念
に
従
っ
て
研
究
や
表

現
活
動
を
続
け
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
誠
意
あ
る
私
た
ち
の
態
度
で
も

あ
る
の
だ
。

5 7教 育 ＋ 方 法5 8



　2002年秋から 2003年春までの６ヶ月

間の滞在制作でした。スタッフの方々のご

好意による、そば屋巡りと金華山登山、横

蔵寺見物などの岐阜・大垣ガイダンスツアー

の後、制作のメインテーマでもあった身体の

動きを高精度にセンシングすることを目標に

HALCONというコンピュータビジョンシステ

ムを導入、視覚的なセンセーションが微細な

身体の動きによって変化するというプロトタイプ

作品、『velocity』を制作しました。その後１

年間のオランダでの滞在制作を経て、2005

年には『ものと音、空間と身体のための４つの

作品』をNTTインターコミュニケーションセ

ンターで発表することになりました。体験者が

暗闇の中、いくつかの空間を移動することに

連動して様々な音の素材がオーバーラップす

るインタラクションにおいてもこのシステムが使

用されています。このようにひとつのシステムを

制作することと、それによってインスパイアされ

る表現の可能性を調和させていくには、ある

程度の時間が必要なのかも知れません。その

技術的な基盤を得る機会として IAMASで

の滞在制作を捉えると、とても有意義だったよ

うに感じます。

　IAMASについて最も印象的だったのは何

か ?それは私に様 な々ものを与えてくれた人々

だと思います。ここでそんな方々を少しだけご

紹介したいと思います。

　創立者の坂根厳夫さんには、十年に渡って

相談にのってくれ、触発してくれたことに感謝

しています。教授の吉岡洋さんと三輪眞弘さ

んは、芸術と文化についての興味深い話をし

てくれました。特に吉岡さんは京都芸術センタ

ーでの『The Travels of Mariko Horo』の

滞在制作を可能にしてくれました。山元史朗

さんと布山毅さんは技術的なサポートだけでな

く居酒屋の作法を教えてくれました。学生た

ちは、私が滞在中に制作した作品『Beyond 

Manzanar』を手伝ってくれました。馬超さ

んは水のアニメーションを、吉田靖さんは音の

デザインだけでなく、私にサウンド編集も教え

てくれました。棚橋信之さんは神道について

教えてくれて、英語の祝詞を作ってくれました。

ゲイル・パボラさんは私と IAMASの人 を々つ

ないでくれ、高橋洋子さんと小林桂子さんは

手助けを、橋本知子さんと田中信一郎さんは

友情を与えてくれました。

　大垣で過ごした最後の数週間、朝日が昇

るところをよく撮影していました。夜通し作業

したあと、アトリエを出て IAMASの南側の

廊下を通り、早朝に家に戻ろうと歩いている

間の幸せな気持ちは、画像からはうまく伝わ

らないかもしれませんが。

　母国で多くの夏を楽しく過ごしてきました

が、2004年に日本で過ごした夏ほど魅惑的

なものはありません。夏と徹夜はマッチしない

と思われるかもしれませんが、意外とよく合い

ました。

　大垣、そして日本で体験してきたものはす

べて、IAMASのアーティストインレジデンス

プログラムを通じたものでした。このプログラム

は本当に理想的で、最新の設備、時間・空

間、サポートと自由さにいろいろな利点があり、

そのおかげで新たな見方、聞き方、味わい方、

そして感じ方ができました。ここは創造力や

実験のための豊かな土壌です。芸術的なフィ

ードバックがすぐになされるルールや保証はな

く、幸運なことに、アーティストの成功度を評

価する制度もありません。しかし、この素晴ら

しいプロセスを体験したら、人生ががらりと変

わるに違いないでしょう。

　レジデンシーアーティストとして過ごすことが

できたのはとても幸運でした。今でも、私の

応募書類を、誰かが間違えて不合格ではなく、

合格の束に入れてしまったんじゃないかと思っ

ています。また、私に「世界」を体験する新

しい方法を教えてくれたフランクリン・ジョイス

と共にレジデンスできたのも嬉しかったです。

　学生たちとの出会いも本当に楽しく、彼ら

は皆親切で、手厚くもてなしてくれました。そ

れまで、そんなにしょっちゅう外に食事に行っ

たことはありませんでした！最初の頃は「田舎」

にいるのが少々大変でしたが、すぐに今までの

やり方に戻って、昼間に寝て、夜通し制作を

していました。

　人生と作品に大きな影響を与えてくれた親

友がたくさんできて、そのことが、この経験を

通じて得たものの中で、とても重要なことだっ

たと思います。

　いちばん印象的だったのはうわさが素早く

広まったこと、メーリングリストがすごくよく機能

している！；)

Tamiko Thiel　タミコ・ティール
（アメリカ）1999.11–2000.03 

ヴァーチャル・リアリティ作品として、オンライン上の子

供の遊び場『Starbright World』（スティーブン・スピル

バーグと共作）、IAMASで制作した、戦時中のメディア

の犠牲者となったマイノリティをテーマとした『Beyond 

Manzanar』（ザラ・ウシマンドと共作）がある。近作『The 

Travels of Mariko Horo』はマルコ・ポーロの物語を反

転させた作品で、日本財団、京都芸術センターとMITの

CAVSの助成で制作した。

http://www.mission-base.com/tamiko/

前林明次　まえばやしあきつぐ
（日本）2002.10–2003.03

身体と環境の接点としての「聴覚」や「音」に焦点をあ

て、体験の「場」としての作品を発表している。主な作

品 に『Audible Distance』、『Sonic Interface』、『[I/O] 

distant place』など。近作には『ものと音、空間と身体

のための４つの作品』（『Possible Futures』展、ICC）

がある。現在、情報科学芸術大学院大学（IAMAS）、ス

タジオ１助教授。

Marcia Vaitsman　マルシア・ヴァイツマン
（ブラジル）2004.04–2004.09

Tabuleiro da Baiana、Candyland Comics、Valie 

EXPORT等のマルチメディア・アトリエと連携して、ま

たケルンメディア芸術大学のアーティスト・教員として活

動してきた。エレクトロニック・マルチメディア・アウォー

ド（イギリス）、IAMAS、クラウス王子基金（オランダ）、

UNESCO-Aschberg基金及び HIAP/Cable Factory（ヘ

ルシンキ）でのレジデンシー経験がある。現在は Anti 

Arctic（ブラジル）という制作のためのスタジオを設立中。

http://www.antiartic.net

Usman Haque　ウスマン・ハック
（アメリカ／イギリス）2000.04–2000.09

レスポンシブ・エンバイロメント、インタラクティブインス

タレーション、デジタルインターフェイスのデバイスや、多

人数向けの参加型パフォーマンスの制作を行ってきた。

物理的な空間デザインだけでなく、ソフトウェアとシステ

ムを活かしたデザインのスキルを持つ。文化庁メディア芸

術祭優秀賞、アジアデジタルアート大賞などを受賞。

http://www.haque.co.uk 
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客員芸術家からのメッセージ

IAMAS開学当初から、年に数名のアーティストを招聘

し、学生とともに滞在制作を行う客員芸術家制度を実

施しています。
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　大垣で過ごした最後の数週間、朝日が昇

るところをよく撮影していました。夜通し作業

したあと、アトリエを出て IAMASの南側の

廊下を通り、早朝に家に戻ろうと歩いている

間の幸せな気持ちは、画像からはうまく伝わ

らないかもしれませんが。

　母国で多くの夏を楽しく過ごしてきました

が、2004年に日本で過ごした夏ほど魅惑的

なものはありません。夏と徹夜はマッチしない

と思われるかもしれませんが、意外とよく合い

ました。

　大垣、そして日本で体験してきたものはす

べて、IAMASのアーティストインレジデンス

プログラムを通じたものでした。このプログラム

は本当に理想的で、最新の設備、時間・空

間、サポートと自由さにいろいろな利点があり、

そのおかげで新たな見方、聞き方、味わい方、

そして感じ方ができました。ここは創造力や

実験のための豊かな土壌です。芸術的なフィ

ードバックがすぐになされるルールや保証はな

く、幸運なことに、アーティストの成功度を評

価する制度もありません。しかし、この素晴ら

しいプロセスを体験したら、人生ががらりと変

わるに違いないでしょう。

　レジデンシーアーティストとして過ごすことが

できたのはとても幸運でした。今でも、私の

応募書類を、誰かが間違えて不合格ではなく、

合格の束に入れてしまったんじゃないかと思っ

ています。また、私に「世界」を体験する新

しい方法を教えてくれたフランクリン・ジョイス

と共にレジデンスできたのも嬉しかったです。

　学生たちとの出会いも本当に楽しく、彼ら

は皆親切で、手厚くもてなしてくれました。そ

れまで、そんなにしょっちゅう外に食事に行っ

たことはありませんでした！最初の頃は「田舎」

にいるのが少々大変でしたが、すぐに今までの

やり方に戻って、昼間に寝て、夜通し制作を

していました。

　人生と作品に大きな影響を与えてくれた親

友がたくさんできて、そのことが、この経験を

通じて得たものの中で、とても重要なことだっ

たと思います。

　いちばん印象的だったのはうわさが素早く

広まったこと、メーリングリストがすごくよく機能

している！；)

Tamiko Thiel　タミコ・ティール
（アメリカ）1999.11–2000.03 

ヴァーチャル・リアリティ作品として、オンライン上の子

供の遊び場『Starbright World』（スティーブン・スピル

バーグと共作）、IAMASで制作した、戦時中のメディア

の犠牲者となったマイノリティをテーマとした『Beyond 

Manzanar』（ザラ・ウシマンドと共作）がある。近作『The 

Travels of Mariko Horo』はマルコ・ポーロの物語を反

転させた作品で、日本財団、京都芸術センターとMITの

CAVSの助成で制作した。

http://www.mission-base.com/tamiko/

前林明次　まえばやしあきつぐ
（日本）2002.10–2003.03

身体と環境の接点としての「聴覚」や「音」に焦点をあ

て、体験の「場」としての作品を発表している。主な作

品 に『Audible Distance』、『Sonic Interface』、『[I/O] 

distant place』など。近作には『ものと音、空間と身体

のための４つの作品』（『Possible Futures』展、ICC）

がある。現在、情報科学芸術大学院大学（IAMAS）、ス

タジオ１助教授。

Marcia Vaitsman　マルシア・ヴァイツマン
（ブラジル）2004.04–2004.09

Tabuleiro da Baiana、Candyland Comics、Valie 

EXPORT等のマルチメディア・アトリエと連携して、ま

たケルンメディア芸術大学のアーティスト・教員として活

動してきた。エレクトロニック・マルチメディア・アウォー

ド（イギリス）、IAMAS、クラウス王子基金（オランダ）、

UNESCO-Aschberg基金及び HIAP/Cable Factory（ヘ

ルシンキ）でのレジデンシー経験がある。現在は Anti 

Arctic（ブラジル）という制作のためのスタジオを設立中。

http://www.antiartic.net

Usman Haque　ウスマン・ハック
（アメリカ／イギリス）2000.04–2000.09

レスポンシブ・エンバイロメント、インタラクティブインス

タレーション、デジタルインターフェイスのデバイスや、多

人数向けの参加型パフォーマンスの制作を行ってきた。

物理的な空間デザインだけでなく、ソフトウェアとシステ

ムを活かしたデザインのスキルを持つ。文化庁メディア芸

術祭優秀賞、アジアデジタルアート大賞などを受賞。

http://www.haque.co.uk 
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RESIDENCY
ARTISTS

客員芸術家からのメッセージ

IAMAS開学当初から、年に数名のアーティストを招聘

し、学生とともに滞在制作を行う客員芸術家制度を実

施しています。
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067 「十年を振り返って」神成淳司／講師

071 OBSERVER’S VOICE（IAMASにつながりのある方へのインタビュー）

  伊藤幸治／阿部一直／茂登山清文／今尾ひな子／原田康徳

077 Where are you from?（入学者出身地マップ）

079 What did you do?（入学者出身分野表）

081 What did you create?（卒業制作分野表）

社
会+

学
校

教育・研究活動の成果は、卒業生たちの活動とIAMASの活動が社会へ還元され、

はじめて形として見えてきます。社会と学校の間をつなぐ教員の寄稿、

IAMASを知る方々へのインタビュー、グラフから見えてくるIAMAS像から、

社会におけるIAMASの成果を探って見ました。
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ら
う
こ
と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。

し
か
し
、
逆
に
I
A
M
A
S
が
専
門
と
す
る
分
野
へ
の
浸
透
度
や
評
価
は
、
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

る
。
そ
れ
と
共
に
、
に
じ
み
出
す
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
広
が
り
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
デ
ザ
イ
ン
分

野
に
お
い
て
は
、こ
こ
数
年
で
確
実
に
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
た
。
そ
れ
は
、卒
業
生
の
活
躍
と
軌
を
一
に
し
て
お

り
、彼
ら
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

2
、
3
年
前
だ
っ
た
ろ
う
か
。
あ
る
デ
ザ
イ
ン
雑
誌
の
編
集
者
か
ら
、
I
A
M
A
S
の
特
集
を
組
み
た
い
と
連

絡
が
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
I
A
M
A
S
卒
業
生
の
活
躍
が
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
著
し
い
と
い
う
の
だ
。

通
常
、デ
ザ
イ
ン
は
匿
名
で
行
な
う
の
で
、誰
が
つ
く
っ
た
も
の
な
の
か
表
に
は
出
て
こ
な
い
。
ま
し
て
や
出
身
校

な
ど
知
る
よ
し
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
編
集
子
が
I
A
M
A
S
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た
か
と
い
う
と
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
だ
と
い

う
。
I
A
M
A
S
で
は
、
卒
業
後
も
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
多
く
の
卒
業

生
が
、
I
A
M
A
S
ド
メ
イ
ン
（iam

as.ac.jp

）
の
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
い
続
け
て
い
た
。

編
集
子
は
あ
る
日
、
彼
が
有
望
と
み
た
新
進
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
多
く
が
、 iam

as.ac.jp 

の
ア
ド
レ
ス
を
使

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
不
思
議
に
思
い
、
尋
ね
て
み
る
と
、
卒
業
し
た
学
校
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
返
答
で
は
じ
め
て
大
垣
の
I
A
M
A
S
と
結
び
つ
い
て
、
と
て
も
驚
い
た
そ
う
だ

（
I
A
M
A
S
に
つ
い
て
は
名
前
を
知
っ
て
い
る
程
度
だ
っ
た
ら
し
い
）。

I
A
M
A
S
で
は
メ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
バ
に
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
も
残
っ
て
お
り
、
卒
業
後
も
ア
ク
セ
ス

外から見る IAMAS

永原康史 NAGAHARA YASUHITO　教授

1
9
9
5
年
春
、
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
、
通
称
S
F
C
に
で
き
る
新
し
い
棟
「
情
報
基
盤
セ

ン
タ
ー
」
の
開
設
記
念
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
制
作
の
仕
事
を
し
て
い
た
僕
は
、
そ
の
つ
な
が
り
で
「
世
界
メ
デ
ィ

ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
も
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岐
阜
県
に
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

の
学
校
が
で
き
る
の
で
、そ
の
開
学
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
展
覧
会
を
催
す
と
い
う
。
新
設
校
の
学

長
は
当
時
S
F
C
に
在
籍
し
て
い
た
坂
根
厳
夫
先
生
で
、
開
学
ブ
レ
ー
ン
の
ひ
と
り
に
、
僕
を
坂
根
さ
ん
に
紹
介

し
た
藤
幡
正
樹
氏
が
い
た
。

展
覧
会
の
名
前
が
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン 

95
」
に
決
ま
り
、
坂
根
先
生
陣
頭
指
揮
の
下
、
着
々
と
準
備
さ
れ
て

い
っ
た
。
出
品
作
家
は
、ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
、ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
ボ
ワ
シ
エ
、マ
イ
ケ
ル
・
ネ
イ
マ
ー
ク
、エ
ド
・
タ

ネ
ン
バ
ウ
ム
ら
12
名
。
ま
さ
に
、メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
黎
明
期
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
で
あ
る
。
僕
は
、ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、カ
タ
ロ
グ
な
ど
展
覧
会
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
一
式
を
制
作
し
た
。

こ
の
仕
事
に
合
格
点
を
い
た
だ
け
た
の
か
、そ
の
ま
ま
、そ
の
新
設
校
の
ロ
ゴ
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
作
を
依

頼
さ
れ
、
学
校
広
報
全
般
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
僕
と
I
A
M
A
S
の
つ

き
あ
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

開
校
当
時
の
熱
っ
ぽ
さ
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
新
し
い
、
ど
こ
に
も
な
い
学
校
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
そ
の
熱
気
に
押
さ
れ
て
、
出
不
精
の
僕
ま
で
が
、
頻
繁
に

大
垣
に
足
を
運
ん
で
い
た
。「
の
ぞ
み
」
の
運
行
が
少
な
か
っ
た
当
時
は
、片
道
3
時
間
半
の
行
程
で
あ
る
。

そ
の
日
も
、ポ
ス
タ
ー
の
色
校
か
何
か
で
出
校
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
ク
リ
ス
タ
・
ソ
ム
ラ
ー
が
来
て
い
る
か

ら
一
緒
に
食
事
し
ま
し
ょ
う
と
坂
根
さ
ん
か
ら
お
声
が
か
か
り
、
仕
事
を
済
ま
せ
て
店
に
行
く
と
、「
今
、
ク
リ
ス

タ
に
来
年
か
ら
教
員
で
来
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
、
あ
な
た
も
ど
う
で
す
か
?　

デ
ザ

イ
ン
の
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
け
ど
、教
え
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
と
、突
然
切
り
出
さ
れ

た
。
そ
の
場
で
「
い
い
で
す
よ
」
と
返
事
し
た
の
だ
が
、本
当
に
依
頼
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、半
信
半
疑
で
そ
の
日

は
東
京
に
戻
っ
た
。

そ
の
後
の
細
か
い
や
り
と
り
の
記
憶
は
お
ぼ
ろ
げ
だ
が
、
結
果
と
し
て
、
非
常
勤
教
授
と
い
う
、
ま
こ
と
に

I
A
M
A
S
ら
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
与
え
て
も
ら
っ
て
、
僕
の
大
垣
通
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
教
員
と
し
て
は
開
校

2
年
目
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。

ふ
だ
ん
は
東
京
で
仕
事
を
し
、
出
校
時
は
教
員
と
し
て
学
校
運
営
に
も
参
加
す
る
。
そ
う
い
う
生
活
を
す
る
う
ち

に
、”
中
に
い
な
が
ら
外
か
ら
眺
め
る
“
と
い
っ
た
、位
相
を
ず
ら
し
た
よ
う
な
視
点
を
自
然
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

今
も
昔
も
I
A
M
A
S
は
、
あ
る
人
々
か
ら
は
興
味
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
の
人
に
と

っ
て
は
羨
望
の
的
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
に
は
名
前
は
お
ろ
か
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
。
継

続
し
て
P
R
の
努
力
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
傾
向
に
変
化
は
な
く
、長
い
校
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、覚
え
て
も
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の
開
設
記
念
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
制
作
の
仕
事
を
し
て
い
た
僕
は
、
そ
の
つ
な
が
り
で
「
世
界
メ
デ
ィ

ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事
も
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岐
阜
県
に
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

の
学
校
が
で
き
る
の
で
、そ
の
開
学
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
展
覧
会
を
催
す
と
い
う
。
新
設
校
の
学

長
は
当
時
S
F
C
に
在
籍
し
て
い
た
坂
根
厳
夫
先
生
で
、
開
学
ブ
レ
ー
ン
の
ひ
と
り
に
、
僕
を
坂
根
さ
ん
に
紹
介

し
た
藤
幡
正
樹
氏
が
い
た
。

展
覧
会
の
名
前
が
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン 

95
」
に
決
ま
り
、
坂
根
先
生
陣
頭
指
揮
の
下
、
着
々
と
準
備
さ
れ
て

い
っ
た
。
出
品
作
家
は
、ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
、ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
ボ
ワ
シ
エ
、マ
イ
ケ
ル
・
ネ
イ
マ
ー
ク
、エ
ド
・
タ

ネ
ン
バ
ウ
ム
ら
12
名
。
ま
さ
に
、メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
黎
明
期
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
で
あ
る
。
僕
は
、ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、カ
タ
ロ
グ
な
ど
展
覧
会
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
一
式
を
制
作
し
た
。

こ
の
仕
事
に
合
格
点
を
い
た
だ
け
た
の
か
、そ
の
ま
ま
、そ
の
新
設
校
の
ロ
ゴ
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
作
を
依

頼
さ
れ
、
学
校
広
報
全
般
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
僕
と
I
A
M
A
S
の
つ

き
あ
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

開
校
当
時
の
熱
っ
ぽ
さ
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
新
し
い
、
ど
こ
に
も
な
い
学
校
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
そ
の
熱
気
に
押
さ
れ
て
、
出
不
精
の
僕
ま
で
が
、
頻
繁
に

大
垣
に
足
を
運
ん
で
い
た
。「
の
ぞ
み
」
の
運
行
が
少
な
か
っ
た
当
時
は
、片
道
3
時
間
半
の
行
程
で
あ
る
。

そ
の
日
も
、ポ
ス
タ
ー
の
色
校
か
何
か
で
出
校
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
ク
リ
ス
タ
・
ソ
ム
ラ
ー
が
来
て
い
る
か

ら
一
緒
に
食
事
し
ま
し
ょ
う
と
坂
根
さ
ん
か
ら
お
声
が
か
か
り
、
仕
事
を
済
ま
せ
て
店
に
行
く
と
、「
今
、
ク
リ
ス

タ
に
来
年
か
ら
教
員
で
来
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
、
あ
な
た
も
ど
う
で
す
か
?　

デ
ザ

イ
ン
の
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
け
ど
、教
え
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
と
、突
然
切
り
出
さ
れ

た
。
そ
の
場
で
「
い
い
で
す
よ
」
と
返
事
し
た
の
だ
が
、本
当
に
依
頼
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、半
信
半
疑
で
そ
の
日

は
東
京
に
戻
っ
た
。

そ
の
後
の
細
か
い
や
り
と
り
の
記
憶
は
お
ぼ
ろ
げ
だ
が
、
結
果
と
し
て
、
非
常
勤
教
授
と
い
う
、
ま
こ
と
に

I
A
M
A
S
ら
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
与
え
て
も
ら
っ
て
、
僕
の
大
垣
通
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
教
員
と
し
て
は
開
校

2
年
目
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。

ふ
だ
ん
は
東
京
で
仕
事
を
し
、
出
校
時
は
教
員
と
し
て
学
校
運
営
に
も
参
加
す
る
。
そ
う
い
う
生
活
を
す
る
う
ち

に
、”
中
に
い
な
が
ら
外
か
ら
眺
め
る
“
と
い
っ
た
、位
相
を
ず
ら
し
た
よ
う
な
視
点
を
自
然
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

今
も
昔
も
I
A
M
A
S
は
、
あ
る
人
々
か
ら
は
興
味
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
の
人
に
と

っ
て
は
羨
望
の
的
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
に
は
名
前
は
お
ろ
か
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
。
継

続
し
て
P
R
の
努
力
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
傾
向
に
変
化
は
な
く
、長
い
校
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、覚
え
て
も
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は
魅
力
的
な
仕
事
で
あ
る
。
あ
こ
が
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
も
仕
事
が
で
き
て
、
昼
も
夜
も
な
く

働
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、そ
の
仕
事
は
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
手
法
が
出
て
き
た
ら
、皆
そ
れ
に
乗
り
換
え

る
。
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ち
ゃ
ん
と
次
の
達
人
が
控
え
て
い
て
、
瞬
く
間
に
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し

て
絶
頂
か
ら
奈
落
に
落
と
さ
れ
た
卒
業
生
を
、ひ
と
り
や
ふ
た
り
で
は
な
く
見
て
き
た
。

時
代
の
”
点
“
で
見
れ
ば
、
次
々
と
I
A
M
A
S
か
ら
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

「Pow
er of IA

M
A

S

」
を
作
り
出
す
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
卒
業
生

の
”
線
“
が
犠
牲
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
幸
い
、
い
わ
ゆ
る
職
業
訓
練
校
の
よ
う
な
教
育
体
制
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、新
し
い
分
野
ゆ
え
の
落
と
し
穴
に
注
意
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

I
A
M
A
S
に
は
い
つ
も
、
目
先
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
”
本
当
の
新
し
さ
“
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
て

欲
し
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
開
校
十
年
や
そ
こ
ら
の
学
校
が
脚
光
を
浴
び
る
必
要
は
な
い
。
卒
業
生
に
は

20
年
後
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
胴
に
座
っ
て
い
て
欲
し
い
。

I
A
M
A
S
と
社
会
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
卒
業
生
に
つ
き
る
。
知
名
度
の
な
い
片
田

舎
の
学
校
が
、小
さ
な
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
の
世
界
と
は
い
え
、そ
の
中
心
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は
彼
ら

の
お
か
げ
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
だ
け
で
は
な
く
、東
京
初
台
の
「
N
T
T
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」、

仙
台
の
「
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」、
山
口
県
の
「
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
日
本
の
主
要
な
メ
デ

ィ
ア
文
化
の
拠
点
に
は
、
必
ず
卒
業
生
が
働
い
て
い
る
。
東
京
藝
大
先
端
芸
術
学
部
や
多
摩
美
大
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科
な
ど
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

大
垣
に
い
る
と
き
の
I
A
M
A
S
と
東
京
か
ら
見
る
I
A
M
A
S
は
や
は
り
違
っ
て
見
え
る
。
外
か
ら
見
る

I
A
M
A
S
は
、卒
業
生
を
通
し
て
見
る
I
A
M
A
S
な
の
だ
と
僕
は
思
う
。

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
編
集
子
は
、
卒
業
生
の
仕
事
ぶ
り
だ
け
で
は
な
く
、
I
A
M
A
S
そ
の
も
の
に
も
興
味
を

抱
き
、特
集
を
組
み
た
い
と
思
う
に
至
っ
た
。
そ
の
企
画
は
晴
れ
て
数
ヶ
月
後
に
記
事
と
な
り
、翌
年
の
受
験
生
が

急
増
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
こ
う
。

2
0
0
3
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
に
開
催
さ
れ
る
愛
知
万
博
の
政
府
館
と
し
て
、
会
場
に
つ
く
る

ふ
た
つ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ほ
か
に
、ウ
ェ
ブ
上
の
第
三
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
企
画
が
進
ん
で
お
り
、僕
は
そ
の
仮
想
パ

ビ
リ
オ
ン
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、ス
タ
ッ
フ
編
成
の
作
業
に
奔
走
し
て
い
た
。

当
時
、ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
は
「W

eb2.0

」
と
い
わ
れ
る
少
し
前
で
、よ
う
や
く
W
3
C
推
奨
の
C
S
S
に
よ
る

レ
イ
ア
ウ
ト
が
話
題
に
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
W
3
C
準
拠
は
も
ち
ろ
ん
、
政
府
館
サ
イ
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
を
か
な
り
高
く
設
定
し
た
仕
様
を
考
え
て

い
た
の
だ
が
、探
せ
ど
も
探
せ
ど
も
、そ
れ
を
実
現
で
き
そ
う
な
ス
タ
ッ
フ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
、実
績
の
あ
る
制
作
ス
タ
ジ
オ
に
お
願
い
し
て
も
そ
れ
は
同
じ
だ
っ
た
。

困
っ
た
僕
は
、
I
A
M
A
S
卒
業
生
で
今
は
自
分
の
事
務
所
を
構
え
る
元
ス
タ
ッ
フ
に
お
手
伝
い
を
頼
み
、
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
会
社
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の
卒
業
生
に
も
声
を
か
け
た
。
大
垣
は
ソ
フ
ト
ピ
ア
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
事
務
所
を
営
む
も
の
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
映
像
作
家
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、な
ど
な
ど
。
結
局
、ほ

ぼ
全
員
が
I
A
M
A
S
出
身
者
の
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
た
。

同
期
で
な
く
と
も
、
小
さ
な
学
校
で
同
じ
よ
う
に
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
で
あ
る
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
ま
っ
た
く
問
題
な
か
っ
た
。
在
学
中
に
鍛
え
ら
れ
た
も
の
づ
く
り
の
腕
前
。
社
会
に
出
て
身
に
つ
け
た
機

動
力
。
設
定
し
た
ス
ペ
ッ
ク
も
軽
々
と
ク
リ
ア
し
、
取
材
に
、
制
作
に
、
予
想
以
上
の
働
き
を
見
せ
て
く
れ
た
。

彼
ら
の
ひ
た
む
き
な
仕
事
ぶ
り
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
だ
れ
も
が
好
感
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
。
だ
れ
か
が
ぼ
そ
っ
と

「Pow
er of IA

M
A

S 

だ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ト
ル
か
ら
ウ
ェ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
の
世
界
に
、
I
A
M
A
S
で
育
つ
よ
う
な
人
材
を
欲
す
る
素
地
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、（
意

図
し
た
も
の
か
否
か
は
別
に
し
て
）
時
代
の
要
請
を
先
取
り
す
る
か
た
ち
で
I
A
M
A
S
の
教
育
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
の

成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
弊
害
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

G
U
I
以
降
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
親
し
ん
だ
も
の
に
と
っ
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
操
作
の
習
得
は
、
必
須
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
固
有
の
言
語
に
習
熟
す
る
こ
と
は
、自
分
の
価
値
を
高
め
る
早
道
で
も

あ
る
。
I
A
M
A
S
に
は
そ
ん
な
オ
ー
サ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
使
い
手
が
必
ず
い
る
。

彼
ら
は
、在
学
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
宝
さ
れ
、社
会
に
出
て
も
引
っ
張
り
だ
こ
と
な
る
。
特

に
作
り
手
が
少
な
い
先
駆
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
事
な
ら
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
も
か
な
り
い
い
。
20
代
の
若
者
に
と
っ
て

永原康史　ながはらやすひと

グラフィックデザイナー。多摩美術大学教授。ブック

デザインをバックグラウンドとして、電子メディアのプ

ロデュースや制作、展覧会のアートディレクションなど

を手掛け、メディア横断的なデザインを推進する。著

書に『デザイン・ウィズ・コンピュータ』（MdNコーポ

レーション）『日本語のデザイン』（美術出版社）など。
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は
魅
力
的
な
仕
事
で
あ
る
。
あ
こ
が
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
も
仕
事
が
で
き
て
、
昼
も
夜
も
な
く

働
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、そ
の
仕
事
は
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
手
法
が
出
て
き
た
ら
、皆
そ
れ
に
乗
り
換
え

る
。
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ち
ゃ
ん
と
次
の
達
人
が
控
え
て
い
て
、
瞬
く
間
に
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し

て
絶
頂
か
ら
奈
落
に
落
と
さ
れ
た
卒
業
生
を
、ひ
と
り
や
ふ
た
り
で
は
な
く
見
て
き
た
。

時
代
の
”
点
“
で
見
れ
ば
、
次
々
と
I
A
M
A
S
か
ら
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

「Pow
er of IA

M
A

S

」
を
作
り
出
す
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
卒
業
生

の
”
線
“
が
犠
牲
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
幸
い
、
い
わ
ゆ
る
職
業
訓
練
校
の
よ
う
な
教
育
体
制
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
、新
し
い
分
野
ゆ
え
の
落
と
し
穴
に
注
意
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

I
A
M
A
S
に
は
い
つ
も
、
目
先
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
”
本
当
の
新
し
さ
“
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
て

欲
し
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
開
校
十
年
や
そ
こ
ら
の
学
校
が
脚
光
を
浴
び
る
必
要
は
な
い
。
卒
業
生
に
は

20
年
後
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
胴
に
座
っ
て
い
て
欲
し
い
。

I
A
M
A
S
と
社
会
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
卒
業
生
に
つ
き
る
。
知
名
度
の
な
い
片
田

舎
の
学
校
が
、小
さ
な
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
の
世
界
と
は
い
え
、そ
の
中
心
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は
彼
ら

の
お
か
げ
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
だ
け
で
は
な
く
、東
京
初
台
の
「
N
T
T
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」、

仙
台
の
「
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
」、
山
口
県
の
「
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
日
本
の
主
要
な
メ
デ

ィ
ア
文
化
の
拠
点
に
は
、
必
ず
卒
業
生
が
働
い
て
い
る
。
東
京
藝
大
先
端
芸
術
学
部
や
多
摩
美
大
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科
な
ど
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

大
垣
に
い
る
と
き
の
I
A
M
A
S
と
東
京
か
ら
見
る
I
A
M
A
S
は
や
は
り
違
っ
て
見
え
る
。
外
か
ら
見
る

I
A
M
A
S
は
、卒
業
生
を
通
し
て
見
る
I
A
M
A
S
な
の
だ
と
僕
は
思
う
。

で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
編
集
子
は
、
卒
業
生
の
仕
事
ぶ
り
だ
け
で
は
な
く
、
I
A
M
A
S
そ
の
も
の
に
も
興
味
を

抱
き
、特
集
を
組
み
た
い
と
思
う
に
至
っ
た
。
そ
の
企
画
は
晴
れ
て
数
ヶ
月
後
に
記
事
と
な
り
、翌
年
の
受
験
生
が

急
増
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
こ
う
。

2
0
0
3
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
に
開
催
さ
れ
る
愛
知
万
博
の
政
府
館
と
し
て
、
会
場
に
つ
く
る

ふ
た
つ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ほ
か
に
、ウ
ェ
ブ
上
の
第
三
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
企
画
が
進
ん
で
お
り
、僕
は
そ
の
仮
想
パ

ビ
リ
オ
ン
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、ス
タ
ッ
フ
編
成
の
作
業
に
奔
走
し
て
い
た
。

当
時
、ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
は
「W

eb2.0

」
と
い
わ
れ
る
少
し
前
で
、よ
う
や
く
W
3
C
推
奨
の
C
S
S
に
よ
る

レ
イ
ア
ウ
ト
が
話
題
に
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
W
3
C
準
拠
は
も
ち
ろ
ん
、
政
府
館
サ
イ
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
を
か
な
り
高
く
設
定
し
た
仕
様
を
考
え
て

い
た
の
だ
が
、探
せ
ど
も
探
せ
ど
も
、そ
れ
を
実
現
で
き
そ
う
な
ス
タ
ッ
フ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
、実
績
の
あ
る
制
作
ス
タ
ジ
オ
に
お
願
い
し
て
も
そ
れ
は
同
じ
だ
っ
た
。

困
っ
た
僕
は
、
I
A
M
A
S
卒
業
生
で
今
は
自
分
の
事
務
所
を
構
え
る
元
ス
タ
ッ
フ
に
お
手
伝
い
を
頼
み
、
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
会
社
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の
卒
業
生
に
も
声
を
か
け
た
。
大
垣
は
ソ
フ
ト
ピ
ア
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
事
務
所
を
営
む
も
の
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
映
像
作
家
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、な
ど
な
ど
。
結
局
、ほ

ぼ
全
員
が
I
A
M
A
S
出
身
者
の
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
た
。

同
期
で
な
く
と
も
、
小
さ
な
学
校
で
同
じ
よ
う
に
濃
密
な
時
間
を
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
で
あ
る
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
ま
っ
た
く
問
題
な
か
っ
た
。
在
学
中
に
鍛
え
ら
れ
た
も
の
づ
く
り
の
腕
前
。
社
会
に
出
て
身
に
つ
け
た
機

動
力
。
設
定
し
た
ス
ペ
ッ
ク
も
軽
々
と
ク
リ
ア
し
、
取
材
に
、
制
作
に
、
予
想
以
上
の
働
き
を
見
せ
て
く
れ
た
。

彼
ら
の
ひ
た
む
き
な
仕
事
ぶ
り
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
だ
れ
も
が
好
感
を
持
っ
て
い
た
と
思
う
。
だ
れ
か
が
ぼ
そ
っ
と

「Pow
er of IA

M
A

S 

だ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ト
ル
か
ら
ウ
ェ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
の
世
界
に
、
I
A
M
A
S
で
育
つ
よ
う
な
人
材
を
欲
す
る
素
地
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、（
意

図
し
た
も
の
か
否
か
は
別
に
し
て
）
時
代
の
要
請
を
先
取
り
す
る
か
た
ち
で
I
A
M
A
S
の
教
育
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
の

成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
弊
害
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

G
U
I
以
降
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
親
し
ん
だ
も
の
に
と
っ
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
操
作
の
習
得
は
、
必
須
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
固
有
の
言
語
に
習
熟
す
る
こ
と
は
、自
分
の
価
値
を
高
め
る
早
道
で
も

あ
る
。
I
A
M
A
S
に
は
そ
ん
な
オ
ー
サ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
使
い
手
が
必
ず
い
る
。

彼
ら
は
、在
学
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
宝
さ
れ
、社
会
に
出
て
も
引
っ
張
り
だ
こ
と
な
る
。
特

に
作
り
手
が
少
な
い
先
駆
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
事
な
ら
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
も
か
な
り
い
い
。
20
代
の
若
者
に
と
っ
て

永原康史　ながはらやすひと

グラフィックデザイナー。多摩美術大学教授。ブック

デザインをバックグラウンドとして、電子メディアのプ

ロデュースや制作、展覧会のアートディレクションなど

を手掛け、メディア横断的なデザインを推進する。著

書に『デザイン・ウィズ・コンピュータ』（MdNコーポ

レーション）『日本語のデザイン』（美術出版社）など。
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1
9
9
6
年
に
I
A
M
A
S
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
芸
術
と
情
報
分
野
の
多
数
の
教
員
が
存
在
す
る
こ
の
学

術
機
関
が
持
つ
力
を
、
地
元
で
さ
ら
に
活
か
せ
な
い
か
と
考
え
、
吉
田
茂
樹
教
授
（
以
下
、
吉
田
さ
ん
）
と
と
も
に
、

地
元
製
造
業
と
の
連
携
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
十
年
を
改
め
て
振
り
返
り
た
い
。

I
A
M
A
S
は
、
設
立
当
初
よ
り
、
岐
阜
県
と
い
う
東
京
か
ら
も
離
れ
た
立
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
坂
根
名
誉

学
長
の
指
導
の
も
と
、
優
秀
な
教
員
、
恵
ま
れ
た
設
備
環
境
、
野
心
的
な
学
生
が
多
数
集
ま
り
、
世
界
的
な
地
位

を
順
調
に
築
い
て
き
た
。
一
方
、
90
年
代
後
半
は
、
情
報
技
術
が
急
速
に
進
歩
し
、
企
業
活
動
か
ら
生
活
ま
で
様
々

な
影
響
を
与
え
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
皆
が
持
つ
携
帯
電
話
の
普
及
も
こ
の
時
期

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
も
同
時
期
で
あ
る
。

こ
の
情
報
化
社
会
の
到
来
を
前
に
、
情
報
技
術
を
専
門
と
す
る
者
と
し
て
、
や
は
り
岐
阜
に
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
よ
う
な
位
置
づ
け
の
も
の
で
、
中
長
期
的
な
I
A
M
A
S
の
発
展
を
支
え
る
取
組
み
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。

き
っ
か
け
は
、
吉
田
さ
ん
か
ら
の
「
岐
阜
に
は
製
造
業
が
多
く
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
を
持
つ
企

業
も
少
な
く
な
い
」
と
い
う
ひ
と
こ
と
で
あ
る
。
同
時
期
に
、
恩
師
で
あ
る
石
井
威
望
東
京
大
学
名
誉
教
授

（
I
A
M
A
S
客
員
教
授
）
か
ら
も
「
岐
阜
で
活
動
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
時
代
に
学
ん
で
い
な
い
製
造
分
野
の

技
術
に
触
れ
て
み
る
の
は
ど
う
か
」
と
い
う
助
言
も
い
た
だ
い
た
。
岐
阜
県
庁
の
方
の
紹
介
で
、（
財
）
岐
阜
県

産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
の
砂
田
博
部
長
（
当
時
）
を
訪
ね
、
と
も
に
県
内
の
中
小
製
造
業
各
社
を
訪
問
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
巡
り
合
っ
た
の
は
、
自
分
自
身
の
も
の
づ
く
り
と
い
う
も
の
に
対
す
る
認
識
を
改
め
さ
せ
る
ほ

ど
精
緻
な
技
術
と
、
そ
の
技
術
が
全
く
活
か
さ
れ
な
い
情
報
技
術
の
導
入
状
況
で
あ
る
。

当
時
、
地
元
の
中
小
製
造
業
各
社
は
、
情
報
技
術
を
理
解
し
た
人
材
が
存
在
し
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
は
社
内
で
発
注
仕
様
書
の
立
案
が
し
ば
し
ば
困
難
と
な
り
、
I
T
ベ
ン

ダ
ー
側
の
提
案
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
場
合
が
生
じ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
側
も
様
々

な
調
査
に
基
づ
き
シ
ス
テ
ム
提
案
を
行
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
調
査
は
あ
く
ま
で
製
造
業
の
状
況
を
概
観
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、「
金
型
と
言
え
ば
こ
れ
」、「
板
金
加
工
と
言
え
ば
そ
れ
」
と
い
っ
た
違
い
は
あ
る

に
し
て
も
、
各
社
の
具
体
的
な
特
性
を
活
か
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
製
造
業
分
野
の
経
営
者
や
技
術
者
が
繰
り

返
し
指
摘
す
る
点
は
、「
製
造
技
術
と
情
報
技
術
と
の
連
携
が
、
こ
れ
か
ら
の
製
造
業
に
は
不
可
欠
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。実

際
、
2
0
0
0
年
前
後
は
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
長
年
培
わ

れ
て
き
た
大
手
企
業
を
頂
点
に
そ
の
下
請
け
が
多
数
存
在
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
崩
壊
し
、
従
来

大
手
企
業
の
下
請
け
と
し
て
安
定
的
に
仕
事
が
存
在
し
た
多
く
の
中
小
企
業
は
、
独
自
の
技
術
力
を
活
か
し
て
仕

事
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
大
手
製
造
業
を
中

心
に
製
造
業
で
利
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
少
品
種
大
量
生
産
型
の
生
産
工
程
に
お
け
る
コ
ス
ト
低
減
が
目
的
で

あ
る
。
実
際
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
生
産
管
理
や
流
通
在
庫
管
理
と
い
っ
た
従
来
通
り
の

シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
崩
壊
し
た
状
況
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

は
活
か
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
世
界
的
に
み
て
も
人
件
費
が
高
い
我
が
国
で
の
少
品
種
大
量
生
産
は
コ
ス
ト
高
で
あ

り
、
人
件
費
が
安
い
ア
ジ
ア
諸
国
へ
と
こ
れ
ら
物
品
の
生
産
拠
点
が
移
る
事
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
が
示
す
の
は
、
国
内
で
も
の
づ
く
り
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
人
件
費
が
安
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
競

り
勝
つ
だ
け
の
、
商
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
高
付
加
価
値
化
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
高
付
加

価
値
化
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
多
品
種
少
量
生
産
や
一
品
生
産
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
具
現
化
す
る
た
め
の
情

報
技
術
の
活
用
が
、
こ
れ
か
ら
の
製
造
業
の
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
認
識
し
た
我
々
が
ま
ず
行
っ
た
の
は
、
我
々
自
身
が
製
造
技
術
や
工
程
に
関
す
る
造
詣
を

深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
前
述
の
砂
田
部
長
と
議
論
を
重
ね
、
製
造
業
の
情
報
化
を
目
的
と
す
る
研
究

会
を
繰
り
返
し
開
催
す
る
と
と
も
に
、
研
究
会
参
加
企
業
の
製
造
現
場
訪
問
を
頻
繁
に
実
施
し
た
。
一
口
に
製
造

業
と
言
っ
て
も
多
様
な
分
野
が
存
在
し
て
い
る
。
我
々
は
、
2
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
、
主
に
機
械
金
属
加
工
、

並
び
に
金
型
分
野
の
複
数
の
企
業
を
訪
問
し
た
。
こ
の
間
、（
財
）
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
や
そ
の
周
辺
企
業
と

の
連
携
が
、
幾
度
と
な
く
県
庁
や
周
辺
機
関
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
我
々
は
授
業
の
合
間
だ
け
し

講師　SHINJO ATSUSHI　　神成淳司十年を振り返って
IAMASでの製造業との連携にかける想い
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す
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茂
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携
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岐
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で
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。
今
で
は
当
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り
前
の
よ
う
に
皆
が
持
つ
携
帯
電
話
の
普
及
も
こ
の
時
期

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
も
同
時
期
で
あ
る
。

こ
の
情
報
化
社
会
の
到
来
を
前
に
、
情
報
技
術
を
専
門
と
す
る
者
と
し
て
、
や
は
り
岐
阜
に
い
る
か
ら
こ
そ
で

き
る
よ
う
な
位
置
づ
け
の
も
の
で
、
中
長
期
的
な
I
A
M
A
S
の
発
展
を
支
え
る
取
組
み
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。

き
っ
か
け
は
、
吉
田
さ
ん
か
ら
の
「
岐
阜
に
は
製
造
業
が
多
く
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
を
持
つ
企

業
も
少
な
く
な
い
」
と
い
う
ひ
と
こ
と
で
あ
る
。
同
時
期
に
、
恩
師
で
あ
る
石
井
威
望
東
京
大
学
名
誉
教
授

（
I
A
M
A
S
客
員
教
授
）
か
ら
も
「
岐
阜
で
活
動
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
時
代
に
学
ん
で
い
な
い
製
造
分
野
の

技
術
に
触
れ
て
み
る
の
は
ど
う
か
」
と
い
う
助
言
も
い
た
だ
い
た
。
岐
阜
県
庁
の
方
の
紹
介
で
、（
財
）
岐
阜
県

産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
の
砂
田
博
部
長
（
当
時
）
を
訪
ね
、
と
も
に
県
内
の
中
小
製
造
業
各
社
を
訪
問
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
巡
り
合
っ
た
の
は
、
自
分
自
身
の
も
の
づ
く
り
と
い
う
も
の
に
対
す
る
認
識
を
改
め
さ
せ
る
ほ

ど
精
緻
な
技
術
と
、
そ
の
技
術
が
全
く
活
か
さ
れ
な
い
情
報
技
術
の
導
入
状
況
で
あ
る
。

当
時
、
地
元
の
中
小
製
造
業
各
社
は
、
情
報
技
術
を
理
解
し
た
人
材
が
存
在
し
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
際
し
て
は
社
内
で
発
注
仕
様
書
の
立
案
が
し
ば
し
ば
困
難
と
な
り
、
I
T
ベ
ン

ダ
ー
側
の
提
案
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
場
合
が
生
じ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
側
も
様
々

な
調
査
に
基
づ
き
シ
ス
テ
ム
提
案
を
行
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
調
査
は
あ
く
ま
で
製
造
業
の
状
況
を
概
観
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、「
金
型
と
言
え
ば
こ
れ
」、「
板
金
加
工
と
言
え
ば
そ
れ
」
と
い
っ
た
違
い
は
あ
る

に
し
て
も
、
各
社
の
具
体
的
な
特
性
を
活
か
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
製
造
業
分
野
の
経
営
者
や
技
術
者
が
繰
り

返
し
指
摘
す
る
点
は
、「
製
造
技
術
と
情
報
技
術
と
の
連
携
が
、
こ
れ
か
ら
の
製
造
業
に
は
不
可
欠
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。実

際
、
2
0
0
0
年
前
後
は
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
長
年
培
わ

れ
て
き
た
大
手
企
業
を
頂
点
に
そ
の
下
請
け
が
多
数
存
在
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
崩
壊
し
、
従
来

大
手
企
業
の
下
請
け
と
し
て
安
定
的
に
仕
事
が
存
在
し
た
多
く
の
中
小
企
業
は
、
独
自
の
技
術
力
を
活
か
し
て
仕

事
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
大
手
製
造
業
を
中

心
に
製
造
業
で
利
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
少
品
種
大
量
生
産
型
の
生
産
工
程
に
お
け
る
コ
ス
ト
低
減
が
目
的
で

あ
る
。
実
際
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
生
産
管
理
や
流
通
在
庫
管
理
と
い
っ
た
従
来
通
り
の

シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
崩
壊
し
た
状
況
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

は
活
か
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
世
界
的
に
み
て
も
人
件
費
が
高
い
我
が
国
で
の
少
品
種
大
量
生
産
は
コ
ス
ト
高
で
あ

り
、
人
件
費
が
安
い
ア
ジ
ア
諸
国
へ
と
こ
れ
ら
物
品
の
生
産
拠
点
が
移
る
事
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
が
示
す
の
は
、
国
内
で
も
の
づ
く
り
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
人
件
費
が
安
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
競

り
勝
つ
だ
け
の
、
商
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
高
付
加
価
値
化
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
高
付
加

価
値
化
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
多
品
種
少
量
生
産
や
一
品
生
産
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
具
現
化
す
る
た
め
の
情

報
技
術
の
活
用
が
、
こ
れ
か
ら
の
製
造
業
の
た
め
に
必
要
な
情
報
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
認
識
し
た
我
々
が
ま
ず
行
っ
た
の
は
、
我
々
自
身
が
製
造
技
術
や
工
程
に
関
す
る
造
詣
を

深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
前
述
の
砂
田
部
長
と
議
論
を
重
ね
、
製
造
業
の
情
報
化
を
目
的
と
す
る
研
究

会
を
繰
り
返
し
開
催
す
る
と
と
も
に
、
研
究
会
参
加
企
業
の
製
造
現
場
訪
問
を
頻
繁
に
実
施
し
た
。
一
口
に
製
造

業
と
言
っ
て
も
多
様
な
分
野
が
存
在
し
て
い
る
。
我
々
は
、
2
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
、
主
に
機
械
金
属
加
工
、

並
び
に
金
型
分
野
の
複
数
の
企
業
を
訪
問
し
た
。
こ
の
間
、（
財
）
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
や
そ
の
周
辺
企
業
と

の
連
携
が
、
幾
度
と
な
く
県
庁
や
周
辺
機
関
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
我
々
は
授
業
の
合
間
だ
け
し
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か
企
業
訪
問
の
時
間
が
取
れ
ず
、
人
数
も
2
人
だ
け
の
た
め
、
常
に
時
間
と
人
手
が
不
足
し
、
連
携
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
状
況
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
我
々
自
身
が
製
造
技
術
や

工
程
に
関
す
る
充
分
な
知
識
を
獲
得
で
き
て
お
ら
ず
、
製
造
業
と
情
報
関
連
産
業
双
方
に
有
益
な
連
携
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
2
人
だ
け
で
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
活
動
を
経
て
我
々
が
た
ど
り
着
い
た
結
論
は
、
製
造
業
の
高
付
加
価
値
化
を
目
的
と
す

る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
の
前
段
階
と
し
て
、
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
行
っ
た
の
は
次
の
2
つ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
ず
ひ
と
つ
は
、
製
造
業
社
員
を
対
象
と
し
た
情
報
技
術
講
座
の
新
規
開
設
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
当

初
実
験
的
に
開
始
し
、
そ
の
後
２
０
０
４
年
度
か
ら
「
地
域
連
携
講
座
」
と
い
う
名
称
で
独
立
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
始
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
地
域
連
携
講
座
の
目
的
は
、
製
造
業
各
社
の
社
員
が
情
報
技
術
に

関
す
る
一
定
水
準
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
定
水
準
の
レ
ベ
ル
と
は
、
製
造
業
各
社

が
情
報
シ
ス
テ
ム
を
I
T
ベ
ン
ダ
ー
に
発
注
す
る
際
に
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
が
用
い
る
用
語
を
理
解
し
、
設
計
さ

れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
理
解
で
き
る
程
度
を
想
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
能
力
に

関
す
る
講
義
は
割
愛
し
た
。
現
在
ま
で
に
70
名
を
超
え
る
人
材
が
こ
の
講
座
を
受
講
し
て
い
る
。 

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
在
学
生
を
対
象
と
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
で
あ
る
。
当
初
我
々
が

I
A
M
A
S
で
実
施
し
て
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、（
財
）
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
周
辺
企
業
等
の
情
報
関
連
産

業
へ
の
就
職
を
想
定
し
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
能
力
の
育
成
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今

後
我
々
が
育
成
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
材
は
、
製
造
業
各
社
で
、
社
内
の
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
解
決
す

る
た
め
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
構
築
、
そ
し
て
管
理
・
運
営
を
中
心
的
に
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

い
わ
ば
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
の
資
質
が
必
要
に
な
る
と
想
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
旧
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
は
別
に
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
」
と
「
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
教
育
」
の
充
実
を
図
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

前
者
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
関
し
て
は
、
A
N
D
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
学
生
に
対
し
て
事
実
上
の
必
修

科
目
と
し
、
受
け
入
れ
先
企
業
に
製
造
業
各
社
を
加
え
、
製
造
現
場
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
実
際

に
経
験
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
。
次
に
、「
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
教
育
」
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
科

学
分
野
を
題
材
に
、
問
題
発
見
・
整
理
・
解
決
能
力
を
養
う
た
め
の
特
別
授
業
を
開
講
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
履

修
者
全
員
に
毎
週
課
題
が
割
り
振
ら
れ
、
課
題
内
容
に
関
す
る
議
論
を
徹
底
的
に
お
こ
な
い
、
長
い
時
に
は
4

時
間
を
超
え
る
議
論
を
繰
り
返
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
時
間
の
議
論
を
週
に
1
度
、
3
カ
月
程
度

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
履
修
者
の
論
理
的
思
考
と
議
論
能
力
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
2
0
0
4
年
頃
に
は
就
職
率
と
い
う
目
に
見
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
元
製
造
業
に
就
職
し
た
学
生
が
着
実
に
増
加
し
、
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト

教
育
の
成
果
は
、
製
造
業
以
外
の
情
報
関
連
産
業
へ
の
就
職
に
も
高
評
価
を
も
た
ら
す
傾
向
が
出
て
き
た
。
製

造
業
各
社
に
就
職
し
た
卒
業
生
の
中
に
は
、
既
に
社
内
の
I
T
部
門
の
責
任
者
を
務
め
る
者
、
独
自
の
社
内
向

け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
た
者
や
首
都
圏
の
開
発
系
企
業
に
請
わ
れ
て
就
職
し
た
者
も
出
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
卒
業
生
の
活
躍
を
踏
ま
え
、
2
0
0
5
年
に
は
、
I
A
M
A
S
は
岐
阜
県
各
務
原
市
の
岐
阜
県

金
属
工
業
団
地
組
合
と
包
括
的
な
提
携
を
行
っ
た
。
こ
の
提
携
は
、
同
組
合
に
所
属
す
る
多
数
の
企
業
の
情
報

化
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
既
に
吉
田
さ
ん
を
中
心
に
多
数
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
特
定
の
製

造
業
組
合
が
、
学
術
機
関
と
包
括
提
携
す
る
と
い
う
珍
し
い
貴
重
な
事
例
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
し
て
こ
の
2
0
0
7
年
2
月
。
I
A
M
A
S
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
、
情
報
技
術
に
よ
る
岐
阜
県
内

産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
包
括
提
携
を
行
っ
た
。
こ
の
提
携
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
日
本
国
内
産
業
に
お
け

る
I
T
化
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
と
、
上
述
し
た
我
々
の
取
り
組
み
の
方
向
性
が
一
致
し
た
か
ら
で
あ

り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
し
て
も
新
た
な
試
み
と
な
っ
た
。
2
0
0
7
年
4
月
以
降
、
両
者
は
、
ま
ず
、
上

述
し
た
我
々
の
既
存
取
り
組
み
の
強
化
、
具
体
的
に
は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
材
の
充
実
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

並
行
し
て
、
我
々
の
当
初
か
ら
の
目
的
で
あ
る
、
製
造
業
の
高
付
加
価
値
化
を
具
現
化
す
る
た
め
の
情
報
シ
ス

テ
ム
の
共
同
研
究
開
発
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
十
年
の
活
動
に
は
、
い
わ
ゆ
る
研
究
者
と
し
て
の
活
動
と
は
言
え
な
い
も
の
も
多
か
っ
た
た
め
、「
研
究

者
と
し
て
の
活
動
を
諦
め
た
の
か
?
」
と
聞
か
れ
た
事
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
十
年
は
非
常
に
重
要
な

十
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。
情
報
技
術
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
人
材
が
製
造
業
各
社
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、
い
く
ら

研
究
開
発
を
推
進
し
た
と
こ
ろ
で
、
各
企
業
の
競
争
力
は
向
上
し
な
い
。
今
ま
で
の
日
本
の
I
T
業
界
は
、
あ

ま
り
に
場
当
た
り
的
に
結
果
を
出
す
こ
と
に
急
い
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
年
を
か
け
て
培
っ
た
我
々

の
活
動
が
、
中
長
期
的
に
は
地
元
企
業
の
財
産
と
な
り
、
I
A
M
A
S
に
と
っ
て
も
新
た
な
方
向
へ
の
第
一
歩

と
な
る
事
を
願
い
た
い
。
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神成淳司　しんじょうあつし

1996年慶應義塾大学政策・メディア研究科修士課

程修了。2004年岐阜大学大学院工学研究科後期博

士課程修了。博士（工学）。1996 年 IAMAS助手、

2002年同校講師。現在に至る。その間、2000年か

ら 2005年まで岐阜県情報技術顧問、2006年より

京都大学非常勤講師を務める。専門は情報科学（産

業応用）。2007年 3月に IAMASを退任し、4月よ

り慶應義塾大学環境情報学部専任講師。

か
企
業
訪
問
の
時
間
が
取
れ
ず
、
人
数
も
2
人
だ
け
の
た
め
、
常
に
時
間
と
人
手
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不
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し
、
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携
が
実
現
さ
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携
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。

　
そ
し
て
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う
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活
動
を
経
て
我
々
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ど
り
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結
論
は
、
製
造
業
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高
付
加
価
値
化
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目
的
と
す
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情
報
シ
ス
テ
ム
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研
究
開
発
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前
段
階
と
し
て
、
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
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い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
行
っ
た
の
は
次
の
2
つ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
ず
ひ
と
つ
は
、
製
造
業
社
員
を
対
象
と
し
た
情
報
技
術
講
座
の
新
規
開
設
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
当

初
実
験
的
に
開
始
し
、
そ
の
後
２
０
０
４
年
度
か
ら
「
地
域
連
携
講
座
」
と
い
う
名
称
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独
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し
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プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
始
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
地
域
連
携
講
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シ
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を
I
T
ベ
ン
ダ
ー
に
発
注
す
る
際
に
、
I
T
ベ
ン
ダ
ー
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い
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用
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し
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設
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さ
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情
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ス
テ
ム
の
概
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。
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テ
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を
超
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人
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そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
在
学
生
を
対
象
と
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
で
あ
る
。
当
初
我
々
が

I
A
M
A
S
で
実
施
し
て
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た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、（
財
）
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
周
辺
企
業
等
の
情
報
関
連
産

業
へ
の
就
職
を
想
定
し
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
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能
力
の
育
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し
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。
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後
我
々
が
育
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テ
ム
の
設
計
・
構
築
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理
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運
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ば
な
ら
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い
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い
わ
ば
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
の
資
質
が
必
要
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想
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さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
旧
来
の
カ
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ュ
ラ
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は
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
」
と
「
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
教
育
」
の
充
実
を
図
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

前
者
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
関
し
て
は
、
A
N
D
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
学
生
に
対
し
て
事
実
上
の
必
修

科
目
と
し
、
受
け
入
れ
先
企
業
に
製
造
業
各
社
を
加
え
、
製
造
現
場
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
実
際

に
経
験
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
。
次
に
、「
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト
教
育
」
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
科

学
分
野
を
題
材
に
、
問
題
発
見
・
整
理
・
解
決
能
力
を
養
う
た
め
の
特
別
授
業
を
開
講
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
履

修
者
全
員
に
毎
週
課
題
が
割
り
振
ら
れ
、
課
題
内
容
に
関
す
る
議
論
を
徹
底
的
に
お
こ
な
い
、
長
い
時
に
は
4

時
間
を
超
え
る
議
論
を
繰
り
返
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
時
間
の
議
論
を
週
に
1
度
、
3
カ
月
程
度

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
履
修
者
の
論
理
的
思
考
と
議
論
能
力
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
2
0
0
4
年
頃
に
は
就
職
率
と
い
う
目
に
見
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
元
製
造
業
に
就
職
し
た
学
生
が
着
実
に
増
加
し
、
I
T
ア
ー
キ
テ
ク
ト

教
育
の
成
果
は
、
製
造
業
以
外
の
情
報
関
連
産
業
へ
の
就
職
に
も
高
評
価
を
も
た
ら
す
傾
向
が
出
て
き
た
。
製

造
業
各
社
に
就
職
し
た
卒
業
生
の
中
に
は
、
既
に
社
内
の
I
T
部
門
の
責
任
者
を
務
め
る
者
、
独
自
の
社
内
向

け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
た
者
や
首
都
圏
の
開
発
系
企
業
に
請
わ
れ
て
就
職
し
た
者
も
出
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
卒
業
生
の
活
躍
を
踏
ま
え
、
2
0
0
5
年
に
は
、
I
A
M
A
S
は
岐
阜
県
各
務
原
市
の
岐
阜
県

金
属
工
業
団
地
組
合
と
包
括
的
な
提
携
を
行
っ
た
。
こ
の
提
携
は
、
同
組
合
に
所
属
す
る
多
数
の
企
業
の
情
報

化
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
既
に
吉
田
さ
ん
を
中
心
に
多
数
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
特
定
の
製

造
業
組
合
が
、
学
術
機
関
と
包
括
提
携
す
る
と
い
う
珍
し
い
貴
重
な
事
例
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
し
て
こ
の
2
0
0
7
年
2
月
。
I
A
M
A
S
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
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情
報
技
術
に
よ
る
岐
阜
県
内
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振
興
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目
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し
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括
提
携
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行
っ
た
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携
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イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
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産
業
に
お
け

る
I
T
化
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
方
向
性
と
、
上
述
し
た
我
々
の
取
り
組
み
の
方
向
性
が
一
致
し
た
か
ら
で
あ

り
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
し
て
も
新
た
な
試
み
と
な
っ
た
。
2
0
0
7
年
4
月
以
降
、
両
者
は
、
ま
ず
、
上

述
し
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我
々
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既
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取
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組
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強
化
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具
体
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は
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教
育
プ
ロ
グ
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ム
や
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材
の
充
実
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
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の
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ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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施
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し
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オ
ン
ラ
イ
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育
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ス
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築
を
予
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る
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加
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め
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情
報
シ
ス
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開
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伊藤幸治　いとうこうじ

1962年東京生まれ。日本大学理工学部中退。1994年

インターネットに本格的に目覚め、以降数々のウェブサイ

トの開発・制作を手掛ける。1998年 5月 IMG SRC,INC.

を設立。文化庁メディア芸術祭受賞をはじめ、アルス・

エレクトロニカ 98佳作、第 13回マルチメディアグランプ

リアート賞など受賞歴多数。

伊藤幸治
IMG SRC,INC.代表、プロデューサー、

ウェブデザイナー、音楽家

IAMASという学校は、日本で唯一インタ

ラクティブデザインの教育をしっかりなされてい

るところだと認識していました。そうですよね ?

そうじゃないですか ?

卒業生の印象としては、ぼそぼそっと話すと

ころかな（笑）。ぼそぼそって言うんだけど、意

外とはっきりと言いたいことを言ってるんですよ

ね。あとは、テクノロジーオリエンテッドな方

が多いですかね。

テクノロジーは大切です。IMG SRC は設

立当初から、インフラの技術を非常に重視す

る戦略をとってきたのは強みであり、面白みだ

と思います。やっぱり、チャレンジングなこと

をやるには、技術的な裏付けがないと、途中

でばらばらになってしまうことが多いです。

ウェブデザインというのは IMG SRC のコア

ビジネスなんですが、それを取り巻く状況はど

んどん変わってきています。

例えば、企業の広告戦略を見ていると、こ

れまではいちばん最初にテレビ CMを考えて、

そのあとウェブを考えるという流れだったのが、

最近はいちばん最初にキャンペーン用のウェブ

サイトから発想して、そのプロモーションのた

めにテレビ CMを使う、そんな形になってき

ています。

だから我々も、ウェブデザインはコアビジネ

スとしてキープしていくんですけど、それだけ

では現場や私のモチベーションが上がらない

（笑）。基本的に、作りたいものを作るという形

で集まった会社ですので、そういった意味で

は、多方面での活動を視野に入れています。

いわゆるデザインプロダクションは、100 パー

セント請け負い型のビジネスなんです。でも、そ

ういうやり方だけでは私自身のモチベーション

がキープできないところがあるので、tagle（★ 1）

などの新しいビジネスモデルを発想してやって

いこうと思っているんです。その一方で今ちょっ

とこだわっているのはインスタレーション系です

ね。日本ではまだ少ないのですが、世界を視

野に入れて、積極的にやっていきたいです。

卒業生の印象でもうひとつあるのは、すぐに

独立しちゃうこと（笑）。たぶん、自分 1人でも

食べていけるだけの実力と、社会人としての基

本的なところをすぐマスターしてしまうのかなっ

て思うんですよ。そういう意味で優秀なんです

よね。ただ、1年で独立っていうのは短い、や

っぱり3年くらいはやっていただきたいと（笑）。

とはいえ、スタッフには、仕事の中でいろいろ

な体験をしてほしいと思っています。あまりに

も仕事が分業化してしまって、ベルトコンベア

化、流れ作業化したプロセスになってしまうと、

仕事やプロジェクトそれ自体の面白味が少なく

なって、モチベーションも下がるんじゃないか

と思います。だから、コーディング担当の人も、

いちばん始めの企画のミーティングから出ても

らうようにしています。

最終的には自分で責任を持ってやれるよう

になろう、っていう話は、いつもうちのスタッフ

の皆さんにしてるんですよ。なので、独立する

ことは、実はそれほど気にはしてないというか、

ある意味、インキュベーション機能といいます

か、そんな感じで IMG SRC がこの業界や世

の中に貢献するのもいいかなあと思ってみたり

もしますね。

育って欲しい人材ですか ?それは、志とか、

哲学がある人じゃないでしょうか。どういう理

想を自分で持てるか、というところがしっかり

していないと、ちゃんと勉強できないんじゃな

いですか。それはいちばん重要なところだと思

います。技術とか知識は自分で勉強するしか

なくて、そうとうマニアックに、オタクになって

ガーっと勉強して、それでようやく食うか食え

ないか、という世界ですからね。

OBSERVER’S VOICE
IAMASにつながりのある方へのインタビュー

★1　tagle：興味や関心のあるイメージ画像を用いた、キーワード

によらないイメージ検索システム。

http://tagle.jp/

この十年を振り返るとき、実際に社会で活躍する方からの視点や意見はとて重要です。

とくに、新しい分野とIAMASそのものが、社会においてどのような位置にあるかを知ることは、

次の十年のために大切なことです。

ここでは、IAMASとその学生・卒業生を知る方々にお話を伺いました。
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072 伊藤幸治（IMG SRC, INC.）

073 阿部一直（山口情報芸術センター）

074 茂登山清文（名古屋大学大学院情報科学研究科）

075 今尾ひな子（有限会社ファイブ）

076 原田康徳（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）
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テクノロジーは大切です。IMG SRC は設

立当初から、インフラの技術を非常に重視す

る戦略をとってきたのは強みであり、面白みだ

と思います。やっぱり、チャレンジングなこと

をやるには、技術的な裏付けがないと、途中

でばらばらになってしまうことが多いです。

ウェブデザインというのは IMG SRC のコア

ビジネスなんですが、それを取り巻く状況はど

んどん変わってきています。

例えば、企業の広告戦略を見ていると、こ

れまではいちばん最初にテレビ CMを考えて、

そのあとウェブを考えるという流れだったのが、

最近はいちばん最初にキャンペーン用のウェブ

サイトから発想して、そのプロモーションのた

めにテレビ CMを使う、そんな形になってき

ています。

だから我々も、ウェブデザインはコアビジネ

スとしてキープしていくんですけど、それだけ

では現場や私のモチベーションが上がらない

（笑）。基本的に、作りたいものを作るという形

で集まった会社ですので、そういった意味で

は、多方面での活動を視野に入れています。

いわゆるデザインプロダクションは、100 パー

セント請け負い型のビジネスなんです。でも、そ

ういうやり方だけでは私自身のモチベーション

がキープできないところがあるので、tagle（★ 1）

などの新しいビジネスモデルを発想してやって

いこうと思っているんです。その一方で今ちょっ

とこだわっているのはインスタレーション系です

ね。日本ではまだ少ないのですが、世界を視

野に入れて、積極的にやっていきたいです。

卒業生の印象でもうひとつあるのは、すぐに

独立しちゃうこと（笑）。たぶん、自分 1人でも

食べていけるだけの実力と、社会人としての基

本的なところをすぐマスターしてしまうのかなっ

て思うんですよ。そういう意味で優秀なんです

よね。ただ、1年で独立っていうのは短い、や

っぱり3年くらいはやっていただきたいと（笑）。

とはいえ、スタッフには、仕事の中でいろいろ

な体験をしてほしいと思っています。あまりに

も仕事が分業化してしまって、ベルトコンベア

化、流れ作業化したプロセスになってしまうと、

仕事やプロジェクトそれ自体の面白味が少なく

なって、モチベーションも下がるんじゃないか

と思います。だから、コーディング担当の人も、

いちばん始めの企画のミーティングから出ても

らうようにしています。

最終的には自分で責任を持ってやれるよう

になろう、っていう話は、いつもうちのスタッフ

の皆さんにしてるんですよ。なので、独立する

ことは、実はそれほど気にはしてないというか、

ある意味、インキュベーション機能といいます

か、そんな感じで IMG SRC がこの業界や世

の中に貢献するのもいいかなあと思ってみたり

もしますね。

育って欲しい人材ですか ?それは、志とか、

哲学がある人じゃないでしょうか。どういう理

想を自分で持てるか、というところがしっかり

していないと、ちゃんと勉強できないんじゃな

いですか。それはいちばん重要なところだと思

います。技術とか知識は自分で勉強するしか

なくて、そうとうマニアックに、オタクになって

ガーっと勉強して、それでようやく食うか食え

ないか、という世界ですからね。

OBSERVER’S VOICE
IAMASにつながりのある方へのインタビュー

★1　tagle：興味や関心のあるイメージ画像を用いた、キーワード

によらないイメージ検索システム。

http://tagle.jp/

この十年を振り返るとき、実際に社会で活躍する方からの視点や意見はとて重要です。

とくに、新しい分野とIAMASそのものが、社会においてどのような位置にあるかを知ることは、

次の十年のために大切なことです。

ここでは、IAMASとその学生・卒業生を知る方々にお話を伺いました。
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ダウンでは新しいものはできないという思いが

あって、最初に研究会を立ち上げて、アーティ

スト、アートマネージャー、キュレーター、こ

の 3者の立場からディスカッションして作って

いきました。空間的にフレキシブルで、人と建

築がどう関わるかという点で非常にオープンな

かたちの施設ができたかと思います。また、ス

テージアートのできる空間と設備があり、アー

ト表現と連動できます。ステージアートや身体

表現と造形表現が結びついているケースは非

常に少ないので、そういう意味でも新しい施設

と言えるでしょう。

教育普及に力を入れており、作品の見方や

考え方について「ヒント」は与え、「回答」ま

では与えない、そのような理解のステップを提

供しています。プレイベントを含めて 5年間や

ってきて、YCAMに来る観客のリテラシーは

非常に向上しましたね。特に子供たちは、幼

少の頃から情報機器に親しむ環境にあるから

か、作品に入り込むだけでなく、面白さを発見

する能力もどんどん高まってきています。批評

眼も結構育ってきているようで、小学生に「今

回の作品は工夫がないね」と言われてしまうこ

新しい情報技術を用いたプロダクトが、こ

れほど日常生活の中に抵抗なく受け入れられ

ている現在の日本の状況は、とても面白いと

思います。しかし、そこに文化、アート、芸術

といった言葉がついた途端に、なぜか急に堅

苦しいものになってしまう。新しい物を作って

いかないと、文化は活性化していかない。す

べてがネットワーク化する中で、情報技術と

どう接点を持つかという問題は、それを拒否

することも含めて今の人類の必須の課題です。

それに取り組むことは、まさに「コンテンポラ

リー」なアート＝メディアアートをやっている意

識ではないかと思います。

YCAMはそのようなアートを扱う場所とし

て作られています。これまでの美術館のように

「展示」を中心に思考を還元する場所ではな

く、未定形なプロジェクトを立ち上げて「作る

こと」自体を作りあげる場所であると考えてい

ます。新しいジャンルに取り組む際に、トップ

茂登山清文
名古屋大学大学院情報科学研究科助教授

実は、生意気にも IAMAS の設立準備委

員会に入っていたんですよ。まあ、いるだけ、

という感じでしたが（笑）。他の人たちの多くは、

専任のスタッフになる予定でみんな気合いが入

っていて、名古屋、中部圏から来た人はほと

んどいなかったというのもあって、僕はいった

いどこまで会議に踏み込んでいいのか、よくわ

かりませんでしたね。

開校してからは 2年間、非常勤講師で「作

品研究」を担当しました。学生の年齢層も幅

広かったし、いろんなバックグラウンドの人が

いたから、戸惑った部分と面白いと思う部分

との両方がありましたね。むしろ僕の場合は、

IAMAS に行ってみて、自分の居場所ってい

うのが改めて分かったというところもあります。

本校舎 4階の奥の、廃墟みたいになって

いた部屋を使ってギャラリーを作ったんですよ

ね。憶えてる ?狭い意味のメディアアートに対

する距離感のようなもの、そんなものを出そう

として、『Raw-high gallery』という名前にし

ました。

今考えると、一介の非常勤講師が学生と一

緒に、よくあんな場所を作ったなあ、そういう

のについてきてくれたよなあと思います。あの

活動は本当に面白かった。外部から作家を呼

んできて、作品展示だけじゃなくてトークなど

もちゃんとやりました。僕はまだ、オープンの

時のチラシも持っているんです。

IAMASと名古屋の芸大・美大は、ちょっ

と距離があったのは確かですね。物理的な距

離はたいしたことないけど、そんなには交流が

なかった。IAMASは、なんとなく引きこもり

系なイメージはあるね（笑）。みんな忙しいから、

なかなか出て来れないのかな ?

名古屋でのメディアアートは、MEDIA-

SELECT（★1）がかなり網羅していると思うん

だけど、いわゆるメディアアートよりもいろんな

ものが入っていますよね。それは、ARTEC（★

2）の影響もあるかもしれないね。ARTEC は、

そもそもこの地域でアートをやろうというところ

を考えて、アートとものづくり、テクノロジーを

含めて企画された展示です。だから実際来た

アーティストたちはメディア系だけでなく、もの

づくり系、機械系みたいなものも含めて、もう

少し広い範囲の人たちがいました。その感じ

が、ある意味名古屋的なのかもしれません。

良くも悪くも、田舎で層が薄くて、一部分に

特化しないでもやっていくことができる、そん

な感じがあります。

東京では、新しいことを積極的にやってい

かないと埋もれてしまうし、関西は、京都と大

阪、また学校によっても違うけど、コンセプチ

ュアルなのかな、という感じがします。名古屋

はあまりそういうふうにならない。それがゆるい

って見えるか、いろいろできていて面白いと見

えるか、どちらかですね。

僕の研究室も IAMAS のように、いろいろ

なバックグラウンドを持つ学生が入ってきます。

学部は文理融合，大学院は情報系ですが、

デザインをやりたい、芸術研究をしたいという

学生がわりといるんです。授業は、講義とプロ

ジェクト型を併用していて、コミュニケーション

ツールの提案ですとか、そういうものをグルー

プワークでやります。調査したり、プレゼンテ

ーションしたりするんですが、それまで話した

ことのない人と一緒にやるので、ケンカするこ

ともあります。でも最終的には、仲良くなって

いくので、そういうのを見ているのがすごく面

白い。そのせいか、出会い系授業って呼ばれ

ています（笑）。

ちょっとずつですが、大学の中で、作品を

置けそうなスペースとか、ギャラリーのようなス

ペースも少しずつできつつあるので、IAMAS

にはぜひ展示にご協力お願いします。いつも

言われるけど、お金はないんだけどね（笑）。

茂登山清文　もとやまきよふみ

神奈川県生まれ。京都大学工学部建築学科卒業、名古

屋芸術大学助教授を経て 1998 年より名古屋大学大学院

人間情報学研究科、2002 年より同情報科学研究科助

教授。電子社会における視覚文化を専門とし、情報デザ

イン、マルチメディア、メディアアート論などを担当。芸

術団体「MEDIASELECT」代表、「名古屋大学現代芸術

研究会」主宰。

★ 1　MEDIASELECT：展覧会や研究会を通じて、「メ

ディアアート」と「メディアとアート」について考え、

行動する非営利の芸術団体。1999年より毎年、展覧会

や研究会を開催。2002年、11th ISEA名古屋開催の中

心となった。

http://www.mediaselect.gr.jp/

★ 2　ARTEC：アーテック、名古屋国際ビエンナーレ。

1989年から名古屋で開催されたテクノロジーアート

展。1997年に終了した。

Raw-high Galleryで展示したアーティスト、野田利也さんの

トーク

阿部一直　あべかずなお

東京藝術大学美術学部藝術学科美学専攻卒。1990年

から 2001年までキヤノン株式会社「アートラボ」専任

コ・キュレーター。古橋悌二『LOVERS』をはじめ、

数々のプロジェクトを手がける。2003年より現職。三

上晴子 +市川創太『Gravicells-重力と抵抗』、Carsten 

Nicolai『syn chron』、坂本龍一 + 高谷史 郎『LIFE-

fluid,invisible,inaudible...』などをプロデュース。2005

年 ベルリン「transmediale award 06」国際審査員。

ともある（笑）。うかうかできない感じですね。

YCAMのスタッフには、ソフトや、ハード、

空間デザインなどが、技術はなくても理解はで

きる、そういうフレキシブルさと、自らの専門

性をさらに研究していく向上心が求められてい

ます。常に新しいことを考えて、提案しなくて

はならない。招聘するアーティストからの要求

も高いので、応えている間にどんどん成長して

いける。そういう点では、とても恵まれている

と思います。

IAMAS の卒業生を数名スタッフとして採

っているわけですが、IAMAS は、専門性を

持つ人を輩出するというよりも、多様性があっ

て、個人の能力が伸びて行く場所という印象

があって、それはとてもいいと思います。アー

ト寄り、技術寄りの学生がいて、いろんなジ

ャンルの人間の中で揉まれた経験は重要でし

ょう。自分の主張をはっきり出して人を説得す

る、コミュニケーションの基礎的なレベルはク

リアしている気がしますね。ほめすぎ ?（笑）

一方、社会で必要な常識にはやや欠けてい

ますね。その辺りは、学生の頃から少しは慣

れていてほしい。せっかくの個性をオーソライ

ズする能力がないと、ただの変人で終わってし

まう。それなりの手順や方法を経て、自分の

個性を表現にしていくことはとても重要だとい

う意識を持ってもらいたいですね。

グループワーク、コラボレーションでモノを

作ると、人が何に対して神経を使っているか

探る能力が高まりますよね。それなしには絶対

グループワークは成立しません。相手が何を

期待し、何をしようとしているか常に探って行

くのは重要な経験です。将来、インターン制

を取り入れて、そういう経験ができるアートセ

ンターや美術館などで学生が研修できる制度

をやるのもいいんじゃないでしょうか。

阿部一直
山口情報芸術センター（YCAM）学芸課長

チーフキュレーター

アーティスティックディレクター
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ました。
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んできて、作品展示だけじゃなくてトークなど
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特化しないでもやっていくことができる、そん
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茂登山清文　もとやまきよふみ

神奈川県生まれ。京都大学工学部建築学科卒業、名古

屋芸術大学助教授を経て 1998 年より名古屋大学大学院

人間情報学研究科、2002 年より同情報科学研究科助

教授。電子社会における視覚文化を専門とし、情報デザ

イン、マルチメディア、メディアアート論などを担当。芸

術団体「MEDIASELECT」代表、「名古屋大学現代芸術

研究会」主宰。

★ 1　MEDIASELECT：展覧会や研究会を通じて、「メ

ディアアート」と「メディアとアート」について考え、

行動する非営利の芸術団体。1999年より毎年、展覧会

や研究会を開催。2002年、11th ISEA名古屋開催の中

心となった。

http://www.mediaselect.gr.jp/

★ 2　ARTEC：アーテック、名古屋国際ビエンナーレ。

1989年から名古屋で開催されたテクノロジーアート

展。1997年に終了した。

Raw-high Galleryで展示したアーティスト、野田利也さんの

トーク

阿部一直　あべかずなお
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ともある（笑）。うかうかできない感じですね。
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阿部一直
山口情報芸術センター（YCAM）学芸課長

チーフキュレーター

アーティスティックディレクター
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原田康徳 
NTTコミュニケーション科学基礎研究所 

主任研究員

　

今、研究しているのは大きく2つありまして、

ひとつは、未来の電話というコンセプトで開発

している『t-Room』（★１）です。ここは、通信

会社の基礎研究所なので、テーマとしては直

球ですね。

もうひとつが『Viscuit』（★２）というプログ

ラム言語です。研究者同士で飲んでたとき

に、「自分の子供に初めて触らせるプログラム

言語は何がいいか ?」という話になりまして、

BASIC だとかいろいろ言語の名前が挙がった

けど、やっぱり自分で作った言語がいいと。そ

れで作ったのですが。

コンピュータは普及したけれども、メディア

の装置として、メールやウェブとか、ビジネス

用ソフトなどでしか普及しませんでした。大半

の大人も、コンピュータはそういうものだと思

っている、それはちょっと悲しいことだと思う。

コンピュータは、自分の思い通りにプログラム

をして動かすというのがいちばん面白いわけで

すから、プログラム言語の魅力を伝えることは

大切です。

具体的な効用もあります。例えば、小学生

にチェーンメールをやってはいけないと教える

場合、大半の人たちはモラルとして教えるわけ

ですよ。でも実は教える側も、やってはいけな

ちはその対極にいますね。僕が採択した人た

ちの場合、実はプログラムはうまくない、だけ

ど、石にかじりついてでも作りたいモノがある、

しかもそれは、自分のために作りたい。そんな

感じがしますね。

僕がよく言っている話なんですが、これから

世の中がどうなるかというと、ロボットと人工

知能に、人間の仕事を全部奪われます。そう

すると、ロボットと人工知能にもできる仕事に

ついた人は悲しい思いをすると思います。その

時に、いい人生を送れる人っていうのは、創

造性を持っている人ですよ。それはすごく広い

意味で、何でもいいから、他とは違うことを出

せる人だと思います。それと、主な収入がつ

ながっている人はさらにいいですね（笑）。

い根本的な理由はよく分かっていない。

ところが『Viscuit』を使って、1人の男の

子をクリックすると 5人に増えるというプログラ

ムを作ってみると、クリックしたらたちまち画

面中が男の子だらけになります（図1）。そうい

うプログラムを作ることで、チェーンメールがど

うしていけないか、直感で理解することができ

る。実はコンピュータは、人間の直感に反す

る仕掛けをいっぱい持っていて、しかも高速

で動作するからさらに直感に反する動きになっ

てしまうけれど、ひとつのステップだけを取り出

してみれば、すごく分かりやすい。理解するこ

とのほうが大切で、何をしてはいけないと教え

る必要はないんです。

IAMAS のことは全然知りませんでした。

たぶん、未踏ソフトウェア（★３）の仕事をやっ

てからですね。そのプロジェクトマネージャー

（PM）を引き受けたとき、どのようにすべきか、

かなり悩みましたね。他の研究助成はもしか

したらそういう感じで出ているのかもしれませ

んが、このプログラムは、いいアイディアを持っ

ている人に対してのご褒美ではないんですよ。

未踏の場合は、ソフトウェアの技術とレベルを

高めるというのが目標だったから、この助成が

あって初めて実現できるという人の応募を採択

したいと思いました。

また、リスクをどっちが負うかってことも重

要でしたね。普通に採択すると、すべての責

任が PM側にあります。応募者は、上手に

書類を書いて、PMを出し抜けば、助成を得

ることもできるかもしれません。そういう応募

者を見抜かないといけない。そのために、もし

開発に失敗したときに、応募者は何を損する

のかと考えました。そこで、助成が切れてもや

りつづけるような、応募者がどれだけ本気で

やりたいと思っているかどうかをいちばん、重

要視したんです。

そうしたら、たまたま IAMAS の関係の人

たちを 4組採択しました。よくある申請は、

プログラムが書ける人が特にやりたいわけじゃ

ないけど、あったら便利そうなもの、役に立ち

そうなものの提案なんですが、IAMAS の人た

原田康徳　はらだやすのり 

1963年 7月生まれ。北海道大学大学院工学研究科情

報工学専攻卒業。博士（工学）。NTTコミュニケーショ

ン科学基礎研究所主任研究員。ビジュアルプログラミン

グ言語の研究を行っている。計算機科学者。

★ 1　t-Room：あたかも同じ部屋にいるかのような感覚

をもたらすテレビ会議システム。

http://www.mirainodenwa.com/

★ 2　Viscuit（びすけっと）：絵で表現したプログラミン

グツール。

http://www.viscuit.com/

★ 3　未踏ソフトウェア創造事業 ：独立行政法人情報処

理推進機構による人材育成プログラム。

http://www.ipa.go.jp/jinzai/esp/

いかがですか ?いろんなジャンルの人と話して

みるのは面白いですよ。今の学長は、大垣の

街にすごく出ていこうとされていますよね（笑）。

お店の方と仲良くなって、とてもいいことだと

思います。街の人が IAMASを身近に知るき

っかけになって、そういうところからの広がりっ

て面白いですよね。

　　　　　　　　　　　　　　　

IAMAS には、純粋な感じの方が多いと

思いますが、それは、夢を追いかけている

目線を持っているからだと思います。そうい

うものを大事にして欲しいし、私たち市民も、

IAMAS の学生さんの若い情熱で触発してい

ただけるとうれしいです。

私がインタビュアーのかたと、今、こうして

話ができること自体も不思議ですよね、年齢

差もあるし。でも、こういう環境にいるからお

知り合いになれた。若やいだ気分をいただけ

てうれしいです。（笑）

これからの時代は、行政だけではなく

NPO やボランティアの力が重要になってきま

す。団塊世代をはじめ、技術や経験を持つリ

タイア後の人達が、地域を支えていくようにな

るので、そういう中に溶け込んでいただくのも

いいのかな、と思います。琴線に触れるもの

があれば、年代や立場を越えてお互いに成長

ができますものね。

今尾ひな子
有限会社ファイヴ代表取締役

IAMAS は、とても自由な雰囲気がありま

すが、それでもちゃんと特化した才能を伸ばし

ていく、すばらしい学校だと思います。

実は、息子も 1期生で入れて頂きました

（笑）。彼は、『Wired』（当時は雑誌もあった）に

掲載された IAMAS の情報を見て興味を持

ったり、開学前に行われたシンポジウムを聞い

て、受験を決意したらしいです。卒業直後に

仕事で関東の人と面談をしている時に、結構

IAMAS のことを知っていらっしゃる方があっ

たそうです。そのことに驚くのも変ですが、歴

史が浅いのに有名なんだなと実感しましたね。

ソフトピアの入居企業としては、IAMASと

うまくマッチングしたいとずっと思っています。

柔軟な若い感性がいつも欲しいですしね。産

学共同研究という大きな関わりだけでなく、小

さな関係から IAMASと企業がコラボレーシ

ョンを図れたらいいと思います。せっかくのソフ

トピアプロジェクトですから。

うちの会社には特許を取得したシステムが

あって、実用化する際に、名古屋の優秀な大

学院生 2人に協力していただきました。ひとり

は開発力のあるかた、もうひとりはネットワー

クに強い、英語を母国語とする外国人のかた、

そして、IAMAS出身の弊社デザイナーが加わ

りました。彼らは、すごく面白がって作ってく

れました。そういうことを IAMASの学生さん

ともできるといいですね。　

　　　　　　　　　　　　

新規の技術や発明は、原石ですが、それ

を実用化していくためには、生活者の視点も

必要です。私は、ITには全く素人で、本業は

アナウンサーだったのですが、長年人 と々触れ

合ってきた感覚が、コンテンツのアイディアとし

て結構、生きています。学生さんたちも、時々

街をのぞいたり、企業の人と触れ合ってみては

今尾ひな子　いまおひなこ

岐阜放送制作部を経て、フリーランスアナウンサーとして

長く活動。外国人のための日本語ボランティアグループも

主宰し地域活動にも励んでいる。2000年、特許をもと

に過去の実績とは全く異なる ITで起業。

会社名「ファイヴ」は五感、生きた感覚を大事にしたい

と考えている。

画像をメールで送るだけでウェブ上にアルバムを作ることができる

システム、SHiSHiR（シシラ）

http://www.shishir.jp/

図1：『Viscuit』で表示したチェーンメールの例
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知り合いになれた。若やいだ気分をいただけ

てうれしいです。（笑）

これからの時代は、行政だけではなく

NPO やボランティアの力が重要になってきま

す。団塊世代をはじめ、技術や経験を持つリ

タイア後の人達が、地域を支えていくようにな

るので、そういう中に溶け込んでいただくのも

いいのかな、と思います。琴線に触れるもの

があれば、年代や立場を越えてお互いに成長

ができますものね。

今尾ひな子
有限会社ファイヴ代表取締役

IAMAS は、とても自由な雰囲気がありま

すが、それでもちゃんと特化した才能を伸ばし

ていく、すばらしい学校だと思います。

実は、息子も 1期生で入れて頂きました

（笑）。彼は、『Wired』（当時は雑誌もあった）に

掲載された IAMAS の情報を見て興味を持

ったり、開学前に行われたシンポジウムを聞い

て、受験を決意したらしいです。卒業直後に

仕事で関東の人と面談をしている時に、結構

IAMAS のことを知っていらっしゃる方があっ

たそうです。そのことに驚くのも変ですが、歴

史が浅いのに有名なんだなと実感しましたね。

ソフトピアの入居企業としては、IAMASと

うまくマッチングしたいとずっと思っています。

柔軟な若い感性がいつも欲しいですしね。産

学共同研究という大きな関わりだけでなく、小

さな関係から IAMASと企業がコラボレーシ

ョンを図れたらいいと思います。せっかくのソフ

トピアプロジェクトですから。

うちの会社には特許を取得したシステムが

あって、実用化する際に、名古屋の優秀な大

学院生 2人に協力していただきました。ひとり

は開発力のあるかた、もうひとりはネットワー

クに強い、英語を母国語とする外国人のかた、

そして、IAMAS出身の弊社デザイナーが加わ

りました。彼らは、すごく面白がって作ってく

れました。そういうことを IAMASの学生さん

ともできるといいですね。　

　　　　　　　　　　　　

新規の技術や発明は、原石ですが、それ

を実用化していくためには、生活者の視点も

必要です。私は、ITには全く素人で、本業は

アナウンサーだったのですが、長年人 と々触れ

合ってきた感覚が、コンテンツのアイディアとし

て結構、生きています。学生さんたちも、時々

街をのぞいたり、企業の人と触れ合ってみては

今尾ひな子　いまおひなこ

岐阜放送制作部を経て、フリーランスアナウンサーとして

長く活動。外国人のための日本語ボランティアグループも

主宰し地域活動にも励んでいる。2000年、特許をもと

に過去の実績とは全く異なる ITで起業。

会社名「ファイヴ」は五感、生きた感覚を大事にしたい

と考えている。

画像をメールで送るだけでウェブ上にアルバムを作ることができる

システム、SHiSHiR（シシラ）

http://www.shishir.jp/

図1：『Viscuit』で表示したチェーンメールの例
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＊出身高校の所在地を出身地としました。

Where are you from?
入学者出身地マップ（1996年度から 2006年度入学者まで）
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1998 1999 2000 2001 2002

walking mutant milkの妖精　ミルシェちゃん 馬の追憶 窓の向こうに。 Un jour dans sa vie. 

dangerous mashroom "Gamo" シロクロ Machines Monologues

Speace Toilet 回文動字 SLIM DOWN An example 01 Refraection

未完成 白昼 an example 故郷 ライフライン

The Story of Floating Dots walk circle Snarl-Up! ねつ

逃走 SPNV on film Air reson Dear Cheese

No communication But con... 「福田さん」ビデオ映像（実写） おかしの箱 カラエナ The ATMAN

BOND～絆～ イアマスティーヴィー Days わたし、午前 9時 30分 椅子

Kids Talk オニキス・ドリームス Here 予感 12/

GM 『choose』 BOX GAMA in-

インターネット用 Remote Con... 天（あま）駆ける黄金の鹿　岐阜県 ... rhythmless rhythm mama スミス

arrow IAMAS-ML ctl 古 鎮守の杜プロジェクト　神楽祭 mama

Plant Network Joueur de Marionnettes Tender is the night Rhythm on the Clip DO-MO/DO-MO

球体生命論 Dule Relation vibgyor 漢（感環缶観管）字

かくそふと 図書データベースシステムの構築 朝顔 Mike アイマップ -CMC 空間ビジュアライザ

三次元モデルによる仮想ネット ... 錯視を応用したモーショングラフ ... ノートチャット 音感養成プログラム　ひとりで ... EX.2D

ダンジョンマスター "The presents."Director movie 満足の行く最高のレベルまで達する。 インタラクティブ　サブディビショ ... Cube

Battle Materia 顔 The World is Mine Inspire 人工無脳 

ウェブにおけるアーティストプロモ ... 四季 reisiu.voice 大江戸よろず帳 頭の体操

Self-not-Self タイプデザイン プラチナ・コネクション リレイションズ IAMAS Database System

運動の記譜 和文書体の設計 極小農園 Dynamic Map IAMAS Information Map

BooKmarKparK エンブリヲ Web Cap Museum from my ... まんしょのなつやすみ Time, Space

Star on Web マガジン・デザイン IF/THEN INBETWEEN 公分母

Assong ガルダ　ヴィシュヌの乗り物と ... IAMASサイン計画 鹿の遠音 五択問題作成ツール

無題 Grid Colours Beige ヤヌス・プール

Revolving Black Hole お天気の音楽 私ちゃん～ inflate+deflate~ 独演音採集及再生機械 どーも

境界 画像認識による音楽制御 アイデンティティ・ゼロ DETECTION シュタインハント

連続体 進化する音楽 つつまれて デザイニングマップ しろいほん

Orbit permeation for Ryutei and Co... ささくれの火屋 CONNECTIONS Warabimochi Sound Compilation

SET YOUR RADIO 蓮華 回転する脳味噌 幸福な人々 , 小さい星 僕が本当にサディストだったらよかったのに

GHOST 『コレ、ソノボールペン、ワシ、コノ... Chaotic Cosmos かたち→おとのそうち 武トーン

グレゴリアンチャントの自動生成 ... メディア・キャスト　インター ... Untitled MRI 「琵琶伝抄」地唄舞を伴った音響作品

001 fig（入力装置に体する試み） Multimedia archive - Media ... INSTALLATION M KR-2000 iamasOS

Step by Step メタモルフォーゼ　アコーダンス 箱 9Cells 書物メディアプロジェクト

複合パッチによる高品位な顔モデ ... VR空間におけるサウンド・ビジュ ... metroscope 鏡桜 形態と運動

パーティクルマッピング Love&Hot cent foliar #3 Remain In Light テキストロン

電波 「Yu-zi」/「Yu-zi」 Tele Tangible Dots 埋め込まれた記憶 彼女は分身をつくる

root Circuit 浮遊する情報 カラリック

色彩セラピー理論に基づいた色彩 ... Spannung Addictive Chill-out In the Dark Tasting Muzak

クロックワーク　PC SIGHT OF SOLUTION Streetscape インタビュー

たいこロジー　雨を降らそう Cube 生きション Glass Making Mimic System

循環 iモードゲーム紹介チャンネル G@... Info.Table トーキングツリー

Make an experiment with an ... メディア文化の射程 モデリング　イデア Drawing Light

もしもしもしもし コンピュータを使った「創造」のた ... 家族的なもの いろいろないろ

何 ?!! アナログ魂 wakaruta 視線 

KAERUN 屋台 UMU-CUBE

ほうこく Chakram

成果発表 Streetscape

ビットで遊ぼう！～コンピュータの ... SCマニアの生活 a SC mania's life 

Diary of the Deceased 彼女の 1日

図 .1

オメガ 2660

2003 2004 2005 2006 2007
シラ 可畏キモノ その先 ヒトガタ 海岸通り

age 課長と田中君 阿吽二字〈アウンニジ〉 光の在り処 にゃっプリンのテーマ

接触 天恵 種 以史為鑒 HDR太極拳

ロボ メヒメヒ ドロップ synchrostinato HERO online プロモーションム ...

今、同世代が考える生き方 frame 軌跡映画 1：サイクロプス つまらない奴 つながり

know into world 大人の秘密基地 60H この道の光 みえたのかもしれない

感光 golden time ANDコーススケジューラ Out of Home 優雅で感傷的な動物園の動物たち

聴覚ディスプレイを用いた音 ... 7 x 7 コンテンツ・マネジメント・システム Okinawa Sonima-01、Sonima-02

携帯端末における学習環境モデル ... ストリートライフ ネットワーク技術者養成のための ... Real Time Rendering 温かい前菜

My small world. Mgoo and ... 1979221 net-mon@iamas HDR動画でライティング プロジェクト arno:アルノ「DNA ...

Diary Luster reminiscing AND コースの物品管理システム 字面くん

Telepath aggregation wwwtalk The game of live make

マスゲーム・ゲーム Handy Score Book インターネット道しるべ Shared Space System 「3X3EYES」による映像作品とソ ...

Freefall Browser 連鎖式画像探索システム「Pict ... ままごと四畳半 N カスタマイズスクリーンキーボード

ブラインド memopad becoming Loci:モバイルビデオアーカイブ ... 高齢者向けランチャー

百人一首 WaBlog レシピスキャンディスプレイ Cotton e-learning system スコアリング サポート サイト ...

ハナユウー綴れー わたしのことば　あなたのことば Rear Window 高齢者向けウェブデザイン サイトグラフィック

悲嘆するラプラスの悪魔 Diary patchwork movie wwwtalk range.js

180180 町内情報化 IAMAS 2005 PR memorandum Beeee

dig　掘る IAMAS 2004 PR いつみ本 DIT GUEST LECTURE DOC ... FUDA

murmur アイコンノート 人の部屋の物で本をつくる。 たびにっき クロッカスな 2年間

目線 宝箱 おひきこもりさま IAMAS 2006 Exhibition Design m-colle

ゆオブジェクト : Affective Com... 祝典行進曲 自説四谷階段「拝啓、イエモン様」 FLIP BOOK テキストからグラフィックをつくる

時線 アンタッチド・コントロール／バー ... クラリネットとコンピュータの為の ... 二人の声楽家のための音楽作品 ... Note3

COMS 《アナグラオン変奏曲》（2004） AD 待つ ひらがな標本

インタラクティブ・モーション・リ ... 鍵盤打楽器と一対の打楽器の為 ... もののあはれ 花荒れ Bookbinding

歓呼 low 体から塊へ moids クロッカス

RotoFace　回面 cooing めまい ほしにねがいを きのう蛤の出す白い息でできた街 ...

松本祐一作品鑑賞ブース A.T.U.S. 不可地域へのアクセス in-form No Name No Print My ... -3

福音（プクオン）シリーズ Vol.4 moment-monument Sequence space 04 MHz

宵狢格子（よいのむじなごうし） 煙舞 三角演算子によるポリゴンピュータ signscape Actinia

浮遊 hands-on movie 「ベーグル」 AGENT DOCUMENT 意識の中へ breath strati

地点ー事点 みちかけ drop Peeping Box 2.0 イサールさんの独り言

chain(A piece of SUNSESSIO ... "KOTODAMA" Heaven's Eye -you are no ex... A chronicle of the garden quma企画。

Caspase Elephant Machine LoveLetter おすすめ定食 Potentia

異文化間の変容を目指すコミュニ ... チェア　ザ　ディファレンス Cyclo Life(); えくとな浸透

ポストモダンにおける芸術の可能 ... からくり BLOCK 箱 Planet of performing arts pla ... sight seeing spot

私がアートを買うリスク、あなたと ... 君の声は決して忘れないよ。 "KODAMA" faceroid Digital Tableau　ーえんー

漫画 音点字：点字を楽しく学ぶための ... 家庭用民族楽器 灯籠 SCRIBES IN THE VIRTUAL

「卒展」空間構成 Sync Think Tags 『接触感』の記録の映像 『接触感』の記録の映像２ fickle echoes

ie element hg - the memory pro ... drop 日常としての表象

光は前方から、影は後ろへ コスモグラフィア・ジオドラマティカ めまい Listening Post

I Agree sound fragments 灯火の彼方と月影の果て

ジオラマ 長崎小 6女児殺害事件を踏まえ、... 邂逅　わくらば

複眼狂想レッスン ワークショップ landscape

錬舞 DIGITAL LIBRARY うたかた

ワークショップ 憑いて離れない女 ピアニストに逃げられた

node~04 : autopoiesis of sou ...

イメージリベット

眼差しの成立ー劇場と表現の考察

JOLT

ライブ・ワイヤリング！

分類

3DCG

アニメーション

映像

ソフトウエア

ウェブ

デザイン

サウンド

パフォーマンス

インスタレーション

メディアアート

研究

その他（平面、ワークショップなど）

What did you create?
卒業制作分野表

＊年号は卒業年度
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1998 1999 2000 2001 2002

walking mutant milkの妖精　ミルシェちゃん 馬の追憶 窓の向こうに。 Un jour dans sa vie. 

dangerous mashroom "Gamo" シロクロ Machines Monologues

Speace Toilet 回文動字 SLIM DOWN An example 01 Refraection

未完成 白昼 an example 故郷 ライフライン

The Story of Floating Dots walk circle Snarl-Up! ねつ

逃走 SPNV on film Air reson Dear Cheese

No communication But con... 「福田さん」ビデオ映像（実写） おかしの箱 カラエナ The ATMAN

BOND～絆～ イアマスティーヴィー Days わたし、午前 9時 30分 椅子

Kids Talk オニキス・ドリームス Here 予感 12/

GM 『choose』 BOX GAMA in-

インターネット用 Remote Con... 天（あま）駆ける黄金の鹿　岐阜県 ... rhythmless rhythm mama スミス

arrow IAMAS-ML ctl 古 鎮守の杜プロジェクト　神楽祭 mama

Plant Network Joueur de Marionnettes Tender is the night Rhythm on the Clip DO-MO/DO-MO

球体生命論 Dule Relation vibgyor 漢（感環缶観管）字
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三次元モデルによる仮想ネット ... 錯視を応用したモーショングラフ ... ノートチャット 音感養成プログラム　ひとりで ... EX.2D

ダンジョンマスター "The presents."Director movie 満足の行く最高のレベルまで達する。 インタラクティブ　サブディビショ ... Cube

Battle Materia 顔 The World is Mine Inspire 人工無脳 

ウェブにおけるアーティストプロモ ... 四季 reisiu.voice 大江戸よろず帳 頭の体操

Self-not-Self タイプデザイン プラチナ・コネクション リレイションズ IAMAS Database System

運動の記譜 和文書体の設計 極小農園 Dynamic Map IAMAS Information Map

BooKmarKparK エンブリヲ Web Cap Museum from my ... まんしょのなつやすみ Time, Space

Star on Web マガジン・デザイン IF/THEN INBETWEEN 公分母

Assong ガルダ　ヴィシュヌの乗り物と ... IAMASサイン計画 鹿の遠音 五択問題作成ツール

無題 Grid Colours Beige ヤヌス・プール

Revolving Black Hole お天気の音楽 私ちゃん～ inflate+deflate~ 独演音採集及再生機械 どーも
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IAMASの卒業生たちは、さまざまな場所で活躍しています。

企業や教育機関、研究所などに勤める人、起業する人、フリーで活動する人、

卒業生同士でコラボレーションするなど、その活動と活動形態は多彩です。

しかし、多彩がゆえに実像が見えてこないのもまた事実です。

そんな彼ら・彼女らにインタビューを行ない、社会におけるIAMASの姿を探ってみました。

085 橋本英之

086 廣島麻紗子

087 山辺真幸 +小川裕子

089 棚瀬知佳

090 鈴木貴久

091 小野田裕士 +宇田敦子 +福田史

093 岡野良久

094 栃木博子

095 田中信雄 +中原淳

097 古舘健

098 山田由希美

099 桝尾あき

100 高嶺格

101 野間穣 +明貫紘子 

103 さかいれいしう

104 山野友義

学
生+

社
会
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で
き
る
し
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
取
材
に
行

け
る
し
、
情
報
も
多
く
入
っ
て
く
る
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
を
自
分
の
中
で
整
理
し
て
雑

誌
に
吐
き
出
せ
た
ら
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
に
い

た

頃
、
映
像
、
グ

ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

と
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
活
動
を
し

て
い
た
の
で
、
自
分
の
知
ら
な
い
知
識
や
違

う
視
点
の
発
想
が
あ
る
し
。
そ
れ
を
み
ん
な

で
ま
た
考
え
る
作
業
が
と
て
も
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。
今
の
仕
事
で
、
い
き
な
り
作
品
見

て
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
り
、
自
分
の
視
点
で

掲
載
す
る
情
報
を
選
ぶ
わ
け
で
す
が
、
そ
う

い
う
時
に
こ
の
経
験
が
生
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
ね
」。

「
そ
れ
ま
で
建
築
を
専
攻
し
て
い
て
、
私
に

足
り
な
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
だ
と
感
じ

て
い
た
か
ら
、
建
築
学
科
に
進
む
よ
り
は
、

幅
広
く
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
お
い
た

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

同
級
生
は
と
て
も
仲
が
良
く
て
、
強
烈

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
揃
い
だ
っ
た
の
と
、
面
白

い
も
の
が
大
好
き
な
人
が
多
く
て
、
イ
ベ
ン

ト
に
た
く
さ
ん
行
き
ま
し
た
。
友
達
が
主
催

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
役
と

し
て
参
加
し
た
り
し
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
！　

自
分
が
主
体
で
や
る
と
い
う
よ
り
も
、

み
ん
な
の
企
画
を
見
て
、
面
白
い
か
ら
何
と

か
実
行
し
よ
う
と
思
っ
て
手
伝
い
ま
し
た
」

学
校
の
授
業
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
印
象
に

な
い
と
言
う
が
、
学
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

積
極
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
仕
切
り
役
を
こ
な
し
て
い
た
。

「
最
初
の
就
職
は
、
愛
知
万
博
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
『
サ
イ
バ
ー
日
本
館
』
の
仕
事
で
し

た
。
卒
業
制
作
展
の
会
期
中
に
『
大
き
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ア
シ
ス
タ

「
数
式
を
絵
と
動
き
で
表
現
し
た
ら
分
か
り

や
す
く
な
る
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
あ
ん
ま

り
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。
大
体
ど

ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
は
わ
か
る
ん
で
す
が
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
モ
ノ
に
し
た
時
点
で
、

厳
密
性
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
間
の
目
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
で
同
じ
物
と
似
た

物
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
と
言
っ
た
ら

い
い
で
す
か
ね
。
元
に
な
っ
て
い
る
理
論
は

体
験
し
て
も
全
く
伝
わ
ら
な
い
。
い
ま
も
ま

だ
ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
て
い
ま
す
」。

ラ
ボ
科
を
卒
業
し
た
後
は
、
大
手
ゲ
ー
ム

会
社
に
入
社
す
る
。

「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
も
体

験
で
き
る
人
は
本
当
に
少
な
い
で
す
よ
ね
。

ゲ
ー
ム
だ
と
多
い
時
に
は
何
百
万
人
に

も
遊
ん
で
も
ら
え
る
。
そ
れ
に
1
人
で
は
制

作
で
き
る
も
の
の
量
に
限
界
が
あ
る
と
言
う

こ
と
が
身
に
染
み
て
解
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

ゲ
ー
ム
会
社
に
入
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

廣島麻紗子　ひろしままさこ

1981年岐阜県生まれ。岐阜工業高等専門学校

で建築を学んだ後、IAMAS DITコースへ。卒業

後は、愛知万博日本館公式ウェブサイト『サイ

バー日本館』制作プロジェクトに編集アシスタ

ントとして参加。この経験をきっかけに編集に

興味を持つ。現在は月刊『Web Designing』に

て編集者見習い中。

ン
ト
で
参
加
し
て
み
な
い
？
』
っ
て
先
生
が

声
を
か
け
て
く
れ
て
。

ど
こ
で
働
く
か
も
、
給
料
も
誰
の
下
に
つ

く
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
上
京
し
た

ら
、
通
さ
れ
た
の
は
ま
っ
さ
ら
な
マ
ン
シ
ョ

ン
の
一
室（
笑
）
。
そ
こ
か
ら
、
事
務
所
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
家
具
や
設

備
が
必
要
か
を
考
え
て
、
調
達
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」。

万
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
、
会
議
の
準
備
か
ら
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
自
分
も
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
仕
事
に
参
加
し
て
み
た
い
け
ど
で
き
な
い

と
い
う
抑
圧
さ
れ
た
感
じ
が
強
く
て
。『
い

つ
か
自
分
も
参
加
し
て
、
も
っ
と
役
に
立
と

う
！
』
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
、
人

が
や
っ
て
い
る
仕
事
を
盗
も
う
と
思
っ
て
、

観
察
し
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
は
じ
め
て
レ

ポ
ー
ト
の
仕
事
を
担
当
で
き
た
と
き
は
嬉

し
か
っ
た
。
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
自
体
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
更
新
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
。
や
っ
と
力
を
発
揮
で
き
る
と

思
っ
て
張
り
切
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
、

で
も
、
思
い
切
り
よ
く
挑
戦
で
き
た
の
で
、

今
思
う
と
そ
れ
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

万
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
と
い
う
大

き
な
仕
事
に
携
わ
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
た
ち
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
仕
事
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
、
進
ん
で
い
く
か
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で

行
う
も
の
づ
く
り
の

魅
力
と
、

「
編
集
」
と
い
う
仕
事
の
面
白
さ
と
を
感
じ
、

編
集
者
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

「
今
は
、
雑
誌『W

eb D
esigning

』
で

編
集

の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
や
建
築
は
歴
史
の
長
い
も
の
な
ん

で
す
け
ど
、
ウ
ェ
ブ
は
歴
史
も
浅
く
て
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
部
分
が
あ
っ
た
り
、
業

界
も
手
探
り
で
動
い
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
こ
の
雑
誌
の
編
集
者
に
な
れ
ば
、
ウ
ェ

ブ
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が

「
I
A
M
A
S
は
、
な
ん
と
な
く

面
白
そ

う
だ
っ
た
か
ら
受
験
し
ま
し
た
（
笑
）
。
当
時

は
仕
事
や
め
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
、
特
に
何
を

し
よ
う
か
と
は
考
え
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。

I
A
M
A
S
の
印
象
は
『
楽
園
』
で
し
ょ
う
、

や
っ
ぱ
り
。
い
ろ
い
ろ
な
機
材
が
あ
っ
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
常
時
接
続
だ
っ
た

り
。
居
心
地
が
良
く
て
、
も
う
少
し
こ
こ
に

い
て
も
い
い
か
な
、
と
思
っ
て
ラ
ボ
科
に
進

学
し
ま
し
た
。
研
究
だ
っ
た
ら
、
世
の
中
の

役
に
立
つ
と
か
、
何
ら
か
の
目
的
が
必
要
と

い
う
こ
と
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ア
ー

ト
と
銘
打
つ
と
何
を
し
て
も
イ
イ
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
特
に
現
代
美
術
で
は
。
そ
の
ぶ
ん

素
性
の
悪
い
も
の
を
作
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
す
け
ど
」。

在
学
中
に
制
作
し
た
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品『R

evolving
 B

lackhole

』

は
、
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
を
は
じ
め
、

国
内
外
で
展
示
さ
れ
た
。

た
の
で
す
。
最
近
の
仕
事
で
は
『
D
S
ブ
ラ

ウ
ザ
ー
』
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
や
り
ま
し

た
。
携
帯
ゲ
ー
ム
機
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
無
線
L
A
N
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
使
え
ま
す
。
制

作
中
に
偶
然
み
た
ニ
ュ
ー
ス
で
イ
ン
ド
の
子

ど
も
が
街
角
に
お
い
て
あ
る
パ
ソ
コ
ン
で

ウ
ェ
ブ
閲
覧
し
て
い
る
の
を
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
ん
な
子
供
達
が
使
っ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
な
ー
と
か
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
が
解
消
さ
れ
る
か
な
ー
と
か
夢
を

み
な
が
ら
制
作
し
て
ま
し
た
（
笑
）
」。

在
学
中
に
よ
く
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
た
彼

か
ら
見
る
と
、
仕
事
に
な
っ
た
「
ゲ
ー
ム
」
は

ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
ゲ
ー
ム
で
遊
べ
る
時
間
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
を
楽
し
む
の
と

は
ま
た
別
に
、
ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
や
シ
ナ
リ

オ
が
ど
ん
な
意
図
で
作
ら
れ
て
い
る
か
を

想
像
す
る
お
も
し
ろ
さ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

Web Designing

橋本英之　はしもとひでゆき

IAMASスタジオ科・ラボ科を経て、現在、任天

堂 ネットワーク開発部 ネットワーク企画グルー

プ所属。『Revolving Blackhole』はアルス・エ

レクトロニカ98ほか、各地で展示される。他に、

企画展『デジタル・バウハウス』（NTTインター

コミュニケーションセンター、東京）にて『ピリ

オド・オブ・タイム』を展示。

色
々
調
べ
て
い
る
と
戦
略
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
と
か
人
と
対
戦
す
る
ゲ
ー
ム
で
5

年
も
6
年
も
遊
ば
れ
続
け
て
い
る
の
が
結
構

あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
囲
碁
と
か
将
棋
の
よ
う

な
定
番
的
な
ゲ
ー
ム
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

も
出
始
め
て
い
る
の
か
な
っ
て
。
友
達
や
知

ら
な
い
人
と
何
度
も
対
戦
す
る
よ
う
な
も
の

が
、
長
く
遊
ば
れ
て
い
る
な
っ
て
感
じ
が
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
モ
ノ
を
作
る
か
は

ま
だ
解
り
ま
せ
ん
が
、
終
わ
っ
た
後
、
空
し

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
も
の
が
制
作
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

橋
本
英
之

ア
カ
デ
ミ
ー　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科
／
３
期
生　

ラ
ボ
科

進
路
を
決
め
た
の
は
、
な
ん
と
な
く
面
白
そ
う
だ
か
ら
。

そ
ん
な
人
生
で
い
い
の
か
と
も
思
い
ま
す
け
ど
。

と
り
ま
と
め
役
の
経
験
は
、

ず
っ
と
今
ま
で
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

７
期
生　

D
I
T
コ
ー
ス

廣
島
麻
紗
子

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②
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で
き
る
し
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
取
材
に
行

け
る
し
、
情
報
も
多
く
入
っ
て
く
る
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
を
自
分
の
中
で
整
理
し
て
雑

誌
に
吐
き
出
せ
た
ら
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
に
い

た

頃
、
映
像
、
グ

ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

と
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
活
動
を
し

て
い
た
の
で
、
自
分
の
知
ら
な
い
知
識
や
違

う
視
点
の
発
想
が
あ
る
し
。
そ
れ
を
み
ん
な

で
ま
た
考
え
る
作
業
が
と
て
も
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。
今
の
仕
事
で
、
い
き
な
り
作
品
見

て
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
り
、
自
分
の
視
点
で

掲
載
す
る
情
報
を
選
ぶ
わ
け
で
す
が
、
そ
う

い
う
時
に
こ
の
経
験
が
生
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
ね
」。

「
そ
れ
ま
で
建
築
を
専
攻
し
て
い
て
、
私
に

足
り
な
い
の
は
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
だ
と
感
じ

て
い
た
か
ら
、
建
築
学
科
に
進
む
よ
り
は
、

幅
広
く
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
お
い
た

ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

同
級
生
は
と
て
も
仲
が
良
く
て
、
強
烈

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
揃
い
だ
っ
た
の
と
、
面
白

い
も
の
が
大
好
き
な
人
が
多
く
て
、
イ
ベ
ン

ト
に
た
く
さ
ん
行
き
ま
し
た
。
友
達
が
主
催

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
役
と

し
て
参
加
し
た
り
し
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
！　

自
分
が
主
体
で
や
る
と
い
う
よ
り
も
、

み
ん
な
の
企
画
を
見
て
、
面
白
い
か
ら
何
と

か
実
行
し
よ
う
と
思
っ
て
手
伝
い
ま
し
た
」

学
校
の
授
業
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
印
象
に

な
い
と
言
う
が
、
学
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

積
極
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
仕
切
り
役
を
こ
な
し
て
い
た
。

「
最
初
の
就
職
は
、
愛
知
万
博
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
『
サ
イ
バ
ー
日
本
館
』
の
仕
事
で
し

た
。
卒
業
制
作
展
の
会
期
中
に
『
大
き
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ア
シ
ス
タ

「
数
式
を
絵
と
動
き
で
表
現
し
た
ら
分
か
り

や
す
く
な
る
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
あ
ん
ま

り
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。
大
体
ど

ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
は
わ
か
る
ん
で
す
が
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
モ
ノ
に
し
た
時
点
で
、

厳
密
性
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
間
の
目
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
で
同
じ
物
と
似
た

物
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
と
言
っ
た
ら

い
い
で
す
か
ね
。
元
に
な
っ
て
い
る
理
論
は

体
験
し
て
も
全
く
伝
わ
ら
な
い
。
い
ま
も
ま

だ
ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
て
い
ま
す
」。

ラ
ボ
科
を
卒
業
し
た
後
は
、
大
手
ゲ
ー
ム

会
社
に
入
社
す
る
。

「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
も
体

験
で
き
る
人
は
本
当
に
少
な
い
で
す
よ
ね
。

ゲ
ー
ム
だ
と
多
い
時
に
は
何
百
万
人
に

も
遊
ん
で
も
ら
え
る
。
そ
れ
に
1
人
で
は
制

作
で
き
る
も
の
の
量
に
限
界
が
あ
る
と
言
う

こ
と
が
身
に
染
み
て
解
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

ゲ
ー
ム
会
社
に
入
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

廣島麻紗子　ひろしままさこ

1981年岐阜県生まれ。岐阜工業高等専門学校

で建築を学んだ後、IAMAS DITコースへ。卒業

後は、愛知万博日本館公式ウェブサイト『サイ

バー日本館』制作プロジェクトに編集アシスタ

ントとして参加。この経験をきっかけに編集に

興味を持つ。現在は月刊『Web Designing』に

て編集者見習い中。

ン
ト
で
参
加
し
て
み
な
い
？
』
っ
て
先
生
が

声
を
か
け
て
く
れ
て
。

ど
こ
で
働
く
か
も
、
給
料
も
誰
の
下
に
つ

く
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
上
京
し
た

ら
、
通
さ
れ
た
の
は
ま
っ
さ
ら
な
マ
ン
シ
ョ

ン
の
一
室（
笑
）
。
そ
こ
か
ら
、
事
務
所
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
ん
な
家
具
や
設

備
が
必
要
か
を
考
え
て
、
調
達
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」。

万
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
、
会
議
の
準
備
か
ら
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
自
分
も
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
仕
事
に
参
加
し
て
み
た
い
け
ど
で
き
な
い

と
い
う
抑
圧
さ
れ
た
感
じ
が
強
く
て
。『
い

つ
か
自
分
も
参
加
し
て
、
も
っ
と
役
に
立
と

う
！
』
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
、
人

が
や
っ
て
い
る
仕
事
を
盗
も
う
と
思
っ
て
、

観
察
し
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
は
じ
め
て
レ

ポ
ー
ト
の
仕
事
を
担
当
で
き
た
と
き
は
嬉

し
か
っ
た
。
た
だ
、
レ
ポ
ー
ト
自
体
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
更
新
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
。
や
っ
と
力
を
発
揮
で
き
る
と

思
っ
て
張
り
切
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
、

で
も
、
思
い
切
り
よ
く
挑
戦
で
き
た
の
で
、

今
思
う
と
そ
れ
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

万
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
と
い
う
大

き
な
仕
事
に
携
わ
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
た
ち
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
仕
事
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
、
進
ん
で
い
く
か
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で

行
う
も
の
づ
く
り
の

魅
力
と
、

「
編
集
」
と
い
う
仕
事
の
面
白
さ
と
を
感
じ
、

編
集
者
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

「
今
は
、
雑
誌『W

eb D
esigning

』
で

編
集

の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
や
建
築
は
歴
史
の
長
い
も
の
な
ん

で
す
け
ど
、
ウ
ェ
ブ
は
歴
史
も
浅
く
て
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
部
分
が
あ
っ
た
り
、
業

界
も
手
探
り
で
動
い
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
こ
の
雑
誌
の
編
集
者
に
な
れ
ば
、
ウ
ェ

ブ
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が

「
I
A
M
A
S
は
、
な
ん
と
な
く

面
白
そ

う
だ
っ
た
か
ら
受
験
し
ま
し
た
（
笑
）
。
当
時

は
仕
事
や
め
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
、
特
に
何
を

し
よ
う
か
と
は
考
え
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。

I
A
M
A
S
の
印
象
は
『
楽
園
』
で
し
ょ
う
、

や
っ
ぱ
り
。
い
ろ
い
ろ
な
機
材
が
あ
っ
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
常
時
接
続
だ
っ
た

り
。
居
心
地
が
良
く
て
、
も
う
少
し
こ
こ
に

い
て
も
い
い
か
な
、
と
思
っ
て
ラ
ボ
科
に
進

学
し
ま
し
た
。
研
究
だ
っ
た
ら
、
世
の
中
の

役
に
立
つ
と
か
、
何
ら
か
の
目
的
が
必
要
と

い
う
こ
と
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ア
ー

ト
と
銘
打
つ
と
何
を
し
て
も
イ
イ
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
特
に
現
代
美
術
で
は
。
そ
の
ぶ
ん

素
性
の
悪
い
も
の
を
作
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

も
あ
り
ま
す
け
ど
」。

在
学
中
に
制
作
し
た
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品『R

evolving
 B

lackhole

』

は
、
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
を
は
じ
め
、

国
内
外
で
展
示
さ
れ
た
。

た
の
で
す
。
最
近
の
仕
事
で
は
『
D
S
ブ
ラ

ウ
ザ
ー
』
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
や
り
ま
し

た
。
携
帯
ゲ
ー
ム
機
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
無
線
L
A
N
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
使
え
ま
す
。
制

作
中
に
偶
然
み
た
ニ
ュ
ー
ス
で
イ
ン
ド
の
子

ど
も
が
街
角
に
お
い
て
あ
る
パ
ソ
コ
ン
で

ウ
ェ
ブ
閲
覧
し
て
い
る
の
を
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
ん
な
子
供
達
が
使
っ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
な
ー
と
か
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
が
解
消
さ
れ
る
か
な
ー
と
か
夢
を

み
な
が
ら
制
作
し
て
ま
し
た
（
笑
）
」。

在
学
中
に
よ
く
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
た
彼

か
ら
見
る
と
、
仕
事
に
な
っ
た
「
ゲ
ー
ム
」
は

ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
ゲ
ー
ム
で
遊
べ
る
時
間
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
を
楽
し
む
の
と

は
ま
た
別
に
、
ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
や
シ
ナ
リ

オ
が
ど
ん
な
意
図
で
作
ら
れ
て
い
る
か
を

想
像
す
る
お
も
し
ろ
さ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

Web Designing

橋本英之　はしもとひでゆき

IAMASスタジオ科・ラボ科を経て、現在、任天

堂 ネットワーク開発部 ネットワーク企画グルー

プ所属。『Revolving Blackhole』はアルス・エ

レクトロニカ98ほか、各地で展示される。他に、

企画展『デジタル・バウハウス』（NTTインター

コミュニケーションセンター、東京）にて『ピリ

オド・オブ・タイム』を展示。

色
々
調
べ
て
い
る
と
戦
略
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
と
か
人
と
対
戦
す
る
ゲ
ー
ム
で
5

年
も
6
年
も
遊
ば
れ
続
け
て
い
る
の
が
結
構

あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
囲
碁
と
か
将
棋
の
よ
う

な
定
番
的
な
ゲ
ー
ム
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

も
出
始
め
て
い
る
の
か
な
っ
て
。
友
達
や
知

ら
な
い
人
と
何
度
も
対
戦
す
る
よ
う
な
も
の

が
、
長
く
遊
ば
れ
て
い
る
な
っ
て
感
じ
が
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
モ
ノ
を
作
る
か
は

ま
だ
解
り
ま
せ
ん
が
、
終
わ
っ
た
後
、
空
し

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
も
の
が
制
作
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

橋
本
英
之

ア
カ
デ
ミ
ー　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科
／
３
期
生　

ラ
ボ
科

進
路
を
決
め
た
の
は
、
な
ん
と
な
く
面
白
そ
う
だ
か
ら
。

そ
ん
な
人
生
で
い
い
の
か
と
も
思
い
ま
す
け
ど
。

と
り
ま
と
め
役
の
経
験
は
、

ず
っ
と
今
ま
で
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

７
期
生　

D
I
T
コ
ー
ス

廣
島
麻
紗
子

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②
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山
辺
さ
ん
が

I
A
M
A
S
を

知
っ
た
の

は
大
学
２
年
生
の
時
で
、
大
学
を
や
め
て
す

ぐ
に
進
学
す
る
か
悩
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
。

「
す
ご
く
行
き
た
く
な
っ
て
、
I
A
M
A
S

を
知
っ
て
い
る
人
に
話
を
聞
こ
う
と
思
っ

て
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
い
た

岩
井
俊
雄
さ
ん
に
い
き
な
り
相
談
し
て
し

ま
い
ま
し
た
（
笑
）
。
岩
井
さ
ん
は
話
を
聞
い

て
、『
何
か
を
教
え
て
も
ら
え
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
か
ら
、
周
辺
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
、
今

登
っ
て
い
る
山
は
最
後
ま
で
登
っ
た
ほ
う
が

い
い
、
そ
の
方
が
も
っ
と
楽
し
め
る
と
思
う

よ
』
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
。
そ
れ
で
、
大
学

を
卒
業
し
て
か
ら
進
学
し
た
ん
で
す
」。

大
学
で
は
電
子
情
報
学
科
に
所
属
し
て
、

半
導
体
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
。

「
も
と
も
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
学
科
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
。
電
子
回

路
の
よ
う
な
泥
臭
い
こ
と
は
あ
ん
ま
り
や

り
た
く
な
か
っ
た
（
笑
）
。
た
だ
、
今
後
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
な
が
ら
何
か
考
え
て
い
く

の
に
決
し
て
無
駄
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

を
切
り
替
え
て
、
半
導
体
の
研
究
室
に
入
り

ま
し
た
」。

I
A
M
A
S
に

入
学
し
て
か
ら
は
、
課

題
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や

D
M
、
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
に

精
力
的
に
取
組
ん
だ
。

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
や
、
描
画
す

る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
面
白
さ
を
考
え
る
と
き

に
、
大
学
で
や
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知

識
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
授
業
で
い
ち
ば
ん

面
白
か
っ
た
の
は
坂
根
先
生
の
『
メ
デ
ィ
ア

文
化
特
論
』。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
第
一
線

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
毎
回
来
て
、
50
人
く

ら
い
の
と
こ
ろ
で
講
義
す
る
な
ん
て
。
あ
れ

は
も
の
凄
く
刺
激
的
で
し
た
ね
」。

卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
就
職
し
、

愛
知
万
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
な
ど
で

活
躍
す
る
。

「
最
初
の
仕
事
は
、
確
か
、
木
本
圭
子
さ
ん

の
作
品
集
の
解
説
部
分
。
数
式
が
い
っ
ぱ
い

出
て
く
る
か
ら
適
任
だ
っ
て
（
笑
）
。
い
ち
ば

ん
長
く
携
わ
っ
て
い
た
の
は
万
博
で
す
ね
。

あ
れ
く
ら
い
大
き
な
仕
事
を
経
験
で
き
た
の

は
大
き
な
財
産
で
す
。
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、

お
互
い
言
葉
が
違
う
人
た
ち
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
同
じ
も
の
を
作
っ

て
い
く
仕
事
な
の
で
、
本
当
に
代
え
難
い
経

験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」。

そ

の

後
、
会
社
設
立
の

パ

ー

ト

ナ

ー

で

あ

る

大
和
比
呂
志
さ

ん

に

出
会
う
。

I
A
M
A
S
の
友
人
を
介
し
て
知
り
合
い
、

お
互
い
の
こ
と
を
知
る
う
ち
に
、
一
緒
に
や

る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
彼
が
、
僕
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
習
作
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
、
こ
れ
が
で
き

る
な
ら
縦
書
き
の
サ
イ
ト
な
ん
か
も
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
し
た
。
日
本
語
を

縦
で
組
ん
だ
ウ
ェ
ブ
は
な
か
な
か
な
い
の
で

や
っ
て
み
よ
う
と
。
そ
こ
か
ら
、
新
し
い
技

術
を
培
う
会
社
作
る
な
ら
一
緒
に
や
っ
て
み

な
い
か
？
、
に
な
っ
て
（
笑
）
。

元
来
理
系
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
紙

メ
デ
ィ
ア
も
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
同
じ
よ

う
に
楽
し
い
。
考
え
方
、
デ
ザ
イ
ン
は
ど
ち

ら
に
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。
事
務
所
を
辞
め

る
の
は
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
決
断
で
き
た
こ

と
で
は
な
い
し
、
今
で
も
た
ま
に
本
当
に
よ

か
っ
た
の
か
考
え
ま
す
（
笑
）
。
で
も
、
自
分

が
持
っ
て
い
る
経
験
を
活
か
し
て
刺
激
を
受

け
合
え
る
仲
間
と
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
、

リ
ス
ク
は
あ
れ
ど
、
そ
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

小
川
さ
ん
は
岐
阜
出
身
で
、
I
A
M
A
S

の
す
ぐ
隣
に
あ
る
高
校
に
通
っ
て
い
た
。

「
向
か
い
に
怪
し
い
建
物
が
あ
る
な
と
思
っ

て
い
て
（
笑
）
。
学
校
だ
と
知
っ
て
、
内
容
を

見
て
み
た
ら
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
て
。
九
州

の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
卒
業
す
る
と

き
に

I
A
M
A
S
の
大
学
院
が
で
き
た
の

で
、
新
し
い
環
境
で
過
ご
す
方
が
い
い
か

な
っ
て
思
っ
て
受
験
し
ま
し
た
。
実
家
も
近

い
し
（
笑
）
」。

I
A
M
A
S
で
は
ス
タ
ジ
オ

3
に

所
属

し
、
デ
ザ
イ
ン
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
研

究
を
行
っ
て
い
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
見
か
け
の
問
題

じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
内
容
に
本
質
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
ね
。
入
学
し

て
す
ぐ
、
募
集
要
項
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
が
、
色
を
使
う
に
も
配
置
す
る
に

も
、
か
な
ら
ず
情
報
デ
ザ
イ
ン
上
の
理
由
が

あ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
こ
う
い
う

も
の
だ
っ
た
ん
だ
、
と
学
び
ま
し
た
」。

卒
業
後
は
、
大
手
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就

職
す
る
。

「
私
、
進
路
が

ほ

ぼ

偶
然
な

ん

で

す
。

I
A
M
A
S
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に

流

れ
た
求
人
の
案
内
を
見
て
、
受
け
て
み
た
ら

通
っ
て
し
ま
っ
た
（
笑
）
。
こ
の
会
社
は
大
き

な
仕
事
が
多
く
て
、
や
り
が
い
は
あ
り
ま
し

た
ね
。
私
は
主
に
サ
イ
ン
制
作
の
仕
事
を
し

て
い
て
、
公
共
施
設
や
自
治
体
の
仕
事
に
関

わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
市
町
村
合
併
で
新

し
く
誕
生
し
た
市
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
っ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
は
、
市
章

な
ど
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
設
計
か
ら
市
の
観
光
サ
イ
ン
、
市
役
所
の

サ
イ
ン
、
広
報
物
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
に
担
当

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
市
の
人
と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
が
な
い
の
で
民
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
、

そ
う
す
る
と
周
り
の
人
も
遊
び
に
き
て
く
れ

て
仲
良
く
な
っ
た
り
、
意
見
を
聞
け
た
り
」。

在
職
中
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
ス
キ
ル

に
加
え
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
多
く
を
学

ん
だ
と
い
う
。

「
私
の
上
司
は
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
が
専
門

で
、
精
緻
な
仕
事
を
す
る
人
な
ん
で
す
が
、

目
を
鍛
え
る
た
め
に
毎
朝
ス
ペ
ー
シ
ン
グ

の
練
習
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
て
。
新
人

は
も
と
も
と
早
く
出
社
し
ま
す
が
、
も
う
少

し
早
く
来
て
、
ス
ペ
ー
シ
ン
グ
の
練
習
を
し

て
。
そ
れ
は
自
信
に
も
な
っ
た
し
、
実
際
も

の
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
も
な
っ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
辛
い
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
毎
朝
筋
ト
レ
し
て
る
ん
だ

か
ら
っ
て
言
い
聞
か
せ
て
（
笑
）
」。

山辺真幸　やまべまさき

1977年生まれ、東京都出身。法政大学工学部

電子情報学科を卒業後、IAMASに入学。アー

トディレクター永原康史に師事、メディアデザ

イン、グラフィックデザインを学ぶ。卒業後永

原康史事務所にて勤務。在職中は、主にウェブ

ディレクターとして、『愛・地球博サイバー日本

館』。など、プロジェクトの統括、デザインを担

当。2006年に退職し、大和比呂志とともにアラ

イアンスポートを設立。2007年より東京藝術大

学非常勤講師。

Design : GK Graphics

天童荘　http://www.tendoso.jp/

小川裕子　おがわひろこ

1978年生まれ、岐阜県出身。九州芸術工科大

学芸術工学部画像設計学科（現九州大学）に

入学。視覚学、視覚心理学、色彩学、グラフィッ

クデザインを学ぶ。卒業後、IAMASに入学。情

報設計、インターフェースデザインを学ぶ。卒業

後、株式会社GKグラフィックスで、デザイナーと

して勤務。主に、サインデザイン、地域や企業の

ヴィジュアルデザインの仕事に携わる。2007年

よりアライアンスポートに参加。

そ
ん
な
小
川
さ
ん
が
、
仕
事
を
き
っ
か
け

に
山
辺
さ
ん
ら
が
設
立
し
た
会
社
に
出
会
う
。

「
山
形
の
温
泉
旅
館
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
I
A
M
A
S
出
身

と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
の
部
分
を
任
さ
れ

て
し
ま
っ
て
（
笑
）
。
サ
イ
ト
が
あ
る
程
度
完

成
し
た
後
に
、
旅
館
の
ご
主
人
か
ら
ブ
ロ
グ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
加
え
た
い
と
い
う
ご
要
望

が
で
て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
グ
の
デ
ザ
イ

ン
を
、
ど
う
温
泉
旅
館
の
サ
イ
ト
に
組
込
ん

で
い
こ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
と
き
に
、
山
辺

く
ん
か
ら
、
縦
書
き
が
で
き
る
よ
、
と
い
う

話
を
聞
い
て
、
縦
書
き
の
ブ
ロ
グ
な
ら
、
温

泉
旅
館
に
も
似
合
う
だ
ろ
う
と
考
え
、
お
願

い
し
ま
し
た
。
打
ち
合
わ
せ
で
何
度
も
事
務

所
に
行
く
う
ち
に
、
面
白
そ
う
な
会
社
だ
な

と
思
っ
て
。
数
ヶ
月
後
に
は
、
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」。

人
と
人
、
人
と
仕
事
の
出
会
い
が
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
続
い
て
い
く
。
彼
ら
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
大
和
さ
ん
は
い
う
。

「
縦
書
き
の
件
は
、
案
件
が
欲
し
い
と
思
っ

て
い
た
時
期
と
ち
ょ
う
ど
リ
ン
ク
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
う
い
う
人
が
欲
し
い
と

思
っ
て
い
た
ら
、
小
川
さ
ん
は
そ
れ
に
ば
っ

ち
り
あ
っ
て
い
て
、
す
ご
い
タ
イ
ミ
ン
グ
が

よ
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
I
A
M
A
S
の

卒
業
生
の
方
に
も
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
仕
事
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
協
力
で
き
る
人
を
外
側

に
つ
な
い
で
、
そ
れ
全
体
で
面
白
い
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
そ
う
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
③

山
辺
真
幸

ア
カ
デ
ミ
ー　

６
期
生　

D
I
T
コ
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
は
好
き
だ
っ
た
け
ど
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
な
か
っ
た
ら

た
ぶ
ん
や
っ
て
な
い
。

小
川
裕
子　

大
学
院　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
３

私
は
こ
ん
な
に

偶
然
人
生
で
い
い
の
か
、

み
た
い
な
（
笑
）

合同会社アライアンスポート：http://www.allianceport.jp
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山
辺
さ
ん
が

I
A
M
A
S
を

知
っ
た
の

は
大
学
２
年
生
の
時
で
、
大
学
を
や
め
て
す

ぐ
に
進
学
す
る
か
悩
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
。

「
す
ご
く
行
き
た
く
な
っ
て
、
I
A
M
A
S

を
知
っ
て
い
る
人
に
話
を
聞
こ
う
と
思
っ

て
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
い
た

岩
井
俊
雄
さ
ん
に
い
き
な
り
相
談
し
て
し

ま
い
ま
し
た
（
笑
）
。
岩
井
さ
ん
は
話
を
聞
い

て
、『
何
か
を
教
え
て
も
ら
え
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
か
ら
、
周
辺
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
、
今

登
っ
て
い
る
山
は
最
後
ま
で
登
っ
た
ほ
う
が

い
い
、
そ
の
方
が
も
っ
と
楽
し
め
る
と
思
う

よ
』
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
。
そ
れ
で
、
大
学

を
卒
業
し
て
か
ら
進
学
し
た
ん
で
す
」。

大
学
で
は
電
子
情
報
学
科
に
所
属
し
て
、

半
導
体
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
。

「
も
と
も
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
学
科
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
。
電
子
回

路
の
よ
う
な
泥
臭
い
こ
と
は
あ
ん
ま
り
や

り
た
く
な
か
っ
た
（
笑
）
。
た
だ
、
今
後
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
な
が
ら
何
か
考
え
て
い
く

の
に
決
し
て
無
駄
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

を
切
り
替
え
て
、
半
導
体
の
研
究
室
に
入
り

ま
し
た
」。

I
A
M
A
S
に

入
学
し
て
か
ら
は
、
課

題
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や

D
M
、
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
に

精
力
的
に
取
組
ん
だ
。

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
や
、
描
画
す

る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
面
白
さ
を
考
え
る
と
き

に
、
大
学
で
や
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知

識
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
授
業
で
い
ち
ば
ん

面
白
か
っ
た
の
は
坂
根
先
生
の
『
メ
デ
ィ
ア

文
化
特
論
』。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
第
一
線

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
毎
回
来
て
、
50
人
く

ら
い
の
と
こ
ろ
で
講
義
す
る
な
ん
て
。
あ
れ

は
も
の
凄
く
刺
激
的
で
し
た
ね
」。

卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
就
職
し
、

愛
知
万
博
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
な
ど
で

活
躍
す
る
。

「
最
初
の
仕
事
は
、
確
か
、
木
本
圭
子
さ
ん

の
作
品
集
の
解
説
部
分
。
数
式
が
い
っ
ぱ
い

出
て
く
る
か
ら
適
任
だ
っ
て
（
笑
）
。
い
ち
ば

ん
長
く
携
わ
っ
て
い
た
の
は
万
博
で
す
ね
。

あ
れ
く
ら
い
大
き
な
仕
事
を
経
験
で
き
た
の

は
大
き
な
財
産
で
す
。
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、

お
互
い
言
葉
が
違
う
人
た
ち
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
同
じ
も
の
を
作
っ

て
い
く
仕
事
な
の
で
、
本
当
に
代
え
難
い
経

験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」。

そ

の

後
、
会
社
設
立
の

パ

ー

ト

ナ

ー

で

あ

る

大
和
比
呂
志
さ

ん

に

出
会
う
。

I
A
M
A
S
の
友
人
を
介
し
て
知
り
合
い
、

お
互
い
の
こ
と
を
知
る
う
ち
に
、
一
緒
に
や

る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
彼
が
、
僕
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
習
作
の

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
、
こ
れ
が
で
き

る
な
ら
縦
書
き
の
サ
イ
ト
な
ん
か
も
で
き
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
し
た
。
日
本
語
を

縦
で
組
ん
だ
ウ
ェ
ブ
は
な
か
な
か
な
い
の
で

や
っ
て
み
よ
う
と
。
そ
こ
か
ら
、
新
し
い
技

術
を
培
う
会
社
作
る
な
ら
一
緒
に
や
っ
て
み

な
い
か
？
、
に
な
っ
て
（
笑
）
。

元
来
理
系
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
紙

メ
デ
ィ
ア
も
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
同
じ
よ

う
に
楽
し
い
。
考
え
方
、
デ
ザ
イ
ン
は
ど
ち

ら
に
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。
事
務
所
を
辞
め

る
の
は
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
決
断
で
き
た
こ

と
で
は
な
い
し
、
今
で
も
た
ま
に
本
当
に
よ

か
っ
た
の
か
考
え
ま
す
（
笑
）
。
で
も
、
自
分

が
持
っ
て
い
る
経
験
を
活
か
し
て
刺
激
を
受

け
合
え
る
仲
間
と
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
、

リ
ス
ク
は
あ
れ
ど
、
そ
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

小
川
さ
ん
は
岐
阜
出
身
で
、
I
A
M
A
S

の
す
ぐ
隣
に
あ
る
高
校
に
通
っ
て
い
た
。

「
向
か
い
に
怪
し
い
建
物
が
あ
る
な
と
思
っ

て
い
て
（
笑
）
。
学
校
だ
と
知
っ
て
、
内
容
を

見
て
み
た
ら
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
て
。
九
州

の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
卒
業
す
る
と

き
に

I
A
M
A
S
の
大
学
院
が
で
き
た
の

で
、
新
し
い
環
境
で
過
ご
す
方
が
い
い
か

な
っ
て
思
っ
て
受
験
し
ま
し
た
。
実
家
も
近

い
し
（
笑
）
」。

I
A
M
A
S
で
は
ス
タ
ジ
オ

3
に

所
属

し
、
デ
ザ
イ
ン
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
研

究
を
行
っ
て
い
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
見
か
け
の
問
題

じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
内
容
に
本
質
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
ね
。
入
学
し

て
す
ぐ
、
募
集
要
項
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
が
、
色
を
使
う
に
も
配
置
す
る
に

も
、
か
な
ら
ず
情
報
デ
ザ
イ
ン
上
の
理
由
が

あ
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
こ
う
い
う

も
の
だ
っ
た
ん
だ
、
と
学
び
ま
し
た
」。

卒
業
後
は
、
大
手
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就

職
す
る
。

「
私
、
進
路
が

ほ

ぼ

偶
然
な

ん

で

す
。

I
A
M
A
S
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に

流

れ
た
求
人
の
案
内
を
見
て
、
受
け
て
み
た
ら

通
っ
て
し
ま
っ
た
（
笑
）
。
こ
の
会
社
は
大
き

な
仕
事
が
多
く
て
、
や
り
が
い
は
あ
り
ま
し

た
ね
。
私
は
主
に
サ
イ
ン
制
作
の
仕
事
を
し

て
い
て
、
公
共
施
設
や
自
治
体
の
仕
事
に
関

わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
市
町
村
合
併
で
新

し
く
誕
生
し
た
市
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
っ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
は
、
市
章

な
ど
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
設
計
か
ら
市
の
観
光
サ
イ
ン
、
市
役
所
の

サ
イ
ン
、
広
報
物
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
に
担
当

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
市
の
人
と
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
が
な
い
の
で
民
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
、

そ
う
す
る
と
周
り
の
人
も
遊
び
に
き
て
く
れ

て
仲
良
く
な
っ
た
り
、
意
見
を
聞
け
た
り
」。

在
職
中
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
ス
キ
ル

に
加
え
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
多
く
を
学

ん
だ
と
い
う
。

「
私
の
上
司
は
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
が
専
門

で
、
精
緻
な
仕
事
を
す
る
人
な
ん
で
す
が
、

目
を
鍛
え
る
た
め
に
毎
朝
ス
ペ
ー
シ
ン
グ

の
練
習
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
て
。
新
人

は
も
と
も
と
早
く
出
社
し
ま
す
が
、
も
う
少

し
早
く
来
て
、
ス
ペ
ー
シ
ン
グ
の
練
習
を
し

て
。
そ
れ
は
自
信
に
も
な
っ
た
し
、
実
際
も

の
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
も
な
っ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
辛
い
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
毎
朝
筋
ト
レ
し
て
る
ん
だ

か
ら
っ
て
言
い
聞
か
せ
て
（
笑
）
」。

山辺真幸　やまべまさき

1977年生まれ、東京都出身。法政大学工学部

電子情報学科を卒業後、IAMASに入学。アー

トディレクター永原康史に師事、メディアデザ

イン、グラフィックデザインを学ぶ。卒業後永

原康史事務所にて勤務。在職中は、主にウェブ

ディレクターとして、『愛・地球博サイバー日本

館』。など、プロジェクトの統括、デザインを担

当。2006年に退職し、大和比呂志とともにアラ

イアンスポートを設立。2007年より東京藝術大

学非常勤講師。
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天童荘　http://www.tendoso.jp/

小川裕子　おがわひろこ

1978年生まれ、岐阜県出身。九州芸術工科大

学芸術工学部画像設計学科（現九州大学）に

入学。視覚学、視覚心理学、色彩学、グラフィッ

クデザインを学ぶ。卒業後、IAMASに入学。情

報設計、インターフェースデザインを学ぶ。卒業

後、株式会社GKグラフィックスで、デザイナーと

して勤務。主に、サインデザイン、地域や企業の

ヴィジュアルデザインの仕事に携わる。2007年

よりアライアンスポートに参加。

そ
ん
な
小
川
さ
ん
が
、
仕
事
を
き
っ
か
け

に
山
辺
さ
ん
ら
が
設
立
し
た
会
社
に
出
会
う
。

「
山
形
の
温
泉
旅
館
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
I
A
M
A
S
出
身

と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
の
部
分
を
任
さ
れ

て
し
ま
っ
て
（
笑
）
。
サ
イ
ト
が
あ
る
程
度
完

成
し
た
後
に
、
旅
館
の
ご
主
人
か
ら
ブ
ロ
グ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
加
え
た
い
と
い
う
ご
要
望

が
で
て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
グ
の
デ
ザ
イ

ン
を
、
ど
う
温
泉
旅
館
の
サ
イ
ト
に
組
込
ん

で
い
こ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
と
き
に
、
山
辺

く
ん
か
ら
、
縦
書
き
が
で
き
る
よ
、
と
い
う

話
を
聞
い
て
、
縦
書
き
の
ブ
ロ
グ
な
ら
、
温

泉
旅
館
に
も
似
合
う
だ
ろ
う
と
考
え
、
お
願

い
し
ま
し
た
。
打
ち
合
わ
せ
で
何
度
も
事
務

所
に
行
く
う
ち
に
、
面
白
そ
う
な
会
社
だ
な

と
思
っ
て
。
数
ヶ
月
後
に
は
、
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」。

人
と
人
、
人
と
仕
事
の
出
会
い
が
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
続
い
て
い
く
。
彼
ら
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
大
和
さ
ん
は
い
う
。

「
縦
書
き
の
件
は
、
案
件
が
欲
し
い
と
思
っ

て
い
た
時
期
と
ち
ょ
う
ど
リ
ン
ク
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
う
い
う
人
が
欲
し
い
と

思
っ
て
い
た
ら
、
小
川
さ
ん
は
そ
れ
に
ば
っ

ち
り
あ
っ
て
い
て
、
す
ご
い
タ
イ
ミ
ン
グ
が

よ
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
I
A
M
A
S
の

卒
業
生
の
方
に
も
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
仕
事
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
協
力
で
き
る
人
を
外
側

に
つ
な
い
で
、
そ
れ
全
体
で
面
白
い
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
そ
う
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
③

山
辺
真
幸

ア
カ
デ
ミ
ー　

６
期
生　

D
I
T
コ
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
は
好
き
だ
っ
た
け
ど
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
な
か
っ
た
ら

た
ぶ
ん
や
っ
て
な
い
。

小
川
裕
子　

大
学
院　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
３

私
は
こ
ん
な
に

偶
然
人
生
で
い
い
の
か
、

み
た
い
な
（
笑
）

合同会社アライアンスポート：http://www.allianceport.jp
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「
大
学
生
の
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
出

会
っ
て
完
全
に
ハ
マ
り
、
軽
く
ひ
き
こ
も

り
に
な
っ
て
、
大
学
院
の
推
薦
に
落
ち
て
進

路
を
悩
ん
で
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ブ
ー
ム
で
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド

を
最
初
考
え
て
ま
し
た
。
偶
然『
ク
リ
エ
ー

タ
ー
に
な
り
た
い
！
』
と
い
う
本
を
買
っ
た

ら
、
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
学
校
が
出
て

い
る
。
そ
れ
で
受
験
し
ま
し
た
」。

I
A
M
A
S
で
の
学
校
生
活
は
と
に
か
く

自
由
で
、
夜
来
て
は
朝
帰
る
よ
う
な
生
活

だ
っ
た
と
い
う
。

「
ち
ょ
う
ど
I
T
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、
僕
自

身
も
本
当
に
バ
ブ
ル
で
し
た
ね
。
副
業
で
広

告
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
て
、
羽
振
り
が
よ

か
っ
た
の
で
『
社
長
』
と
呼
ば
れ
て
ま
し
た

（
笑
）
。

最
初
の
頃
は
自
分
が
作
り
た
い
物
に
専
念

し
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
満
足
す
る

よ
り
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
が
持
っ
て
い

る
面
白
い
コ
ン
セ
プ
ト
に

対
し
て
、
技
術
的
に
ど
ん

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
で
き
る
か
考
え
る
ほ
う

が
、
面
白
く
な
っ
て
き
た

ん
で
す
。

西
島
治
樹
さ
ん
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
作
品

『R
em

ain in Light

』
は
、

た

く

さ

ん

話
を

し

て
、

妥
協
点
を
見
つ
け
な
が

ら
や
り
ま
し
た
。
自
己

満
足
に
な
ら
ず
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
参
加

型
の
要
素
も
入
れ
た
い
と
思
っ
て
。
自
分
は

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
指
向
な
人
間
だ
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
西
島
さ
ん
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
考
え
と
う
ま
く
調
和
し

て
、
技
術
的
に
も
コ
ン
セ
プ
ト
も
面
白
い
作

品
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
作
品
は
、
ア
ー
ト

と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
し
、
実
際
に
体

験
し
て
面
白
い
。
い
ま
だ
に
毎
年
海
外
に
誘

わ
れ
て
い
ま
す
。
去
年
も
上
海
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
出
品
し
ま
し
た
」。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
成
功
さ
せ
、
坂
根
学
長
（
当
時
）
か
ら
「
ど

う
や
っ
た
ら
君
の
よ
う
な
学
生
が
入
っ
て
く

る
ん
だ
ね

?
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

「
理
系
の
人
っ
て
、
も
の
を
作
る
と
き
に
型

に
ハ
マ
っ
た
技
術
を
極
め
た
が
る
ん
で
す

よ
。
で
も
、
そ
れ
で
は
な
か
な
か
花
は
咲
か

な
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協

力
し
て
行
う
と
、
お
互
い
に
利
用
し
あ
え
る

形
に
な
る
の
で
、
う
ま
く
い
け
ば
、
得
難
い

経
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
製
作
過
程
で

主
観
的
に
物
事
を
捉
え
る
と
良
く
な
い
方
向

に
ハ
マ
っ
て
い
く
け
ど
、
客
観
的
に
見
れ
ば
、

こ
ん
な
い
い
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
っ
て
思
え
る
。

I
A
M
A
S
で
は
そ
れ
を
実
践
で
き
、
会
社

員
と
な
っ
た
今
で
も
、
そ
の
柔
軟
な
発
想
や

対
処
法
は
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

卒
業
後
は
、
大
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
経

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

「
自
分
で
言
う
の
も
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、

95
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
出
会
い
、
世
の

中
の
文
化
が
変
わ
る
と
確
信
し
て
い
た
ん
で

す
。
国
境
や
壁
が
無
く
な
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
集
合
体
が
物
理
的
な
位
置
と
関
係
な

く
形
成
さ
れ
て
世
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て

い
く
。
そ
の
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
加
速
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
れ
ば
、
儲
け
て
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
最
近
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
ブ
ロ
グ
な
ん
か
が
自
分
の
考
え
て

い
た
世
界
に
近
づ
い
て
面
白
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
I
T
技
術
は
い
ず
れ
サ
ー
ビ
ス
と

な
る
、
サ
ー
ビ
ス
指
向
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

（
S
O
A
）
と
い
う
考
え
で
、
今
は
そ
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」。

「
ゼ
ミ
で
は
、
サ
ー
バ
構
築
や
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
制
作
な
ど
の
課
題
に
い
つ
も
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
で
き
な
く
て
も

課
題
を
終
え
る
ご
と
に
力
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
本
当
に
面
白
く
な
っ
て
き
た
の
は
ア

ク
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
や

P
H
P
を
覚
え

て
自
分
で
作
り
た
い
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
、
ゼ
ミ
の
み
ん
な
に
成
果
を

発
表
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

授
業
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、『
言

語
表
現
特
論
』
で
す
。
大
学
院
の
授
業
に
興

味
が
あ
っ
て
受
け
て
み
た
ら
、
遺
書
を
書
け

と
い
わ
れ
て
。
書
い
た
ん
で
す
が
、
こ
っ
そ

り
ひ
と
り
で
号
泣
し
ま
し
た
。
た
し
か
、
自

分
の
棺
桶
に
は
何
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
と

か
、
そ
ん
な
こ
と
を
書
い
た
と
思
い
ま
す
。

次
の
授
業
で
そ
の
遺
書
を
読
む
事
に
な
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
も
う
無
理
だ
と
思
っ
て
、

そ
の
1
回
し
か
出
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）
」。

も
と
も
と
、
教
育
テ
レ
ビ
の
よ
う
な
子
供

向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に
興
味
が
あ
っ

た
。
年
次
制
作
で
は
、
掲
示
板
・
チ
ャ
ッ
ト

を
子
供
が
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
特
化
さ

せ
て
制
作
し
た
。
そ
の
う
ち
に
画
面
上
の
コ

ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
玩
具
の
企
画
が

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
明
確
に
な
っ
て
い

く
。
し
か
し
、
就
職
し
て
か
ら
携
わ
っ
た
の

は
大
人
を
対
象
と
し
た
玩
具
だ
っ
た
。

「
今
の
会
社
は
先
生
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
で
す
が
、
う
ち
の
会

社
は
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
さ
ん
の
癒
し
玩
具
の
企

画
・
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
入

社
し
て
三
ヶ
月
く
ら
い
の
と
き
に
、
上
司
が

急
に
退
職
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
の
お
も
ち
ゃ
の

企
画
が
白
紙
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
た
ま
た
ま
打
ち
合
わ
せ
に
同
行
し

た
時
に
、
私
が
社
内
向
け
に
作
っ
た
資
料
を

先
方
に
お
見
せ
す
る
機
会
が
あ
っ
て
。
そ
う

し
た
ら
、
そ
れ
を
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ

て
、
新
人
の
私
が
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

担
当
者
と
し
て
企
画
を
詰
め
て
い
き
、
ぬ

い
ぐ
る
み
犬『
ダ
ッ
キ
ー
』
が
誕
生
す
る
。
ふ

か
ふ
か
の
手
触
り
で
抱
き
ご
こ
ち
が
よ
く
、

抱
き
し
め
て
可
愛
が
る
こ
と
で
成
長
す
る
と

い
う
。

「
最
初
は
『
わ
ん
わ
ん
』
と
鳴
く
だ
け
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
人
間
の
言
葉
で
話
し
始
め
ま

す
。『
ダ
ッ
キ
ー
』
は
、
自
分
を
必
要
と
し
て

い
る
人
を
探
し
て
旅
を
し
て
き
た
と
い
う
設

定
な
の
で
、
首
に
巻
い
て
い
る
布
は
風
呂
敷

な
ん
で
す
（
笑
）
。
方
言
も
し
ゃ
べ
り
ま
す
、

旅
を
し
て
来
た
の
で
、
各
地
で
覚
え
て
き
て

い
る
ん
で
す
。

い
ち
ば
ん
大
き
い
特
徴
は
、
抱
っ
こ
で
成

長
し
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
抱
っ

こ
を
す
る
と
早
く
成
長
し
ま
す
。
頭
を
何
度

も
触
る
と
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
し
た
り
、
背

中
を
さ
す
る
と
昼
寝
を
し
た
り
、
寝
言
を
言

う
よ
う
に
な
っ
た
り
。
寝
る
前
に
今
ま
で
の

旅
の
お
話
も
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」。開

発
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
あ
っ
た
。

『
ダ
ッ
キ
ー
』
の
声
を
選
ぶ
声
優
の
オ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

「
声
優
さ
ん
は
私
と
同
年
代
の
女
性
で
し

た
。
決
ま
っ
て
い
た
台
詞
を
い
く
つ
か
し
ゃ

べ
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
ピ
ン
と
き
た

の
は
お
ひ
と
り
で
し
た
、
あ
、
こ
れ
だ
っ

て
。『
ダ
ッ
キ
ー
』
は
、
6
5
0
語
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
で
、
収
録
も
大
変
で
し
た
。

手
応
え
と
し
て
は
、
ユ
ー
ザ
の
方
か
ら
の

生
活
が
明
る
く
な
っ
た
、
楽
し
く
な
っ
た
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
む
と
嬉
し
い
で
す
」。

棚瀬知佳　たなせちか

1984年岐阜県生まれ。地元の商業高校を卒業

後、イアマスのANDコースへ。

在学中は、ちびっこを対象としたウェブコンテン

ツの制作・運営を行ったり、サボテンを挿木で

増やして里子に出したりしていました。

写真は、2月1日に発売されたばかりの『ダッ

キー』ココアとミルクの２種類がいる。

鈴木貴久　すずきたかひさ

1976年静岡県浜松市生まれ。1999年に長岡技術科学大学電

子機器工学課程、2001年に IAMASアート＆メディア・ラボ科

を卒業し、同年マイクロソフト株式会社に入社（デベロッパーサ

ポート統括本部所属）。2007年に SAPジャパン株式会社に入社

（NetWeaver コンサルタント）。

代表作（コラボ製作）として、『Remain in Light』（アルス・

エレクトロニカ01入選、他）、『Info.Table』（フランスLaval 

Virtual、Interact2001国際学会出展、他）など。最近では政府

やマスメディア、さまざまな人々とITを活かした地域再生活動の

企画や立上げなどに参加中。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
④

棚
瀬
知
佳

ア
カ
デ
ミ
ー　

８
期
生　

Ａ
Ｎ
Ｄ
コ
ー
ス

気
が
つ
い
た
ら
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と
と

進
路
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑤

鈴
木
貴
久

ア
カ
デ
ミ
ー　

４
期
生　

ラ
ボ
科

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協

力
す
る
と
、
う
ま
く
い
け
ば
、
得
難

い
経
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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「
大
学
生
の
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
出

会
っ
て
完
全
に
ハ
マ
り
、
軽
く
ひ
き
こ
も

り
に
な
っ
て
、
大
学
院
の
推
薦
に
落
ち
て
進

路
を
悩
ん
で
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ブ
ー
ム
で
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド

を
最
初
考
え
て
ま
し
た
。
偶
然『
ク
リ
エ
ー

タ
ー
に
な
り
た
い
！
』
と
い
う
本
を
買
っ
た

ら
、
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
学
校
が
出
て

い
る
。
そ
れ
で
受
験
し
ま
し
た
」。

I
A
M
A
S
で
の
学
校
生
活
は
と
に
か
く

自
由
で
、
夜
来
て
は
朝
帰
る
よ
う
な
生
活

だ
っ
た
と
い
う
。

「
ち
ょ
う
ど
I
T
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、
僕
自

身
も
本
当
に
バ
ブ
ル
で
し
た
ね
。
副
業
で
広

告
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
て
、
羽
振
り
が
よ

か
っ
た
の
で
『
社
長
』
と
呼
ば
れ
て
ま
し
た

（
笑
）
。

最
初
の
頃
は
自
分
が
作
り
た
い
物
に
専
念

し
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
満
足
す
る

よ
り
も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
が
持
っ
て
い

る
面
白
い
コ
ン
セ
プ
ト
に

対
し
て
、
技
術
的
に
ど
ん

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
で
き
る
か
考
え
る
ほ
う

が
、
面
白
く
な
っ
て
き
た

ん
で
す
。

西
島
治
樹
さ
ん
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
作
品

『R
em

ain in Light

』
は
、

た

く

さ

ん

話
を

し

て
、

妥
協
点
を
見
つ
け
な
が

ら
や
り
ま
し
た
。
自
己

満
足
に
な
ら
ず
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
参
加

型
の
要
素
も
入
れ
た
い
と
思
っ
て
。
自
分
は

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
指
向
な
人
間
だ
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
西
島
さ
ん
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
考
え
と
う
ま
く
調
和
し

て
、
技
術
的
に
も
コ
ン
セ
プ
ト
も
面
白
い
作

品
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
作
品
は
、
ア
ー
ト

と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
し
、
実
際
に
体

験
し
て
面
白
い
。
い
ま
だ
に
毎
年
海
外
に
誘

わ
れ
て
い
ま
す
。
去
年
も
上
海
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
出
品
し
ま
し
た
」。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
成
功
さ
せ
、
坂
根
学
長
（
当
時
）
か
ら
「
ど

う
や
っ
た
ら
君
の
よ
う
な
学
生
が
入
っ
て
く

る
ん
だ
ね

?
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

「
理
系
の
人
っ
て
、
も
の
を
作
る
と
き
に
型

に
ハ
マ
っ
た
技
術
を
極
め
た
が
る
ん
で
す

よ
。
で
も
、
そ
れ
で
は
な
か
な
か
花
は
咲
か

な
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協

力
し
て
行
う
と
、
お
互
い
に
利
用
し
あ
え
る

形
に
な
る
の
で
、
う
ま
く
い
け
ば
、
得
難
い

経
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
製
作
過
程
で

主
観
的
に
物
事
を
捉
え
る
と
良
く
な
い
方
向

に
ハ
マ
っ
て
い
く
け
ど
、
客
観
的
に
見
れ
ば
、

こ
ん
な
い
い
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
っ
て
思
え
る
。

I
A
M
A
S
で
は
そ
れ
を
実
践
で
き
、
会
社

員
と
な
っ
た
今
で
も
、
そ
の
柔
軟
な
発
想
や

対
処
法
は
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」。

卒
業
後
は
、
大
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
経

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

「
自
分
で
言
う
の
も
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、

95
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
出
会
い
、
世
の

中
の
文
化
が
変
わ
る
と
確
信
し
て
い
た
ん
で

す
。
国
境
や
壁
が
無
く
な
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
集
合
体
が
物
理
的
な
位
置
と
関
係
な

く
形
成
さ
れ
て
世
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て

い
く
。
そ
の
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
加
速
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
れ
ば
、
儲
け
て
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
最
近
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
ブ
ロ
グ
な
ん
か
が
自
分
の
考
え
て

い
た
世
界
に
近
づ
い
て
面
白
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
I
T
技
術
は
い
ず
れ
サ
ー
ビ
ス
と

な
る
、
サ
ー
ビ
ス
指
向
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

（
S
O
A
）
と
い
う
考
え
で
、
今
は
そ
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」。

「
ゼ
ミ
で
は
、
サ
ー
バ
構
築
や
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
制
作
な
ど
の
課
題
に
い
つ
も
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
で
き
な
く
て
も

課
題
を
終
え
る
ご
と
に
力
が
つ
い
て
い
ま

し
た
。
本
当
に
面
白
く
な
っ
て
き
た
の
は
ア

ク
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
や

P
H
P
を
覚
え

て
自
分
で
作
り
た
い
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
、
ゼ
ミ
の
み
ん
な
に
成
果
を

発
表
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

授
業
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、『
言

語
表
現
特
論
』
で
す
。
大
学
院
の
授
業
に
興

味
が
あ
っ
て
受
け
て
み
た
ら
、
遺
書
を
書
け

と
い
わ
れ
て
。
書
い
た
ん
で
す
が
、
こ
っ
そ

り
ひ
と
り
で
号
泣
し
ま
し
た
。
た
し
か
、
自

分
の
棺
桶
に
は
何
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
と

か
、
そ
ん
な
こ
と
を
書
い
た
と
思
い
ま
す
。

次
の
授
業
で
そ
の
遺
書
を
読
む
事
に
な
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
も
う
無
理
だ
と
思
っ
て
、

そ
の
1
回
し
か
出
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）
」。

も
と
も
と
、
教
育
テ
レ
ビ
の
よ
う
な
子
供

向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に
興
味
が
あ
っ

た
。
年
次
制
作
で
は
、
掲
示
板
・
チ
ャ
ッ
ト

を
子
供
が
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
特
化
さ

せ
て
制
作
し
た
。
そ
の
う
ち
に
画
面
上
の
コ

ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
玩
具
の
企
画
が

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
明
確
に
な
っ
て
い

く
。
し
か
し
、
就
職
し
て
か
ら
携
わ
っ
た
の

は
大
人
を
対
象
と
し
た
玩
具
だ
っ
た
。

「
今
の
会
社
は
先
生
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
で
す
が
、
う
ち
の
会

社
は
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
さ
ん
の
癒
し
玩
具
の
企

画
・
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
入

社
し
て
三
ヶ
月
く
ら
い
の
と
き
に
、
上
司
が

急
に
退
職
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
の
お
も
ち
ゃ
の

企
画
が
白
紙
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
た
ま
た
ま
打
ち
合
わ
せ
に
同
行
し

た
時
に
、
私
が
社
内
向
け
に
作
っ
た
資
料
を

先
方
に
お
見
せ
す
る
機
会
が
あ
っ
て
。
そ
う

し
た
ら
、
そ
れ
を
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ

て
、
新
人
の
私
が
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

担
当
者
と
し
て
企
画
を
詰
め
て
い
き
、
ぬ

い
ぐ
る
み
犬『
ダ
ッ
キ
ー
』
が
誕
生
す
る
。
ふ

か
ふ
か
の
手
触
り
で
抱
き
ご
こ
ち
が
よ
く
、

抱
き
し
め
て
可
愛
が
る
こ
と
で
成
長
す
る
と

い
う
。

「
最
初
は
『
わ
ん
わ
ん
』
と
鳴
く
だ
け
で
す

が
、
だ
ん
だ
ん
人
間
の
言
葉
で
話
し
始
め
ま

す
。『
ダ
ッ
キ
ー
』
は
、
自
分
を
必
要
と
し
て

い
る
人
を
探
し
て
旅
を
し
て
き
た
と
い
う
設

定
な
の
で
、
首
に
巻
い
て
い
る
布
は
風
呂
敷

な
ん
で
す
（
笑
）
。
方
言
も
し
ゃ
べ
り
ま
す
、

旅
を
し
て
来
た
の
で
、
各
地
で
覚
え
て
き
て

い
る
ん
で
す
。

い
ち
ば
ん
大
き
い
特
徴
は
、
抱
っ
こ
で
成

長
し
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
た
く
さ
ん
抱
っ

こ
を
す
る
と
早
く
成
長
し
ま
す
。
頭
を
何
度

も
触
る
と
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
し
た
り
、
背

中
を
さ
す
る
と
昼
寝
を
し
た
り
、
寝
言
を
言

う
よ
う
に
な
っ
た
り
。
寝
る
前
に
今
ま
で
の

旅
の
お
話
も
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」。開

発
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
あ
っ
た
。

『
ダ
ッ
キ
ー
』
の
声
を
選
ぶ
声
優
の
オ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

「
声
優
さ
ん
は
私
と
同
年
代
の
女
性
で
し

た
。
決
ま
っ
て
い
た
台
詞
を
い
く
つ
か
し
ゃ

べ
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
ピ
ン
と
き
た

の
は
お
ひ
と
り
で
し
た
、
あ
、
こ
れ
だ
っ

て
。『
ダ
ッ
キ
ー
』
は
、
6
5
0
語
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
で
、
収
録
も
大
変
で
し
た
。

手
応
え
と
し
て
は
、
ユ
ー
ザ
の
方
か
ら
の

生
活
が
明
る
く
な
っ
た
、
楽
し
く
な
っ
た
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
む
と
嬉
し
い
で
す
」。

棚瀬知佳　たなせちか

1984年岐阜県生まれ。地元の商業高校を卒業

後、イアマスのANDコースへ。

在学中は、ちびっこを対象としたウェブコンテン

ツの制作・運営を行ったり、サボテンを挿木で

増やして里子に出したりしていました。

写真は、2月1日に発売されたばかりの『ダッ

キー』ココアとミルクの２種類がいる。

鈴木貴久　すずきたかひさ

1976年静岡県浜松市生まれ。1999年に長岡技術科学大学電

子機器工学課程、2001年に IAMASアート＆メディア・ラボ科

を卒業し、同年マイクロソフト株式会社に入社（デベロッパーサ

ポート統括本部所属）。2007年に SAPジャパン株式会社に入社

（NetWeaver コンサルタント）。

代表作（コラボ製作）として、『Remain in Light』（アルス・

エレクトロニカ01入選、他）、『Info.Table』（フランスLaval 

Virtual、Interact2001国際学会出展、他）など。最近では政府

やマスメディア、さまざまな人々とITを活かした地域再生活動の

企画や立上げなどに参加中。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
④

棚
瀬
知
佳

ア
カ
デ
ミ
ー　

８
期
生　

Ａ
Ｎ
Ｄ
コ
ー
ス

気
が
つ
い
た
ら
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と
と

進
路
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑤

鈴
木
貴
久

ア
カ
デ
ミ
ー　

４
期
生　

ラ
ボ
科

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協

力
す
る
と
、
う
ま
く
い
け
ば
、
得
難

い
経
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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宇
田
さ
ん
は
、
大
学
の

後
の

進
路
を

考
え

て

い

た

時
に
、
友
人
経
由
で

I
A
M
A
S
の
こ
と
を

知

る
。

「
大
学
の
時
、
就
職
氷
河

期
に
な
っ
て
、
仕
事
に
就

け

な

か

っ

た

ん

で

す

よ
。

そ
れ
で
、
何
を
す
れ
ば
い

い

か

っ

て

考
え

た

と

き
、

常
々
映
像
の
勉
強
を
し
た
か
っ
た
の
と
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
I
A
M
A
S

に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、

案
内
し
て
く
れ
た
事
務
の
人
が
、
24

時
間
使
え
る
と
か
、
す
ご
い
機
材
が

あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
親
切
に
教
え

て
く
れ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
学
校

に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
の
心
配
は
特
に

な
か
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
が

真
っ
白
で
き
れ
い
で
、
未
来
の
学
校
、
っ

て
感
じ
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
印
象
で
し

た
ね
。

大
学
院
が
で
き
た
の
で
、
２
度
目
の
受

験
を
し
ま
し
た
。
先
を
考
え
る
と
、
会
社

員
に
は
多
分
な
ら
な
い
か
ら
、
せ
め
て
高
学

歴
に
（
笑
）
と
い
う
の
も
あ
っ
て
。
き
っ
か
け

は
そ
の
く
ら
い
で
す
。

大
学
院
は
ね
、
も
う
年
齢
的
に
脳
が
退
化

し
始
め
て
い
た
の
で
、
新
し
い
こ
と
が
頭
に

入
ら
な
く
て
、
全
然
授
業
の
こ
と
を
覚
え
て

な
い
で
す
ね
え
。
技
術
を
学
ぶ
よ
り
も
、
こ

小
野
田
さ
ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い

方
を

勉
強
し
よ
う
と
し
て
、
I
A
M
A
S

を
受
験
し
た
と
い
う
。

「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
道
具
と
し
て
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
勉
強
し
た
か
っ
た
。
僕
、
入
学

試
験
が
補
欠
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
会
社

の
就
職
試
験
を
受
け
終
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ

が
好
感
触
で
ぜ
ひ
来
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
て

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
3
月
の
終
わ
り
に
補

欠
合
格
の
通
知
が
来
て
、
急
遽
引
っ
越
し
そ

の
他
を
し
て
入
学
し
ま
し
た
。

授
業
で
い
ち
ば
ん
面
白
か
っ
た
の
は
、
ゼ

ミ
で
展
覧
会
を
し
て
校
外
で
開
催
し
た
こ

と
。
夕
方
く
ら
い
か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
っ

て
、
夜
ま
で
打
ち
合
わ
せ
は
続
き
、
さ
ら
に

酒
場
で
飲
み
つ
つ
喋
る
、
そ
れ
を
毎
週
の
よ

う
に
繰
り
返
し
た
（
笑
）
。
自
分
に
は
な
い
ス

キ
ル
を
持
っ
て
い
る
人
と
う
ま
く
共
同
制
作

し
て
い
く
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
2
年
間
を
通
す
と
、
リ
テ
ラ
シ
ー
、

展
覧
会
、
卒
展
カ
タ
ロ
グ
の
制
作
、
そ
し
て

卒
展
が
あ
っ
て

…
。
I
A
M
A
S
は

実
践

が
多
く
て
面
白
か
っ
た
で
す
ね
」。

宇
田
さ
ん
、
福
田
さ
ん
、
小
野
田
さ
ん
が

活
動
す
る
『
動
画
ま
わ
り
』
は
、
宇
田
さ
ん
が

大
学
院
を
卒
業
し
た

2
0
0
3
年
に
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
「
ド
リ
ー
ム
コ
ア
」
に

入
居
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
ド
リ
ー
ム
コ
ア
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
全

部
決
め
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

「
ド
リ
ー
ム
コ
ア
の
３
年
間
は
、
あ
る
事

業
を
自
分
な
り
の
形
に
す
る
っ
て
い
う
意

味
で
、
と
て
も
い
い
期
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、『
動
画
ま
わ
り
』
の
次
の
展
望

が
、
会
社
に
し
て
従
業
員
を
増
や
す
こ
と
の

前
に
、
個
々
の
仕
事
の
ス
キ
ル
を
も
う
一
段

上
げ
る
こ
と
が
先
だ
と
感
じ
始
め
た
ん
で

す
。
小
野
田
さ
ん
は
、
展
示
の
仕
事
が
ゆ
っ

く
り
だ
け
ど
進
み
つ
つ
あ
っ
て
、
作
家
さ
ん

が
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
。
福
田
さ
ん
は
、
細
か
い
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
ウ
ェ
ブ
を
興
味
を
持
っ
て
や
っ
て

く
れ
る
。
そ
し
て
私
は
、
作
家
と
し
て
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
を
し
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
社
会
の
一
要
員
と
し
て
存
在
で
き
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
と
思
っ

て
、
関
東
入
り
し
ま
し
た
！（
笑
）

今
後
は
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
特
化
し
た

い
の
で
、
収
入
的
に
は
冬
の
時
期
が
来
る
け

ど
、
そ
こ
は
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

2
度
目
の

I
A
M
A
S
入
学
の
頃
か
ら
、

私
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
ひ
と
り
で
や
れ
る

こ
と
の
限
界
が
見
え
だ
し
て
い
た
の
で
、
誰

か
の
力
を
借
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
な
か
な

か
そ
れ
も
難
し
か
っ
た
け
ど
、
こ
う
し
て
ふ

た
り
と
一
緒
に
仕
事
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

自
分
が
欲
し
て
た
物
が
こ
う
い
う
か
た
ち
で

今
あ
る
の
を
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

屋
号
も
、
3
年
間
の
事
業
計
画
も
、
株
式
上

場
の
予
定
ま
で
（
笑
）
。

I
A
M
A
S
は
、
自
分
が
こ
の
先
長
く
や

れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
、
そ
の
環
境
を
つ
く

る
た
め
の
足
が
か
り
で
し
た
。
福
田
さ
ん
は
、

以
前
か
ら
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
し
、

小
野
田
さ
ん
は
、
動
画
ま
わ
り
を
立
ち
上
げ

る
前
の
年
か
ら
、
個
展
な
ど
で
、
展
示
の
た

め
の
台
や
小
道
具
の
設
計
と
制
作
を
お
願
い

し
て
、
お
世
話
に
な
り
始
め
て
ま
し
た
。
彼

は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
や
る
か
ど
う
か
は
考
え

て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
け
ど
、
ま
ず
は
ア
ト

リ
エ
を
作
ろ
う
か
っ
て
話
に
な
り
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
、
私
は
映
像
の
見
せ
方
の
提

案
を
含
ん
だ
映
像
制
作
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
名
の
由
来

は
、『
動
画
』
と
そ
の
『
ま
わ
り
』
で
、『
動
画
ま

わ
り
』。
映
像
作
品
を
展
示
し
て
、
そ
の
会

場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
に
何
が
で
き
る

か
を
、
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
を
探
し
て

い
た
の
で
、
I
A
M
A
S
時
代
か
ら

展
示

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
小
野
田
さ
ん
は
適
任

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
私
と

福
田
さ
ん
が
動
画
担
当
で
、
小
野
田
さ
ん
が

ま
わ
り
担
当（
笑
）
で
や
っ
て
い
ま
す
」

『
動
画
ま
わ
り
』
を
立
ち
上
げ
て
３
年
に
な

る
頃
、
北
鎌
倉
に
事
務
所
を
移
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
ひ
と
と
お
り
経
験
し
、
改
め

て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
宇
田
さ
ん
は
言
う
。

の
先
、
自
分
は
ど
う
や
っ
て
社
会
で
生
き
て

い
く
か
を
、
探
っ
て
い
た
の
か
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
科
の
頃
の
方
が
、
課
題
だ

け
を
一
生
懸
命
こ
な
し
て
い
た
の
で
、
結

構
勉
強
し
ま
し
た
ね
。
記
憶
力
も
ま
だ
マ
シ

だ
っ
た
し
。

そ
の
代
わ
り
大
学
院
で
は
友
達
が
で
き
た

の
が
よ
か
っ
た
か
な
。
ス
タ
ジ
オ
科
の
時
は

個
人
制
作
ば
か
り
で
、
友
達
は
そ
ん
な
に
で

き
な
か
っ
た
か
ら
、
今
度
は
友
達
1
0
0
人

作
ろ
う
！　

と
思
っ
て
入
学
し
た
ん
で
す
よ
」

福
田
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、
就
職
し

た
が
、
仕
事
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
時
期
に

I
A
M
A
S
を
知
っ
た
。

「
当
時
、
岐
阜
に
住
ん
で
い
た
親
が
新
聞

で

I
A
M
A
S
が
で
き
た
こ
と
を
知
っ
て
、

す
す
め
て
く
れ
た
ん
で
す
。
何
か
面
白
い

事
を
や
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
の
も

あ
っ
て
、
決
め
ま
し
た
。

で
も
在
学
中
は
ほ
ん
と
に
何
も
で
き
な

か
っ
た
ん
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
で

は
、
と
に
か
く
書
け
っ
て
い
わ
れ
た
の
が
斬

新（
笑
）
で
し
た
。
理
解
し
な
く
て
も
感
覚
的

に
や
っ
て
い
い
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
面
白

か
っ
た
で
す
。

あ
と
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
主
に

作
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
連
続

写
真
の
拳
闘
シ
ー
ン
を
ト
レ
ー
ス
し
た
り
、

そ
う
い
う
の
ば
っ
か
り
、
意
味
わ
か
ん
な
い

よ
う
な
も
の
（
笑
）
」

福田史　ふくだあや

1972年愛知県名古屋市生まれ。お茶の水女子

大学家政学部被服学科卒業後、IAMASでデジ

タルアートを学ぶ。その後、IAMAS学長秘書の

仕事を経て、現在は「動画まわり」の"動画"担当

としてウェブコンテンツの制作と業務補助等を

している。

動画まわり http://www.mawari.jp

宇田敦子　うだあつこ

1973年神奈川県生まれ。多摩美術大学インテ

リアデザイン専修卒業、IAMASで映像を学ぶ。

現在は動画編集家としての自主制作とコンテン

ツ制作事業所「動画まわり」代表をつとめる。

デジタルツールを使って、アナログメディアのも

つ感触と風合いを生かした制作をしている。

小野田裕士　おのだゆうじ

1976年尾道市生まれ。神戸芸術工科大学環境

デザイン学科卒業後、IAMASで情報デザインを

学ぶ。現在は「動画まわり」で"まわり"を担当して

いる傍ら、フリーランスとして展示構成の空間デ

ザイン、フォトグラファーの仕事を行っている。

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

て
く
れ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
学
校

に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
の
心
配
は
特
に

な
か
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
が

真
っ
白
で
き
れ
い
で
、
未
来
の
学
校
、
っ

て
感
じ
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
印
象
で
し

た
ね
。

大
学
院
が
で
き
た
の
で
、
２
度
目
の
受

験
を
し
ま
し
た
。
先
を
考
え
る
と
、
会
社

員
に
は
多
分
な
ら
な
い
か
ら
、
せ
め
て
高
学

歴
に

は
そ
の
く
ら
い
で
す
。

大
学
院
は
ね
、
も
う
年
齢
的
に
脳
が
退
化

し
始
め
て
い
た
の
で
、
新
し
い
こ
と
が
頭
に

入
ら
な
く
て
、
全
然
授
業
の
こ
と
を
覚
え
て

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑥

小
野
田
裕
士

ア
カ
デ
ミ
ー　

６
期
生　

D
I
T
コ
ー
ス

自
分
に
は
な
い
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
人
と

上
手
に
共
同
制
作
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

宇
田
敦
子

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科
／
大
学
院　

２
期
生　

ス
タ
ジ
オ
２

自
分
ひ
と
り
で
や
れ
る
こ
と
の

限
界
が
見
え
だ
し
て
い
た
の
で
、

誰
か
の
力
を
借
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

福
田
史

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ラ
ボ
科

私
が
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
を

さ
せ
て
く
れ
る
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
。

小学校低学年向けの月刊誌「おおきなポケット」

（福音館書店、2006年8月発行）巻頭27p掲載

作：宇田敦子（動画まわり）　撮影：小野田裕士（動画まわり）
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宇
田
さ
ん
は
、
大
学
の

後
の

進
路
を

考
え

て

い

た

時
に
、
友
人
経
由
で

I
A
M
A
S
の
こ
と
を

知

る
。

「
大
学
の
時
、
就
職
氷
河

期
に
な
っ
て
、
仕
事
に
就

け

な

か

っ

た

ん

で

す

よ
。

そ
れ
で
、
何
を
す
れ
ば
い

い

か

っ

て

考
え

た

と

き
、

常
々
映
像
の
勉
強
を
し
た
か
っ
た
の
と
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
I
A
M
A
S

に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、

案
内
し
て
く
れ
た
事
務
の
人
が
、
24

時
間
使
え
る
と
か
、
す
ご
い
機
材
が

あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
親
切
に
教
え

て
く
れ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
学
校

に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
の
心
配
は
特
に

な
か
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
が

真
っ
白
で
き
れ
い
で
、
未
来
の
学
校
、
っ

て
感
じ
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
印
象
で
し

た
ね
。

大
学
院
が
で
き
た
の
で
、
２
度
目
の
受

験
を
し
ま
し
た
。
先
を
考
え
る
と
、
会
社

員
に
は
多
分
な
ら
な
い
か
ら
、
せ
め
て
高
学

歴
に
（
笑
）
と
い
う
の
も
あ
っ
て
。
き
っ
か
け

は
そ
の
く
ら
い
で
す
。

大
学
院
は
ね
、
も
う
年
齢
的
に
脳
が
退
化

し
始
め
て
い
た
の
で
、
新
し
い
こ
と
が
頭
に

入
ら
な
く
て
、
全
然
授
業
の
こ
と
を
覚
え
て

な
い
で
す
ね
え
。
技
術
を
学
ぶ
よ
り
も
、
こ

小
野
田
さ
ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い

方
を

勉
強
し
よ
う
と
し
て
、
I
A
M
A
S

を
受
験
し
た
と
い
う
。

「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
道
具
と
し
て
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
勉
強
し
た
か
っ
た
。
僕
、
入
学

試
験
が
補
欠
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
会
社

の
就
職
試
験
を
受
け
終
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ

が
好
感
触
で
ぜ
ひ
来
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
て

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
3
月
の
終
わ
り
に
補

欠
合
格
の
通
知
が
来
て
、
急
遽
引
っ
越
し
そ

の
他
を
し
て
入
学
し
ま
し
た
。

授
業
で
い
ち
ば
ん
面
白
か
っ
た
の
は
、
ゼ

ミ
で
展
覧
会
を
し
て
校
外
で
開
催
し
た
こ

と
。
夕
方
く
ら
い
か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
っ

て
、
夜
ま
で
打
ち
合
わ
せ
は
続
き
、
さ
ら
に

酒
場
で
飲
み
つ
つ
喋
る
、
そ
れ
を
毎
週
の
よ

う
に
繰
り
返
し
た
（
笑
）
。
自
分
に
は
な
い
ス

キ
ル
を
持
っ
て
い
る
人
と
う
ま
く
共
同
制
作

し
て
い
く
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
2
年
間
を
通
す
と
、
リ
テ
ラ
シ
ー
、

展
覧
会
、
卒
展
カ
タ
ロ
グ
の
制
作
、
そ
し
て

卒
展
が
あ
っ
て

…
。
I
A
M
A
S
は

実
践

が
多
く
て
面
白
か
っ
た
で
す
ね
」。

宇
田
さ
ん
、
福
田
さ
ん
、
小
野
田
さ
ん
が

活
動
す
る
『
動
画
ま
わ
り
』
は
、
宇
田
さ
ん
が

大
学
院
を
卒
業
し
た

2
0
0
3
年
に
、
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
「
ド
リ
ー
ム
コ
ア
」
に

入
居
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
ド
リ
ー
ム
コ
ア
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、
全

部
決
め
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

「
ド
リ
ー
ム
コ
ア
の
３
年
間
は
、
あ
る
事

業
を
自
分
な
り
の
形
に
す
る
っ
て
い
う
意

味
で
、
と
て
も
い
い
期
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、『
動
画
ま
わ
り
』
の
次
の
展
望

が
、
会
社
に
し
て
従
業
員
を
増
や
す
こ
と
の

前
に
、
個
々
の
仕
事
の
ス
キ
ル
を
も
う
一
段

上
げ
る
こ
と
が
先
だ
と
感
じ
始
め
た
ん
で

す
。
小
野
田
さ
ん
は
、
展
示
の
仕
事
が
ゆ
っ

く
り
だ
け
ど
進
み
つ
つ
あ
っ
て
、
作
家
さ
ん

が
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
。
福
田
さ
ん
は
、
細
か
い
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
ウ
ェ
ブ
を
興
味
を
持
っ
て
や
っ
て

く
れ
る
。
そ
し
て
私
は
、
作
家
と
し
て
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
を
し
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
社
会
の
一
要
員
と
し
て
存
在
で
き
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
と
思
っ

て
、
関
東
入
り
し
ま
し
た
！（
笑
）

今
後
は
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
特
化
し
た

い
の
で
、
収
入
的
に
は
冬
の
時
期
が
来
る
け

ど
、
そ
こ
は
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

2
度
目
の

I
A
M
A
S
入
学
の
頃
か
ら
、

私
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
ひ
と
り
で
や
れ
る

こ
と
の
限
界
が
見
え
だ
し
て
い
た
の
で
、
誰

か
の
力
を
借
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
な
か
な

か
そ
れ
も
難
し
か
っ
た
け
ど
、
こ
う
し
て
ふ

た
り
と
一
緒
に
仕
事
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

自
分
が
欲
し
て
た
物
が
こ
う
い
う
か
た
ち
で

今
あ
る
の
を
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

屋
号
も
、
3
年
間
の
事
業
計
画
も
、
株
式
上

場
の
予
定
ま
で
（
笑
）
。

I
A
M
A
S
は
、
自
分
が
こ
の
先
長
く
や

れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
、
そ
の
環
境
を
つ
く

る
た
め
の
足
が
か
り
で
し
た
。
福
田
さ
ん
は
、

以
前
か
ら
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
し
、

小
野
田
さ
ん
は
、
動
画
ま
わ
り
を
立
ち
上
げ

る
前
の
年
か
ら
、
個
展
な
ど
で
、
展
示
の
た

め
の
台
や
小
道
具
の
設
計
と
制
作
を
お
願
い

し
て
、
お
世
話
に
な
り
始
め
て
ま
し
た
。
彼

は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
や
る
か
ど
う
か
は
考
え

て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
け
ど
、
ま
ず
は
ア
ト

リ
エ
を
作
ろ
う
か
っ
て
話
に
な
り
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
、
私
は
映
像
の
見
せ
方
の
提

案
を
含
ん
だ
映
像
制
作
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
名
の
由
来

は
、『
動
画
』
と
そ
の
『
ま
わ
り
』
で
、『
動
画
ま

わ
り
』。
映
像
作
品
を
展
示
し
て
、
そ
の
会

場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
に
何
が
で
き
る

か
を
、
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
を
探
し
て

い
た
の
で
、
I
A
M
A
S
時
代
か
ら

展
示

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
小
野
田
さ
ん
は
適
任

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
私
と

福
田
さ
ん
が
動
画
担
当
で
、
小
野
田
さ
ん
が

ま
わ
り
担
当（
笑
）
で
や
っ
て
い
ま
す
」

『
動
画
ま
わ
り
』
を
立
ち
上
げ
て
３
年
に
な

る
頃
、
北
鎌
倉
に
事
務
所
を
移
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
ひ
と
と
お
り
経
験
し
、
改
め

て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
宇
田
さ
ん
は
言
う
。

の
先
、
自
分
は
ど
う
や
っ
て
社
会
で
生
き
て

い
く
か
を
、
探
っ
て
い
た
の
か
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
科
の
頃
の
方
が
、
課
題
だ

け
を
一
生
懸
命
こ
な
し
て
い
た
の
で
、
結

構
勉
強
し
ま
し
た
ね
。
記
憶
力
も
ま
だ
マ
シ

だ
っ
た
し
。

そ
の
代
わ
り
大
学
院
で
は
友
達
が
で
き
た

の
が
よ
か
っ
た
か
な
。
ス
タ
ジ
オ
科
の
時
は

個
人
制
作
ば
か
り
で
、
友
達
は
そ
ん
な
に
で

き
な
か
っ
た
か
ら
、
今
度
は
友
達
1
0
0
人

作
ろ
う
！　

と
思
っ
て
入
学
し
た
ん
で
す
よ
」

福
田
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、
就
職
し

た
が
、
仕
事
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
時
期
に

I
A
M
A
S
を
知
っ
た
。

「
当
時
、
岐
阜
に
住
ん
で
い
た
親
が
新
聞

で

I
A
M
A
S
が
で
き
た
こ
と
を
知
っ
て
、

す
す
め
て
く
れ
た
ん
で
す
。
何
か
面
白
い

事
を
や
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
の
も

あ
っ
て
、
決
め
ま
し
た
。

で
も
在
学
中
は
ほ
ん
と
に
何
も
で
き
な

か
っ
た
ん
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
で

は
、
と
に
か
く
書
け
っ
て
い
わ
れ
た
の
が
斬

新（
笑
）
で
し
た
。
理
解
し
な
く
て
も
感
覚
的

に
や
っ
て
い
い
と
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
面
白

か
っ
た
で
す
。

あ
と
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
主
に

作
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
連
続

写
真
の
拳
闘
シ
ー
ン
を
ト
レ
ー
ス
し
た
り
、

そ
う
い
う
の
ば
っ
か
り
、
意
味
わ
か
ん
な
い

よ
う
な
も
の
（
笑
）
」

福田史　ふくだあや

1972年愛知県名古屋市生まれ。お茶の水女子

大学家政学部被服学科卒業後、IAMASでデジ

タルアートを学ぶ。その後、IAMAS学長秘書の

仕事を経て、現在は「動画まわり」の"動画"担当

としてウェブコンテンツの制作と業務補助等を

している。
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宇田敦子　うだあつこ

1973年神奈川県生まれ。多摩美術大学インテ

リアデザイン専修卒業、IAMASで映像を学ぶ。

現在は動画編集家としての自主制作とコンテン

ツ制作事業所「動画まわり」代表をつとめる。
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つ感触と風合いを生かした制作をしている。

小野田裕士　おのだゆうじ

1976年尾道市生まれ。神戸芸術工科大学環境
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ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

て
く
れ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
学
校

に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
の
心
配
は
特
に

な
か
っ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
が

真
っ
白
で
き
れ
い
で
、
未
来
の
学
校
、
っ

て
感
じ
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
印
象
で
し

た
ね
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大
学
院
が
で
き
た
の
で
、
２
度
目
の
受

験
を
し
ま
し
た
。
先
を
考
え
る
と
、
会
社

員
に
は
多
分
な
ら
な
い
か
ら
、
せ
め
て
高
学

歴
に

は
そ
の
く
ら
い
で
す
。

大
学
院
は
ね
、
も
う
年
齢
的
に
脳
が
退
化

し
始
め
て
い
た
の
で
、
新
し
い
こ
と
が
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に

入
ら
な
く
て
、
全
然
授
業
の
こ
と
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て
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⑥
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／
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２
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と
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で
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限
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が
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だ
し
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た
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で
、

誰
か
の
力
を
借
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

福
田
史

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ラ
ボ
科

私
が
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
を

さ
せ
て
く
れ
る
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
。
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題
も
全
然
理
解
不
能
で
、
面
白
い
と
い
え
ば

面
白
い
ん
で
す
が
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

よ
く
わ
か
ん
な
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）
」

C
G
I
コ
ー
ス
で
は
、
課
題
を
中
心
に
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
い
方
や
映
像
の
作
り
方

を
学
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

「
機
材
や
設
備
は
充
実
し
て
い
て
、
２
年
間

と
い
う
期
間
で
は
使
い
切
れ
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。M

aya

（
★
１
）
を
使
っ
て
映
像
を
作

る
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
C
G
に
興
味
な

く
て
も
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
（
笑
）
。
そ
れ

か
ら
、
30
分
の
映
像
を
見
な
が
ら
コ
ン
テ
を

描
く
『
逆
絵
コ
ン
テ
』
と
い
う
課
題
が
あ
っ

て
。
映
画『
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
』
を
起
こ
し

た
ん
で
す
け
ど
、
カ
ッ
ト
数
が
多
す
ぎ
て
、

こ
れ
は
も
う
描
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
頑

張
っ
て
、
コ
ン
テ
用
紙
1
0
0
枚
分
描
き

ま
し
た
。
で
も
ダ
メ
だ
し
が
（
笑
）
。
そ
の
課

題
で
は
他
人
が
見
て
わ
か
る
よ
う
に
絵
コ
ン

テ
を
描
く
、
そ
う
い
う
描
き
方
の
基
本
を

身
に
付
け
て
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
、
量
が

あ
っ
て
も
ダ
メ
で
し
た
（
笑
）
」。

高
桑
昌
男
教
授
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る

C
G

制
作
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

「
高
桑
さ
ん
に
は
論
文
読
め
と
言
わ
れ
て

（
笑
）
。
映
像
作
る
た
め
に
は
、
部
材
と
な
る

技
術
も
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
、
映
画
で
使
わ
れ
て
い
る
技
術
な
ど
を
知

る
う
ち
に
、
普
通
に
モ
デ
リ
ン
グ
し
て
レ
ン

ダ
リ
ン
グ
し
て
作
る
の
と
別
次
元
の
も
の
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
ち
ら

に
向
か
っ
て
行
き
ま
し
た
。
最
近
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ
て
き
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
綺
麗
な
映
像
を
作
れ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
系
で

ち
ょ
っ
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
の
も
や
っ

て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

卒
業
制
作
の
『R

eal Tim
e R

endering

』

は
、
P
C
上
で
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
し
て
表
示
す

る
作
品
だ
。

「
工
学
部
の
情
報
科
に
行
き
ま
し
た
が
、
本

当
に
や
り
た
か
っ
た
の
は

C
G
だ
っ
た
ん

で
す
。
大
学
だ
と
基
礎
は
教
え
て
く
れ
る
け

ど
、
映
像
を
作
る
ま
で
は
し
な
く
て
。
そ

の
頃
た
ま
た
ま
大
学
生
協
で
雑
誌
を
立
ち
読

み
し
て
い
た
ら
、
そ
こ
に

I
A
M
A
S
が

載
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
初
め
て
知
っ

て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
み
た
ら
面
白
そ
う

で
、
し
か
も
県
立
で
授
業
料
も
な
ん
と
か
な

り
そ
う
だ
と
思
っ
て
」。

実
際
に
作
品
を
作
る
技
術
を
身
に
つ
け
た

い
と
思
い
、
大
学
卒
業
後
に

C
G
I
コ
ー

ス
を
受
験
し
て
入
学
す
る
。

「
自
分
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
が
合
っ
て
い
る
気

が
し
た
ん
で
す
、
実
際
に
映
像
作
品
を
作
り

た
か
っ
た
の
で
。

I
A
M
A
S
に

入
っ
て

最
初
の

授
業
の

『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』、
あ
れ
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
卒
論
を
書
い
て
い
る
と
き
ぐ
ら
い

の
ハ
ー
ド
さ
が
い
き
な
り
来
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
課

岡野良久　おかのよしひさ

絵と数学が好きで、数学で絵を描く方法はない

かと思っていたら、ＣＧに出会い、IAMASに辿

り着く。IAMASでは主にMaya、DirectX、GPU

について勉強。現在は東京で某3Dソフトの開発

をしながら、IAMAS時代にバローで買った食用

どじょうと一緒に悠々自適生活中。将来的には

田舎で農業しながらＣＧするのが夢。

作品『Real Time Rendering』

「
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研

究
所（
A
T
R
）
の
知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究

所
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
最
初
配
属
さ
れ
た
の
は
、

紹
介
し
て
く
れ
た
ク
リ
ス
タ
さ
ん
と
ロ
ラ
ン

さ
ん
が
所
属
し
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
情
報
科
学

研
究
所
で
し
た
が
、
そ
こ
で
は
研
究
成
果
を

紹
介
す
る
仕
事
を
主
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
の
所
属
に
な
っ
て
か
ら
は
、
も
っ
と
研
究

に
近
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
境
界
領
域
っ
て
感
じ
で
し
ょ
う

か
（
笑
）
」。

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
で
は
、
触
れ
る
タ
イ
プ

の
「
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
型
ロ
ボ
ッ
ト
」、
映
像
の

中
に
登
場
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う
な

「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
型
ロ
ボ
ッ
ト
」、
セ
ン
シ

ン
グ
す
る
タ
イ
プ
の
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
」
の
3
種
類
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
定
義
し

て
、
そ
れ
が
連
携
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

「
私
は
今
、
ぬ
い
ぐ
る
み
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
制

作
し
て
、
そ
れ
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
も
な
る

よ
う
な
、
実
物
と
映
像
と
を
組
み
合
わ
せ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る

ユ
ー
ザ
の
印
象
や
、
ど
う
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
し
た
ら
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
近
い
存
在

に
感
じ
る
か
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」。大

学
の

先
輩
が

I
A
M
A
S
に

行
っ
て

い
て
、
興
味
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
仕
事
を

し
て
い
た
時
の
体
験
が
き
っ
か
け
に
な
り
進

学
を
考
え
た
と
い
う
。

「
映
像
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
る

頃
、
小
学
校
の
取
材
を
し
ま
し
た
。
小
学
校

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
、
新
し
い
技

術
に
親
し
も
う
と
い
う
企
画
の
ビ
デ
オ
を
撮

影
し
に
行
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
が
無
表
情
で

黙
々
と
チ
ャ
ッ
ト
を
し
て
た
ん
で
す
よ
。
な

ん
か
怖
く
な
っ
て
、
す
ご
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た
ん
で
す
よ
ね
。
み
ん
な
が
ニ
コ
ニ
コ
で
き

る
新
し
い
技
術
の
使
い
方
は
な
い
の
か
な
と

思
っ
て
。
ど
ん
ど
ん
技
術
が
入
っ
て
き
た
と

き
に
、
誰
で
も
楽
し
く
笑
顔
で
使
え
る
よ
う

な
も
の
を
つ
く
り
た
い
な
と
思
っ
て
、
受
験

し
ま
し
た
」。

入
学
し
て
み
る
と
、
あ
ま
り
に
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
学
生
た
ち
に
、
最

初
は
戸
惑
っ
た
と
い
う
。

「
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
来
た
ら
、
自
分
の
な
か

の
妖
怪
が
目
覚
め
た
み
た
い
な
感
じ
で
、
自

然
体
で
自
由
に
バ
カ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
も
う
卒
業
で
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
『
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
分
析
』
で
す
。
イ
ン
パ

ク
ト
あ
り
ま
し
た
ね
。
整
体
の
先
生
が
来

て
、
私
も
ツ
ボ
押
し
さ
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
先

生
と
し
て
は
、
人
の
身
体
の
セ
ン
サ
ー
は
つ

な
が
っ
て
い
て
、
ど
こ
か
が
切
れ
る
と
ど
こ

か
が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
話
を
し
た
か
っ

作品『宵狢格子』、狢（むじな）の形のデバイス

を操作し、インタラクティブな映像コンテンツを

楽しめる。

栃木博子　とちぎひろこ

1999年東京工芸大学芸術学部映像学科卒。

1999年～01年、東京の映像制作会社にて記録

映像制作やデジタルコンテンツ事業の仕事を経

て、2001年にIAMASメディア表現研究科に入

学。アニメーション、キャラクタ設計、ロボット、

妖怪に興味を持つ。卒業後、ATRメディア情報

科学研究所の研究技術員となり、現在はATR知

能ロボティクス研究所の研究技術員、神戸大学

大学院自然科学研究科博士課程在学。
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
手
が
け
た
あ
と
、
卒
業
制
作
の
『
宵

狢
格
子（
よ
い
の
む
じ
な
ご
う
し
）
』
は
2
年
生
の

夏
か
ら
制
作
を
は
じ
め
た
。

「
こ
の
作
品
は
、
就
職
し
た
あ
と
ア
ル
ス

の
キ
ャ
ン
パ
ス
展（
★
2
）
で
展
示
し
た
の
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
今

の
研
究
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
つ
な
が
っ
た
の
は
面
白
い
で
す

ね
。
研
究
の
世
界
に
来
て
、
も
の
ご
と
の
考

え
方
だ
け
で
な
く
、
言
葉
ひ
と
つ
に
し
て
も

意
味
が
違
っ
て
い
た
の
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

研
究
と
ア
ー
ト
、
両
方
の
世
界
か
ら
も
の
を

見
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
、
な
ん
と
か
今

も
続
け
て
い
る
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
」。

★
2　

ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
展

：

２
０
０
４
年
、
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
一
部
と
し
て
教
育
機
関
を
取
り
上
げ
る
「
キ
ャ
ン

パ
ス
展
」
に

I
A
M
A
S
が
参
加
し
た
。

「
そ
れ
を
作
っ
た
か
ら
今
の
会
社
に
就
職
で

き
た
の
で
、
よ
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

卒
展
の
会
場
に
社
長
が
来
て
い
て
、
う
ち
に

こ
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
」。

就
職
は
し
た
が
、
今
後
も
作
品
制
作
は
続

け
て
行
き
た
い
と
い
う
。

「
最
終
的
な
目
標
が
個
人
的
に
は
あ
っ
て
、

や
は
り
映
像
を
作
り
た
い
ん
で
す
。
僕
は
た

ぶ
ん
、
自
分
で
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

も
の
を
作
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
と
思
っ
た
の

で
、
誰
か
と
組
ん
で
い
い
感
じ
の
映
像
を

作
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
。
そ
の
人
を
支

え
る
と
い
う
か
、
そ
の
コ
ー
ド
は
僕
が
書
く

わ
！
と
い
う
感
じ
で
や
り
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
」。

★
１　

M
aya

：

モ
デ
リ
ン
グ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
レ

ン
ダ
リ
ン
グ
を

統
合
的
に

扱
え
る
、
ハ
イ
エ
ン
ド
な

3
D
C
G
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑦

岡
野
良
久

ア
カ
デ
ミ
ー　

９
期
生　

Ｃ
Ｇ
Ｉ
コ
ー
ス

今
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
だ
ろ
う
な
あ
、

っ
て
い
う
の
が
か
な
り
あ
る
か
ら
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
け
て
い
き
た
い
。

気
づ
い
た
ら
、い
つ
の
ま
に
か

研
究
の
世
界
に
来
て
い
ま
し
た
。

大
学
院　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
１

栃
木
博
子

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑧
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題
も
全
然
理
解
不
能
で
、
面
白
い
と
い
え
ば

面
白
い
ん
で
す
が
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

よ
く
わ
か
ん
な
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）
」

C
G
I
コ
ー
ス
で
は
、
課
題
を
中
心
に
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
い
方
や
映
像
の
作
り
方

を
学
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。

「
機
材
や
設
備
は
充
実
し
て
い
て
、
２
年
間

と
い
う
期
間
で
は
使
い
切
れ
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。M
aya

（
★
１
）
を
使
っ
て
映
像
を
作

る
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
C
G
に
興
味
な

く
て
も
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
（
笑
）
。
そ
れ

か
ら
、
30
分
の
映
像
を
見
な
が
ら
コ
ン
テ
を

描
く
『
逆
絵
コ
ン
テ
』
と
い
う
課
題
が
あ
っ

て
。
映
画『
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
』
を
起
こ
し

た
ん
で
す
け
ど
、
カ
ッ
ト
数
が
多
す
ぎ
て
、

こ
れ
は
も
う
描
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
頑

張
っ
て
、
コ
ン
テ
用
紙
1
0
0
枚
分
描
き

ま
し
た
。
で
も
ダ
メ
だ
し
が
（
笑
）
。
そ
の
課

題
で
は
他
人
が
見
て
わ
か
る
よ
う
に
絵
コ
ン

テ
を
描
く
、
そ
う
い
う
描
き
方
の
基
本
を

身
に
付
け
て
欲
し
か
っ
た
み
た
い
で
、
量
が

あ
っ
て
も
ダ
メ
で
し
た
（
笑
）
」。

高
桑
昌
男
教
授
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る

C
G

制
作
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

「
高
桑
さ
ん
に
は
論
文
読
め
と
言
わ
れ
て

（
笑
）
。
映
像
作
る
た
め
に
は
、
部
材
と
な
る

技
術
も
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
、
映
画
で
使
わ
れ
て
い
る
技
術
な
ど
を
知

る
う
ち
に
、
普
通
に
モ
デ
リ
ン
グ
し
て
レ
ン

ダ
リ
ン
グ
し
て
作
る
の
と
別
次
元
の
も
の
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
ち
ら

に
向
か
っ
て
行
き
ま
し
た
。
最
近
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ
て
き
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
綺
麗
な
映
像
を
作
れ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
系
で

ち
ょ
っ
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
の
も
や
っ

て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

卒
業
制
作
の
『R

eal Tim
e R

endering

』

は
、
P
C
上
で
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
し
て
表
示
す

る
作
品
だ
。

「
工
学
部
の
情
報
科
に
行
き
ま
し
た
が
、
本

当
に
や
り
た
か
っ
た
の
は

C
G
だ
っ
た
ん

で
す
。
大
学
だ
と
基
礎
は
教
え
て
く
れ
る
け

ど
、
映
像
を
作
る
ま
で
は
し
な
く
て
。
そ

の
頃
た
ま
た
ま
大
学
生
協
で
雑
誌
を
立
ち
読

み
し
て
い
た
ら
、
そ
こ
に

I
A
M
A
S
が

載
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
初
め
て
知
っ

て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
み
た
ら
面
白
そ
う

で
、
し
か
も
県
立
で
授
業
料
も
な
ん
と
か
な

り
そ
う
だ
と
思
っ
て
」。

実
際
に
作
品
を
作
る
技
術
を
身
に
つ
け
た

い
と
思
い
、
大
学
卒
業
後
に

C
G
I
コ
ー

ス
を
受
験
し
て
入
学
す
る
。

「
自
分
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
が
合
っ
て
い
る
気

が
し
た
ん
で
す
、
実
際
に
映
像
作
品
を
作
り

た
か
っ
た
の
で
。

I
A
M
A
S
に

入
っ
て

最
初
の

授
業
の

『
モ
チ
ー
フ
ワ
ー
ク
』、
あ
れ
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
卒
論
を
書
い
て
い
る
と
き
ぐ
ら
い

の
ハ
ー
ド
さ
が
い
き
な
り
来
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
課

岡野良久　おかのよしひさ

絵と数学が好きで、数学で絵を描く方法はない

かと思っていたら、ＣＧに出会い、IAMASに辿

り着く。IAMASでは主にMaya、DirectX、GPU

について勉強。現在は東京で某3Dソフトの開発

をしながら、IAMAS時代にバローで買った食用

どじょうと一緒に悠々自適生活中。将来的には

田舎で農業しながらＣＧするのが夢。

作品『Real Time Rendering』

「
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研

究
所（
A
T
R
）
の
知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究

所
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
最
初
配
属
さ
れ
た
の
は
、

紹
介
し
て
く
れ
た
ク
リ
ス
タ
さ
ん
と
ロ
ラ
ン

さ
ん
が
所
属
し
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
情
報
科
学

研
究
所
で
し
た
が
、
そ
こ
で
は
研
究
成
果
を

紹
介
す
る
仕
事
を
主
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

今
の
所
属
に
な
っ
て
か
ら
は
、
も
っ
と
研
究

に
近
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
境
界
領
域
っ
て
感
じ
で
し
ょ
う

か
（
笑
）
」。

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
で
は
、
触
れ
る
タ
イ
プ

の
「
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
型
ロ
ボ
ッ
ト
」、
映
像
の

中
に
登
場
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う
な

「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
型
ロ
ボ
ッ
ト
」、
セ
ン
シ

ン
グ
す
る
タ
イ
プ
の
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
」
の
3
種
類
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
定
義
し

て
、
そ
れ
が
連
携
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

「
私
は
今
、
ぬ
い
ぐ
る
み
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
制

作
し
て
、
そ
れ
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
も
な
る

よ
う
な
、
実
物
と
映
像
と
を
組
み
合
わ
せ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る

ユ
ー
ザ
の
印
象
や
、
ど
う
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
し
た
ら
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
近
い
存
在

に
感
じ
る
か
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」。大

学
の

先
輩
が

I
A
M
A
S
に

行
っ
て

い
て
、
興
味
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
仕
事
を

し
て
い
た
時
の
体
験
が
き
っ
か
け
に
な
り
進

学
を
考
え
た
と
い
う
。

「
映
像
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
る

頃
、
小
学
校
の
取
材
を
し
ま
し
た
。
小
学
校

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
、
新
し
い
技

術
に
親
し
も
う
と
い
う
企
画
の
ビ
デ
オ
を
撮

影
し
に
行
っ
た
ら
、
子
供
た
ち
が
無
表
情
で

黙
々
と
チ
ャ
ッ
ト
を
し
て
た
ん
で
す
よ
。
な

ん
か
怖
く
な
っ
て
、
す
ご
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た
ん
で
す
よ
ね
。
み
ん
な
が
ニ
コ
ニ
コ
で
き

る
新
し
い
技
術
の
使
い
方
は
な
い
の
か
な
と

思
っ
て
。
ど
ん
ど
ん
技
術
が
入
っ
て
き
た
と

き
に
、
誰
で
も
楽
し
く
笑
顔
で
使
え
る
よ
う

な
も
の
を
つ
く
り
た
い
な
と
思
っ
て
、
受
験

し
ま
し
た
」。

入
学
し
て
み
る
と
、
あ
ま
り
に
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
学
生
た
ち
に
、
最

初
は
戸
惑
っ
た
と
い
う
。

「
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
来
た
ら
、
自
分
の
な
か

の
妖
怪
が
目
覚
め
た
み
た
い
な
感
じ
で
、
自

然
体
で
自
由
に
バ
カ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
も
う
卒
業
で
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
『
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
分
析
』
で
す
。
イ
ン
パ

ク
ト
あ
り
ま
し
た
ね
。
整
体
の
先
生
が
来

て
、
私
も
ツ
ボ
押
し
さ
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
先

生
と
し
て
は
、
人
の
身
体
の
セ
ン
サ
ー
は
つ

な
が
っ
て
い
て
、
ど
こ
か
が
切
れ
る
と
ど
こ

か
が
動
か
な
く
な
る
と
い
う
話
を
し
た
か
っ

作品『宵狢格子』、狢（むじな）の形のデバイス

を操作し、インタラクティブな映像コンテンツを

楽しめる。

栃木博子　とちぎひろこ

1999年東京工芸大学芸術学部映像学科卒。

1999年～01年、東京の映像制作会社にて記録

映像制作やデジタルコンテンツ事業の仕事を経

て、2001年にIAMASメディア表現研究科に入

学。アニメーション、キャラクタ設計、ロボット、

妖怪に興味を持つ。卒業後、ATRメディア情報

科学研究所の研究技術員となり、現在はATR知

能ロボティクス研究所の研究技術員、神戸大学

大学院自然科学研究科博士課程在学。
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
手
が
け
た
あ
と
、
卒
業
制
作
の
『
宵

狢
格
子（
よ
い
の
む
じ
な
ご
う
し
）
』
は
2
年
生
の

夏
か
ら
制
作
を
は
じ
め
た
。

「
こ
の
作
品
は
、
就
職
し
た
あ
と
ア
ル
ス

の
キ
ャ
ン
パ
ス
展（
★
2
）
で
展
示
し
た
の
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
今

の
研
究
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
つ
な
が
っ
た
の
は
面
白
い
で
す

ね
。
研
究
の
世
界
に
来
て
、
も
の
ご
と
の
考

え
方
だ
け
で
な
く
、
言
葉
ひ
と
つ
に
し
て
も

意
味
が
違
っ
て
い
た
の
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

研
究
と
ア
ー
ト
、
両
方
の
世
界
か
ら
も
の
を

見
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
、
な
ん
と
か
今

も
続
け
て
い
る
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
」。

★
2　

ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
展

：

２
０
０
４
年
、
ア
ル
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
一
部
と
し
て
教
育
機
関
を
取
り
上
げ
る
「
キ
ャ
ン

パ
ス
展
」
に

I
A
M
A
S
が
参
加
し
た
。

「
そ
れ
を
作
っ
た
か
ら
今
の
会
社
に
就
職
で

き
た
の
で
、
よ
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

卒
展
の
会
場
に
社
長
が
来
て
い
て
、
う
ち
に

こ
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
」。

就
職
は
し
た
が
、
今
後
も
作
品
制
作
は
続

け
て
行
き
た
い
と
い
う
。

「
最
終
的
な
目
標
が
個
人
的
に
は
あ
っ
て
、

や
は
り
映
像
を
作
り
た
い
ん
で
す
。
僕
は
た

ぶ
ん
、
自
分
で
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

も
の
を
作
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
と
思
っ
た
の

で
、
誰
か
と
組
ん
で
い
い
感
じ
の
映
像
を

作
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
。
そ
の
人
を
支

え
る
と
い
う
か
、
そ
の
コ
ー
ド
は
僕
が
書
く

わ
！
と
い
う
感
じ
で
や
り
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
」。

★
１　

M
aya

：

モ
デ
リ
ン
グ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
レ

ン
ダ
リ
ン
グ
を

統
合
的
に

扱
え
る
、
ハ
イ
エ
ン
ド
な

3
D
C
G
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑦

岡
野
良
久

ア
カ
デ
ミ
ー　

９
期
生　

Ｃ
Ｇ
Ｉ
コ
ー
ス

今
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
だ
ろ
う
な
あ
、

っ
て
い
う
の
が
か
な
り
あ
る
か
ら
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
け
て
い
き
た
い
。

気
づ
い
た
ら
、い
つ
の
ま
に
か

研
究
の
世
界
に
来
て
い
ま
し
た
。

大
学
院　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
１

栃
木
博
子

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑧
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名
古
屋
の
映
像
制
作
会
社
で
働
い
て
い

た
田
中
さ
ん
は
、
た
ま
た
ま
読
ん
だ
雑
誌
で

I
A
M
A
S
と
い
う
学
校
を
知
っ
た
。

「
映
像
の
も
っ
と
先
、
さ
ら
に
追
求
し
た

所
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
、
映

像
だ
け
じ
ゃ
な
い
も
の
を
や
り
た
い
、
た
だ

映
像
か
ら
は
ぶ
れ
た
く
な
く
て
、
ス
タ
ジ
オ

２
を
希
望
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
み
た
ら
、

『
え
！
』
の
連
続
で
し
た
ね
。
学
校
は
、
環

境
は
与
え
て
く
れ
ま
す
け
ど
、
何
が
で
き
る

か
っ
て
い
う
の
は
自
分
で
作
ら
な
い
と
い
け

な
く
て
、
そ
の
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。

映
像
制
作
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
つ
ね
に
最
新
の
設
備
が
あ
る
っ
て
書
い
て

あ
っ
た
の
で
、
か
な
り
期
待
し
て
ま
し
た

が
、
パ
ソ
コ
ン
と

D
V
レ
ベ
ル
の
編
集
だ

し
、
ス
タ
ジ
オ
も
結
構
荒
れ
て
い
て
、
最
新

の
映
像
を
や
れ
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
で

も
勉
強
す
る
環
境
は
ば
っ
ち
り
で
し
た
ね
。

24
時
間
使
え
る
し
、
機
材
も
結
構
自
由
に
借

り
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
は
課
題
攻
略
形
で
、

ベ
ー
ス
を
教
え
た
後
に
そ
の
二
段
上
く
ら
い

の
課
題
を
出
し
て
、
そ
れ
を
自
分
で
超
え
て

い
け
と
（
笑
）
。
や
っ
た
内
容
と
課
題
の
間
に

か
な
り
飛
躍
が
あ
る
ん
で
す
。
た
だ
、
友
達

に
教
わ
っ
た
り
し
て
、
な
ん
と
か
埋
め
て
い

く
環
境
は
あ
っ
て
、
一
応
フ
ォ
ロ
ー
は
で
き

て
い
る
の
か
な
っ
て
気
は
し
ま
す
ね
」。

在
学
中
に
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

だ
っ
た
マ
ル
シ
ア
・
ヴ
ァ
イ
ツ
マ
ン
に
出
会

い
、
作
品
制
作
に
協
力
す
る
。

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス

I
A
M
A
S
の
い
い

点
は
、
先
生
が

怖

か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。
理
系

だ
と
先
生
が
あ
る
程
度
客
観
的
な
理
論
に

乗
っ
て
何
か
言
っ
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
間

違
っ
て
る
っ
て
言
え
る
こ
と
も
あ
る
。
で

も
、
I
A
M
A
S
の

場
合
だ
と

通
用
し
な

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
（
笑
）、
だ
か
ら
、
怖
い

ん
で
す
よ
ね
。
な
ん
で
ダ
メ
な
の
か
議
論
し

て
も
無
駄
と
い
う
か
。
僕
も
、
客
観
的
に
言

葉
で
説
明
で
き
る
事
実
だ
け
が
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
、
で

も
、
客
観
的
な
理
由
、
実
験
的
な
事
実
が
な

く
て
も
、
先
生
の
体
験
的
な
説
得
力
は
あ

る
、
熱
意
だ
け
は
信
用
で
き
る
。
そ
れ
が
統

計
デ
ー
タ
よ
り
も
信
用
で
き
た
り
す
る
の
が

面
白
い
と
こ
ろ
で
し
た
」。

卒
業
制
作
は
、
回
転
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

と

I
D
タ
グ
を
用
い
た
情
報
表
示
シ
ス
テ

ム
を
制
作
し
た
。

「
あ
れ
は
僕
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
制
作
し

た
も
の
で
は
な
く
て
、
他
の
人
た
ち
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

作
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。
自
分
が
何
を

し
た
い
か
よ
り
も
、
何
が
で
き
る
か
と
い
う

観
点
に
立
っ
て
情
報
シ
ス
テ
ム
を
作
る
っ
て

い
う
の
は
、
実
は
研
究
者
に
は
な
か
な
か
で

き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
あ
そ
こ
ま

で
ハ
イ
テ
ッ
ク
な
も
の
が
本
当
に
必
要
と
さ

れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
、
た
だ
、
分
析

し
た
ニ
ー
ズ
は
リ
サ
ー
チ
か
ら
得
た
事
実
な

の
で
、
そ
の
間
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く

か
を
研
究
し
た
か
っ
た
」。

I
A
M
A
S
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
本
当

に
仕
事
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

上
京
す
る
予
定
の
学
生
同
士
が
集
ま
り
、
卒

業
後
の
活
動
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
一
緒
に

仕
事
を
や
っ
て
い
く
プ
ラ
ン
を
在
学
中
か
ら

固
め
て
い
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
中
原
さ
ん
は

こ
う
説
明
す
る
。

「
最
初
は

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

集
団
的
な

ノ

リ

だ

っ

た

ん

で

す

が
、
だ

ん

だ

ん
、

I
A
M
A
S
で
勉
強
し
た
こ
と
で
本
当
に
お

金
を
稼
ぐ
方
法
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
中

心
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ

こ
ま
で
や
れ
る
っ
て
い
う
メ
ン
バ
ー
が
残
っ

て
行
き
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

C
G
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
る
人
が
多
い
け

ど
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
I
A
M
A
S
で
勉
強
し

な
く
て
も
い
い
。
学
校
の
教
員
や
展
示
施
設

の
仕
事
は
、
上
の
人
た
ち
が
も
う
い
る
の
で

こ
の
先
は
な
さ
そ
う
だ
し
、
自
分
た
ち
で

食
っ
て
行
く
方
法
を
探
そ
う
と
思
っ
て
。
今

は
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

す
る
仕
事
を
や
っ
て
い
て
、
営
業
す
る
と
結

構
手
応
え
は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
で
き
つ

つ
あ
る
市
場
を
ち
ゃ
ん
と
構
築
し
た
い
と

思
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
★
１
）
を
開
い
た

り
も
し
ま
し
た
。

人
手
は
い
つ
も
欲
し
い
ん
で
す
が
、
メ
ン

バ
ー
に
望
む
こ
と
は
、
企
業
の
人
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
能
力
で
す
ね
、

ス
キ
ル
よ
り
も
。
学
生
の
み
な
さ
ん
、
会
社

は
立
ち
上
げ
が
い
ち
ば
ん
め
ん
ど
く
さ
い
ん

で
す
か
ら
。
そ
れ
を
す
る
く
ら
い
な
ら
ウ
チ

を
踏
ん
で
、
ど
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
く

の
か
っ
て
い
う
流
れ
が
知
り
た
か
っ
た
の

と
、
自
分
が
プ
ロ
で
や
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
役
に
立
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
。

彼
女
は
、
喜
怒
哀
楽
が
結
構
激
し
く
て
、
人

間
と
し
て
面
白
い
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
学

生
に
議
論
を
ふ
っ
か
け
て
、
問
題
提
起
を
ど

ん
ど
ん
し
て
、
軋
轢
を
気
に
し
な
い
み
た
い

な
タ
イ
プ
で
し
た
」。

マ
ル
シ
ア
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
期
間
が
終

わ
っ
た
後
は
、
彼
自
身
の
卒
業
制
作
に
つ
な

が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。
携
帯
電

話
を
使
っ
て
位
置
情
報
と
映
像
を
結
び
つ
け

て
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
制
作
し
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
携
帯
使
っ
た
開

発
は
ど
う
か
、
と
い
う
話
が
出
ま
し
て
。
最

初
は
そ
の
枠
内
で
や
る
予
定
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
他
に
一
緒
に
や
る
メ
ン
バ
ー
が
い
な

く
て
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
経
験
が
な
か
っ
た
の

で
、
結
構
勉
強
し
ま
し
た
ね
。
サ
ー
バ
立
て

る
の
に
2
ヶ
月
く
ら
い
か
か
っ
て
ま
し
た
。

自
分
が
表
現
し
て
伝
え
る
こ
と
っ
て
、
ど

ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
も
結
構
弱
い
な
っ

て
感
じ
が
し
て
い
て
、
体
験
に
か
な
う
こ
と

は
な
い
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
メ
デ
ィ

ア
の
上
で
表
現
し
き
れ
る
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
け
ど
、
僕
は
む
し
ろ
体
験
そ
の
も

の
を
い
か
に
作
り
出
す
か
を
、
メ
デ
ィ
ア
を

使
っ
て
進
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
」。

中
原
さ

ん

は
、
企
業
の

シ

ス

テ

ム

エ

ン

ジ

ニ

ア
、
研
究
所
の

研
究
員
を

経
て

I
A
M
A
S
に
入
学
し
た
。

「
学
生
の
頃
か
ら
雑
誌『
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
を
読
ん
で
い
て
、
そ
こ
か

ら

N
T
T
イ
ン
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
I
C
C
）
に
興
味
を
持
っ
て
。
そ

ん
な
縁
で
、
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基

礎
技
術
研
究
所（
A
T
R
）
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
客
員
研
究
員
で
来
て
い
た
ク
リ
ス
タ

＆
ロ
ラ
ン
が
同
じ
研
究
所
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
I
A
M
A
S
を
知
っ
て
、
興
味
を
も
っ

て
受
験
し
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
（
笑
）

い
き
な
り
２
年
間
休
学
し
て
か
ら
学
生
生
活

を
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
作
品
を
作
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
入
っ
て
３
ヶ

月
く
ら
い
で
僕
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
じ
ゃ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
な
り
の
ア
ー
ト
作
品

と
い
う
も
の
の
理
解
と
し
て
、
あ
る
問
題
を

発
見
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す

よ
。
言
い
方
を
変
え
る
と
、
科
学
的
じ
ゃ
な

い
科
学
的
な
方
法
で
問
題
を
発
見
す
る
、
そ

れ
は
も
う
、
言
葉
じ
ゃ
な
い
方
法
で
も
の
を

か
た
ち
に
し
て
、
そ
の
問
題
が
み
ん
な
に
共

有
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ

う
い
う
も
の
は
む
り
や
り
作
り
出
せ
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
自
分
が
作
品
作
ろ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
問
題
を
自
分
で
ね
つ
造
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
、
や
め
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
も
う
、
直
接
問
題
を

解
決
す
る
方
が
楽
だ
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
や

り
始
め
た
。
そ
れ
で
、
ス
タ
ジ
オ
１
か
ら
ス

タ
ジ
オ
３
に
移
り
ま
し
た
。

アイティア株式会社：http://www.aitia.co.jp/

メンバーには他にむぎばやしひろこ、國原秀洋（ともにIAMAS卒業生）がいる。

田中信雄　たなかのぶお

1999年愛知大学経営学部卒。1999～2004年

まで名古屋の映像制作会社で企業PRビデオ、

イベント・展示映像などを制作。体験をともな

う映像表現、映像制作に興味を持ち、ウェブや

データベースを連携させたモバイルビデオアー

カイブシステム『Loci』 を開発。また、ビデオイ

ンスタレーション、ドキュメンタリービデオの制

作なども行う。現在、アイティア株式会社取締

役、ディレクター。

に
来
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か

（
笑
）
」

★
１

：

第
1
回
ア
イ
テ
ィ
ア 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ 

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ア
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
メ
デ
ィ
ア

〜
超
感
覚
の
商
業
メ
デ
ィ
ア
空
間
へ
向
か
う
、
メ
デ
ィ
ア

芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
の
展
望
』
をB

ankA
R

TS
tudio N

Y
K

（
横

浜
）
に
て
開
催
。中原淳　なかはらあつし

2001年京都大学農学部卒業、2002年～04年

ATRメディア情報科学研究所研究員を経て、

2006年IAMASメディア表現研究科を卒業。

情報デザインやHI研究を中心に制作活動をして

いる。知識や思考をモデル化し空間的に表現す

る手法や、実空間を知能化する方法、ネットワー

クや都市などのコミュニティに興味を持つ。

現在、アイティア株式会社取締役デザインエ

ンジニア、NTTインターコミュニケーションセン

ター R&D担当研究員。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑨

田
中
信
雄

大
学
院　

４
期
生　

ス
タ
ジ
オ
２

表
現
し
て
伝
え
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
も
、

体
験
に
か
な
う
こ
と
は
な
い
と
思
う

　

中
原
淳

大
学
院　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
３

自
分
が
作
り
た
い
も
の
よ
り
も
、

他
の
人
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を

作
っ
て
み
た
か
っ
た
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名
古
屋
の
映
像
制
作
会
社
で
働
い
て
い

た
田
中
さ
ん
は
、
た
ま
た
ま
読
ん
だ
雑
誌
で

I
A
M
A
S
と
い
う
学
校
を
知
っ
た
。

「
映
像
の
も
っ
と
先
、
さ
ら
に
追
求
し
た

所
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
、
映

像
だ
け
じ
ゃ
な
い
も
の
を
や
り
た
い
、
た
だ

映
像
か
ら
は
ぶ
れ
た
く
な
く
て
、
ス
タ
ジ
オ

２
を
希
望
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
み
た
ら
、

『
え
！
』
の
連
続
で
し
た
ね
。
学
校
は
、
環

境
は
与
え
て
く
れ
ま
す
け
ど
、
何
が
で
き
る

か
っ
て
い
う
の
は
自
分
で
作
ら
な
い
と
い
け

な
く
て
、
そ
の
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。

映
像
制
作
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
つ
ね
に
最
新
の
設
備
が
あ
る
っ
て
書
い
て

あ
っ
た
の
で
、
か
な
り
期
待
し
て
ま
し
た

が
、
パ
ソ
コ
ン
と

D
V
レ
ベ
ル
の
編
集
だ

し
、
ス
タ
ジ
オ
も
結
構
荒
れ
て
い
て
、
最
新

の
映
像
を
や
れ
る
環
境
で
は
な
か
っ
た
。
で

も
勉
強
す
る
環
境
は
ば
っ
ち
り
で
し
た
ね
。

24
時
間
使
え
る
し
、
機
材
も
結
構
自
由
に
借

り
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
は
課
題
攻
略
形
で
、

ベ
ー
ス
を
教
え
た
後
に
そ
の
二
段
上
く
ら
い

の
課
題
を
出
し
て
、
そ
れ
を
自
分
で
超
え
て

い
け
と
（
笑
）
。
や
っ
た
内
容
と
課
題
の
間
に

か
な
り
飛
躍
が
あ
る
ん
で
す
。
た
だ
、
友
達

に
教
わ
っ
た
り
し
て
、
な
ん
と
か
埋
め
て
い

く
環
境
は
あ
っ
て
、
一
応
フ
ォ
ロ
ー
は
で
き

て
い
る
の
か
な
っ
て
気
は
し
ま
す
ね
」。

在
学
中
に
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

だ
っ
た
マ
ル
シ
ア
・
ヴ
ァ
イ
ツ
マ
ン
に
出
会

い
、
作
品
制
作
に
協
力
す
る
。

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス

I
A
M
A
S
の
い
い

点
は
、
先
生
が

怖

か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。
理
系

だ
と
先
生
が
あ
る
程
度
客
観
的
な
理
論
に

乗
っ
て
何
か
言
っ
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
が
間

違
っ
て
る
っ
て
言
え
る
こ
と
も
あ
る
。
で

も
、
I
A
M
A
S
の

場
合
だ
と

通
用
し
な

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
（
笑
）、
だ
か
ら
、
怖
い

ん
で
す
よ
ね
。
な
ん
で
ダ
メ
な
の
か
議
論
し

て
も
無
駄
と
い
う
か
。
僕
も
、
客
観
的
に
言

葉
で
説
明
で
き
る
事
実
だ
け
が
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
、
で

も
、
客
観
的
な
理
由
、
実
験
的
な
事
実
が
な

く
て
も
、
先
生
の
体
験
的
な
説
得
力
は
あ

る
、
熱
意
だ
け
は
信
用
で
き
る
。
そ
れ
が
統

計
デ
ー
タ
よ
り
も
信
用
で
き
た
り
す
る
の
が

面
白
い
と
こ
ろ
で
し
た
」。

卒
業
制
作
は
、
回
転
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

と

I
D
タ
グ
を
用
い
た
情
報
表
示
シ
ス
テ

ム
を
制
作
し
た
。

「
あ
れ
は
僕
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
制
作
し

た
も
の
で
は
な
く
て
、
他
の
人
た
ち
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

作
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。
自
分
が
何
を

し
た
い
か
よ
り
も
、
何
が
で
き
る
か
と
い
う

観
点
に
立
っ
て
情
報
シ
ス
テ
ム
を
作
る
っ
て

い
う
の
は
、
実
は
研
究
者
に
は
な
か
な
か
で

き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
あ
そ
こ
ま

で
ハ
イ
テ
ッ
ク
な
も
の
が
本
当
に
必
要
と
さ

れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
、
た
だ
、
分
析

し
た
ニ
ー
ズ
は
リ
サ
ー
チ
か
ら
得
た
事
実
な

の
で
、
そ
の
間
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
て
い
く

か
を
研
究
し
た
か
っ
た
」。

I
A
M
A
S
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
本
当

に
仕
事
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

上
京
す
る
予
定
の
学
生
同
士
が
集
ま
り
、
卒

業
後
の
活
動
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
一
緒
に

仕
事
を
や
っ
て
い
く
プ
ラ
ン
を
在
学
中
か
ら

固
め
て
い
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
中
原
さ
ん
は

こ
う
説
明
す
る
。

「
最
初
は

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

集
団
的
な

ノ

リ

だ

っ

た

ん

で

す

が
、
だ

ん

だ

ん
、

I
A
M
A
S
で
勉
強
し
た
こ
と
で
本
当
に
お

金
を
稼
ぐ
方
法
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
中

心
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ

こ
ま
で
や
れ
る
っ
て
い
う
メ
ン
バ
ー
が
残
っ

て
行
き
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

C
G
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
る
人
が
多
い
け

ど
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
I
A
M
A
S
で
勉
強
し

な
く
て
も
い
い
。
学
校
の
教
員
や
展
示
施
設

の
仕
事
は
、
上
の
人
た
ち
が
も
う
い
る
の
で

こ
の
先
は
な
さ
そ
う
だ
し
、
自
分
た
ち
で

食
っ
て
行
く
方
法
を
探
そ
う
と
思
っ
て
。
今

は
メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

す
る
仕
事
を
や
っ
て
い
て
、
営
業
す
る
と
結

構
手
応
え
は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
で
き
つ

つ
あ
る
市
場
を
ち
ゃ
ん
と
構
築
し
た
い
と

思
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
★
１
）
を
開
い
た

り
も
し
ま
し
た
。

人
手
は
い
つ
も
欲
し
い
ん
で
す
が
、
メ
ン

バ
ー
に
望
む
こ
と
は
、
企
業
の
人
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
能
力
で
す
ね
、

ス
キ
ル
よ
り
も
。
学
生
の
み
な
さ
ん
、
会
社

は
立
ち
上
げ
が
い
ち
ば
ん
め
ん
ど
く
さ
い
ん

で
す
か
ら
。
そ
れ
を
す
る
く
ら
い
な
ら
ウ
チ

を
踏
ん
で
、
ど
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
い
く

の
か
っ
て
い
う
流
れ
が
知
り
た
か
っ
た
の

と
、
自
分
が
プ
ロ
で
や
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
役
に
立
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
。

彼
女
は
、
喜
怒
哀
楽
が
結
構
激
し
く
て
、
人

間
と
し
て
面
白
い
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
学

生
に
議
論
を
ふ
っ
か
け
て
、
問
題
提
起
を
ど

ん
ど
ん
し
て
、
軋
轢
を
気
に
し
な
い
み
た
い

な
タ
イ
プ
で
し
た
」。

マ
ル
シ
ア
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
期
間
が
終

わ
っ
た
後
は
、
彼
自
身
の
卒
業
制
作
に
つ
な

が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。
携
帯
電

話
を
使
っ
て
位
置
情
報
と
映
像
を
結
び
つ
け

て
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
制
作
し
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
携
帯
使
っ
た
開

発
は
ど
う
か
、
と
い
う
話
が
出
ま
し
て
。
最

初
は
そ
の
枠
内
で
や
る
予
定
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
他
に
一
緒
に
や
る
メ
ン
バ
ー
が
い
な

く
て
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
経
験
が
な
か
っ
た
の

で
、
結
構
勉
強
し
ま
し
た
ね
。
サ
ー
バ
立
て

る
の
に
2
ヶ
月
く
ら
い
か
か
っ
て
ま
し
た
。

自
分
が
表
現
し
て
伝
え
る
こ
と
っ
て
、
ど

ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
も
結
構
弱
い
な
っ

て
感
じ
が
し
て
い
て
、
体
験
に
か
な
う
こ
と

は
な
い
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
メ
デ
ィ

ア
の
上
で
表
現
し
き
れ
る
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
け
ど
、
僕
は
む
し
ろ
体
験
そ
の
も

の
を
い
か
に
作
り
出
す
か
を
、
メ
デ
ィ
ア
を

使
っ
て
進
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
」。

中
原
さ

ん

は
、
企
業
の

シ

ス

テ

ム

エ

ン

ジ

ニ

ア
、
研
究
所
の

研
究
員
を

経
て

I
A
M
A
S
に
入
学
し
た
。

「
学
生
の
頃
か
ら
雑
誌『
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
を
読
ん
で
い
て
、
そ
こ
か

ら

N
T
T
イ
ン
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
I
C
C
）
に
興
味
を
持
っ
て
。
そ

ん
な
縁
で
、
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基

礎
技
術
研
究
所（
A
T
R
）
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
客
員
研
究
員
で
来
て
い
た
ク
リ
ス
タ

＆
ロ
ラ
ン
が
同
じ
研
究
所
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
I
A
M
A
S
を
知
っ
て
、
興
味
を
も
っ

て
受
験
し
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
（
笑
）

い
き
な
り
２
年
間
休
学
し
て
か
ら
学
生
生
活

を
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
作
品
を
作
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
入
っ
て
３
ヶ

月
く
ら
い
で
僕
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
じ
ゃ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
な
り
の
ア
ー
ト
作
品

と
い
う
も
の
の
理
解
と
し
て
、
あ
る
問
題
を

発
見
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す

よ
。
言
い
方
を
変
え
る
と
、
科
学
的
じ
ゃ
な

い
科
学
的
な
方
法
で
問
題
を
発
見
す
る
、
そ

れ
は
も
う
、
言
葉
じ
ゃ
な
い
方
法
で
も
の
を

か
た
ち
に
し
て
、
そ
の
問
題
が
み
ん
な
に
共

有
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ

う
い
う
も
の
は
む
り
や
り
作
り
出
せ
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
自
分
が
作
品
作
ろ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
問
題
を
自
分
で
ね
つ
造
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
、
や
め
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
も
う
、
直
接
問
題
を

解
決
す
る
方
が
楽
だ
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
や

り
始
め
た
。
そ
れ
で
、
ス
タ
ジ
オ
１
か
ら
ス

タ
ジ
オ
３
に
移
り
ま
し
た
。

アイティア株式会社：http://www.aitia.co.jp/

メンバーには他にむぎばやしひろこ、國原秀洋（ともにIAMAS卒業生）がいる。

田中信雄　たなかのぶお

1999年愛知大学経営学部卒。1999～2004年

まで名古屋の映像制作会社で企業PRビデオ、

イベント・展示映像などを制作。体験をともな

う映像表現、映像制作に興味を持ち、ウェブや

データベースを連携させたモバイルビデオアー

カイブシステム『Loci』 を開発。また、ビデオイ

ンスタレーション、ドキュメンタリービデオの制

作なども行う。現在、アイティア株式会社取締

役、ディレクター。

に
来
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か

（
笑
）
」

★
１

：

第
1
回
ア
イ
テ
ィ
ア 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ 
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ア
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
メ
デ
ィ
ア

〜
超
感
覚
の
商
業
メ
デ
ィ
ア
空
間
へ
向
か
う
、
メ
デ
ィ
ア

芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
の
展
望
』
をB

ankA
R

TS
tudio N

Y
K

（
横

浜
）
に
て
開
催
。中原淳　なかはらあつし

2001年京都大学農学部卒業、2002年～04年

ATRメディア情報科学研究所研究員を経て、

2006年IAMASメディア表現研究科を卒業。

情報デザインやHI研究を中心に制作活動をして

いる。知識や思考をモデル化し空間的に表現す

る手法や、実空間を知能化する方法、ネットワー

クや都市などのコミュニティに興味を持つ。

現在、アイティア株式会社取締役デザインエ

ンジニア、NTTインターコミュニケーションセン

ター R&D担当研究員。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑨

田
中
信
雄

大
学
院　

４
期
生　

ス
タ
ジ
オ
２

表
現
し
て
伝
え
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
も
、

体
験
に
か
な
う
こ
と
は
な
い
と
思
う

　

中
原
淳

大
学
院　

１
期
生　

ス
タ
ジ
オ
３

自
分
が
作
り
た
い
も
の
よ
り
も
、

他
の
人
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を

作
っ
て
み
た
か
っ
た

9 5学 生 ＋ 社 会9 6



プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
り
た
い
と
思
い
、

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
入
学
す
る
。
紹
介

し
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
も
、
I
A
M
A
S

に
研
修
に
来
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
入
っ
た
と
き
に
は
、
何
を
専
門
に
す
る
か

は
全
然
決
め
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
卒
業

生
の
方
の
会
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

の
と
、
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
を
す
る
ゼ
ミ
で

ウ
ェ
ブ
の
歴
史
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、

面
白
い
な
あ
っ
て
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
ど
ん
ど
ん
ウ
ェ
ブ
の
ほ
う
に
入
っ
て
行

き
ま
し
た
」。

課
題
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

三
昧
、
夜
型
生
活
の
日
々
を
送
り
な
が
ら
、

卒
業
制
作
で
は
ブ
ロ
グ
の
ツ
ー
ル
を
作
る
。

卒
業
後
は
、
開
発
会
社
を
経
て
、
現
在
急
成

長
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
（
S
N
S
）
の
会
社
に
就
職
す
る
こ

と
に
な
る
。

「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ

て
い
る
人
た
ち
を
見
て
い
る
の
が
楽
し
く

て
、
い
ろ
ん
な
会
社
の
情
報
を
追
っ
て
い

る

時
期
が

あ

り

ま

し

た
。
そ

の

中
に

グ

リ
ー
（g

ree.jp

）
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
あ
る
時

グ
リ
ー
が
人
員
募
集
を
し
始
め
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間

「
あ
、
行
か
な
き
ゃ
」
と
思
っ
て
（
笑
）
。
社
長

副
社
長
込
み
で
５
人
目
の
社
員
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
ア
パ
ー
ト
の
一
室
み
た
い
な
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
引
越
し
を
繰
り

返
し
て
き
た
の
で
、
今
は
別
の
会
社
み
た
い

で
す
。

私
が
入
っ
た
と
き
に
は
ま
だ
フ
ォ
ト
（
画

像
共
有
サ
ー
ビ
ス

）
が
な
く
て
、
そ
れ
を

作
っ
て
ず
っ
と
メ
ン
テ
し
て
い
た
の
で
、
何

と
な
く
フ
ォ
ト
は
自
分
の
も
の
の
よ
う
な
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
国
内
の
画
像
共
有
サ
ー
ビ

ス
の
中
で
は
割
と
流
行
っ
て
い
る
方
ら
し
い

で
す
。
写
真
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
な
あ
、
と
。
閲
覧
さ
れ
る
写
真
や
動
画

は
、
友
達
の
新
着
フ
ォ
ト
と
い
う
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
ど
っ
か
の
誰
か
に
と
っ
て
は
面

白
く
な
い
情
報
で
も
、
友
達
の
情
報
っ
て
結

構
重
要
だ
っ
た
り
も
す
る
の
で
、
み
ん
な
見

て
く
れ
る
し
、
ア
ッ
プ
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
最
近
こ
ん

な
こ
と
し
て
る
ん
だ
、
と
か
」。

毎
日
の
よ
う
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
新
機
能

に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
が
生
き
物

の
よ
う
に
変
化
し
て
行
く
こ
と
が
面
白
い
と

い
う
。

「
仕
事
の
や
っ
て
る
内
容
そ
の
も
の
は
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ユ
ー
ザ

さ
ん
も
増
え
て
き
た
し
、
昔
の
コ
ー
ド
を

知
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
も

あ
る
し
、
責
任
感
み
た
い
な
も
の
が
だ
い
ぶ

変
わ
り
ま
し
た
。
私
、
学
生
の
こ
ろ
は
、
結

構
バ
グ
だ
ら
け
の
も
の
を
作
っ
て
い
た
ん
で

す
け
ど
、
最
近
は
も
う
バ
グ
を
出
さ
な
い
こ

と
が
誇
り
（
笑
）
。
グ
リ
ー
で
働
い
て
い
て
よ

か
っ
た
の
は
、
ユ
ー
ザ
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
が

使
い
や
す
い
と
か
、
こ
れ
ち
ょ
っ
と
よ
く
な

い
と
か
、
メ
ー
ル
で
直
接
言
わ
れ
る
の
が
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。
私
の
場
合
、
自
分
か
ら

は
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
こ
な
い
の

で
、
誰
か
に
こ
う
い
う
の
が
や
り
た
い
ん
だ

よ
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
作
っ
て
感
謝
さ

れ
た
い
ん
で
す
（
笑
）
」。

こ

れ

か

ら
、
I
A
M
A
S
を

志
望
す

る

人
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

「
受
身
で
い
る
と
何
を
や
っ
て
い
い
か
わ
か

ら
な
く
て
辛
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
そ
れ
に
突
き
進
ん
で

行
け
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

す
ご
く
し
て
く
れ
る
場
所
だ
か
ら
、
早
い
う

ち
に
や
り
た
い
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」。

山田由希美　やまだゆきみ

1983年岐阜市生まれ。IAMAS在学中にウェブ

に興味を覚え、主にフロントエンド寄りの開発

に従事。ウェブ好きとの評に対し本人はウェブ好

き好きを自称。ウェブで面白いことをする人や、

それに群がり脊髄反射レベルで次々と新しい小

物を作る人を観察することを好む。2007年現

在、グリー株式会社に勤務。SNSはウェブじゃ

ないと言い続けながらもコンシューマサービス

の楽しさや難しさに惹かれて長居している。

I
A
M
A
S
を

知
っ

た

き

っ

か

け

は
、

N
T
T
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
I
C
C
）
で
の
展
覧
会
を
見
た
こ

と
だ
っ
た
。

「
兄
か
ら
ダ
ム
タ
イ
プ
の
こ
と
を
聞
い
て
、

ビ
デ
オ
で
見
て
か
っ
こ
い
い
な
あ
と
。
ち
ょ

う
ど
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
池
田
亮
司
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
が

I
C
C
で
あ
っ
て
、
見
に
行
っ
て

や
ら
れ
ま
し
た
。
確
か
高
校
２
年
生
の
頃
で

す
。
そ
の
す
ぐ
後
にM

E
R

ZB
O

W

の
ラ
イ

ブ
な
ん
か
も
あ
っ
て
そ
れ
以
降
I
C
C
に

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
、『
デ
ジ
タ

ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス

』
展
で
、
I
A
M
A
S
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

入
学
し
て
か
ら
は
大
変
で
し
た
、
血
気

盛
ん
な
若
者
が
入
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で

す
（
笑
）
。
雰
囲
気
は
か
な
り
殺
伐
と
し
て
い

て
、
み
ん
な
他
人
が
や
っ
て
る
こ
と
に
興

味
が
な
い
。
こ
も
る
と
い
う
か
、
沈
む
と

い
う
か
、
淀
む
（
笑
）
。
で
も
夏
を
過
ぎ
て
、

A
R

ch

（
★
１
）
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ふ
っ
き
れ
ま
し
た
ね
」。

卒
業
後
は
し
ば
ら
く
プ
ロ
グ
ラ
マ
の
仕
事

を
す
る
が
、A

R
ch

の
欧
州
ツ
ア
ー
が
き
っ

か
け
で
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
制
作
活
動
に
入

り
、
ザ
・
サ
イ
ン
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（
S
W
O
）（
★
２
）
の

活
動
も
ス
タ
ー
ト
す

る
。

「
S
W
O
は
、
以
前
か

ら
、
ひ

と

り

1

本
サ

イ

ン

波
持
ち

込
ん

で

み

た

ら

ど

う

な
る
か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
、

2
0
0
2
年
に
吉
祥
寺
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

で
や
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
そ
の
後
は
国
内

外
、
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
か
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
夏

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
も
し
ま
し
た
し
。

今
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
個
人
の
こ
と
も
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
っ
て
い
う
風
に
な
っ

て
、
活
動
休
止
し
て
ま
す
」。

2
0
0
5
年
に
は
、
バ
ス
で

国
内
の
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
ま
わ
っ
て
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
『M

obLab

』（
★
３
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
。

「
ま
っ
と
う
で
き
た
か
っ
て
言
う
と
、
で
き

て
ね
え
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
気
は
す
る

（
笑
）
。
こ
う
い
う
企
画
は
す
ご
く
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
い
う
か
。
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
自
体
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
自
体
が
非
常

に
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
。
参
加
す
る
機
会

を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
と
き
に
、
は
た
し
て
や

り
た
が
る
人
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
い
る

の
か
っ
て
い
う
の
は
興
味
が
あ
り
ま
す
ね
」。

2
0
0
6
年
か
ら
は

京
都
に

拠
点
を

移

し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

「
こ
ち
ら
で
はsoftpad

（
★
４
）
の
人
た
ち

と
つ
な
が
り
が
で
き
て
、
展
示
な
ど
を
手
伝

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ダ
ム
タ
イ
プ
の

方
と
も
つ
な
が
っ
て
き
て
、
山
口
情
報
芸

術
セ
ン
タ
ー
（
Y
C
A
M
）
で
の
高
谷
さ
ん
と

坂
本
さ
ん
の
展
示『LIFE

』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
京
都
に
来
て
、
ど

う
し
た
も
ん
か
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
け

ど
、
あ
ぶ
れ
ず
に
す
ん
で
ま
す
ね
。
運
が
い

い
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

古館健　ふるだてけん 

1981年、神奈川県生まれ。2002年IAMAS卒

業。THE SINE WAVE ORCHESTRAのほか、

ARch、710.beppoなどさまざまな名義でサウ

ンドアート、映像、VJ、DJ、デザイン、イベント

オーガナイズ、プログラミングなど横断的に活

動。国際的なヘッドフォン・フェスティバル「Le 

Placard」(http://leplacard.jp/)の国内での主催

にも携わる。ソロでは主にノイズミュージシャン

として活動。

http://arch-project.com/anagma/

『グリー』http://gree.jp/

★１　ARch ：2000年にVokoi Kaznovskiを

中心としてIAMAS内の有志により結成。名古

屋をベースにエレクトロニックミュージックのイ

ベントや展覧会のオーガナイズを行う。2002

年、名古屋で行われたISEAや2003年のTokyo 

Designers Block 、2005年の愛知万博などで

イベントを開催。

http://arch-project.com/

★２　THE SINE WAVE ORCHESTRA：　

4人のメンバー(古舘 健、城 一裕、 石田大祐、

野口瑞希)が中心となり、サイン波(SINE WAVE)

を用いて、ひとりがひとつのサイン波を持つこと

を基本的な条件とし不特定多数の人々が参加

するプロジェクト。

http://swo.jp/

★３　MobLab：「MobLab」

（Mobile+Laboratory、Ｍob=群集）は、日

独の異なるジャンルのアーティスト＝MobNaut

（モブノート）がモバイル機器を装備したイン

フォベースとしてのバスに乗り込み、国内の4 ヵ

所のホストセンターへ移動しながら展開したプ

ロジェクト。

http://www.moblab.org/

★４　Softpad：ライブイベント、美術館やギャ

ラリーでのインスタレーションやグラフィック

デザインといった表現のジャンルを横断しなが

ら、サウンド、映像、マルチメディアに関わるプロ

ジェクトを行うグループ。

http://www.softpad.org/

卒
業
し
た
直
後
は
、
作
家
に
な
る
の
は
や

め
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ノ
イ
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
が
基
盤
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
作
家
と

い
う
立
場
で
な
く
て
も
や
り
続
け
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
ま
し
た
け
ど
。
で
も

S
W
O
で
は

ず
み
が
つ
い
ち
ゃ
っ
た（
笑
）
。
今
は
や
れ
る
こ

と
は
す
べ
て
や
っ
て
し
ま
お
う
と
思
い
つ
つ
、

自
分
の
こ
と
も
や
ら
な
き
ゃ
っ
て
い
う
そ
う
い

う
状
況
。
な
ん
て
い
う
か
、
端
か
ら
見
た
時

に
ほ
ん
と
に
な
に
や
っ
て
ん
の
か
分
か
ら
な
い

曖
昧
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
ね
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑩

古
舘
健

ア
カ
デ
ミ
ー　

５
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科

卒
業
し
た
直
後
は
、

作
家
に
な
る
の
は
や
め
よ
う

と
思
っ
て
た
ん
で
す
。

3
度
の
メ
シ
よ
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
き
で
す
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

７
期
生　

Ａ
Ｎ
Ｄ
コ
ー
ス

山
田
由
希
美

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑪
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
り
た
い
と
思
い
、

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
入
学
す
る
。
紹
介

し
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
も
、
I
A
M
A
S

に
研
修
に
来
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
入
っ
た
と
き
に
は
、
何
を
専
門
に
す
る
か

は
全
然
決
め
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
卒
業

生
の
方
の
会
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

の
と
、
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
を
す
る
ゼ
ミ
で

ウ
ェ
ブ
の
歴
史
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、

面
白
い
な
あ
っ
て
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
ど
ん
ど
ん
ウ
ェ
ブ
の
ほ
う
に
入
っ
て
行

き
ま
し
た
」。

課
題
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

三
昧
、
夜
型
生
活
の
日
々
を
送
り
な
が
ら
、

卒
業
制
作
で
は
ブ
ロ
グ
の
ツ
ー
ル
を
作
る
。

卒
業
後
は
、
開
発
会
社
を
経
て
、
現
在
急
成

長
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
（
S
N
S
）
の
会
社
に
就
職
す
る
こ

と
に
な
る
。

「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ

て
い
る
人
た
ち
を
見
て
い
る
の
が
楽
し
く

て
、
い
ろ
ん
な
会
社
の
情
報
を
追
っ
て
い

る

時
期
が

あ

り

ま

し

た
。
そ

の

中
に

グ

リ
ー
（g

ree.jp

）
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
あ
る
時

グ
リ
ー
が
人
員
募
集
を
し
始
め
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間

「
あ
、
行
か
な
き
ゃ
」
と
思
っ
て
（
笑
）
。
社
長

副
社
長
込
み
で
５
人
目
の
社
員
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
ア
パ
ー
ト
の
一
室
み
た
い
な
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
引
越
し
を
繰
り

返
し
て
き
た
の
で
、
今
は
別
の
会
社
み
た
い

で
す
。

私
が
入
っ
た
と
き
に
は
ま
だ
フ
ォ
ト
（
画

像
共
有
サ
ー
ビ
ス

）
が
な
く
て
、
そ
れ
を

作
っ
て
ず
っ
と
メ
ン
テ
し
て
い
た
の
で
、
何

と
な
く
フ
ォ
ト
は
自
分
の
も
の
の
よ
う
な
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
国
内
の
画
像
共
有
サ
ー
ビ

ス
の
中
で
は
割
と
流
行
っ
て
い
る
方
ら
し
い

で
す
。
写
真
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
な
あ
、
と
。
閲
覧
さ
れ
る
写
真
や
動
画

は
、
友
達
の
新
着
フ
ォ
ト
と
い
う
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
ど
っ
か
の
誰
か
に
と
っ
て
は
面

白
く
な
い
情
報
で
も
、
友
達
の
情
報
っ
て
結

構
重
要
だ
っ
た
り
も
す
る
の
で
、
み
ん
な
見

て
く
れ
る
し
、
ア
ッ
プ
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
最
近
こ
ん

な
こ
と
し
て
る
ん
だ
、
と
か
」。

毎
日
の
よ
う
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
新
機
能

に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
が
生
き
物

の
よ
う
に
変
化
し
て
行
く
こ
と
が
面
白
い
と

い
う
。

「
仕
事
の
や
っ
て
る
内
容
そ
の
も
の
は
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ユ
ー
ザ

さ
ん
も
増
え
て
き
た
し
、
昔
の
コ
ー
ド
を

知
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
も

あ
る
し
、
責
任
感
み
た
い
な
も
の
が
だ
い
ぶ

変
わ
り
ま
し
た
。
私
、
学
生
の
こ
ろ
は
、
結

構
バ
グ
だ
ら
け
の
も
の
を
作
っ
て
い
た
ん
で

す
け
ど
、
最
近
は
も
う
バ
グ
を
出
さ
な
い
こ

と
が
誇
り
（
笑
）
。
グ
リ
ー
で
働
い
て
い
て
よ

か
っ
た
の
は
、
ユ
ー
ザ
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
が

使
い
や
す
い
と
か
、
こ
れ
ち
ょ
っ
と
よ
く
な

い
と
か
、
メ
ー
ル
で
直
接
言
わ
れ
る
の
が
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。
私
の
場
合
、
自
分
か
ら

は
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
こ
な
い
の

で
、
誰
か
に
こ
う
い
う
の
が
や
り
た
い
ん
だ

よ
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
作
っ
て
感
謝
さ

れ
た
い
ん
で
す
（
笑
）
」。

こ

れ

か

ら
、
I
A
M
A
S
を

志
望
す

る

人
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

「
受
身
で
い
る
と
何
を
や
っ
て
い
い
か
わ
か

ら
な
く
て
辛
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
そ
れ
に
突
き
進
ん
で

行
け
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

す
ご
く
し
て
く
れ
る
場
所
だ
か
ら
、
早
い
う

ち
に
や
り
た
い
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」。

山田由希美　やまだゆきみ

1983年岐阜市生まれ。IAMAS在学中にウェブ

に興味を覚え、主にフロントエンド寄りの開発

に従事。ウェブ好きとの評に対し本人はウェブ好

き好きを自称。ウェブで面白いことをする人や、

それに群がり脊髄反射レベルで次々と新しい小

物を作る人を観察することを好む。2007年現

在、グリー株式会社に勤務。SNSはウェブじゃ

ないと言い続けながらもコンシューマサービス

の楽しさや難しさに惹かれて長居している。

I
A
M
A
S
を

知
っ

た

き

っ

か

け

は
、

N
T
T
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
I
C
C
）
で
の
展
覧
会
を
見
た
こ

と
だ
っ
た
。

「
兄
か
ら
ダ
ム
タ
イ
プ
の
こ
と
を
聞
い
て
、

ビ
デ
オ
で
見
て
か
っ
こ
い
い
な
あ
と
。
ち
ょ

う
ど
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
池
田
亮
司
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
が

I
C
C
で
あ
っ
て
、
見
に
行
っ
て

や
ら
れ
ま
し
た
。
確
か
高
校
２
年
生
の
頃
で

す
。
そ
の
す
ぐ
後
にM

E
R

ZB
O

W

の
ラ
イ

ブ
な
ん
か
も
あ
っ
て
そ
れ
以
降
I
C
C
に

通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
、『
デ
ジ
タ

ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス

』
展
で
、
I
A
M
A
S
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

入
学
し
て
か
ら
は
大
変
で
し
た
、
血
気

盛
ん
な
若
者
が
入
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で

す
（
笑
）
。
雰
囲
気
は
か
な
り
殺
伐
と
し
て
い

て
、
み
ん
な
他
人
が
や
っ
て
る
こ
と
に
興

味
が
な
い
。
こ
も
る
と
い
う
か
、
沈
む
と

い
う
か
、
淀
む
（
笑
）
。
で
も
夏
を
過
ぎ
て
、

A
R

ch

（
★
１
）
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ふ
っ
き
れ
ま
し
た
ね
」。

卒
業
後
は
し
ば
ら
く
プ
ロ
グ
ラ
マ
の
仕
事

を
す
る
が
、A

R
ch

の
欧
州
ツ
ア
ー
が
き
っ

か
け
で
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
制
作
活
動
に
入

り
、
ザ
・
サ
イ
ン
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（
S
W
O
）（
★
２
）
の

活
動
も
ス
タ
ー
ト
す

る
。

「
S
W
O
は
、
以
前
か

ら
、
ひ

と

り

1

本
サ

イ

ン

波
持
ち

込
ん

で

み

た

ら

ど

う

な
る
か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
、

2
0
0
2
年
に
吉
祥
寺
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

で
や
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
そ
の
後
は
国
内

外
、
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
か
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
夏

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
も
し
ま
し
た
し
。

今
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
個
人
の
こ
と
も
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
っ
て
い
う
風
に
な
っ

て
、
活
動
休
止
し
て
ま
す
」。

2
0
0
5
年
に
は
、
バ
ス
で

国
内
の
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
ま
わ
っ
て
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
『M

obLab

』（
★
３
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
。

「
ま
っ
と
う
で
き
た
か
っ
て
言
う
と
、
で
き

て
ね
え
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
気
は
す
る

（
笑
）
。
こ
う
い
う
企
画
は
す
ご
く
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
い
う
か
。
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
自
体
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
自
体
が
非
常

に
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
。
参
加
す
る
機
会

を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
と
き
に
、
は
た
し
て
や

り
た
が
る
人
と
い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
い
る

の
か
っ
て
い
う
の
は
興
味
が
あ
り
ま
す
ね
」。

2
0
0
6
年
か
ら
は

京
都
に

拠
点
を

移

し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

「
こ
ち
ら
で
はsoftpad

（
★
４
）
の
人
た
ち

と
つ
な
が
り
が
で
き
て
、
展
示
な
ど
を
手
伝

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ダ
ム
タ
イ
プ
の

方
と
も
つ
な
が
っ
て
き
て
、
山
口
情
報
芸

術
セ
ン
タ
ー
（
Y
C
A
M
）
で
の
高
谷
さ
ん
と

坂
本
さ
ん
の
展
示『LIFE

』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
京
都
に
来
て
、
ど

う
し
た
も
ん
か
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
け

ど
、
あ
ぶ
れ
ず
に
す
ん
で
ま
す
ね
。
運
が
い

い
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

古館健　ふるだてけん 

1981年、神奈川県生まれ。2002年IAMAS卒

業。THE SINE WAVE ORCHESTRAのほか、

ARch、710.beppoなどさまざまな名義でサウ

ンドアート、映像、VJ、DJ、デザイン、イベント

オーガナイズ、プログラミングなど横断的に活

動。国際的なヘッドフォン・フェスティバル「Le 

Placard」(http://leplacard.jp/)の国内での主催

にも携わる。ソロでは主にノイズミュージシャン

として活動。

http://arch-project.com/anagma/

『グリー』http://gree.jp/

★１　ARch ：2000年にVokoi Kaznovskiを

中心としてIAMAS内の有志により結成。名古

屋をベースにエレクトロニックミュージックのイ

ベントや展覧会のオーガナイズを行う。2002

年、名古屋で行われたISEAや2003年のTokyo 

Designers Block 、2005年の愛知万博などで

イベントを開催。

http://arch-project.com/

★２　THE SINE WAVE ORCHESTRA：　

4人のメンバー(古舘 健、城 一裕、 石田大祐、

野口瑞希)が中心となり、サイン波(SINE WAVE)

を用いて、ひとりがひとつのサイン波を持つこと

を基本的な条件とし不特定多数の人々が参加

するプロジェクト。

http://swo.jp/

★３　MobLab：「MobLab」

（Mobile+Laboratory、Ｍob=群集）は、日

独の異なるジャンルのアーティスト＝MobNaut

（モブノート）がモバイル機器を装備したイン

フォベースとしてのバスに乗り込み、国内の4 ヵ

所のホストセンターへ移動しながら展開したプ

ロジェクト。

http://www.moblab.org/

★４　Softpad：ライブイベント、美術館やギャ

ラリーでのインスタレーションやグラフィック

デザインといった表現のジャンルを横断しなが

ら、サウンド、映像、マルチメディアに関わるプロ

ジェクトを行うグループ。

http://www.softpad.org/

卒
業
し
た
直
後
は
、
作
家
に
な
る
の
は
や

め
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ノ
イ
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
が
基
盤
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
作
家
と

い
う
立
場
で
な
く
て
も
や
り
続
け
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
ま
し
た
け
ど
。
で
も

S
W
O
で
は

ず
み
が
つ
い
ち
ゃ
っ
た（
笑
）
。
今
は
や
れ
る
こ

と
は
す
べ
て
や
っ
て
し
ま
お
う
と
思
い
つ
つ
、

自
分
の
こ
と
も
や
ら
な
き
ゃ
っ
て
い
う
そ
う
い

う
状
況
。
な
ん
て
い
う
か
、
端
か
ら
見
た
時

に
ほ
ん
と
に
な
に
や
っ
て
ん
の
か
分
か
ら
な
い

曖
昧
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
ね
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑩

古
舘
健

ア
カ
デ
ミ
ー　

５
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科

卒
業
し
た
直
後
は
、

作
家
に
な
る
の
は
や
め
よ
う

と
思
っ
て
た
ん
で
す
。

3
度
の
メ
シ
よ
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
き
で
す
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

７
期
生　

Ａ
Ｎ
Ｄ
コ
ー
ス

山
田
由
希
美

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑪
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桝尾あき　ますおあき

1978年生まれ、兵庫県出身。神戸芸術工科大

学視覚情報デザイン科卒、情報科学芸術大学

院大学卒。現在、大学非常勤職員として勤務

するかたわら、個人制作を続けている。京都市

在住。主な受賞歴に、2006年EPSON Color 

Imaging Contest 佐藤卓賞、2004年BACA-

JA優秀賞、K-Opticom賞、岐阜ブロードバンド

コンテスト佳作など。

高嶺格　たかみねただす

1968年鹿児島生まれ。滋賀在住。1991年京

都市立芸術大学工芸科漆工専攻卒業。1993

～97年ダムタイプにパフォーマーとして参加。

1999年IAMAS卒業。ヴェネツィア・ビエンナー

レ2003他に出品。現在、京都造形芸術大学映

像・舞台芸術学科客員教授。

「
京
都
造
形
芸
術
大
の
芸
術
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て
上
映
会
を
企
画
し

た
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
告
知
の
チ
ラ
シ
を
作
っ

た
り
。
そ
し
て
、
家
で
も
フ
リ
ー
で
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
」。

仕
事
だ
け
で
な
く
、
制
作
活
動
も
続
け
て

い
る
。
最
近
制
作
し
た
「
本
」
の
作
品
が
コ
ン

ペ
で
受
賞
し
た
。

「
図
書
館
に
あ
る
大
量
の
本
を

見
て
い
た
ら
、
本
を
作
り
た
く

な

っ

て
。
も

と

も

と

平
面
を

使
っ
た
立
体
視
が
好
き
で
、
本

の
構
造
を
使
っ
て
立
体
に
見
せ

る
も
の
を
考
え
ま
し
た
」。

大
学
生
の
頃
か
ら
、
映
像
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
立
体
作
品
を

制
作
し
て
い
た
。
大
学
卒
業
後

は
映
像
制
作
会
社
に
勤
務
し
、
費
用
を
貯
め

た
後
I
A
M
A
S
を
受
験
す
る
。

「
見
学
に

行
っ
た
ら
、
め
っ
ち
ゃ
い
い
な

あ
！
っ
て
。
大
学
を
出
て
も
う
一
度
学
校
へ

行
く
の
で
、
修
士
が
欲
し
い
と
思
っ
て
大
学

院
を
選
び
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
２
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
『
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ド
メ
デ
ィ
ア
』
を
見

て
、

私
の
今
ま
で
の
作
品
を
考
え
る
と
、

も
う
こ
こ
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
。入

っ
て
す
ぐ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
『
マ
ス
オ

展
』
を
や
っ
た
ん
で
す
が
、
作
品
を
ち
ゃ
ん

と
見
せ
ら
れ
て
な
い
と
、
先
生
に
こ
っ
ぴ
ど

く
叱
ら
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
勢
い
だ
け
で
、
展

示
が
分
か
っ
て
な
か
っ
た
。
卒
業
制
作
展

カ
タ
ロ
グ
は
、
表
面
を
佐
藤
ち
ひ
ろ
さ
ん

が
、
裏
面
を
私
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
ま
し

た
。
ア
ー
カ
イ
美
味
ん
ぐ
（
★
１
）
が
撮
影
し

た
す
ご
い
量
の
画
像
を
生
か
し
た
く
て
、
全

部
実
寸
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
机
の
上

に
散
ら
し
て
選
び
ま
し
た
。
だ
か
ら
選
ん
だ

形
で
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
パ
オ
ロ
・
ロ
ー
ザ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
は
、
寒
い
季
節
に
な
る
と

思
い
出
し
ま
す
ね
（
笑
）
」。

そ
ん
な
中
、
席
が
近
か
っ
た
学
生
た
ち
が

使
っ
て
い
る
の
を
見
て
、Flash

で
の
作
品

制
作
を
始
め
た
。

「
宇
田
敦
子
さ
ん
が
向
か
い
に
、
隣
に
山
田

拓
生
く
ん
（
同
級
生
）
が
座
っ
て
い
て
。
作
っ

た
ら
見
て
も
ら
え
て
、
分
か
ら
な
か
っ
た

ら
聞
け
る
。
い
い
環
境
で
し
た
。
宇
田
さ

ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
ふ
と
思
い

出
し
ま
す
。
見
せ
方
も
と
て
も
丁
寧
で
き
れ

い
で
、
も
の
を
作
る
こ
と
に
お
け
る
お
手
本

の
よ
う
な
方
な
の
で
。
い
ろ
ん
な
方
と
接
し

て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
思

い
ま
す
。
卒
業
制
作
展
で
は
ウ
ェ
ブ
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
だ
け
で
公
開
し
て

い
る
と
、
作
品
に
触
れ
る
人
の
反
応
を
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
会
場
で
観
客

の
反
応
を
観
察
で
き
た
の
は
よ
か
っ
た
で

す
。
あ
、
笑
っ
た
と
か
、
こ
こ
を
何
回
も
ク

リ
ッ
ク
す
る
ん
だ
な
、
と
か
」。

今
後
も
、
積
極
的
に
制
作
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
。
今
は
本
に
い
ち
ば

ん
惹
か
れ
て
い
る
。

「
本
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
見
て
も
ら
い
た
い

か
ら
、
せ
っ
せ
と
作
ろ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

は
さ
み
と
か
カ
ッ
タ
ー
を
持
っ
て
図
画
工
作

す
る
の
は
一
生
や
り
た
い
な
っ
て
思
う
ん
で

す
。
今
度
、
友
人
が
結
婚
す
る
ん
で
、
お
め

で
と
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
ハ
ー
ト
の
形
の
も
の

を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
。
別
に
頼
ま
れ
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
」。

★
1　

ア
ー
カ
イ
美
味
ん
ぐ

：

I
A
M
A
S
学
生
有
志

に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
。
毎
日
の

生
活
を
映
像
や
写
真
に
記
録
し
続
け
て
い
る
。

京
都
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
頃
、
教
授

の
小
田
英
之
さ
ん
を
通
じ
て
I
A
M
A
S
を

知
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
ど
っ
か
違
う
所
に
行
こ
う
か
と

思
っ
て
い
た
頃
に
、
京
都
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

偶
然
会
っ
た
の
。
I
A
M
A
S
っ
て

学
校

が
あ
ん
ね
ん
、
い
い
か
ら
お
前
受
け
ろ
っ
て

言
わ
れ
て
。

そ
の
時
は
ま
だ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
触
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
で
も
僕
は
、
ダ
ム

タ
イ
プ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
横
で
見
て
た

か
ら
、
こ
ん
な
使
い
方
を
し
た
ら
こ
う
な

る
、
っ
て
い
う
感
覚
だ
け
は
持
っ
て
た
と
思

う
。
だ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し
て
は
、

感
覚
だ
け
持
っ
て
、
遅
れ
て
入
っ
た
分
、
目

標
が
持
ち
や
す
か
っ
た
と
は
思
う
」。

I
A
M
A
S
を

卒
業
後
も

５
年
間
大
垣

に
住
み
、
制
作
活
動
を
続
け
て
い
た
。

「
ウ
ェ
イ
ン
（
★
１
）
が
週
に
2
回
く
ら
い
家

に
遊
び
に
来
て
た
。
お
か
げ
で
英
語
が
上
手

に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
、
僕
の
作
品
の
い

ち
ば
ん
い
い
批
評
家
。
好
き
嫌
い
も
は
っ
き

り
し
て
て
、
オ
レ
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
、
み

た
い
な
こ
と
を
ズ
バ
ズ
バ
言
う
。
知
識
が
幅

広
い
の
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
多
々
。『
オ
ニ

キ
ス
・
ド
リ
ー
ム
ス
』（
★
２
）
の
中
の
シ
モ
ー

ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
（
★
３
）
を
教
え
て
く
れ
た
の

も
、「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
」（
★
４
）
の
ト
マ
ス
・

ペ
イ
ン
（
★
５
）
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
彼
。

撮
影
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
の
『G

od bless 

A
m

erica

』（
★
6
）
を
見
せ
た
と
き
、（
僕
は
彼

に
会
う
た
び
に
ア
メ
リ
カ
の
悪
口
を
言
っ
て
た
か

ら
）
、
お
前
の
怒
り
は
ど
こ
へ
行
っ
た
、
こ

れ
じ
ゃ
わ
か
ら
ん
！
と
言
う
の
で
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
の
台
詞
を
入
れ
る
こ
と
に
し

た
、
こ
れ
も
彼
の
意
見
な
ん
で
す
。
あ
と
、

英
訳
ね
。
ウ
ェ
イ
ン
は
日
本
語
を
話
さ
な
い

か
ら
、
英
訳
を
お
願
い
す
る
と
き
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
説
明
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
た

だ
、
そ
う
や
っ
て
上
が
っ
て
き
た
英
訳
は
、

毎
回
ほ
ん
と
に
素
晴
ら
し
く
て
、
海
外
で

も
、
こ
れ
は
誰
が
訳
し
た
ん
で
す
か
？
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
る
」。

京
都
造
形
芸
術
大
学
で
は
客
員
教
授
と
し

て
、
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
で
学
生
と
と
も

に
舞
台
制
作
を
行
っ
て
き
た
。

「
舞
台
は
楽
し
い
で
す
。
す
ご
い
大
変
だ
か

ら
。
い
や
、
僕
に
は
メ
ソ
ッ
ド
が
な
い
か

ら
、
授
業
も
い
つ
も
ぶ
っ
つ
け
で
、
本
番
で

は
毎
回
違
う
事
を
や
っ
て
し
ま
う
。
面
白
い

け
ど
ね
、
正
直
し
ん
ど
い
。
で
も
、
人
間
相

手
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
も
変
わ
る
し
、
向
こ
う

も
変
わ
る
。
ど
う
追
い
込
ん
で
、
ど
こ
に
降

り
た
ら
自
分
の
表
現
と
し
て
成
立
す
る
か
、

そ
れ
が
方
法
に
で
き
た
ら
、
こ
れ
は
も
う
立

派
な
宗
教
家
で
す
（
笑
）
。

今
年
の
春
か
ら
担
当
が
変
わ
っ
て
、
今
度

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。『
服
は
着
る
も
の
か
、
脱

ぐ
も
の
か
』、
っ
て
あ
た
り
か
ら
は
じ
め
ま

す
（
笑
）
。
み
ん
な
そ
れ
を
期
待
し
て
き
て
る

ら
し
い
し
」。

I
A
M
A
S
に
い
た
の
は
も
う

十
年
近

く
前
に
な
る
が
、
ま
だ
強
烈
に
覚
え
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

『Nodogram：ノドグラム』

い
る
。
最
近
制
作
し
た
「
本
」
の
作
品
が
コ
ン

★１　ウェイン・マセド：IAMASの元英語講師

★２　オニキス・ドリームス：1998年に制作さ

れた、偽のライブカメラを使い、舞台のリアルを

問うパフォーマンス作品。

★３　シモーヌ・ヴェイユ： Simone Weil、フラ

ンスの哲学者。主著に『重力と恩寵』など。

★４　コモン・センス：2004年に制作された、

アメリカ・サンディエゴで発表した、廃材を使っ

た映像インスタレーション。

★5　トマス・ペイン：イギリス出身イギリス出身

の社会思想家。1776年アメリカ独立の必要性

を説いた冊子『コモン・センス』を発行。

★6　God bless America：2002年に制作され

た、２トンの粘土を使ったクレイアニメーション。

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
は
、
６
回
目
く

ら
い
で
脱
落
し
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
気

分
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
焦
燥
感
…
。
先
生

が
な
に
を
話
し
て
る
の
か
、
ま
っ
た
く
理
解

で
き
な
く
な
っ
て
、
自
分
よ
り
十
歳
も
若
い

子
に
ど
ん
ど
ん
取
り
残
さ
れ
て
い
く
っ
て
い

う
…
。
高
校
の
と
き
の
数
学
の
授
業
以
来
、

久
々
に
経
験
し
た
。
あ
れ
は
辛
い
。
文
系
に

は
免
疫
が
な
い
の
、
あ
の
種
の
焦
り
は
。

あ

あ

勉
強
し

た

い

な

あ
、W

ord

と

E
xcel

！
だ
れ
か
教
え
て
！
今
、
仕
事
で
要

る
よ
う
に
な
っ
て
困
っ
て
ん
ね
ん
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑫

桝
尾
あ
き

大
学
院
大
学　

３
期
生　

ス
タ
ジ
オ
２

修
士
論
文
を
通
し
て
、

自
分
が
作
る
物
と
き
ち
ん
と

対
峙
で
き
た
な
っ
て
思
う
。

置
い
て
け
ぼ
り
を
食
ら
う
っ
て
い
う
の
は

ほ
ん
と
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ラ
ボ
科

高
嶺
格

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑬
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桝尾あき　ますおあき

1978年生まれ、兵庫県出身。神戸芸術工科大

学視覚情報デザイン科卒、情報科学芸術大学

院大学卒。現在、大学非常勤職員として勤務

するかたわら、個人制作を続けている。京都市

在住。主な受賞歴に、2006年EPSON Color 

Imaging Contest 佐藤卓賞、2004年BACA-

JA優秀賞、K-Opticom賞、岐阜ブロードバンド

コンテスト佳作など。

高嶺格　たかみねただす

1968年鹿児島生まれ。滋賀在住。1991年京

都市立芸術大学工芸科漆工専攻卒業。1993

～97年ダムタイプにパフォーマーとして参加。

1999年IAMAS卒業。ヴェネツィア・ビエンナー

レ2003他に出品。現在、京都造形芸術大学映

像・舞台芸術学科客員教授。

「
京
都
造
形
芸
術
大
の
芸
術
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て
上
映
会
を
企
画
し

た
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
告
知
の
チ
ラ
シ
を
作
っ

た
り
。
そ
し
て
、
家
で
も
フ
リ
ー
で
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
」。

仕
事
だ
け
で
な
く
、
制
作
活
動
も
続
け
て

い
る
。
最
近
制
作
し
た
「
本
」
の
作
品
が
コ
ン

ペ
で
受
賞
し
た
。

「
図
書
館
に
あ
る
大
量
の
本
を

見
て
い
た
ら
、
本
を
作
り
た
く

な

っ

て
。
も

と

も

と

平
面
を

使
っ
た
立
体
視
が
好
き
で
、
本

の
構
造
を
使
っ
て
立
体
に
見
せ

る
も
の
を
考
え
ま
し
た
」。

大
学
生
の
頃
か
ら
、
映
像
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
立
体
作
品
を

制
作
し
て
い
た
。
大
学
卒
業
後

は
映
像
制
作
会
社
に
勤
務
し
、
費
用
を
貯
め

た
後
I
A
M
A
S
を
受
験
す
る
。

「
見
学
に

行
っ
た
ら
、
め
っ
ち
ゃ
い
い
な

あ
！
っ
て
。
大
学
を
出
て
も
う
一
度
学
校
へ

行
く
の
で
、
修
士
が
欲
し
い
と
思
っ
て
大
学

院
を
選
び
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
２
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
『
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ド
メ
デ
ィ
ア
』
を
見

て
、

私
の
今
ま
で
の
作
品
を
考
え
る
と
、

も
う
こ
こ
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ

て
。入

っ
て
す
ぐ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
『
マ
ス
オ

展
』
を
や
っ
た
ん
で
す
が
、
作
品
を
ち
ゃ
ん

と
見
せ
ら
れ
て
な
い
と
、
先
生
に
こ
っ
ぴ
ど

く
叱
ら
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
勢
い
だ
け
で
、
展

示
が
分
か
っ
て
な
か
っ
た
。
卒
業
制
作
展

カ
タ
ロ
グ
は
、
表
面
を
佐
藤
ち
ひ
ろ
さ
ん

が
、
裏
面
を
私
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
ま
し

た
。
ア
ー
カ
イ
美
味
ん
ぐ
（
★
１
）
が
撮
影
し

た
す
ご
い
量
の
画
像
を
生
か
し
た
く
て
、
全

部
実
寸
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
机
の
上

に
散
ら
し
て
選
び
ま
し
た
。
だ
か
ら
選
ん
だ

形
で
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
パ
オ
ロ
・
ロ
ー
ザ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
こ
と
は
、
寒
い
季
節
に
な
る
と

思
い
出
し
ま
す
ね
（
笑
）
」。

そ
ん
な
中
、
席
が
近
か
っ
た
学
生
た
ち
が

使
っ
て
い
る
の
を
見
て
、Flash

で
の
作
品

制
作
を
始
め
た
。

「
宇
田
敦
子
さ
ん
が
向
か
い
に
、
隣
に
山
田

拓
生
く
ん
（
同
級
生
）
が
座
っ
て
い
て
。
作
っ

た
ら
見
て
も
ら
え
て
、
分
か
ら
な
か
っ
た

ら
聞
け
る
。
い
い
環
境
で
し
た
。
宇
田
さ

ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
ふ
と
思
い

出
し
ま
す
。
見
せ
方
も
と
て
も
丁
寧
で
き
れ

い
で
、
も
の
を
作
る
こ
と
に
お
け
る
お
手
本

の
よ
う
な
方
な
の
で
。
い
ろ
ん
な
方
と
接
し

て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
思

い
ま
す
。
卒
業
制
作
展
で
は
ウ
ェ
ブ
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
だ
け
で
公
開
し
て

い
る
と
、
作
品
に
触
れ
る
人
の
反
応
を
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
会
場
で
観
客

の
反
応
を
観
察
で
き
た
の
は
よ
か
っ
た
で

す
。
あ
、
笑
っ
た
と
か
、
こ
こ
を
何
回
も
ク

リ
ッ
ク
す
る
ん
だ
な
、
と
か
」。

今
後
も
、
積
極
的
に
制
作
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
。
今
は
本
に
い
ち
ば

ん
惹
か
れ
て
い
る
。

「
本
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
見
て
も
ら
い
た
い

か
ら
、
せ
っ
せ
と
作
ろ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

は
さ
み
と
か
カ
ッ
タ
ー
を
持
っ
て
図
画
工
作

す
る
の
は
一
生
や
り
た
い
な
っ
て
思
う
ん
で

す
。
今
度
、
友
人
が
結
婚
す
る
ん
で
、
お
め

で
と
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
ハ
ー
ト
の
形
の
も
の

を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
。
別
に
頼
ま
れ
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
」。

★
1　

ア
ー
カ
イ
美
味
ん
ぐ

：

I
A
M
A
S
学
生
有
志

に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
。
毎
日
の

生
活
を
映
像
や
写
真
に
記
録
し
続
け
て
い
る
。

京
都
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
頃
、
教
授

の
小
田
英
之
さ
ん
を
通
じ
て
I
A
M
A
S
を

知
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
ど
っ
か
違
う
所
に
行
こ
う
か
と

思
っ
て
い
た
頃
に
、
京
都
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

偶
然
会
っ
た
の
。
I
A
M
A
S
っ
て

学
校

が
あ
ん
ね
ん
、
い
い
か
ら
お
前
受
け
ろ
っ
て

言
わ
れ
て
。

そ
の
時
は
ま
だ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
触
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
で
も
僕
は
、
ダ
ム

タ
イ
プ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
横
で
見
て
た

か
ら
、
こ
ん
な
使
い
方
を
し
た
ら
こ
う
な

る
、
っ
て
い
う
感
覚
だ
け
は
持
っ
て
た
と
思

う
。
だ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し
て
は
、

感
覚
だ
け
持
っ
て
、
遅
れ
て
入
っ
た
分
、
目

標
が
持
ち
や
す
か
っ
た
と
は
思
う
」。

I
A
M
A
S
を

卒
業
後
も

５
年
間
大
垣

に
住
み
、
制
作
活
動
を
続
け
て
い
た
。

「
ウ
ェ
イ
ン
（
★
１
）
が
週
に
2
回
く
ら
い
家

に
遊
び
に
来
て
た
。
お
か
げ
で
英
語
が
上
手

に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
、
僕
の
作
品
の
い

ち
ば
ん
い
い
批
評
家
。
好
き
嫌
い
も
は
っ
き

り
し
て
て
、
オ
レ
だ
っ
た
ら
こ
う
す
る
、
み

た
い
な
こ
と
を
ズ
バ
ズ
バ
言
う
。
知
識
が
幅

広
い
の
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
多
々
。『
オ
ニ

キ
ス
・
ド
リ
ー
ム
ス
』（
★
２
）
の
中
の
シ
モ
ー

ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
（
★
３
）
を
教
え
て
く
れ
た
の

も
、「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
」（
★
４
）
の
ト
マ
ス
・

ペ
イ
ン
（
★
５
）
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
彼
。

撮
影
が

終
わ
っ
た
ば
か
り
の
『G

od bless 

A
m

erica

』（
★
6
）
を
見
せ
た
と
き
、（
僕
は
彼

に
会
う
た
び
に
ア
メ
リ
カ
の
悪
口
を
言
っ
て
た
か

ら
）
、
お
前
の
怒
り
は
ど
こ
へ
行
っ
た
、
こ

れ
じ
ゃ
わ
か
ら
ん
！
と
言
う
の
で
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
の
台
詞
を
入
れ
る
こ
と
に
し

た
、
こ
れ
も
彼
の
意
見
な
ん
で
す
。
あ
と
、

英
訳
ね
。
ウ
ェ
イ
ン
は
日
本
語
を
話
さ
な
い

か
ら
、
英
訳
を
お
願
い
す
る
と
き
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
説
明
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
た

だ
、
そ
う
や
っ
て
上
が
っ
て
き
た
英
訳
は
、

毎
回
ほ
ん
と
に
素
晴
ら
し
く
て
、
海
外
で

も
、
こ
れ
は
誰
が
訳
し
た
ん
で
す
か
？
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
る
」。

京
都
造
形
芸
術
大
学
で
は
客
員
教
授
と
し

て
、
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
で
学
生
と
と
も

に
舞
台
制
作
を
行
っ
て
き
た
。

「
舞
台
は
楽
し
い
で
す
。
す
ご
い
大
変
だ
か

ら
。
い
や
、
僕
に
は
メ
ソ
ッ
ド
が
な
い
か

ら
、
授
業
も
い
つ
も
ぶ
っ
つ
け
で
、
本
番
で

は
毎
回
違
う
事
を
や
っ
て
し
ま
う
。
面
白
い

け
ど
ね
、
正
直
し
ん
ど
い
。
で
も
、
人
間
相

手
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
も
変
わ
る
し
、
向
こ
う

も
変
わ
る
。
ど
う
追
い
込
ん
で
、
ど
こ
に
降

り
た
ら
自
分
の
表
現
と
し
て
成
立
す
る
か
、

そ
れ
が
方
法
に
で
き
た
ら
、
こ
れ
は
も
う
立

派
な
宗
教
家
で
す
（
笑
）
。

今
年
の
春
か
ら
担
当
が
変
わ
っ
て
、
今
度

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。『
服
は
着
る
も
の
か
、
脱

ぐ
も
の
か
』、
っ
て
あ
た
り
か
ら
は
じ
め
ま

す
（
笑
）
。
み
ん
な
そ
れ
を
期
待
し
て
き
て
る

ら
し
い
し
」。

I
A
M
A
S
に
い
た
の
は
も
う

十
年
近

く
前
に
な
る
が
、
ま
だ
強
烈
に
覚
え
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

『Nodogram：ノドグラム』

い
る
。
最
近
制
作
し
た
「
本
」
の
作
品
が
コ
ン

★１　ウェイン・マセド：IAMASの元英語講師

★２　オニキス・ドリームス：1998年に制作さ

れた、偽のライブカメラを使い、舞台のリアルを

問うパフォーマンス作品。

★３　シモーヌ・ヴェイユ： Simone Weil、フラ

ンスの哲学者。主著に『重力と恩寵』など。

★４　コモン・センス：2004年に制作された、

アメリカ・サンディエゴで発表した、廃材を使っ

た映像インスタレーション。

★5　トマス・ペイン：イギリス出身イギリス出身

の社会思想家。1776年アメリカ独立の必要性

を説いた冊子『コモン・センス』を発行。

★6　God bless America：2002年に制作され

た、２トンの粘土を使ったクレイアニメーション。

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
は
、
６
回
目
く

ら
い
で
脱
落
し
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
気

分
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
焦
燥
感
…
。
先
生

が
な
に
を
話
し
て
る
の
か
、
ま
っ
た
く
理
解

で
き
な
く
な
っ
て
、
自
分
よ
り
十
歳
も
若
い

子
に
ど
ん
ど
ん
取
り
残
さ
れ
て
い
く
っ
て
い

う
…
。
高
校
の
と
き
の
数
学
の
授
業
以
来
、

久
々
に
経
験
し
た
。
あ
れ
は
辛
い
。
文
系
に

は
免
疫
が
な
い
の
、
あ
の
種
の
焦
り
は
。

あ

あ

勉
強
し

た

い

な

あ
、W

ord

と

E
xcel

！
だ
れ
か
教
え
て
！
今
、
仕
事
で
要

る
よ
う
に
な
っ
て
困
っ
て
ん
ね
ん
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑫

桝
尾
あ
き

大
学
院
大
学　

３
期
生　

ス
タ
ジ
オ
２

修
士
論
文
を
通
し
て
、

自
分
が
作
る
物
と
き
ち
ん
と

対
峙
で
き
た
な
っ
て
思
う
。

置
い
て
け
ぼ
り
を
食
ら
う
っ
て
い
う
の
は

ほ
ん
と
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ラ
ボ
科

高
嶺
格

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑬
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野
間
さ
ん
は
、
美
術
系
と
工
業
系
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
探
し

て
い
た

時
に
、
I
A
M
A
S
に

出
会
っ
た

と
い
う
。

「
美
大
を
卒
業
し
て
千
葉
大
の
工
業
意
匠
科

に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
事
と
違
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
か
な
と

思
っ
た

時
に
、
I
A
M
A
S
の

噂
を

聞
き

ま
し
た
。
で
、
深
く
は
考
え
ず
に
勢
い
で
千

葉
大
を
や
め
て

I
A
M
A
S
に
行
く
こ
と

に
し
た
ん
で
す
。

で
も

結
局
I
A
M
A
S
で
は
、
違
う
や

り
た
い
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
N
T
T
の

研
究
会
に

参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
岩
井
俊
雄
さ
ん
と
坂
本
龍
一

さ
ん
の
作
品（
★
１
）
も
手
伝
わ
し
て
も
ら
っ

て
、
入
る
前
は
作
品
作
り
た
い
気
持
ち
も

あ
っ
た
け
ど
、
自
分
の
表
現
を
す
る
た
め

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
社
会
的
に
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
を
自
分
の
能
力
を
生
か
し

て
作
る
と
い
う
仕
事
も
結
構
い
い
か
な
と
。

I
A
M
A
S
で

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
手
伝
う
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
が
積
極

的
に
発
言
し
た
り
提
案
し
た
り
、
責
任
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
し
た
」

そ
の
後
の
進
路
は
、
そ
の
時
の
流
れ
で
決

ま
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
多
い
と
言
う
。
し
か

し
、
社
会
の
な
か
で
も
の
づ
く
り
に
参
加
し

た
い
と
い
う
考
え
は
常
に
持
っ
て
い
た
。

「
声
を
か
け
て
く
れ
た

会
社
が
、
N
T
T

イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
I
C
C
）
の
展
示
設
営
を
や
っ
て
い
た
の
と
、

広
告
代
理
店
み
た
い
な
業
務
も
ち
ょ
う
ど
立

ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
面
白
そ
う
だ
と
思
っ

て
就
職
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
会
社
が
発
展

途
上
だ
っ
た
の
で
、
小
間
使
い
、
下
っ
端
か

ら
会
社
の
経
営
に
関
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
6

年
と
い
う
短
い
間
に
一
気
に
経
験
で
き
た
の

は
よ
か
っ
た
で
す
」。

明
貫
さ

ん

は
、
I
A
M
A
S
で

働
い

て

い
た

大
学
の

先
輩
を

通
じ
て

I
A
M
A
S

を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
は
現
代
美
術

が
専
攻
だ
っ
た
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も

ま
っ
た
く
初
心
者
だ
っ
た
と
い
う
。

「
私
は

す

ご

い

不
純
な

動
機
で

す
。
大

学
の

先
輩
に

聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

I
A
M
A
S
に

行
っ
て
み
た
ら
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア

工
房（
★
２
）
が
で
き
た
ば
か
り

で
、
そ
れ
が
す
っ
ご
い
綺
麗
だ
っ
た
ん
で

す
。
ブ
ル
ー
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
部
屋
に
感
動
し

て
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
勉
強
で
き
た
ら
い

い
な
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

私
は
い
ろ
ん
な
授
業
や
活
動
に
顔
を
出
し

て
い
ま
し
た
。M

ax/M
S

P

講
座
と
か
、
リ

コ
ー
ダ
ー
同
好
会
と
か
（
笑
）
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
幅
広
く
メ
デ
ィ
ア
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ち
ば
ん
大
き
な
転
機
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
で
来
て
い
た
リ
ュ
ッ

ク
・
ク
ー
ル
シ
ェ
ヌ
さ
ん
の
作
品（
★
３
）
を

手
伝
っ
た

時
に
、
彼
が
『
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
向
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の

?
』
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
そ
う
思
い
始
め
た

時
に
、
新
校
舎
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
で
き
て
、

ゼ
ミ
で

企
画
を

考
え
る
こ
と
に
な
っ
て
、

『iam
asO

S

』
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
名
前
を

つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
や
り
ま
し
た
。
展
覧
会

を
た
く
さ
ん
や
り
ま
し
た
ね
、
I
A
M
A
S

の

先
生
と

O
B
も

含
め

た

学
生
を

毎
回

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
て
。
先
生
や
学
生
、
授
業

や
作
品
が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
を

iam
asO

S

が
牛
耳
る
っ
て
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
。

短
い
２
年
間
だ
っ
た
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人

と
も
出
会
え
た
し
、
今
の
自
分
に
つ
な
が
る

こ
と
も
見
つ
け
ら
れ
た
し
、
人
生
の
大
き
な

分
か
れ
目
と
い
う
か
、
分
岐
点
に
な
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は

I
A
M
A
S
に
す
ご
く
感
謝
し
て

い
ま
す
ね
」。

卒
業
後
は
、
紆
余
曲
折
を
た
ど
り
な
が
ら

も
、
N
P
O
法
人
の

立
ち

上
げ
に

関
わ
っ

て
い
く
。

「
就
職
は
い
ろ
い
ろ
受
け
た
け
ど
全
部
ダ
メ

で
。
そ
う
し
た
ら
東
京
東
京
藝
大
の
桂
英
史

さ
ん
が
取
手
に
遊
び
に
来
れ
ば
と
言
っ
て
く

れ
て
。
そ
の
頃
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

カ
ウ
ン
シ
ル
（
C
D
C
）
の
構
想
を
桂
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。
地
方
で
公
共
文
化
施
設
が
で

き
る
一
方
、
企
画
・
運
営
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

が
少
な
い
。
自
治
体
に
属
さ
な
い
で
公
共
文

化
施
設
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
活

動
が
で
き
る
受
け
皿
の
団
体
が
必
要
だ
と
。

そ
の
案
は
す
ご
く
面
白
い
と
思
っ
た
ん

で

す

よ
。
メ

デ

ィ

ア

系
の

学
校
の

学
生

が
、
卒
業
し
て
か
ら
働
く
場
所
が
な
い
、
せ

い
ぜ
い
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
、
プ
ロ
グ

ラ
マ
か
で
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
持
っ
て
い
る

メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
ト
の
知
見
を
生
か
せ
る

よ
う
な
場
が
な
い
。
う
ま
く
言
え
ま
せ
ん

が
、
I
A
M
A
S
的
考
え
方
と
い
う
の
は
、

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
に
限
ら
ず
社
会
の
い
ろ

ん
な
シ
ー
ン
に
生
か
し
た
り
、
新
し
い
仕
事

を
開
拓
し
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
C
D
C
は
そ
う
い
う

貴
重
な

人
材

の
受
け
皿
に
も
な
れ
て
、
彼
ら
を
生
か
せ
る

仕
事
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
た
ら
い
い

と
。
そ
れ
で
、
N
P
O 

を
つ
く
る
た
め
の

本
を
読
む
と
こ
ろ
か
ら
（
笑
）
準
備
を
始
め
ま

し
た
」。

C
D
C
の

運
営
に

関
わ

り

な

が

ら
、

S
K
I
P
シ
テ
ィ
彩
の
国
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ

ラ
ザ
映
像
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
展
示
の
仕

事
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
S
K
I
P
シ
テ
ィ
は
、
映
像
に

関
す
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
な
が
ら
も
広
い
層
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
メ
デ
ィ
ア
系
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
側
面
を
活
か
し
て
お
も

し
ろ
お
か
し
く
展
示
が
で
き
る
と
い
い
な

と
。
企
画
展
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
研
究
者
に

会
う
こ
と
が
多
く
て
、
話
を
伺
う
の
が
す
ご

く
楽
し
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
も
美
し
さ
と

い
う
か
、
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
研
究
者
の
方
が
い
ま
し
た
。
目
に

見
え
る
美
し
さ
で
は
な
く
て
新
し
い
考
え
方

の
追
求
と
か
、
化
学
変
化
の
ス
マ
ー
ト
さ
と

か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
み
た
い
で
（
笑
）
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
で
す
ね
。
で
も
、
優
れ
た
技
術
だ
か

ら
と
い
っ
て
残
る
わ
け
で
も
な
く
、
ト
レ
ン

ド
や
運
み
た
い
の
も
あ
る
と
い
う
の
も
面
白

い
と
こ
ろ
で
、
個
人
的
に
は
ア
ー
ト
に
つ
な

が
る
部
分
も
感
じ
て
興
味
深
い
で
す
」。

一
方
、
野
間
さ
ん
は
会
社
か
ら
独
立
す
る

こ
と
に
な
り
、
偶
然
C
D
C
の
活
動
に
も

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
会
社
で
は
仕
事
に
し
ば
り
が
出
て
き
た
事

も
あ
っ
て
、
自
由
に
仕
事
を
受
け
た
い
と

思
っ
て
独
立
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
時
た
ま
た
ま
恩
師
の
桂
さ
ん
に
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
の
で
、
近
況
と
独
立
の
話
を
し
た

ら
、
C
D
C
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
仕
事
を
す
る
か
ら
代
表
を
や

ら
な
い
か
と
。
そ
の
時
は
ど
ん
な
仕
事
な
の

か
あ
ん
ま
り
分
か
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
新
し
い
こ
と
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
た

の
で
受
け
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
仕
事
が
川
口
市
に
で
き
た
新

し
い
公
共
施
設『
メ
デ
ィ
ア
セ
ブ
ン
』
の
運
営

だ
っ
た
ん
で
す
。
C
D
C
の

組
織
を

整
え

つ
つ
、
ど
ん
な
施
設
に
す
る
か
考
え
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
作
っ
て
予
算
を
組
ん
で
コ
ン
ペ

に
出
て
、
選
ば
れ
て
、
な
ん
と
か
受
注
す
る

と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
15
人
く

ら
い
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
た
ん
で
す
が
、
美

術
館
で
働
い
て
い
た
人
、
メ
デ
ィ
ア
系
の
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
日
本
画
で
大
学
院
に

行
っ
て
た
人
な
ど
色
々
な
専
門
分
野
を
持
っ

た

人
が

集
ま
っ
て
、
C
D
C
の

目
標
の

第

一
歩
が
動
き
だ
し
た
か
な
っ
て
と
こ
ろ
で

す
。
C
D
C
で
の

仕
事
に

向
い
た
ス
キ
ル

が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
に
は

こ
ん
な
ス
キ
ル
が
あ
る
か
ら
何
か
し
た
い
、

こ
ん
な
仕
事
し
た
い
、
そ
う
い
う
人
達
に

ど
ん
ど
ん

C
D
C
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、

新
し
い
仕
事
を
創
っ
て
、
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
広
げ
て
行
き
た
い
で
す
」。

★
１　

『M
P

I X
 IP

M
(M

usic P
lays Im

ages X
 Im

ages 

P
lay M

usic)

』

：

東
京
・
恵
比
寿
で
行
わ
れ
た
坂
本
龍
一
さ

ん
と
岩
井
俊
雄
さ
ん
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

★
２　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房

：

I
A
M
A
S
に
あ
る

施
設
。
妹
島
和
世
設
計
。

★
３　

『The V
isitor: Living

 by N
um

bers

』

：

全
方

位
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
撮
影
し
た
映
像
を
用
い
た
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
作
品
。

野間穣　のまみのる

東京造形大学デザイン科造形計画専攻、千葉

大学工学部工業意匠科を経てIAMASへ。卒業

後広告代理店に勤務したのち有限会社フルティ

ガを立ち上げ独立、同時にNPO法人コミュニ

ティデザインカウンシル（CDC）理事長に就任。

展示、イベント、デジタルコンテンツの企画、制作

から公共施設の計画、運営などを行っている。

FRUTIGER

http://www.frutiger.jp/

コミュニティデザインカウンシル

http://www.cdc.jp/

メディアセブン

http://www.mediaseven.jp/

明貫紘子　みょうかんひろこ

筑波大学芸術専門学群総合造形を卒業後、

IAMASへ。2003年にNPO法人コミュニティデ

ザインカウンシル（CDC）を立ち上げ、現在も理

事を勤める。2004年からSKIPシティ彩の国ビ

ジュアルプラザ映像ミュージアムにてキュレー

タ。2007年から NTTインターコミュニケーショ

ンセンター（ICC）にてキュレーター。

SKIPシティ

http://www.skipcity.jp/

NTTインターコミュニケーションセンター（ICC）

http://www.ntticc.or.jp/

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑭

野
間
穣

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ラ
ボ
科

社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、

自
分
の
能
力
を
生
か
し
て
作
る

と
い
う
仕
事
も
結
構
い
い
。

明
貫
紘
子

ア
カ
デ
ミ
ー　

４
期
生　

ラ
ボ
科

人
生
の
大
き
な
分
か
れ
目
と
い
う
か
、

分
岐
点
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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野
間
さ
ん
は
、
美
術
系
と
工
業
系
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
探
し

て
い
た

時
に
、
I
A
M
A
S
に

出
会
っ
た

と
い
う
。

「
美
大
を
卒
業
し
て
千
葉
大
の
工
業
意
匠
科

に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
事
と
違
っ
て
、
ど
う
し
よ
う
か
な
と

思
っ
た

時
に
、
I
A
M
A
S
の

噂
を

聞
き

ま
し
た
。
で
、
深
く
は
考
え
ず
に
勢
い
で
千

葉
大
を
や
め
て

I
A
M
A
S
に
行
く
こ
と

に
し
た
ん
で
す
。

で
も

結
局
I
A
M
A
S
で
は
、
違
う
や

り
た
い
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
N
T
T
の

研
究
会
に

参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
岩
井
俊
雄
さ
ん
と
坂
本
龍
一

さ
ん
の
作
品（
★
１
）
も
手
伝
わ
し
て
も
ら
っ

て
、
入
る
前
は
作
品
作
り
た
い
気
持
ち
も

あ
っ
た
け
ど
、
自
分
の
表
現
を
す
る
た
め

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
社
会
的
に
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
を
自
分
の
能
力
を
生
か
し

て
作
る
と
い
う
仕
事
も
結
構
い
い
か
な
と
。

I
A
M
A
S
で

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
手
伝
う
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
が
積
極

的
に
発
言
し
た
り
提
案
し
た
り
、
責
任
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
余
地
が
あ
り
ま
し
た
」

そ
の
後
の
進
路
は
、
そ
の
時
の
流
れ
で
決

ま
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
多
い
と
言
う
。
し
か

し
、
社
会
の
な
か
で
も
の
づ
く
り
に
参
加
し

た
い
と
い
う
考
え
は
常
に
持
っ
て
い
た
。

「
声
を
か
け
て
く
れ
た

会
社
が
、
N
T
T

イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
I
C
C
）
の
展
示
設
営
を
や
っ
て
い
た
の
と
、

広
告
代
理
店
み
た
い
な
業
務
も
ち
ょ
う
ど
立

ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
面
白
そ
う
だ
と
思
っ

て
就
職
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
会
社
が
発
展

途
上
だ
っ
た
の
で
、
小
間
使
い
、
下
っ
端
か

ら
会
社
の
経
営
に
関
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
6

年
と
い
う
短
い
間
に
一
気
に
経
験
で
き
た
の

は
よ
か
っ
た
で
す
」。

明
貫
さ

ん

は
、
I
A
M
A
S
で

働
い

て

い
た

大
学
の

先
輩
を

通
じ
て

I
A
M
A
S

を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
は
現
代
美
術

が
専
攻
だ
っ
た
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も

ま
っ
た
く
初
心
者
だ
っ
た
と
い
う
。

「
私
は

す

ご

い

不
純
な

動
機
で

す
。
大

学
の

先
輩
に

聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

I
A
M
A
S
に

行
っ
て
み
た
ら
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア

工
房（
★
２
）
が
で
き
た
ば
か
り

で
、
そ
れ
が
す
っ
ご
い
綺
麗
だ
っ
た
ん
で

す
。
ブ
ル
ー
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
部
屋
に
感
動
し

て
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
勉
強
で
き
た
ら
い

い
な
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

私
は
い
ろ
ん
な
授
業
や
活
動
に
顔
を
出
し

て
い
ま
し
た
。M

ax/M
S

P

講
座
と
か
、
リ

コ
ー
ダ
ー
同
好
会
と
か
（
笑
）
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
幅
広
く
メ
デ
ィ
ア
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ち
ば
ん
大
き
な
転
機
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
で
来
て
い
た
リ
ュ
ッ

ク
・
ク
ー
ル
シ
ェ
ヌ
さ
ん
の
作
品（
★
３
）
を

手
伝
っ
た

時
に
、
彼
が
『
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
向
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の

?
』
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
そ
う
思
い
始
め
た

時
に
、
新
校
舎
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
で
き
て
、

ゼ
ミ
で

企
画
を

考
え
る
こ
と
に
な
っ
て
、

『iam
asO

S

』
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
名
前
を

つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
や
り
ま
し
た
。
展
覧
会

を
た
く
さ
ん
や
り
ま
し
た
ね
、
I
A
M
A
S

の

先
生
と

O
B
も

含
め

た

学
生
を

毎
回

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
て
。
先
生
や
学
生
、
授
業

や
作
品
が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
を

iam
asO

S

が
牛
耳
る
っ
て
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
。

短
い
２
年
間
だ
っ
た
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人

と
も
出
会
え
た
し
、
今
の
自
分
に
つ
な
が
る

こ
と
も
見
つ
け
ら
れ
た
し
、
人
生
の
大
き
な

分
か
れ
目
と
い
う
か
、
分
岐
点
に
な
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は

I
A
M
A
S
に
す
ご
く
感
謝
し
て

い
ま
す
ね
」。

卒
業
後
は
、
紆
余
曲
折
を
た
ど
り
な
が
ら

も
、
N
P
O
法
人
の

立
ち

上
げ
に

関
わ
っ

て
い
く
。

「
就
職
は
い
ろ
い
ろ
受
け
た
け
ど
全
部
ダ
メ

で
。
そ
う
し
た
ら
東
京
東
京
藝
大
の
桂
英
史

さ
ん
が
取
手
に
遊
び
に
来
れ
ば
と
言
っ
て
く

れ
て
。
そ
の
頃
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

カ
ウ
ン
シ
ル
（
C
D
C
）
の
構
想
を
桂
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。
地
方
で
公
共
文
化
施
設
が
で

き
る
一
方
、
企
画
・
運
営
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

が
少
な
い
。
自
治
体
に
属
さ
な
い
で
公
共
文

化
施
設
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
活

動
が
で
き
る
受
け
皿
の
団
体
が
必
要
だ
と
。

そ
の
案
は
す
ご
く
面
白
い
と
思
っ
た
ん

で

す

よ
。
メ

デ

ィ

ア

系
の

学
校
の

学
生

が
、
卒
業
し
て
か
ら
働
く
場
所
が
な
い
、
せ

い
ぜ
い
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
、
プ
ロ
グ

ラ
マ
か
で
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
持
っ
て
い
る

メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
ト
の
知
見
を
生
か
せ
る

よ
う
な
場
が
な
い
。
う
ま
く
言
え
ま
せ
ん

が
、
I
A
M
A
S
的
考
え
方
と
い
う
の
は
、

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
に
限
ら
ず
社
会
の
い
ろ

ん
な
シ
ー
ン
に
生
か
し
た
り
、
新
し
い
仕
事

を
開
拓
し
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
C
D
C
は
そ
う
い
う

貴
重
な

人
材

の
受
け
皿
に
も
な
れ
て
、
彼
ら
を
生
か
せ
る

仕
事
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
た
ら
い
い

と
。
そ
れ
で
、
N
P
O 

を
つ
く
る
た
め
の

本
を
読
む
と
こ
ろ
か
ら
（
笑
）
準
備
を
始
め
ま

し
た
」。

C
D
C
の

運
営
に

関
わ

り

な

が

ら
、

S
K
I
P
シ
テ
ィ
彩
の
国
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ

ラ
ザ
映
像
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
展
示
の
仕

事
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
S
K
I
P
シ
テ
ィ
は
、
映
像
に

関
す
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
な
が
ら
も
広
い
層
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
メ
デ
ィ
ア
系
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
側
面
を
活
か
し
て
お
も

し
ろ
お
か
し
く
展
示
が
で
き
る
と
い
い
な

と
。
企
画
展
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
研
究
者
に

会
う
こ
と
が
多
く
て
、
話
を
伺
う
の
が
す
ご

く
楽
し
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
も
美
し
さ
と

い
う
か
、
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
研
究
者
の
方
が
い
ま
し
た
。
目
に

見
え
る
美
し
さ
で
は
な
く
て
新
し
い
考
え
方

の
追
求
と
か
、
化
学
変
化
の
ス
マ
ー
ト
さ
と

か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
み
た
い
で
（
笑
）
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
で
す
ね
。
で
も
、
優
れ
た
技
術
だ
か

ら
と
い
っ
て
残
る
わ
け
で
も
な
く
、
ト
レ
ン

ド
や
運
み
た
い
の
も
あ
る
と
い
う
の
も
面
白

い
と
こ
ろ
で
、
個
人
的
に
は
ア
ー
ト
に
つ
な

が
る
部
分
も
感
じ
て
興
味
深
い
で
す
」。

一
方
、
野
間
さ
ん
は
会
社
か
ら
独
立
す
る

こ
と
に
な
り
、
偶
然
C
D
C
の
活
動
に
も

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
会
社
で
は
仕
事
に
し
ば
り
が
出
て
き
た
事

も
あ
っ
て
、
自
由
に
仕
事
を
受
け
た
い
と

思
っ
て
独
立
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
時
た
ま
た
ま
恩
師
の
桂
さ
ん
に
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
の
で
、
近
況
と
独
立
の
話
を
し
た

ら
、
C
D
C
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
仕
事
を
す
る
か
ら
代
表
を
や

ら
な
い
か
と
。
そ
の
時
は
ど
ん
な
仕
事
な
の

か
あ
ん
ま
り
分
か
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
新
し
い
こ
と
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
た

の
で
受
け
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
仕
事
が
川
口
市
に
で
き
た
新

し
い
公
共
施
設『
メ
デ
ィ
ア
セ
ブ
ン
』
の
運
営

だ
っ
た
ん
で
す
。
C
D
C
の

組
織
を

整
え

つ
つ
、
ど
ん
な
施
設
に
す
る
か
考
え
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
作
っ
て
予
算
を
組
ん
で
コ
ン
ペ

に
出
て
、
選
ば
れ
て
、
な
ん
と
か
受
注
す
る

と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
15
人
く

ら
い
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
た
ん
で
す
が
、
美

術
館
で
働
い
て
い
た
人
、
メ
デ
ィ
ア
系
の
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
日
本
画
で
大
学
院
に

行
っ
て
た
人
な
ど
色
々
な
専
門
分
野
を
持
っ

た

人
が

集
ま
っ
て
、
C
D
C
の

目
標
の

第

一
歩
が
動
き
だ
し
た
か
な
っ
て
と
こ
ろ
で

す
。
C
D
C
で
の

仕
事
に

向
い
た
ス
キ
ル

が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
に
は

こ
ん
な
ス
キ
ル
が
あ
る
か
ら
何
か
し
た
い
、

こ
ん
な
仕
事
し
た
い
、
そ
う
い
う
人
達
に

ど
ん
ど
ん

C
D
C
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、

新
し
い
仕
事
を
創
っ
て
、
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
広
げ
て
行
き
た
い
で
す
」。

★
１　

『M
P

I X
 IP

M
(M

usic P
lays Im

ages X
 Im

ages 

P
lay M

usic)

』

：

東
京
・
恵
比
寿
で
行
わ
れ
た
坂
本
龍
一
さ

ん
と
岩
井
俊
雄
さ
ん
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

★
２　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房

：

I
A
M
A
S
に
あ
る

施
設
。
妹
島
和
世
設
計
。

★
３　

『The V
isitor: Living

 by N
um

bers

』

：

全
方

位
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
撮
影
し
た
映
像
を
用
い
た
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
作
品
。

野間穣　のまみのる

東京造形大学デザイン科造形計画専攻、千葉

大学工学部工業意匠科を経てIAMASへ。卒業

後広告代理店に勤務したのち有限会社フルティ

ガを立ち上げ独立、同時にNPO法人コミュニ

ティデザインカウンシル（CDC）理事長に就任。

展示、イベント、デジタルコンテンツの企画、制作

から公共施設の計画、運営などを行っている。

FRUTIGER

http://www.frutiger.jp/

コミュニティデザインカウンシル

http://www.cdc.jp/

メディアセブン

http://www.mediaseven.jp/

明貫紘子　みょうかんひろこ

筑波大学芸術専門学群総合造形を卒業後、

IAMASへ。2003年にNPO法人コミュニティデ

ザインカウンシル（CDC）を立ち上げ、現在も理

事を勤める。2004年からSKIPシティ彩の国ビ

ジュアルプラザ映像ミュージアムにてキュレー

タ。2007年から NTTインターコミュニケーショ

ンセンター（ICC）にてキュレーター。

SKIPシティ

http://www.skipcity.jp/

NTTインターコミュニケーションセンター（ICC）

http://www.ntticc.or.jp/

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑭

野
間
穣

ア
カ
デ
ミ
ー　

２
期
生　

ラ
ボ
科

社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、

自
分
の
能
力
を
生
か
し
て
作
る

と
い
う
仕
事
も
結
構
い
い
。

明
貫
紘
子

ア
カ
デ
ミ
ー　

４
期
生　

ラ
ボ
科

人
生
の
大
き
な
分
か
れ
目
と
い
う
か
、

分
岐
点
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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山野友義　やまのともよし

1974年生まれ、山口県防府市出身。駒澤大学

文学部を卒業後、しばらく東京の広告会社に勤

務。そして、IAMASへ。IAMAS卒業後、故郷の

山口県に戻り山口ケーブルビジョン株式会社に

入社。仕事は、ケーブルテレビの番組制作。家

庭では、２人の子供の父親。余裕ができれば、

個人的な映像作品をつくりたいという思いはあ

ります。会社がYCAMの隣にあるので、気軽に

遊びに来てください。

山口ケーブルビジョンで放映されている

『CP戦士ぶちエージャー』

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
よ
。
５
分
の
枠
で
、『
ア
ー
ト
の

小
部
屋
』
っ
て
い
う
タ
イ
ト
ル
で
（
笑
）
。
映

像
が
好
き
な
人
に
は
、
な
ん
か
変
な
の
や
り

よ
る
、
み
た
い
な
感
じ
で
結
構
好
評
で
し
た

ね
」。最

近
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
が
登
場
す
る

新
番
組
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
。

「『
C
P
戦
士
ぶ
ち
エ
ー
ジ
ャ
ー
』
を
２
月

か
ら
始
め
ま
し
た
。『
ぶ
ち
』
は
方
言
で
、
す

ご
く
い
い
っ
て
い
う
意
味
で
す
。
僕
は
中
に

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）
、
演
出
に
徹
し
て

い
ま
す
。

舞
台
は
、
地
元
の
商
店
街
。
毎
回
、
悪
役

が
い
ろ
ん
な
店
で
悪
さ
を
し
、
店
の
ピ
ン
チ

を
救
お
う
と
店
の
店
主
が
『
愛
と
平
和
の
鐘
』

を
使
っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
変
身
し
ま
す
。
出
演

者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
商
店
街
の
人
で
、
演
技

も
素
人
で
す
。
セ
リ
フ
も
棒
読
み
だ
っ
た
り

し
ま
す
が
、
そ
こ
が
逆
に
面
白
く
な
っ
て

い
て
、
自
分
と
の
意
識
の
差
を
感
じ
た
り
。

1
年
目
は
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
結

構
悩
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、
二
年
目
か
ら

は
、
イ
ア
マ
ス
T
V
や
映
像
作
品
を
ど
ん
ど

ん
作
っ
て
行
く
作
業
が
多
く
な
っ
た
ん
で
、

そ
っ
ち
の
ほ
う
に
没
頭
で
き
ま
し
た
ね
。
授

業
で
は
、
音
を
拾
い
集
め
て
録
音
し
て
、
つ

な
い
で
物
語
を
作
る
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
学
外
で
は
、
友

達
と
琵
琶
湖
に
バ
ス
釣
り
に
行
っ
た
り
、
廃

墟
に
探
検
に
い
っ
た
り
と
、
そ
ん
な
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
友
達
は
み
ん
な
僕
よ

り
若
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
色
々
な
面
で
刺

激
を
受
け
ま
し
た
」。

卒
業
後
は
、
地
元
の
山
口
に
戻
り
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
会
社
で
働
く
。

「
入
社
し
て
か
ら
の
仕
事
は
、
主
に
ニ
ュ
ー

ス
の
取
材
で
す
。
撮
影
と
記
者
と
編
集
を
す

べ
て
ひ
と
り
で
や
り
ま
す
。

I
A
M
A
S
の

友
達
の

映
像
作
品
を

大
学
を
卒
業
後
、
広
告
代
理
店
の
営
業
職

に
就
く
が
、
そ
こ
で
見
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
。

「
営
業
よ
り
も
、
も
の
づ
く
り
の
方
を
や
り

た
い
な
と
思
っ
て
。
1
年
半
く
ら
い
勤
め
て

退
職
し
て
、
勉
強
し
よ
う
と
学
校
を
探
し
て

い
た

折
に
、
父
親
が

I
A
M
A
S
を

教
え

て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
彼
は
学
長
の
坂
根

厳
夫
さ
ん
の
本
の
愛
読
者
で
、
I
A
M
A
S

に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
送
っ
て
く
れ
た
ん

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
か
映
像
が
学
べ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
軽

い
気
持
ち
で
受
け
た
ら
受
か
っ
て
し
ま
っ

て
」。

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
な
ど
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
が
飛
び
交
う
環
境
に
最
初
は
戸
惑
っ
た

と
い
う
。

「
基
礎
か

ら

技
術
を

身
に

つ

け

た

い

と

思
っ
て
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
何
か
作
品

を
作
り
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
意
識
で
来
て

音
楽
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
大
学
院
を

目
指
す
が
う
ま
く
行
か
ず
、
落
ち
込
み
な

が
ら
も
、
参
加
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
通
信

を

通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に

出
会
い
、

I
A
M
A
S
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
は
八
谷
和

彦
さ
ん
の
『
幽
体
離
脱
マ
シ
ー
ン
』。
パ
ソ

コ
ン
通
信
の
オ
フ
会
で
知
っ
て
行
っ
て
み
た

ら
、
そ
こ
に
は
寝
て
る
人
が
い
て
、
銀
色
の

ボ
ー
ル
が
浮
い
て
て
、
ま
る
で
天
国
み
た
い

な
世
界
が
広
が
っ
て
て
…（
笑
）
。
そ
こ
か
ら

ア
ー
ト
系
の
人
と
付
き
合
い
が
多
く
な
り

I
A
M
A
S
の

事
も

知
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
歌
は
置
い
と
い
て
、
サ
ー
バ
立
て
た

り
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
と
かFlash

と
か
や

り
た
い
！
と
思
っ
て
受
験
し
ま
し
た
。

最
初
に
興
味
を
も
っ
た
授
業
は
デ
ザ
イ
ン

で
し
た
。
で
き
は
悪
く
て
、
ド
ッ
ト
で
自
分

の
顔
を
描
く
単
純
な
課
題
が
い
ち
ば
ん
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
が
（
笑
）
授
業
は
す
ご
く
面
白
く

て
。
フ
ォ
ン
ト
や
プ
リ
ン
タ
の
仕
組
み
の
こ

と
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
て
、
も
の
の
見
方
が

す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
。

音
楽
の
授
業
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
と
音
響
機

器
だ
け
用
意
し
て
、
各
自
が
毎
週
好
き
な
音

楽
を
持
っ
て
き
て
ど
こ
が
い
い
の
か
説
明
す

る
の
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
あ
る
週
に
、
微

妙
に
ピ
ッ
チ
の
外
れ
た
歌
を
ず
っ
と
歌
い
続

け
る
曲
を
持
っ
て
来
た
人
が
い
て
、
そ
れ
聞

き
な
が
ら
先
生
が
『
こ
、
こ
れ
が
い
い
の
か

〜
！
』
と
苦
し
ん
で
て
…（
笑
）
」。

授
業
だ
け
で
な
く
、
映
像
作
品
の
制
作

や
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
の
た
め
の
照
明

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ま
で

離
れ
て
い
た
歌
の
活
動
に
だ
ん
だ
ん
と
シ
フ

ト
し
て
い
く
。

「
も
う
歌
を
や
め
よ
う
、
と
私
が
な
ん
と

な
く
思
っ
て
い
た
頃
、
教
授
の
三
輪
眞
弘

さかいれいしう

石川県生まれ。武蔵野音楽大学声楽学科卒業

後、IAMASに入学。入学当時は「坂井もな」と

名乗り１年後に「坂井れいしう」に改名、現在は

主に「さかいれいしう」と名乗り、声する事を中

心に活動中。東京各所のライブハウスやイベント

スペースでの活動、詩と声のユニット「PreAva」

ほか、さまざまなアーティストと共同作業を行っ

ている。東京大学情報学環特任研究員。

さ
ん
が
ち
ょ
う
ど
歌
曲
を
作
っ
て
い
た
時
期

で
『
な
に
か
１
曲
歌
っ
て
み
て
』
と
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
三
輪
さ
ん
の
作
品
で
歌
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
変
な
言
い
方
な
ん
で
す

が
、
死
ん
だ
作
曲
家
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
生
き
て
い
る
作
曲
家
の
曲
を
歌
う
こ
と

が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

自
分
が
『
歌
い
た
い
』
っ
て
い
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
ま
り
引
き
出
せ
な
い
で
い
た
ん

で
す
け
ど
、
曲
が
で
き
る
過
程
を
知
り
な
が

ら
歌
う
こ
と
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
、
人
と

の
出
会
い
や
関
係
性
で
『
歌
い
た
い
』
が
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
一
緒

に
音
楽
を
や
り
た
い
と
思
う
人
を
探
し
て
行

け
ば
い
い
ん
だ
と
気
づ
き
、
今
に
至
っ
て
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
聞
き
に
行
っ
て
、

興
味
が
あ
っ
た
ら
直
接
会
っ
て
、
一
緒
に
曲

を
作
る
っ
て
こ
と
を
や
っ
て
ま
す
」

I
A
M
A
S
を

卒
業
し
て
、
歌
う

活
動

を
メ
イ
ン
に
据
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、

歌
に
対
し
て
新
し
い
発
見
を
し
た
と
い
う
。

「
と
あ
る
宴
会
で
、
恋
愛
で
が
ー
ん
と
来

て
、
シ
ョ
ッ
ク
で
ぼ
ん
や
り
し
つ
つ
カ
ラ
オ

ケ
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
歌
の
意

味
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く
て
単
調
な
テ
ク

ス
チ
ャ
に
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
に
、
歌

詞
に
あ
る
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
心
が
、『
あ
っ
、

こ
れ
の
こ
と
か
！
』
と
初
め
て
分
か
っ
た
瞬

間
が
あ
っ
て
。
っ
て
遅
い
で
す
ね

?
い
い

表
現
者
に
恋
愛
は
大
事
！
か
も
（
笑
）
」。

い
ま
す
。
番
組
の
狙
い
は
、
商
店
街
の
活
性

化
。
各
地
で
商
店
街
が
さ
び
れ
て
き
て
い
る

な
か
、
山
口
の
商
店
街
は
ま
だ
ま
だ
元
気
と

い
う
と
こ
ろ
を
伝
え
た
い
で
す
。

放
送
開
始
か
ら
、
徐
々
に
反
響
も
あ
り
、

ロ
ケ
に
も
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
見
学
に

来
て
く
れ
ま
す
。
う
ち
の
３
歳
の
子
供
も
、

『
武
器
を
持
っ
て
、
ぶ
ち
エ
ー
ジ
ャ
ー
を
助

け
に
い
か
ん
に
ゃ
ー
い
け
ん
』
と
い
う
ぐ
ら

い
番
組
に
熱
中
し
て
い
て
、
父
親
と
し
て
は

嬉
し
い
で
す
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑮

さ
か
い
れ
い
し
う

ア
カ
デ
ミ
ー　

３
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科

人
と
の
出
会
い
や
関
係
性
で

「
歌
い
た
い
」
気
持
ち
が

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
バ
カ
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
い
な

と
い
う
の
が
あ
っ
て
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

４
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科

山
野
友
義

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑯
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山野友義　やまのともよし

1974年生まれ、山口県防府市出身。駒澤大学

文学部を卒業後、しばらく東京の広告会社に勤

務。そして、IAMASへ。IAMAS卒業後、故郷の

山口県に戻り山口ケーブルビジョン株式会社に

入社。仕事は、ケーブルテレビの番組制作。家

庭では、２人の子供の父親。余裕ができれば、

個人的な映像作品をつくりたいという思いはあ

ります。会社がYCAMの隣にあるので、気軽に

遊びに来てください。

山口ケーブルビジョンで放映されている

『CP戦士ぶちエージャー』

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
よ
。
５
分
の
枠
で
、『
ア
ー
ト
の

小
部
屋
』
っ
て
い
う
タ
イ
ト
ル
で
（
笑
）
。
映

像
が
好
き
な
人
に
は
、
な
ん
か
変
な
の
や
り

よ
る
、
み
た
い
な
感
じ
で
結
構
好
評
で
し
た

ね
」。最

近
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
が
登
場
す
る

新
番
組
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
。

「『
C
P
戦
士
ぶ
ち
エ
ー
ジ
ャ
ー
』
を
２
月

か
ら
始
め
ま
し
た
。『
ぶ
ち
』
は
方
言
で
、
す

ご
く
い
い
っ
て
い
う
意
味
で
す
。
僕
は
中
に

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）
、
演
出
に
徹
し
て

い
ま
す
。

舞
台
は
、
地
元
の
商
店
街
。
毎
回
、
悪
役

が
い
ろ
ん
な
店
で
悪
さ
を
し
、
店
の
ピ
ン
チ

を
救
お
う
と
店
の
店
主
が
『
愛
と
平
和
の
鐘
』

を
使
っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
変
身
し
ま
す
。
出
演

者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
商
店
街
の
人
で
、
演
技

も
素
人
で
す
。
セ
リ
フ
も
棒
読
み
だ
っ
た
り

し
ま
す
が
、
そ
こ
が
逆
に
面
白
く
な
っ
て

い
て
、
自
分
と
の
意
識
の
差
を
感
じ
た
り
。

1
年
目
は
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
結

構
悩
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、
二
年
目
か
ら

は
、
イ
ア
マ
ス
T
V
や
映
像
作
品
を
ど
ん
ど

ん
作
っ
て
行
く
作
業
が
多
く
な
っ
た
ん
で
、

そ
っ
ち
の
ほ
う
に
没
頭
で
き
ま
し
た
ね
。
授

業
で
は
、
音
を
拾
い
集
め
て
録
音
し
て
、
つ

な
い
で
物
語
を
作
る
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
学
外
で
は
、
友

達
と
琵
琶
湖
に
バ
ス
釣
り
に
行
っ
た
り
、
廃

墟
に
探
検
に
い
っ
た
り
と
、
そ
ん
な
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
友
達
は
み
ん
な
僕
よ

り
若
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
色
々
な
面
で
刺

激
を
受
け
ま
し
た
」。

卒
業
後
は
、
地
元
の
山
口
に
戻
り
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
会
社
で
働
く
。

「
入
社
し
て
か
ら
の
仕
事
は
、
主
に
ニ
ュ
ー

ス
の
取
材
で
す
。
撮
影
と
記
者
と
編
集
を
す

べ
て
ひ
と
り
で
や
り
ま
す
。

I
A
M
A
S
の

友
達
の

映
像
作
品
を

大
学
を
卒
業
後
、
広
告
代
理
店
の
営
業
職

に
就
く
が
、
そ
こ
で
見
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
。

「
営
業
よ
り
も
、
も
の
づ
く
り
の
方
を
や
り

た
い
な
と
思
っ
て
。
1
年
半
く
ら
い
勤
め
て

退
職
し
て
、
勉
強
し
よ
う
と
学
校
を
探
し
て

い
た

折
に
、
父
親
が

I
A
M
A
S
を

教
え

て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
彼
は
学
長
の
坂
根

厳
夫
さ
ん
の
本
の
愛
読
者
で
、
I
A
M
A
S

に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
を
送
っ
て
く
れ
た
ん

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
か
映
像
が
学
べ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
軽

い
気
持
ち
で
受
け
た
ら
受
か
っ
て
し
ま
っ

て
」。

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
な
ど
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
が
飛
び
交
う
環
境
に
最
初
は
戸
惑
っ
た

と
い
う
。

「
基
礎
か

ら

技
術
を

身
に

つ

け

た

い

と

思
っ
て
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
何
か
作
品

を
作
り
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
意
識
で
来
て

音
楽
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
大
学
院
を

目
指
す
が
う
ま
く
行
か
ず
、
落
ち
込
み
な

が
ら
も
、
参
加
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
通
信

を

通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に

出
会
い
、

I
A
M
A
S
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
は
八
谷
和

彦
さ
ん
の
『
幽
体
離
脱
マ
シ
ー
ン
』。
パ
ソ

コ
ン
通
信
の
オ
フ
会
で
知
っ
て
行
っ
て
み
た

ら
、
そ
こ
に
は
寝
て
る
人
が
い
て
、
銀
色
の

ボ
ー
ル
が
浮
い
て
て
、
ま
る
で
天
国
み
た
い

な
世
界
が
広
が
っ
て
て
…（
笑
）
。
そ
こ
か
ら

ア
ー
ト
系
の
人
と
付
き
合
い
が
多
く
な
り

I
A
M
A
S
の

事
も

知
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
歌
は
置
い
と
い
て
、
サ
ー
バ
立
て
た

り
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
と
かFlash

と
か
や

り
た
い
！
と
思
っ
て
受
験
し
ま
し
た
。

最
初
に
興
味
を
も
っ
た
授
業
は
デ
ザ
イ
ン

で
し
た
。
で
き
は
悪
く
て
、
ド
ッ
ト
で
自
分

の
顔
を
描
く
単
純
な
課
題
が
い
ち
ば
ん
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
が
（
笑
）
授
業
は
す
ご
く
面
白
く

て
。
フ
ォ
ン
ト
や
プ
リ
ン
タ
の
仕
組
み
の
こ

と
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
て
、
も
の
の
見
方
が

す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
。

音
楽
の
授
業
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
と
音
響
機

器
だ
け
用
意
し
て
、
各
自
が
毎
週
好
き
な
音

楽
を
持
っ
て
き
て
ど
こ
が
い
い
の
か
説
明
す

る
の
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
あ
る
週
に
、
微

妙
に
ピ
ッ
チ
の
外
れ
た
歌
を
ず
っ
と
歌
い
続

け
る
曲
を
持
っ
て
来
た
人
が
い
て
、
そ
れ
聞

き
な
が
ら
先
生
が
『
こ
、
こ
れ
が
い
い
の
か

〜
！
』
と
苦
し
ん
で
て
…（
笑
）
」。

授
業
だ
け
で
な
く
、
映
像
作
品
の
制
作

や
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
の
た
め
の
照
明

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ま
で

離
れ
て
い
た
歌
の
活
動
に
だ
ん
だ
ん
と
シ
フ

ト
し
て
い
く
。

「
も
う
歌
を
や
め
よ
う
、
と
私
が
な
ん
と

な
く
思
っ
て
い
た
頃
、
教
授
の
三
輪
眞
弘

さかいれいしう

石川県生まれ。武蔵野音楽大学声楽学科卒業

後、IAMASに入学。入学当時は「坂井もな」と

名乗り１年後に「坂井れいしう」に改名、現在は

主に「さかいれいしう」と名乗り、声する事を中

心に活動中。東京各所のライブハウスやイベント

スペースでの活動、詩と声のユニット「PreAva」

ほか、さまざまなアーティストと共同作業を行っ

ている。東京大学情報学環特任研究員。

さ
ん
が
ち
ょ
う
ど
歌
曲
を
作
っ
て
い
た
時
期

で
『
な
に
か
１
曲
歌
っ
て
み
て
』
と
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
三
輪
さ
ん
の
作
品
で
歌
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
変
な
言
い
方
な
ん
で
す

が
、
死
ん
だ
作
曲
家
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
生
き
て
い
る
作
曲
家
の
曲
を
歌
う
こ
と

が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

自
分
が
『
歌
い
た
い
』
っ
て
い
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
ま
り
引
き
出
せ
な
い
で
い
た
ん

で
す
け
ど
、
曲
が
で
き
る
過
程
を
知
り
な
が

ら
歌
う
こ
と
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
、
人
と

の
出
会
い
や
関
係
性
で
『
歌
い
た
い
』
が
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
一
緒

に
音
楽
を
や
り
た
い
と
思
う
人
を
探
し
て
行

け
ば
い
い
ん
だ
と
気
づ
き
、
今
に
至
っ
て
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
聞
き
に
行
っ
て
、

興
味
が
あ
っ
た
ら
直
接
会
っ
て
、
一
緒
に
曲

を
作
る
っ
て
こ
と
を
や
っ
て
ま
す
」

I
A
M
A
S
を

卒
業
し
て
、
歌
う

活
動

を
メ
イ
ン
に
据
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、

歌
に
対
し
て
新
し
い
発
見
を
し
た
と
い
う
。

「
と
あ
る
宴
会
で
、
恋
愛
で
が
ー
ん
と
来

て
、
シ
ョ
ッ
ク
で
ぼ
ん
や
り
し
つ
つ
カ
ラ
オ

ケ
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
歌
の
意

味
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く
て
単
調
な
テ
ク

ス
チ
ャ
に
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
に
、
歌

詞
に
あ
る
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
心
が
、『
あ
っ
、

こ
れ
の
こ
と
か
！
』
と
初
め
て
分
か
っ
た
瞬

間
が
あ
っ
て
。
っ
て
遅
い
で
す
ね

?
い
い

表
現
者
に
恋
愛
は
大
事
！
か
も
（
笑
）
」。

い
ま
す
。
番
組
の
狙
い
は
、
商
店
街
の
活
性

化
。
各
地
で
商
店
街
が
さ
び
れ
て
き
て
い
る

な
か
、
山
口
の
商
店
街
は
ま
だ
ま
だ
元
気
と

い
う
と
こ
ろ
を
伝
え
た
い
で
す
。

放
送
開
始
か
ら
、
徐
々
に
反
響
も
あ
り
、

ロ
ケ
に
も
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
見
学
に

来
て
く
れ
ま
す
。
う
ち
の
３
歳
の
子
供
も
、

『
武
器
を
持
っ
て
、
ぶ
ち
エ
ー
ジ
ャ
ー
を
助

け
に
い
か
ん
に
ゃ
ー
い
け
ん
』
と
い
う
ぐ
ら

い
番
組
に
熱
中
し
て
い
て
、
父
親
と
し
て
は

嬉
し
い
で
す
」。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑮

さ
か
い
れ
い
し
う

ア
カ
デ
ミ
ー　

３
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科

人
と
の
出
会
い
や
関
係
性
で

「
歌
い
た
い
」
気
持
ち
が

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
バ
カ
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
い
な

と
い
う
の
が
あ
っ
て
。

ア
カ
デ
ミ
ー　

４
期
生　

ス
タ
ジ
オ
科

山
野
友
義

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑯
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1
9
6
4
年
に
建
て
ら
れ
た
4
階
建
て
の

旧
女
子
高
の
校
舎
を
改
装
し
た
本
校
舎
と
、
大

学
院
開
設
に
伴
い
2
0
0
0
年
に
建
て
た
、
ガ

ラ
ス
張
り
の
階
段
が
目
立
つ
5
階
建
て
の
新
校

舎
、
2
つ
を
活
動
の
場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
本
校
舎
4
階
の
一
部
は
、
女
子
高
時
代
の

ま
ま
改
築
せ
ず
に
使
用
し
、
当
時
の
面
影
を
残

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
工
房
に
は
、
当
初
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
の
制
作
ア
ト

リ
エ
と
、
撮
影
や
展
示
な
ど
を
行
う
た
め
の
ス

タ
ジ
オ
が
あ
り
、
建
築
家
妹
島
和
世
に
よ
り
設

計
さ
れ
、
1
9
9
7
年
の
日
本
建
築
学
会
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
レ
ジ
デ
ン
ス
機
能

を
本
校
舎
へ
移
し
、
あ
と
を
木
工
室
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
垣
駅
の
約
5
0
0
m
東
に
学
生
寮

R
I
S
T
が
あ
り
、
充
実
し
た
生
活
環
境
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

BUILDINGS
IAMAS の建物

右上 マルチメディア工房

右下 マルチメディア工房階段

左上 マルチメディア工房屋上から見る本校舎と新校舎

左下 学生寮RIST
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赤
松
武
子　

I
A
M
A
S
同
窓
会　

会
長

I
A
M
A
S
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
十
周
年
を
記
念
し
て
同
窓
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
卒
業
し
て
か
ら
も
学
校
を
訪
れ
る
人
が
多
く
、
卒

業
年
に
か
か
わ
り
な
く
互
い
に
深
い
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
が

I
A
M
A
S
で
す
。
改
め
て
同
窓
会
を
通
し
て
何
か
す
る
と
い
っ
て
も
ピ
ン
と

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
の
活
動
を
通
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
力
を
つ
く
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

ご
意
見
な
ど
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
称
さ
れ
る
私
た
ち
で
す
が
、
一
般
の
同
窓
会
の

よ
う
に
改
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
I
A
M
A
S
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊
坂
賢
次　
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン　

理
事
長

I
A
M
A
S
が
開
校
し
て
十
年
、
実
際
に
活
き
た
時
間
を
共
に
し
た
か
ぎ
り

で
は
十
分
に
長
い
こ
の
歴
史
に
対
し
て
、
今
思
う
と
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が
果

た
し
た
社
会
文
化
的
な
使
命
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。
情
報
科
学
と
芸
術
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
つ
な
げ
る
と
い
う
新
鮮
な
発
想
、
そ
し
て
岐
阜
県
と
い
う
ロ
ー
カ

ル
か
ら
一
気
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
つ
な
げ
る
と
い
う
大
胆
な
挑

戦
の
も
と
で
、
I
A
M
A
S
は
十
分
な
ま
で
の
知
的
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

今
な
ら
ば
、
そ
の
発
想
も
挑
戦
も
予
期
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
十

年
前
か
ら
実
践
し
て
い
た
先
見
性
あ
る
事
実
に
、
今
更
な
が
ら
驚
愕
し
、
同
時

に
そ
の
よ
う
な
予
期
を
自
明
と
さ
せ
た
成
果
と
貢
献
に
賞
賛
を
贈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
十
年
も
た
て
ば
、
さ
ら
に
次
の
十
年
を
構
想
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
I
A
M
A
S
に
大
学
院
大
学
が
す
で
に
開
学
し
て
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、

頼
も
し
い
こ
と
で
す
。
つ
ね
に
時
代
の
最
先
端
を
走
り
、
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
岐
阜
県
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
、
I
A
M
A
S
が
存
在
感
あ
る
知
性
で
あ

る
こ
と
を
、
強
く
希
望
し
ま
す
。

小
川
敏　
大
垣
市
長

I
A
M
A
S
が
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

I
A
M
A
S
は
平
成
8
年
に
全
国
で
も
類
を
見
な
い
独
創
的
な
メ
デ
ィ
ア
系

教
育
機
関
と
し
て
開
校
以
来
、「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
聖
地
」
と
し
て
国
内
外
に

お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
7
年
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
世
界
メ
デ
ィ
ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
、平
成
16
年
か
ら
は
さ
ら
に
発
展
し
た
「
岐
阜
お
お
が
き
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

と
な
り
、
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
祭
典
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
大
変

喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
と
き
、
横
山
学
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
心
か
ら
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
等
と
連
携
さ
れ
、
本
市
の
情
報
関
連
産

業
の
振
興
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
I
A
M
A
S
が
、
ま
す
ま
す
発
展
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

古
田
肇　
岐
阜
県
知
事

I
A
M
A
S
が
創
立
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

I
A
M
A
S
は
岐
阜
県
の
高
度
情
報
化
政
策
の
一
環
を
な
す
人
材
養
成
機
関

と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
開
学
し
て
わ
ず
か
十
年
と
い
う
歳
月
の
あ
い

だ
に
、
先
端
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
教
育
機
関
と
し
て
確
固
た
る
存
在
に
ま
で
成
長

し
、
国
内
外
に
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
の
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
と
学
生

諸
君
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
ゆ
え
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
く
思
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
は
近
年
、
地
元
の
産
業
界
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
模
索
し
、

そ
れ
が
す
で
に
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
形
を
と
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育
の
目

的
は
遠
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
長
い
ス
パ
ン
を
も
っ
て
測
ら
れ
る
べ

き
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
い
っ
ぽ
う
I
A
M
A
S
の
設
置
者
で
あ
る
県
と
し
て

は
、
こ
の
県
立
の
す
ぐ
れ
た
学
校
が
、
と
り
あ
え
ず
地
元
の
産
業
の
振
興
に
対

し
て
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
今
後
と

も
そ
の
面
で
努
力
も
重
ね
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
く
思
う
次
第
で
す
。

こ
の
学
校
に
学
ん
だ
諸
君
が
そ
の
才
能
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
場
を
ど
ん
ど

ん
地
元
に
創
出
し
、
岐
阜
県
が
そ
の
活
躍
の
主
た
る
舞
台
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
次
の
十
年
に
向
け
て
の
I
A
M
A
S
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り

ま
す
。

MESSAGES
十周年に寄せて
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赤
松
武
子　

I
A
M
A
S
同
窓
会　

会
長

I
A
M
A
S
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
十
周
年
を
記
念
し
て
同
窓
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
卒
業
し
て
か
ら
も
学
校
を
訪
れ
る
人
が
多
く
、
卒

業
年
に
か
か
わ
り
な
く
互
い
に
深
い
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
が

I
A
M
A
S
で
す
。
改
め
て
同
窓
会
を
通
し
て
何
か
す
る
と
い
っ
て
も
ピ
ン
と

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
の
活
動
を
通
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
力
を
つ
く
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

ご
意
見
な
ど
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
称
さ
れ
る
私
た
ち
で
す
が
、
一
般
の
同
窓
会
の

よ
う
に
改
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
I
A
M
A
S
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊
坂
賢
次　
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン　

理
事
長

I
A
M
A
S
が
開
校
し
て
十
年
、
実
際
に
活
き
た
時
間
を
共
に
し
た
か
ぎ
り

で
は
十
分
に
長
い
こ
の
歴
史
に
対
し
て
、
今
思
う
と
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が
果

た
し
た
社
会
文
化
的
な
使
命
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。
情
報
科
学
と
芸
術
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
つ
な
げ
る
と
い
う
新
鮮
な
発
想
、
そ
し
て
岐
阜
県
と
い
う
ロ
ー
カ

ル
か
ら
一
気
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
つ
な
げ
る
と
い
う
大
胆
な
挑

戦
の
も
と
で
、
I
A
M
A
S
は
十
分
な
ま
で
の
知
的
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

今
な
ら
ば
、
そ
の
発
想
も
挑
戦
も
予
期
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
十

年
前
か
ら
実
践
し
て
い
た
先
見
性
あ
る
事
実
に
、
今
更
な
が
ら
驚
愕
し
、
同
時

に
そ
の
よ
う
な
予
期
を
自
明
と
さ
せ
た
成
果
と
貢
献
に
賞
賛
を
贈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
十
年
も
た
て
ば
、
さ
ら
に
次
の
十
年
を
構
想
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
I
A
M
A
S
に
大
学
院
大
学
が
す
で
に
開
学
し
て
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、

頼
も
し
い
こ
と
で
す
。
つ
ね
に
時
代
の
最
先
端
を
走
り
、
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
岐
阜
県
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
、
I
A
M
A
S
が
存
在
感
あ
る
知
性
で
あ

る
こ
と
を
、
強
く
希
望
し
ま
す
。

小
川
敏　
大
垣
市
長

I
A
M
A
S
が
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

I
A
M
A
S
は
平
成
8
年
に
全
国
で
も
類
を
見
な
い
独
創
的
な
メ
デ
ィ
ア
系

教
育
機
関
と
し
て
開
校
以
来
、「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
聖
地
」
と
し
て
国
内
外
に

お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
7
年
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
世
界
メ
デ
ィ
ア
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
、平
成
16
年
か
ら
は
さ
ら
に
発
展
し
た
「
岐
阜
お
お
が
き
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

と
な
り
、
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
祭
典
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
大
変

喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
と
き
、
横
山
学
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
心
か
ら
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
等
と
連
携
さ
れ
、
本
市
の
情
報
関
連
産

業
の
振
興
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
I
A
M
A
S
が
、
ま
す
ま
す
発
展
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

古
田
肇　
岐
阜
県
知
事

I
A
M
A
S
が
創
立
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

I
A
M
A
S
は
岐
阜
県
の
高
度
情
報
化
政
策
の
一
環
を
な
す
人
材
養
成
機
関

と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
開
学
し
て
わ
ず
か
十
年
と
い
う
歳
月
の
あ
い

だ
に
、
先
端
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
教
育
機
関
と
し
て
確
固
た
る
存
在
に
ま
で
成
長

し
、
国
内
外
に
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
の
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
と
学
生

諸
君
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
ゆ
え
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
く
思
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
は
近
年
、
地
元
の
産
業
界
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
模
索
し
、

そ
れ
が
す
で
に
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
形
を
と
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
育
の
目

的
は
遠
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
を
長
い
ス
パ
ン
を
も
っ
て
測
ら
れ
る
べ

き
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
い
っ
ぽ
う
I
A
M
A
S
の
設
置
者
で
あ
る
県
と
し
て

は
、
こ
の
県
立
の
す
ぐ
れ
た
学
校
が
、
と
り
あ
え
ず
地
元
の
産
業
の
振
興
に
対

し
て
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
今
後
と

も
そ
の
面
で
努
力
も
重
ね
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
く
思
う
次
第
で
す
。

こ
の
学
校
に
学
ん
だ
諸
君
が
そ
の
才
能
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
場
を
ど
ん
ど

ん
地
元
に
創
出
し
、
岐
阜
県
が
そ
の
活
躍
の
主
た
る
舞
台
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
次
の
十
年
に
向
け
て
の
I
A
M
A
S
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り

ま
す
。
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と
い
う
姿
勢
の
先
生
方
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
に
こ
こ
に
集
ま
っ
た
教
職
員
、

卒
業
生
の
結
束
の
固
さ
と
い
う
か
、
互
い
の
親

密
感
の
強
さ
で
す
。
の
ち
に
私
は
ス
タ
ジ
オ
・

ア
ッ
ズ
ー
ロ
の
パ
オ
ロ
・
ロ
ー
ザ
が
自
ら
の
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
言
っ
た
言
葉
を
借
り
て
、
こ

れ
を
I
A
M
A
S
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
び
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
非
常
に
良
い
形
で
機
能
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
で
ご
覧
の
よ

う
に
、
I
A
M
A
S
は
こ
の
十
年
に
誇
っ
て
よ

い
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
本

拠
を
こ
の
大
垣
と
い
う
地
方
都
市
に
お
い
た
こ

と
、
ま
た
学
生
の
数
を
絞
っ
た
こ
と
が
大
き
く

作
用
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
た
え
ず
新
し
い

も
の
を
追
い
求
め
る
大
都
市
に
あ
っ
て
は
生
ま

れ
得
な
い
教
育
の
実
践
が
、
所
を
得
て
花
開
い

た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
十
周
年
を
迎
え

た
I
A
M
A
S
は
、
い
ま
次
の
十
年
に
向
け
て

の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
動

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
ま
で
に
も

ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
た
く

存
じ
ま
す
。

情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学

岐
阜
県
立
国
際
情
報
科
学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

学
長　

横
山
正

I
A
M
A
S
が
開
学
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
時

を
迎
え
ま
し
た
。
た
だ
私
は
そ
の
途
中
か
ら
の

参
加
者
で
あ
り
、
大
学
院
大
学
発
足
の
お
手
伝

い
は
し
ま
し
た
が
、
I
A
M
A
S
創
立
時
の

坂
根
先
生
を
中
心
と
す
る
先
生
方
の
熱
気
あ
る

議
論
に
加
わ
っ
て
い
な
い
の
を
残
念
に
思
い
ま

す
。
今
回
、
十
周
年
記
念
誌
を
編
集
す
る
に
あ

た
り
、
と
く
に
そ
う
し
た
創
立
時
の
雰
囲
気
が

じ
か
に
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
な
内
容
に
し
た
い

と
思
い
、
坂
根
先
生
を
は
じ
め
当
初
か
ら
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
早
い
時
期
の
卒
業
生
の
諸

君
に
と
り
わ
け
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
一
般
の
記
念
誌
の
た
ぐ
い
に
見
る
い
か
に
も

そ
れ
ら
し
い
体
裁
の
も
の
で
な
く
、
思
わ
ず
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
読
み
や
す
い
雑
誌
ス
タ
イ

ル
の
も
の
に
し
て
デ
ー
タ
を
別
冊
に
と
い
う
考

え
を
、
鈴
木
さ
ん
は
じ
め
制
作
に
あ
た
っ
た
皆

さ
ん
が
実
に
う
ま
く
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
か
に
も
I
A
M
A
S
ら
し
い
記
念
誌
に
な
っ

た
と
い
さ
さ
か
自
負
し
て
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
ま
ず
感

激
し
た
の
は
、
教
育
へ
の
情
熱
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
た
ん
な
る
知
識
や
技
術
の
伝
達
に
終
わ

ら
な
い
、
真
に
創
造
的
な
人
間
を
養
成
し
よ
う
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と
い
う
姿
勢
の
先
生
方
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
に
こ
こ
に
集
ま
っ
た
教
職
員
、

卒
業
生
の
結
束
の
固
さ
と
い
う
か
、
互
い
の
親

密
感
の
強
さ
で
す
。
の
ち
に
私
は
ス
タ
ジ
オ
・

ア
ッ
ズ
ー
ロ
の
パ
オ
ロ
・
ロ
ー
ザ
が
自
ら
の
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
言
っ
た
言
葉
を
借
り
て
、
こ

れ
を
I
A
M
A
S
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
び
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
非
常
に
良
い
形
で
機
能
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
で
ご
覧
の
よ

う
に
、
I
A
M
A
S
は
こ
の
十
年
に
誇
っ
て
よ

い
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
本

拠
を
こ
の
大
垣
と
い
う
地
方
都
市
に
お
い
た
こ

と
、
ま
た
学
生
の
数
を
絞
っ
た
こ
と
が
大
き
く

作
用
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
た
え
ず
新
し
い

も
の
を
追
い
求
め
る
大
都
市
に
あ
っ
て
は
生
ま

れ
得
な
い
教
育
の
実
践
が
、
所
を
得
て
花
開
い

た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
十
周
年
を
迎
え

た
I
A
M
A
S
は
、
い
ま
次
の
十
年
に
向
け
て

の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
動

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
ま
で
に
も

ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
た
く

存
じ
ま
す
。

情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学

岐
阜
県
立
国
際
情
報
科
学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

学
長　

横
山
正

I
A
M
A
S
が
開
学
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
時

を
迎
え
ま
し
た
。
た
だ
私
は
そ
の
途
中
か
ら
の

参
加
者
で
あ
り
、
大
学
院
大
学
発
足
の
お
手
伝

い
は
し
ま
し
た
が
、
I
A
M
A
S
創
立
時
の

坂
根
先
生
を
中
心
と
す
る
先
生
方
の
熱
気
あ
る

議
論
に
加
わ
っ
て
い
な
い
の
を
残
念
に
思
い
ま

す
。
今
回
、
十
周
年
記
念
誌
を
編
集
す
る
に
あ

た
り
、
と
く
に
そ
う
し
た
創
立
時
の
雰
囲
気
が

じ
か
に
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
な
内
容
に
し
た
い

と
思
い
、
坂
根
先
生
を
は
じ
め
当
初
か
ら
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
早
い
時
期
の
卒
業
生
の
諸

君
に
と
り
わ
け
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
一
般
の
記
念
誌
の
た
ぐ
い
に
見
る
い
か
に
も

そ
れ
ら
し
い
体
裁
の
も
の
で
な
く
、
思
わ
ず
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
読
み
や
す
い
雑
誌
ス
タ
イ

ル
の
も
の
に
し
て
デ
ー
タ
を
別
冊
に
と
い
う
考

え
を
、
鈴
木
さ
ん
は
じ
め
制
作
に
あ
た
っ
た
皆

さ
ん
が
実
に
う
ま
く
実
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
か
に
も
I
A
M
A
S
ら
し
い
記
念
誌
に
な
っ

た
と
い
さ
さ
か
自
負
し
て
い
ま
す
。

I
A
M
A
S
の
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
ま
ず
感

激
し
た
の
は
、
教
育
へ
の
情
熱
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
た
ん
な
る
知
識
や
技
術
の
伝
達
に
終
わ

ら
な
い
、
真
に
創
造
的
な
人
間
を
養
成
し
よ
う
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IAMASの十周年を記念して作られた記念誌です。クリアカバー 
には大きな「十」のラインがパッケージを包むリボンのようにあ
しらわれています。2冊の冊子で構成されており、表紙のエンボ
ス加工はカバーの縞模様と併せることで格子模様になります。十
周年誌Ⅰではビジュアルをメインにこれまでの活動や人物の紹
介、十周年誌Ⅱはテキストベースのデータブックとなっていま
す。

形　態　　
サイズ　　
コンテンツ

This is a commemorative publication made to celebrate the 10th 
anniversary of IAMAS. On the clear cover is a large 十 (kanji for 10) 
is shown, like a ribbon binding a package. The publication is com-
prised of 2 books, and by overlapping the embossing of the binding 
with the stripped cover it creates a lattice pattern. The 10th Anni-
versary Book I, introduces the activities and people of IAMAS up to 
that point in time. Book II is a text-based data book.

Form
Size
Contents

無線綴じ製本
210mm×280mm
十周年誌Ⅰ：学校＋活動、科学＋芸術、
教育＋方法、社会＋学校、学生＋社会
十周年誌Ⅱ：データブック

Perfect Binding
210mm×280mm
10th Aniversary MagazineⅠ: School + Activity,
Science + Art, Education + Method, Society + School,
Student + School
10th Aniversary MagazineⅡ：Databook



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMAS BOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMAS BOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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